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r 本書は 『書晝 骨董 叢書』 の 第三 卷 として、 現代 日本の 繪晝 及び 彫刻 k 關 する 一般的の 解說を 試み 
たもの である。 

一、 本書は 現代人の 事 門 的 常識を 涵養すべく、 極めて 平易 明快に、 併も 細大 漏 S ず 講述 する を 目的と 
して ある。 故に 苟 くも 本書を 通讀 すれば、 現に 我が 邦に 行 はれる 日本 畫 、西洋 畫及び 彫刻の 全般に 
通曉 する を 得る てあらう。 

一、 本書は 必ずしも 批評 的 態度に 立っ て、 現代 美術の 文化的 意義、 藝術的 効果、 歴史的 關係 等を 論究 
しょうとは しない。 乙れ 本書の 頁數に 限う あると、 玆 に は 左までの 必要なしと 思つ たからで ある。 

一、 本書は 現代に 活動せ る 諸 名家に っ v» て 各方 面ょ* CN 語 $、 以て ^ の 人物 •略傳 .作品 •評價 等に わ 
たうて、 一々 明確なる 講述を して ある。 

一、 加 ふるに 代表作 品を 出來 得る 限 6 多數に 寫眞 版と して 揭 載し、 以て 本文と 相俟って 讀 者を 益 せん 
乙と を 企て、 ある。 

一、 本書には 各 家の肯 像 •逸話の 類は 一切 乙れ を 省い 穴が、 是 等は 悉く 後卷 『逸話 珍談 集、 附 鑑賞 鑑 
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定談 J に 載せて ある。 又系圖 •系統 表 •年號 等は、 一 括して 別册 『年表 •圆解 及 索引』 に 割いて あ 
るから、 參照 せられたい。 

1 、 本書の 本文 中、 日本 畫に關 する 部と、 西洋 畫及び 彫刻に 關 する 部とは、 筆者を 異にする から、 文 
體 •事實 等に 若干の 牴觸 あるを 免 かれまい。 又 本文の 執筆は 大正 九 年の 夏で あるから、 をの 年の 秋 
季 各展覽 會及び その 前後の 美術界の 移動 (C ついては 言及して ない Z. とを 斷つて 置く。 

大正 九 年 十二月 
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現代の 繪畫及 彫刻 

•，書 畫 骨董 叢書 刊行 會著 

第一 編 現代の 日本 晝壇 

一、 日本 畫界と 團體別 

帝國 美術 院の會 貝 | 現代の n 本畫壇 1 それを 一言に 盡 すの ^' なかなか 厄 把 1た。文ぎ、院展、 
國畫 創作 協會 と、 かう 囫體別 も 出 來れば 、來京 派、 京都 派と いふ 地方 別、 土 佐、 南畫 、四條 、浮世 繪 
等の 流派 別に も出來 る。 だが、 乙 乙では 面倒を 省いて、 S きな 6 固 體別で 行かう。 そして 最先 きに 舊 
文部省 美術展 覽會を 新たに 編み 直した 帝國 美術 院の 事から 說き出 3 う。 

帝_ 美術 院の 名稱 は、 舊文展 の 官制を 改革して、 大正 八 年 九 / J 六日 發表 S れ たの だ。 內容は 大體舊 
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二 

文展の 繼續と 見れば ょいので、 ただ 變つ たのは 帝阈 美術 院とい ふ 立派な 名稱が 出來 、丁度 歐洲に 於け 
る 口- ヤル 、アカ デミ*- や。 サロン 式に 國家が 乙 の 圑體を 公設し、 堂々 國 立の 權威 を冇 する C とで あ 
る。 そして、 美術界 {C 多年 功勳 あぅ、 實蹟 あ-'、 斯界の 元老と 認められる 人が 帝 阈 美術 院會 員なる 尊 
稱を享 受す のる 光榮に 浴す るので、 學者 ♦か 帝國學 士院會 員と して 最高の 名擧を 受ける のに CA としく、 
實 に勒任待遇を悉ぅするのである。 

乙の 會 員は 定員 十五 名と して あるが、 3 し當 つては 十三 人 •たけ 任命 3 れた 。その 內、 n 本 畫の方 か 
らば 七 名 だけ 選ばれた ので、 東京の 川 合 玉 堂、 小 堀靭 音、 松本楓 湖、 京都の 竹內粞 鳳、 山元 春 擧 、常 問 
鐵齋 、今 尾景 年の 諸氏で ある。 別に 日本 美術 院の橫 山大觀 、下 村 観 山 二 氏が 乙 の 選に 入つ たの ♦たが、 

一 一氏は、 現に 擁立し つ、 ある 民 設美衡 院の爲 め や、 種々 の 事情から 斷然乙 の 任命 1: 郤 けたので ある。 
■帝國 美術^^ 帝國 美術 院會 員は、 前述べ 穴 如く 堂々 たる 元老 美術家 だが、 併し 乙の 人達 
は 1 时 接 同 院の展 覽會に 審査員とは ならな い。 帝展の 審査員は、 乙れ らの會 員が 寄 6 集つ て 半數を 選び 
殘 $ 半 敷は 文部大臣が 直接 選任 するとい ふ 事に なつて 居る。 謂は <、 會 員は 親で、 審杳 •員 ば 子で ある。 
或は 前者は 豫備 役で 後者 •か 現役と 言へ ょぅ。 現役の 審査員た る ものは、 帝展 に對 して 责任も 權利も 一 
層 大き S わけで あるまい か。 
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而して 、 Z1 の 審査員には、 第一 囘の 昨年は、 口 本畫で 九名擧 げられ た。 その 顔觸れ は， 柬 京方で 小 
室翠雲 •結 城 素 明、 鏑木淸 方、 松林 桂月、 松 岡 映 丘の 五 氏、 京都 方で 菊 池 契 月、 两 山 翠崎 •橋 本關 雪、 
川村曼 舟の 四 氏で ある。 卽 ち、 舊 文部省 展覽會 の 審査員 中、 玉 堂、 鞄 音、 栖 風、 麻 擧四 氏は 元老と し 
て會 員に 祭 6 上げられ、 翠雲 、契 月の 二 氏が 現役と して 居殘 6、 今 衆 雄 作、 荒木 十 畝の 兩氏だ け •か 全 
く 非 役と なつた わけ' て、 乙れ を ii て も 帝闕 美術 院は大 體文展 の 連續と 見る Z1 とが 出來 ょう。 それから 
帝國 美術 院で は、 第一 囘 審査員 任命と 同時 k 推薦の 人々 を發 表した。 推薦とは 舊文 屁に も あつた 通う 
帝 ) 1 に 出品 Q 由で、 鑑査 も赛查 もな く大 威張 6 で 通れる 人達の 乙と を 云 ふので ある。 

帝國 美術 院及 舊文展 推薦 _ 文展の 推薦は、 第 十 囘卽ち 大正 五 年までは 名目の み 存して 其贲が なか 
つたので あるが、 乙 の 年始め て 京都の 菊 池 契 月 氏と、 同じく 閨秀作家の 上 村 松 園 女史と が 推薦 3 れ た。 
翌年は 誰も 推薦 3 れ ず、 七 年に また 橋本關 雪、 結 城 素 明、 鏑木淸 方、 都路華 香の 四 氏が 推薦 3れ た。 
z- れ 丈け が 舊文展 に 於け る 推薦者の 全部な ので ある。 而して 、乙の 中、 松 園、 華 香 二 氏 > 除き、 他は 
全部 帝展の 審査 M に 擧 げられ て ゐる 。以て 舊文展 に 於け る 推薦の 價値も 推知 3 れ ょう。 

と 乙 ろが、 帝展の 審査員は 舊文展 のをれ とは 殆んど 顔觸れ も一變 して、 著しく 少 壯の士 、新進の 人 
を 以て 充てら る、 に 至つ た。 そ 乙 で、 その 均衡 上、 過去の 文展に 功績 多 かつた 作家を 今までの ま、 に 
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もし 兼ねる ので、 帝國 美術 院で は、 元老と なつた 會員 諸氏が 先づ主 立つ た 人々 十 名を 選ん r 推薦と い 
ふ 乙とにした。その顏觸れは、?口|:|&、&^||^、小村大雲、山內多門、平福百穂、池田輝方、田 
^• ^• 璋、土&麥憐、川北&峰、田近竹邨の十氏である。乙の十氏は云ふまでもなく、美術界に錚々の 
聞ぇ ある 人々* たが、 必ずしも 舊文展 {C 於け る功勞 者の みで ない のが 一奇 と 3 れ る。 

日本 美術 院 同人 1 帝國 美術 院とい ふ 新ら しい 名稱の 出 來た爲 めに、 日本 美術 院は 、今 ^ での 
通 6 名で あつた 美術 院と S ふの みでは わからな くな つてし まつた。 どぅしても、 をれ に m 本の 二 字を 
冠して 帝 國の仑 れと區 別し くて はなら なくなつ た。 S て、 日本 美術 院に 於け る 日本 畫 部は 如何なる 人 
人に ょつ て 如何に 組織 3 れ 1: ゐ るか。 乙、 には、 先づ 第一に、 同院の 元老で、 領袖で ある 橫山 大腿、 
下村觀 山の 二 氏の 名を 思 a 出 3 ねばならな s 。 

大觀 、觀 山は、 帝展の 方で も會 員に 推擧 して 斷られ たくら ゐ現 日本の 美術. 界に は功勳 ある 人々 だ。 
乙の 二 氏の 下 ic 同院に は、 幹部と 目 3 る、 作家が 皆 同人と s ふ ?: となつ て ゐる 。二 氏の 他、 木村武 山、 
0 〇0〇^00, 

長 野草 風、 橋本靜 水， 小川 芋錢 、北 野恒 富、 川端 龍 子、 速 水 御舟の 以上 現在 十八 氏で ある。 2. の 他に 
再興の 美術 院と しては 今 村 紫 紅の 同人た*^ しこと を 忘れ 難いの だが、 氏は 大正 五 年に 病歿した。 
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日本 美術 院の 同人は、 丁度 帝國 美術 院の 審査員の やうな もので、 院展に 於け る 出品の 鑑査 審査は 皆 
乙の 同人が 決定す るので、 同人 C! 身は 無論 自由に 出品が 出來 るの だ。 併し、 近年は 數の多 S 丈け {<: 玉 
石 混淆の 觀あ う、 兩 巨頭の 他 {C は靱彥 ，靑邨 、古徑 氏 等まで が眞の 同人ら しく 他から 見られ、 他は そ 
れ 以下と 見られて ゐ る。 

I— 國晝 創作 協會々 員 一帝展 、院展 の 次ぎは 最も m 要な 日本 畫の團 體 として 獨 立して ゐ るの (i' 、 M' _ 都 
、の 國畫 創作 協會で あらう。 乙れ は 大正 七 年 一月、 京都 (C 於け る少壯 新銳の 作家が 文展の 施設 {C 慊らず 
して 新に 組織した る 新 團體で 、いづれ も 新ら し S 頭腦を 有つ て. Q る 人達 だ。 その 會 員は、 最初 十 m* 麥 
憐 ，小 野 竹 橋、 村 上 華 岳、 榊 原紫峯 、野 長瀨晚 花の 五 氏で あつたが、 第一 囘の展 覽會 {C 入選して 好評の 
あつた 入江 波 光 も 今年は 新たに 會員に 選ばれた ので 都合 六 人に なつた わけで ある。 

乙 の會 での 重鎭 は、 土 田 麥憐で ある。 氏は 未だ 三十 三 歲の壯 年で あるが、 竹內栖 鳳の 門に 入 6、 叨 
治 四十 四 年 京都 繪畫 事門學 校を 卒業して 以來 、早くから 文展 ic 異色 ある 作品を 出して、 屢々 優 賞に 擬 
せられた ものである。 なほ、 乙の 會には 鑑査 顧問と い ふ ものが あ- CN、 竹內柄 鳳、 中 井 宗太郞 の 二 氏が 
その 仕事に 當つて 居る。 柄 鳳は、 本會々 員 等の 師で あ-^、 指導 若で あつた 關係 から 推擧 3 れた ので、 
中 井は 繪畫 專門學 校の 敎授 で、 技術 家では な v> 。 
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一 爾餘の 日本 晝團體 I 以上 擧げた 重要な 圑體を 外にして は、 日本 畫壇に 特別 有力な 圑體 もな い。 だ 
だ 日本 美術 協會 は、 多年の 歴史と、 傳統的 勢力と を 持して 現畫 壇の 一方に 相 變らず 割據 して， Q る。 そ 
の 中で 主なる 顔觸れ を擧げ ると •日本 畫 作家では、 佐久 間鐵園 •松林 桂月、 津 端道彥 、高 取稚 成、 畑 
仙齡 、廣瀨 東 畝、 八 木 岡 春 山 氏 等で、 別に 下 條桂谷 翁が ある。 乙の 中、 桂月は 殊 {C 振つ て ゐたが 今年 
からは 帝展 審査員に なつた から 協會 のた め 十分の 活動 も 出來爻 い。 總じて 、協會 の 盛時は 過ぎて、 守 
舊の 人の み 殘存 する やぅな 傾向が ある。 

つい 最近まで 美術 硏究會 とい ふ 園體が あ 6、 帝展 第一 回 R 特選 首席と なつた 飛 田 周 山 や、 推薦の 山 
內多 門、 池 田 輝 方、 その他 有力な 作家が 集つ て ゐたが 、乙の 程 それ 5: 脫して 新たに 如水會 なる ものを 
起した。如水會の會員は、前記三名の外、島田墨仙、野田九浦、町田曲江、水上泰生、勝田蕉琴、服 
部 春陽、 石 井林 響の 七 人で ある。 

別 R 、 藝術社 あぅ、 行 樹社あ 6、 橋 本邦 助、 蔦 谷 龍 岬、 矢澤 弦月、 廣 島晃甫 、小 林 源太郞 、織 田觀 
潮な どの 諸家 多く 乙れ に 屬しで 居た が、 今は いづれ 7P 澥 散して しま 〇 た。 

美術 學校 出身者の 間には、 以前は 東 台 畫會と 云 ふが あ 6、 結 城 素 明を 初め、 平 田松觉 、西 村 靑歸等 
$ これに 屬して ゐたが 、近くは 池畔 俱樂 部と 改まつ て 更生し、 乙 れは主 に 結 城、 松 岡な どい ふ 現敎授 
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連の 下 k 養成 3れ た 作家に ょつ て 組織 3 れてゐ る。 主なる 顏觸れ は、 5<|^弦 ^# 、 /]'* 崁 0# ^* 、が 03* 狄光、 
川 崎 小虎、 蔦 谷 龍 岬、 濱谷 白雨 等で ある。 をれ に 最近 晨光會 と S ふの が 結ばれ、 乙れ また 主に 池畔 俱 
樂 部の 人達で、 前記 諸氏の 大部分と、 太田義 一、 篠田 柏 ^ • 等が 居る。 

國民美 術協會 は、 初めの 精神は 兎に角、 今 、'ては洋議本位になつて居久% ^* 1^、^^ ^ 55 
田 墨 仙、 岛崎 柳塢 などの 名を 見る が 日本 畫 部の 內容は 頓と 振は な い。 

殘餘の 日本 書家 團體 としては、 未 松 子爵を 會頭 とする 舊派 系の 口 本畫會 、小 池素康 ng として 名 
一目の 殘存 せる 硏精會 、舊派 系の 中年 作家から 成る 明治 畫會 、細 川 男を 命 頭と する 口 本 南 宗畫會 、柳 原 
伯を 會頭 とする 南畫會 、紀淑 雄の 率 ふる 國香會 、近時 更に 振は ぬ 巽畫會 、故廣 !• 門下 一部 有志を 中心 
| とする 獨立 繪畫曾 、大和 繪の 人々 から 成れる 國風會 等 あるが、 5 ，づれ も實 質的には 餘 6 重きを 置かれ 
てゐなぃ。別に廣業門下の天籟晝會、玉党門下の下萌會、淸方門下の鄕土會、十 ^# 門下の讀畫舍、紀 
一音門下の革丙命、秀畝門下の傳神畫會等各社中の展覽會ぁ3、京都には、春擧門下に早苗會、„門 
一 下に 竹 枝會が ある。 


七 


二、 大家の 位地と 人物 

4 

正系の 代表的 大家 | 現代の 日本 畫を觀 る ものは、 直ぐ そ、 乙げ 5: 0 ^ i; 足 fr M' ど、 S、 ふ、 こ^ j ビ In'* 心、 a m' 
す ^ らう。 幕末から 明治へ かけて、 實際 東京と 京都との 畫 派の 分れは 著しく 眼に 立つ (C 至つ た。 そ、 れ 

し 合つ た觀が ある。 

併し、 極く 最近の 傾向て は、 S うした 地方 別的觀 念は 漸くな くなら うとして， Q る。 實は文 展に情 弊 
が あると 云は る、 やうに なつた の も、 一つは 地方 的 差別の S 念が あま-^ に 露骨に なつた からだと 云つ 
て 名 好 い くら， Q だ。 そこで、 今度の 帝展で は、 新ら しい 審査員 達が 力めて 3 うい ふ 地方 的感淸 を  一 g 
して 事に 當 らうと して 居る 跡が 明かに 窺 はれる。 

で、 東京、 京都と いふ やうな 地方 的 感情を 外にし、 また 帝展 とか 院展 とか 國展 とか、 乃至 狩 野と か 
土 佐と か南畫 とか 四條 派と かいふ 流派 園 係を も 起脫 して、 先づ 今の 日本 畫壇て 最も 代表的な、 元勸的 
な 人々 ば 誰* てあらう かを 考へて 見ょう。 

乙の 問題は、 擧げる 人數 {C ょつ で 種 / i- なる だら うが、 假 う に 最； P M- # して 三人 擧げ ると したら、 私 


は竹內柄鳳横 !1| 火觀、川合玉觉といふとこ /, 'たと !|1 心ふ。^7^|^|米が生さて © たら 2. れも入れたいが、 
惜し S 哉、 長逝した から、 今では 先 づ？- の 三人 だら う。 そして、 この 次ぎに 擧 C 可き 人と しては、 T* 
? !• ?  5r s: $- 、 a: i- l-. /h0 ii# s: 日、 S: 本  等の 諸 大家が ぁる。 如上— f  兀動 

ニー 中の 元勳 とすると、 f  g んに 活動して f 中年 階級から ie 女 •出 ¥、 fl^、 /h0 p ffie 、l^r 
大月、結城素明、橋本疆、松 ^# 4が、&が£、& 1||* ず|、士1:川藝、平福百趣、土£麥憐、_原紫 
家. 峰、 一 4 & •月 ム t: @» 、i i: %  が 1: ぐ  1 |: 一 ||1* §: ノ|:、 8: 田 ^ 、等の大家か擧げら 

の | れ る。 

1111  f I 現代 三 大家の 位置 一 竹內柄 鳳. 横 山 4< m* 、 ;ll# M s- s# s 人は、 明 樊 正の 日本靈 に 永 4 管 
と | るべき 作家.* た。 尔輩 、閱歷 の 上から ^ れ e れ 長所 短所は あつて 名、 平均して 見る と、 左までの 懸镉 な 
人き ほど 共通な と <1 ろが 多い。 東京と か 京都と か、 帝 展派 とか 院展 派と か、 3 うい ふ區 劃を 藝 術の 上に 
物 一 立てる のは e しくない。 t た r& うい ふ 時代の 旣に過 ぎ 去りつ、 ある 乙とは 前 {C も 述べた 通.^ •た。 その 
間に あつて、 乙の 三人は、 丁度 前の 古い 時代と、 今の 新ら しい 時代との 楔 子に 立つ てる やうても ある 0 
f れ故 、乙の 三人は、 いづれ も 3 うした 差別 的觀 念を 厭 ひながら、 自然に 三人 三業の 也 位に 立つ て、 
三 様の 立場から 現代の 日本 賽壇を 支配す る やうに 見ぇる。 

JL 
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竹 內栖凰  j 第一に、 竹內栖 
鳳 だ。 柄 鳳は 言 ふ 1H でもな く、 京都の 頭 
飼 領て あ-'、 多年 その 友た る 都路華 香 や、 
れ 死ん •た 菊池芳 文、 谷 口香嶠 などと : 11: ハに、 

る 幸野楳 嶺の 流を 汲んで、 先づ四 條派畫 法 
猿 を 修め、 後宽 西の 畫風を 綜合して 今 a 新 
らしき 京都 畫界ヒ 開拓した ので、 一面に 
竹 於て は 其 家塾 や、 京都 繪畫谍 門 學 校の 敎 
內 壇に てし き 6 に 後進を 養 CA 、 他面 文 M 開 
ffi  設以來 審査員と して 貢獻 すると こ /. 頗る 
多 かつ 左。 今、 現に 帝室 技 a 員、 帝國美 
術院會 M となれ る も 素ょ 6 當然だ 。 
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横 山 大觀氏 I 橫山大 ：觀 は、 何う しても 民間の 作家て ある。 東京 美術 學校第 一囘の 卒業生で 


流  燈  一一  棋 IU 大觀 


美術界の 先 覺者岡 村 天心に ょつ て、 思想の 薰育を 受け、 また その 心 友と して 天才 ^ • E* ^# ぎと 交つ た。 
美術 學校の 敎授に もな $、 文展審 員に もな つたが、 渠は 急進的 意見で、 他の 審査員と 相容れ ず、 文展 
を逐 はれる ‘に 至 6、 親友 下村觀 山と 共 R 日本 美術 院を復 典して 今日に 至つ た。 同院の 最初は ^ • #• の 精 
神 R 育 t れたが 、再興の 同 院は實 に大觀 と觀 1.11* と 2 力め 依る もので、 5 < il# 殊に 最も 功績が ある。 


物 人と 地位の 家大 
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川 合 玉 堂 氏 I 三人のう ち 


小 

春 

.© 


euu 

舍 

芏 

堂 


で 最も 年少な のは、 川 合 玉 堂で ある。 
渠 は、 少壯 ;;1 都に 出て て 初めは 柄 鳳 
などの 後輩と して 幸 野 ® 嶺 に fiT 4T し 
たもの だ、 が、 後 東京に 移つ て 橋 本 
f 1 :に 就い 左。 乙れ が 渠の 出世の 緖 
て" 爾來渠 の 英才 は" 日本 繪赉 協會 
や 美術 院の 展覽會 ごとに 大に 認めら 
れ "明治し 十 年 「二日 月」 を 出した 頃 
は錚々 穴 る 盛名を 馳 する R 至つ ^ 。 
玆に 於て" 渠は 文展第 一回ょ 6 辊査 
員に 擧げ られ "近頃は 寺 崎 廣 業と 併 
稱 3 れてゐ たが、 先輩 廣 業の 歿後は" 
^• か の 位地 益々 高まぅ、 優は 栖 鳳、 
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(P1 


大 觀と诘 抗 する 立場と なつた ので あ 
る。 渠は 、先 ハキ 來 東京 美術 學校 敎授 
ともな 6、 今や 帝 H 美術 院會 員、 帝 
室技藝 員と して、 來京畫 派では 小 堀 
鞄 音と 共に 最高 地位に ある。 

‘粞鳳 等三大 


六 元老の 功績 


家 {C 比する と、 や、 側役 者た るの觀 
は あれ ど、 やは ぅ當 代の 元勳 とし ' t: 
n 本畫 m に 楝渠の 貫祿を 把握す る も 
のとして、 下村觀 山、 富 岡鐵齋 、今 
尾 ^ • 年、 小堀靭 音、 松本楓 湖、 山元 
^• _ の ごときは、 特筆の 價値が ある、 


下 村觀山 氏一觀 山は、 そ 


の 經歷大 觀と相 似た もので、 始め 狩 
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一六 

野芳 崖に 學び 、後 橋 本雅 邦に 就 $更に柬 京 美術 學抆 
を 卒業した。 岡 # • 天心に 指導 5 れて 深く 日本 畫の行 
くべき 道を 究め、 一時 美術 學校 に敎 鞭を 執つ た Z. と 
も あ 6、 歐洲 {C 留學 した. こと も ある。 文展 には 第 七 
回 ^ で 密查 員で あつた •か、 大觀の やめられた 時 乙れ 
に殉 して 新たに 日本 美術 院の 復興に 協力した。 再興 
美術 院の 一半の 功 乙の 人に あると 共に、 渠はま た 技 
巧の 大家と して 當代 R 匹儔す る 若な き 才能を 有つ て 
居る。 

せ | 富 岡 鐵齋氏 」 1 田 k&f は、 旣に 八十 歳を 
山 越し 72 眞の 老大家 だ。 始めは、 維新の 志士で あ 4、 
明治と なつてから も 諸方に 神官な どを なして 居た 人 
で、 もとからの 晝家で はない。 が、 三十 歳の 頃から 
彩管 1C 親しみ、 大に畫 論晝傳 等を 研究して、 J1X 洋藝 


辻 


說 


法 


下 
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術の 上に 一家の 見を 立て、 慨然と して 新ら しき 南宗畫 家た る； と ic 力めた。 渠の 企圖は 見事に 成功し 
て、 何物に も囚 はれぬ、 鐵齋 一流の 南畫が 生れ、 その 畫風は 却つ て 歐洲 近代の 藝術に 共鳴す とまで 稱 
3 れてゐ る。 從つ て、 鐡齋の 名は 益々 高ま 6、 今や 帝室 技藝 員た るの みならず、 帝國 美術 院會 員と し 
て、 日本 畫 壇の 正系に 尊崇 て 居る。 

今 尾 景 年 氏 _ 今 尾景年 も ^ た 旣に 頹齡の 大家て ある。 渠は もと、 鈴 木 百年に 師事して 出藍 
の# あ 6、 後 2. れに 自家の 流 風を 出して 一種の E 京 年式 作風を 创始 し、 京都 畫 壇の 一方を 掌握す るに 至 
つた。 文展 にも 第一 囘 から 六 回まで 審査員と な 6、 1 た木岛櫻谷以下優秀な作家を養成し /2 。嚮に帝 
室技藝 員で あつたが、 帝國 美術 院 成る や、 t た その 會員 に擧げ られ た。 

| 山元 春擧氏 | 山元 春擧に 至つ ては、 さきに 擧げた 栖鳳 等の 三 大家 中 (C 列べ て も 毫も 遜色な 
い 人で ある。 /a だ、 その 將來に 及ぼす 功績が 幾分 三 大家に 劣る かと 思 ふが、 從來 の經歷 はむしろ、 大 
觀玉堂 等の 上に ある。 少に して 森寬齋 に學び 、一時 海外に 遊んで 泰西の 藝術 にも 接觸 した。 夙く から 
京都 繪畫專 門 學校や 京都 美術 H 藝學校 敎授に 任じ、 文展 第一 囘以來 最後 爻で 審査員と して 功獻 する 所 
多大で あつた。 加 之、 家塾を 早苗 會と名 づけて、 こ 乙 R 門下 1: 養成し、 川村曼 舟、 小 村 大雲以 下の 諸 
家を 出した 功績 名著し く、 ま S しく 京都 畫壇 に粞鳳 氏と 覇を爭 へる 觀が ある.。 現に 帝室 技藝 員、 帝國 

一七 
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一八 

雄 Igi 小堋辆  普 


美術 院會 員た る 乙 とも 栖 鳳と 同格な のて ある。 


小掘辆 音 氏」 小 堀 鞄 音 冬、 日本 畫壇 有數 の元勸 たる 乙と 今更 云 ふまても ない。 M は、 始め 


川 崎 小虎に 古 土 佐を 學び 、夙く から 穎才を 現して 岡 倉 天心な ど ic も 認められた。 一時、 美術 舉校 敎授 
とな.^、 一 H 止して 口 本 美術 院に 入つ たが、 再び 同校 敎授 となつ て 今日 {C 及ん •たのて ある = 文 展に終 
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二 〇 

始 一貫 審査員と なぅ、 後帝國 美術 院會 員に 推 3 れ 、帝室 技藝 員て ある ^ とな ど、 斯界の 元勳 たる 看板 
は 十二分に 具へ て 居る。 

一 讼本枫 湖 氏 一 ff SL® 龇 は、 天 保 生れで 旣 に頹齡 、今は 健康を 損じて 居る が、 それでも 元 動 
たる 事は sss。 i& 71<* fi# 、 %： •一 it* ? に 4 ん？ い ふが、？多くず^^の晝を繼承し 
たので ある。 明治 初期から 畫 名を 知られ、 久しく 大家 扱 a を 3 れて來 たの だが、 文 展初ま る や 第四囘 
t で 審査員に 擧げ られ 、帝國 美術 院成 るに 及んで また その 會 員に 推 § れた 。蓋し、 老大家 中 第一の 幸 
運 者 だが、 渠の 門下からは、 故^ r w° 1 &、 故 - «-® rHJ ^* JI* -®]a や、 今の 速 水 御舟 その他の 特異な 大家を 出した 
ので 功績は 多い わけ だ。 

三、 中堅の 諸家 2) 

意氣 旺盛な 中老 11 十 人 | 备元動 4 V 行 & が、 現に 旺んに 霞して 居る 中老 階級の 大家と して 

は、 if 雰、 i: kr  |^ ^ 髿諶、湿 |- 、影,辭|ギ雰デ 

m* 、 ®# IIJ* l&、 & ** 把ぐゲ #0 が ^ ||)〇 1: ^ 、 ±# 83# |&、 »* 1: 1- 、 *# ^* 樓谷、川村曼舟、山內多 
1 z、 fil# [ll, ll tli* の 諸家を 擧げて 置 s た。 乙れ らの 人々 のぅち ' 或る 名のは、 帝國 美術 院の 審査員' て あ*^、 


或る ものは、 日本 美術 院の 同人で あ-^、 或る ものは、 國畫創 作 協 會の會 員で あ-^、 また ^ の 他の もの 
は 舊文展 の 審査員 や、 帝展の 推薦 若な どで ある。 

|  私が、 特に 乙れ 等の 人々 を 一括して 擧げ たのは、 その 經歷 から 云つ -c も* 人格から 云つ て も、 技倆 
から 云つ て も、 若し 帝展の 審査員な どを 理想的 tc 擧げ ると したら、 先づ 乙の 邊の 人々 であらう と 云 ふ 
乙と を 豫 想しての 事な の だ。 もつ とも 乙の 二十 人中、 九 人までは 現密査 員な の だが、 出 來る乙 となら 
I 他の 十一 人 も # 査 貝に推してょからうと思ふのである。そして、乙れがずら6と集め得られたら、そ 
れ 乙 を 現 日本 畫 壇の 精英 悉く 合同す る Z. ととなる であらう。 もつ とも、, 〇 の 二十 人の 中には、 當初か 
ら藝術 上の 立場を 全く 異にして 居る 人 も あ 6、 恐らく 同時に. 都 査員に でもな つたら 議論の 果ての つか 
j ぬ Z: とも あらう が、 そ 乙 ^ で 論爭が 紛糾して 行つ て 初めて 多種 劣 樣な藝 術が 一觉に 見られ やうと 云 ふ 

了の •た。 

\  |各系統の網8|| 蓋し、 この 二十 人は、 團體 から 考 へ - C 見ても、 帝 M を 初め、 舊文展 、口 本 美 
一術院 、國畫 創作 協會 、爾餘 の 卓越せ る 作家 等を 悉く 網羅した わけになる ので、 乙れ ほどの 壯觀 はまた 
と ある ^ い。 卽ち 、帝 ® 系の 人と しては、 新たに 乙の審查員となつた、1^、|^、關|11、ぎ £:0 、翠 
罈 、桂月、 曼 舟の 七 人、 舊文展 系の 人と しては、 をの 舊 審査員 十 畝、 二人の 外文展 以來引 續き審 


植笹 本日© 代 現  編一 笫 


寶穴る 月の 二人 あ5、 美術 院系 としては、 M* ^* 、 ** #* 、 iE^ ■の 三人、 國展 系と しては、 15 
德 、•紫 •峰の 二人、 別に 作家と して 堂々 たる 實 力を 有す & 華、 V 穂、。 #. 門^! 山の 四 人が ある わけな 
の だ。 乙 乙では、 帝展 系、 文展 系、 院 展國展 系、 爾餘と 四 分しての 地位 人物を 說 かう。 

一 帝展系 の 七 人 I 一體 、帝國 美術 院が 第一 囘の 審査員を 選んだ 方法は、 たしかに 可な 6 當を得 
て 居る。 をれ は 何ょ 6も人材本位、人物主義だつたからだと思ふ。新らしく審査員となつた|5が以下 
七 人は 全く S づれも 人物の しつ か 4 した、 公平な 理想を もつ てる 人が 多い やう だ。 

鏡 木 清 方 氏 I 第一 {C 鏑木淸 方で ある。 渠は 。もともと 水 野 年 方の 門に 遊んで 浮世 繪 の硏究 
をな した 人で あるが、 をの 素質は むしろ 貴族的な けなげ S を もつ て 居て、 決して 卑俗の 世界に 墮 しな 
かつた。 第 四囘の 文展に 「女歌舞伎」 を 出して 三等賞を 得、 第 九囘の 「晴れ ゆく 村雨」 は 場 中 第一 e> 
傑作と して 世に暄 傳 された。 後、 結 城 素 明、 吉川靈 華、 平 福百穗 、松 岡 映 丘 等と 金 鈴 社を 組織して そ 
の 一員と なう 每囘 秀作を 出して 晝壇 k 於け る 地步を 固く したが、 元 來渠は 技巧の 才 ic も、 鑑識の 明 
にも 長け た 智慧の 人な ので、 帝展 審査員と しても 最も 公平な、 醇眞な 態度を 持して ると 稱 3 れ る。 

結 城 素 明 氏， | 結 城 素 明の 名は、 その 傳 はる Z1 と 甚だ 久しい。 渠は 、始め 川端 の 門に 入 
6、 後 策 京 美術 學校に 入つ て 明治 三十 年 {C 卒業し、 更に 同校 西洋 畫部に 在學 した 乙 とが ある。 三十 二 


C 上） 家  諸  の  堅 _  _ 中 


. 


:  零 劈. 
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年頃、 福 井江 亭 、平 福 百 穂 
等と 無 聲會を 起して、 當時 
倪 の晝 壇に 一新 生而 k DB いた 
雲 文展 には 第一 囘ら 出品し、 
林 「甲 ふたる 馬」 や 「相 瓜 樹下 
把金絲 圆」 などの 傑作が あ 
m る。 十有餘 年間 美術 學 校 } C 
本敎 鞭を 執う、 後進を 誘 襟し 
® II 現に 池畔 俱樂 部の 有望な 少 
壯 作家の 如き 多くは 渠を師 
と 仰いで 居る。 

r 橋 本 關雪氏 一 橋本關 雪は、 元來 竹內粞 鳳に 學んだ 人で あるが、 今ではむ しる 南 畫家で も あ 
る やう {C 世間から 看做 3 れて 居る。 それ 程、 渠は 、師 風に も かぶれず、 一切の 藝術的 因襲を 打破して、 
殆んど 孤立 的に 今日の 地步 5r 獲# した 人て ある。 それ 丈 偏狭な 人物の やうに も 見られる が 作家の 示す 


(上） 家 諸の  堅 中 


實力は 常に、 抜群の もの あぅ、 文展 出品 中で も、 「寒 山 拾得」 「倪雲林」 「木蓮」 など S づれも 一世の 賞 
讚を 博した ものて ある。 そして 題材を 採る Z. と 自由で、 あらゆる 方面に 才能を 示す。 今や、 初めて 帝 
展 審査 M となつ たが、 氏の 見識は さすがに 一頭 地を 挺ん •て， Q ると か。  • 

三  | 松 岡 映 丘 氏 | 松 岡 映 丘は、 淸方 、素 明と 同じ r 金 鈴 社 組 だ。 渠は 、名家の 出で、 最初 雅邦 
に 學んだ 事 も あぅ、 山 名 貫義の 門に も 入つ たが、 正式の 敎育は 明治 三十 二 年 美術 學校に 入つ て 受け、 
主として寺崎廣業から技能を授けられ /2 。文展では、第十一回の「室ざみ」が特選首席となつたので 
一躍 その 名聲を 高く したの だが、 をの 前から 美術 學校 に敎 鞭を 執 $、 篤學の 人、 智慧の 人と して 推 重 
l s n て 居た ので ある。 金 鈴 社 •て も、 他の 諸 先輩と 伍して 更に 劣らず、 今や 美術 學校 敎授 として、 又 帝 
展審査 员 として 最ネ前 途を囑 望 3 れ 、美 校の 若き 學生 等には、 靭音 、素 明 以上の 人氣が ある。 
i  | 西 山翠嶂 氏， | 西 ill- 翠嶂 は、 竹內柄 鳳の 缂 3 んで ある、 併し、 これは 決して 渠を碌 々たる 駙 
馬と 同一視すべき 现由 にならない のて、 1/ しる 渠は柄 鳳に 師事して、 正しく、 眞面に 今日の 地步を 占 
めた ものである。 元來 、京都の 人で 淸潤な る 風格 VJ 有する 人、 をの 作品 爻 た 生 ッ粹の 京都 情緖を 具へ 
てゐ る。 文展に 出品した 「青田」 や、 「採 桑」 r 落 梅」 等には、 渠獨 得の 趣 致が あつた。 帝展 審査員と 
しても、 決して 栖鳳 や、 粞鳳 一門の 人々 に 偏頗す る 人て ある ^ い。 
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(上） 家  諸の  堅  中 
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三〇 

松林挂 月 氏 | 渠は 、帝 M 第一 回に 突如 審査 M となつ たの。 初め 野 口 幽谷に 師事し、 n 本 美 
術 協會に 育つ て、 文展 にも 出品し、 優 賞を 獲た が、 近 來文展 反抗の 氣勢を 揚げ、 殊に 同じ 南畫 畑の 小 
室翠雲と拮抗して居た。從つて文展に於ける位地は、田中賴璋や池上秀畝に遙か凌駕されて居 /2 。そ 
れ故 、渠が 一躍 審査員たら うとは 何人も 豫 期しな かつた。 

| 川 村 曼舟氏 最後 ^ 、川村曼舟だが、渠は、人も知る如く山元春擧の第一の高弟てある。 
春 擧の 京都 畫壇 it 於け る 地位は、 嚮き にも 說 いた如く、栖鳳と拮抗してち3<劣らぬものがある。 
をの 關 係から、 粞鳳 門下の 翠嶂 、關 雪が 出て ゐ る 以上、 春擧 門から 曼卅 の拔 かれた のは 何人も 合點の 
行く と 乙ろ だら う。 だが、 關雪は 勿論、 翠嶂も 技倆、 識見 典に その 任に あるの て、 曼舟 も文展 運は ょ 
く、 三等賞 二等賞 數囘 特選 三囘 もの 閱歷が あるから、 その 點 i.E 泊の 足う ぬ 乙とは ない。 荒木 十 畝、 木 
岛 櫻 谷の 四 人は、 第二 囘帝國 美術 院展 覽會 には、 共に 審査 委員と してを の 名を 列ね て. q る。 

I 小 室 翠雲氏 一 先づ 小室翠 雲から 擧げて 行かう。 渠は 、初め 明治 初期の 南宗 大家 田 崎 草 ® • に 
師事して、 夙に 穎才の 稱あ 6、 後年 日本 美術 協會 系の 作家と して 最も 有望 視され た のて ある。 渠 、性 
磊落、 奔放不羈の. 勢 CA あ 6、 其 平常の 生活の 豪快なる、 其 作品の 健筆 縱橫 なる、 爻 た 世に 定評 あると 
乙ろ だ。 從つ て、 同流の 松林 桂月が 孤峭峻 嚴の風 あるとは 全く 相反した 性格 だが、 翠 雲の 方が 時流に 合 
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三 二 


する とが 多き か、 常に 先輩と して ' ± 
た 要路の 地位を 占める 上から 桂月を M し 
て 居た。 そして、 挂 月が 日本 南 宗畫會 に 
重きを 成せば、 翠雲は 南 畫會の 頭領と し 
て 相對峙 して 來た 。今や 桂月 も 擡頭して 
同格の 審査員と なつた が、 翠 雲の 健筆は 
未だ 衰へず して、 過去の 「寒 林 幽居」 と 云 
a 、 最近の 〔春 庭」 「秋 圃」 と 云 ひ 優に 桂月 
の 及ばざる 長所を 發 揮す と稱 されろ。 

I  I  菊 池 契 月は、 文 


菊 池 契 月 氏 


展には 最後の 第 十一 囘に 審査員と なつた 
のみで、 而かも 文展切 つての 小壯 氣銳な 
人物との 世評が あつた。 渠もま た 京都 派 
近來の 大家 菊池芳 文の 駙馬だ が、 決して 


(上） 家  諸の  堅  中 
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を n が 爲めに 名を 成した のでは なく、 信 
濃の 山中から 飛び出して 京都に 修業し 初 
めて 以來め き'^ 實 力を 發 揮し、 夙く か 
ら 天才の 稱が あつたの だ。 中に も、 文展 
出品の 「供 燈」 「茄子」 「鐵漿 蜻蛉」 などは、 
文展の 誇と ^ て喧傳 S れた のて、 其眞價 
が 知られょぅ。 渠はま た 人格 圓滿、 

の 高き 2: と、 京都 畫壇て 7P 稀 ^ 見る と 乙 
ると 云 はれる。 現に 京都 繪晝 專門學 校の 
敎授 として、 はたまた 岳父の 殘した 家塾 
の主腦 として 少壯 作家の 養成に も 力めて 
居る。 

現 審査員た る 荒 


荒木 十 畝 氏 


木 十 畝は、 文展 時代には 餘$ 好評の ある 

三 三 
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人でなかった。 渠を 罵る ものは、 十 畝は 頭が 古いと 云 a 、 頑固て 物の 分 6 が 鈍い と排 して 居た。 けれ 
ど 7P、 乙の 非難は、 5 -& が、 明治 花鳥 畫壇隨 一の 大家た る 荒木 寬献の 養嗣 として 極めて 平凡 順調な 經 
歷を 有つ て 居 $、 從つて その 作風に も餘 ，り 他奇 なく、 槪して 守舊 的な 考を 固守した が 故に 起つ たもの 
らし S。 現に、 昨年 久しく 勤め 來つた 女子高 等 師範 學校 敎授の 地位を 去 $、 また 審査員に 任命 S れず 


して 始めて 自由な 立場から 帝 展に 出品し /2 〔黄昏」 は、 甚だ 渾然たる 出 來榮ぇ で、 をの 技倆の たしかに 
非凡な もの あるを 立 證 した。 渠は 爻 た、 女 高 師敎授 として、 及び 岳父以 來の 家塾た る 讀畫會 主腦 とし 
て 多くの 男女を 薰 育し、 指導 最も 熱心と 稱され る。 第二 囘の 帝展 R 際して 再び 審査員と なつた。 


(上）'' 家 諸  の  堅  中 


三 六 

木 島 櫻 谷 氏 一 木 島 櫻 谷 至が、 今 尾 景^の 門か^ s でて 文展に 連年 大作を 出して 居た 頃の 勢 
ひ はす ばらしく、 第 七囘に 審査員と なつて 7P、 殆んど 尙早 論な ど 起ら なかつ た。 それほど、 渠の 往年 
| の 作 「か $ くら」 「寒月」 r 驛路の 春」 等の 出來榮 ぇは 優秀で。 をの 後 「うまや」 r 凉意」 等 も惡 作では な s 
第 | が、 兎角 振は ない 0 最近 再び 審査員に なつた から-活動 する だら う。 

ij 一院展 系の 二 人 I 日本 美術 院の 安田靭 彥 、小 林古徑 、前 田靑邨 、それに 國晝 創作 協會の 土田麥 
現慑 、獅原 紫 峰と かう 五 人は、 何と 云つ て も 今の 日本 畫 壇で 特殊な 實力を 具 ふる 人々 だ。 まだ 乙の 他に 
代は 美術 院に は、 川端 龍 子、 速 水 御舟、 をの 他 有爲の 作家 少 からず、 國展に も 村 上 華 岳、 小 野 竹 橋等擧 
の  r べき 人 あるが、 特に m の 三人と 二人と を 代表的と 推して 差 支な からう。 

本 | 安田 1111 彥氏 | 安田 靱彥 は、 明治 十七 年の 生れ だから まだ 少壯の 作家 •たが、 その 閱歷 、その 
密 識見は 正しく 老大家を 凌 r ものが ある。 二十 二 三の 頃、 ^ の 天才は 早く も 岡 倉 天心の 見拔 くと 乙ろ と 
壇な 6、 常 陸 五 浦の 美術 院 研究所で 特殊の 指導を 受け、 また 天心 や、 雅邦の 助力て 久しく 奈 良 ^ 勉學す 
一る の 便宜を 與 へられた。 文 展開 かる、 や、 先づ 「豐 太閤」、 次で 「夢 殿」 を 出して 觀 客を 驚嘆せ しめた。 
美術 院 復興 S る V や、 その 第一 囘に 、「御 產の禱 J を 出して、 また < 世人を 驚嘆せ しめた。 をの 技倆の 
優越な Z. とは、 その 思想の 深遠なる と 相俟つ て、 たしかに、 新時代の 作家た る 特質を 十二分たら しめ 


(上） 家 諸の  堅 中 


るが、 乙の 人惜ひ らくは 病身で、 不斷の 努力を 許されて 居ない。 

小 林 古徑氏 I 小 林 古 徑は 、初め 捤田半 古の 門に 學び 、漸く 銳才 のた だなら ぬを 示す に 至つ 


た 人 二十 四 五に して、 安田 靱彥 、故 今 村 紫 紅 等の 起せる 紅 兒會に 加入した のがを の 初 ま ある。 文 

項  羽  安田  柄彥 


三 七 メ 


商 Dt 劣/ * 7- 1  s sis 參封弇 


喪展第 六囘に 出品した 「極樂 の 井」 も 秀作 だつ た •か、 再興 美術 院の 第一 囘 R 「異端」 を 出した が 名聲普 遍 
境 第一 作と S ふ 可く、 次いで 「阿彌 陀 堂」 「いで ゆ〕 「麥」 と 最近に 至つ て 益 令 其の 天才 的 手腕を 發 揮して 
-Q る。 靱彥の 英才を 以てしても、 近年は 兎 かく 沈 滯の風 あるた め、 菱田春 草、 今 村 紫 紅の 二 天才 亡き 
後の院展は纔かに *. 徑あつて生氣潑刺たる觀を添へてゐる。紫紅の遺した赤曜會といふ院の若手連も 
多く 渠に 親炙して 新 彩 5: 發 揮して. Q る もの、 近來の 才物 速 水 御舟の 如き も 古徑に は 心から 兄事して 居 


京 A ® ノ內  前  田 W 邨 


ると か。 渠の 美術 院に 於け る 地位は、 今や 大觀 、觀 山と 軒輊な き 程 高き に 置かれる。 

{一一 ^ 田靑邮 氏 | BU* ffl* i PJ #* も、 ほぼ 古徑 と InJ 地位に ある 人 だ。 渠もま た 始め 梶 EB 半 古に 師事し 


= 九 
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S 

後 紅 兒會令 員と な. C/ 自然の 順序て 再興 美術 院の 同人と な 〇 たもの て ある。 文展 k 出品した 「竹 取」 や 
「御輿 振」 も相當 問題 R なつた が、 院展 出品の 「竹 取 物語 J 京都 名所 八 題」 乙と に 著名て ある。 それ 等の 
秀作を 出した 時は、 渠の才 何れ 丈け 伸びる かと 期待され たが、 最近 k ては、 や、 步 調亂れ て、 同輩 * • 


徑 {C 後れし 觀が ある。 昨年の 作 「燕 山の 卷」 が 努力 
の 割*^ に榮 t なかつ たのは 惜しい •か、 併し 渠は用 
意 周到な と 乙ろ も あ-^、 技倆は 他 k 挺ん ずる もの 
あるから、 決して 乙の ま、 て 停滯 しない だら ぅ。 

土 田麥僳 氏 | 若し 夫れ、 國畫 創作 協會. 
の 土 田麥憐 R 至つ ては、 明治 二十 年生れ の 若い 作 
家 だが、 ま ^ しく 天才 肌の 稀れ に 見る 作家 だ。 渠 
年 十八に して 佐 渡の 孤島を 出で て、 京都に！ I” が 
年の 門を 叩いた が、 居る 乙 と牟 歲、！ z ^* ffie a° の 門に 
移つ て 安んじて 勉學 し、 ^ た 京都 繪畫 專門學 校 i: 
本卒業し 7? 。在學中から穎才を示す乙と屢今、文 


(上） 家 諸の 里 中 


展 出品に て も、 「髮」 「島の 女」 「海女」 「散華」 何れと 

して 問題に なつて 居らぬ 作は な S。 取 6 分け、 第 
春 

禽 九囘の 「大原 女」 は、 新時代の 製作 品と して 識者 間 
趁 に笫 一の 好評 あ. C/ 爾來渠 の 地位は 牢 として 抜き 
晴 難くな C) た。 而かも 次いて 出品した 「三人の 舞妓 J 
ヒ 「春禽 1 Bt 圖 J の 文展に 虐待せられ しは 寧る 奇怪と 
云 ふくく、 渠兮た 慨然と して Z. れに 見限 6 をつ 
0  け、大正七年一月ゲ1?が||、柳原紫峰、村上華岳、 
麥 ©• ^• ** 0^* 花の四人と共に國畫創作協會を起 1, 、第 
®  一囘に 「湯女」 第二 同に 「三人の 舞妓」 を 出して 今や 
名聲 東西を M する の觀が ある。 帝國 美術 院が 、今 
更の 如く 乙の 人を 推薦に 祭 6 立てた は、 むしろ 笑止の 沙汰 だ。 

IW ^ 原 紫 峰 氏 | »* が ^* 111|# は、 ^ * M* と共に 國展の 重鎭て 年齡ま た 彼と 同じ ^ 京都 美術 エ藝學 
校 及び 同繪畫 專門學 校に 學んだ 人て、 文展へ も殆ん ど每囘 出品して 優 賞を 得た 乙と が 多い が 殊に 第 
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四 一一 

十一 囘の 「梅雨晴れ」 は、 その 氣分を ょく 現は し盡 し、 特選に ならな かつた 事が 一層 世の 注目を 惹い た 
程で ある。 國展 第一 囘に 「靑 梅」 第二 囘 (<: 「赤松 」を出して、更に备の地步の堅實なこ.とを立證して0る〇 
性格の 穩健 にして、 【神 經質な こと も 近代の 花鳥 晝家 として 第一の 新人た るを 思は せる 所以 か 知れな 

實 力の 中老 作家 四 人 一帝展 系、 文展 系、 院展 系、 國展係 等の 諸家に 對して 、私は 實 力を 有する 大家 
として 吉川靈 華、 平 福百穗 、山內 多 門、 飛 田 周 山の 四 人 5: 擧げ た。 乙の 中。 靈 華、 百 穂は、 淸 方、 素 
明、 映 丘の 三人と 共に 金 鈴 社 同人で あぅ、 多 門、 周 山 二人は、 舊 硏精會 、今の 如水會 同人と して、 野 
B3# iL* 浦、 水上 泰生 等と 結んで ゐる 人々 だ。 けれども、 乙の 人々 は、 必ずしも 金 鈴 社 同人、 または 如 水 
會 同人たら ずと％ 立派に 獨 $ 立ちの 出來 る、 實力 主義の 人物た る 乙と 云 ふまても ない。 

| 吉川靈 華氏 一 就中、|口 ;1|# 靈華は當代日本晝中、第一流の識見を具ふる人だ。渠は、もと儒 
者の 家に 生れ、 幼ょ 6 國學 、漢文の 素養は 十二分に 具へ て ゐた 。初め、 大和 繪を 好んで 狩 野良 信に 就 
$ たが、 別に 洋晝 も硏究 し、 後 松原 佐久に 指導を 受けた。 主として 冷泉 爲恭 などは 私淑した こと も あ 
るが、 漸く 繪晝の 本源に 溯る に 至つ て、 藤 原、 奈良 、飛鳥と 飛ん て 行き、 唐、 印度にまで その 研究の 
範圍を 廣 め、 東西 兩洋 の藝 術を 根源 的 {C 結びつけて 考へて 居る 人で ある。 從つて ，その 畫風も 一言 k 云 


(上） 家 諸の 竪中 


ふと 雄渾 莊 重の 趣き 力 あり、 一線 一劃苟 くもし ない 流義の 人 ^ 。 文展な どには tl 着な く、 たぐ 一囘 
「菩提 達磨」 ヒ a よッ くう 出して 褒狀を 得た のが、 今日て は 奇跋の やうに 思 はれる。 金 鈴 社 同人と して、 
その中でも最も $: 視3れる人 ;2 。 


淀话时 之  & T- 國  An  n  證  m 
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平 福百穗 氏 1 平 福百穗 は、 叨 
治 初期 日本 畫の 大家た 6 し穗 庵の 子で あ 
る。 幼に して 父に 別れ、 初めは 川端 玉章 
朝に 師事し なが、 --. 一十 二 年 東京 美術 學校を 
卒業す る や、 結 城 素 明 等と 無 聲會 ^: 起し 
て 自然 派の 旗幟を 飜した 。咬た 渠は 文才 
も あトノ 、新聞 雑誌 社に 入つ たこと 多く、 
現に 國民 新聞社に 籍が ある。 資性 眞摯な 
れども •根 岸 派の 歌人 伊藤左千夫に 師事 
した 關係 など も あつて か、 一種の 商 徊趣 
味を 有し、 をの 作品に も 文學的 乃至 俳句 
的 趣味が 饒 S。 最近 殊に 奇才を 示し 「豫 
讓」 は 文展の 特選 首席と なぅ、 「牛」 また 
好評で あつたが、 その 本領は 夙く 旣 R 第 
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八囘 「七面鳥」 に 十分 觀取 s れ たので あ 
る。 帝展の 推薦と な 〇 たの も實 力の 致す 
と 乙 ろだ •か、 渠 自身は 乙の 事を 厭つ てる 
3 ぅ ^ 。 

■山內 多 門は、 川 


山 內多門 氏 


合 玉 堂の 笫 1 の 高弟で、 曾ては 橋 本雅邦 
^ 學ん •た 乙と も ある。 二十 歲過 ぐる 頃 か 
ら名聲 を 擧げ 、文展 劈頭の 「驟雨」 も 三等 
賞を 得た。 爾來 「郡 上 十二 景」 の 如 $ 青年 
作家 中 抜群の 出來榮 ぇとして 天才 視 せら 
る、 に 至 6、 o a に 帝展 {t 推薦と なれる 
のみならず 、「天 龍 四季」 1: 描 S て 益々 そ 
の 地步を たしか k した。 今や、 玉 堂の 後 
をぅ けて 審査員 {(: 任命せられ たの だ。 

四 五 
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四 山 八 

を の 技能と い a 、 その 閱歷と 云 a 、 
その 識見と 云 CA 、 何處 から 見ても 
申 分の な s 人物 だ。 誤つ ' C 古典 趣 
味に 墮して しまは なければ、 前途 
も大 R ある 人と 目され るが、 精進 
努力 すれば よ s だら う。 


飛 Ea 周 山 氏 I 飛 ra 周 山 


は" 帝展 第一 回で、 「神 泉」 が 特選 
首席と なつた ため、 その 名 聲津々 
.浦 冷に 傳は るに 至つ た。 ; 2 が、 渠 
は、 旣 k 「幽居の 秋」 で 十二分 (C を 
の 才能を 示して 居る ので、 識者は 
當 時から 周 山の 名を 深く nil 銘して 
居 /2 。渠は初め、久保田米僵の門 


(上） 家  諸  の  堅  中 


に 入-®'、 後 京都に 行 〇 て、 ^ e ^* ffi* 鳳に 師事した とも あるが、 三十 二 年 以降は 岡 倉 天心の 日本 美術 院 
に 入つ て 研究した。 卽 ち、 美術 院系の 人 だが、 今の 再興の それには 初めから 關係 せず、 文展 て地步 を 
〇 くつた の だ。 而か も、 今は、 帝展 への 出品 畫 家中 貫祿 最も 多く、 また 多 門 や、 をの 他の 同志 十 名と 
如 水會を 結んで 隱然其 の 牛耳を 把つ てる 關係 上、 推薦と な 6、 審査員と なる 機 も 遠く あるまい。 

接 系の 大家は 誰々 _ 正系と か、 傍系と かいふ 乙とは、 勿論 比較的の 乙 とだが、 S きに 正系の 大家 
を 擧げた R つけて、 今度の 人 ❖ は 傍系の 大家と 云つ て 置かぅ 。乙の 方の 元 動と しては、 下條桂 谷、 高 
島 北海、 佐 久間鐡 園、 山 本梅莊 、森 琴 石 等を 最 とすべく、 姬鳥竹 外、 跡 見 花 蹊等乙 れ {C 準ずる であら 
ぅ。 續 r 中老と しては、 池 上 秀 畝、 田 中賴璋 、上 村 松 園、 木村武 山、 都路華 香、 田 近竹邨 、山 nl" 介 堂、 
池 田 輝 方、 川 北 霞 峰、 荒井寬 方、 池 田 桂 仙、 水田 竹圃 、富 田溪 仙、 小林大 雲、 小川 芋錢 、北 野 恒 富、 
尾 竹竹坡 、尾 竹國觀 、野 田 九 浦、 町 田 曲 江 等 今な ほ 優に 活動 圈內 R 在る 人 も あれば、 ■村 田 丹 陵、 津端 
道彥、 ，高 取稚 成、 佐 竹 永 陵、 山 田 敬 中、 尾 形 月 耕、 大橋翠 石、 島 崎柳塢 、福 井江 亭 、畑 仙齡 、狩 野 探 
令 等 漸く 活動 圈 外に 逸した 人 今 も あつて 數の 上では なか/ \多 い。 

乙 れ等の 人 ❖ は、 今 現に 活動 中で、 將來 なほ 一層 發 達すべき 傾向を 有する もの も あるが、 槪觀 した 
と 乙る では、 多く 過去 k 功績が あつて、 其畫風 もまた 旣に 古典的 臭味を 帶びん として 居る かに 見ぇる 
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四、 中堅の 諸家 (中) 

下條桂 谷 氏 I 古典的な 元 動と みて、 桂 谷、 北海、 鐵 園、 梅莊 、琴 5* の 五 人を 擧げた が、 乙 
のぅち 筆頭た る 下條桂 谷は、 初めからの 晝家で なく、 むしろ それは 餘技だ 。渠 は、 天 保 十四 年の 生れ 
で 御一新 後は 海軍に 志し、 主計 官とな つて 大佐 相當 官に兮 で 陸つ た。 やがて 退官と 共に 勅選 議員に 選 
ばれた が、 元來 美術 {C 嗜み 深き と 乙ろ から 少ょ 6 硏究 せる 南畫を 描いて 世 k 示し、 大 k 江湖の 稱讃す 
ると NJ ろと なつた。 爾來 帝室 博物館の 評議員と な 4、 咬 穴 特に 日本 美術 協會の 幹事長と して その 實權 
を 握る {C 至 4、 同會の 有力な 作家の 尊敬を 受けて 居る。 渠の ごと さは、 確かに 文人 晝家 として 異數の 
大家と 云 ふべ 5 だ。 
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厂高島 北海 氏 一高 島 北海は、 幼よう 父に 晝を 學んだ 人、 たとい ふが、 渠もま た 初めの 間は 專門 
の晝 家て なく 農 商務省の 山林 技師と して 佛國に 留學ま でして 來た 人で あるが、 今よう 二 十 年 ばか 6 前 
から 全然 晝家 たる 乙と に專 心して、 大に 技能の 發 達を 見、 明治 四十 年には 小室翠 雲、 荒木 十 畝 等と 結 
んで 、文 展對抗 の 正 派 同志 會を 結び、 第二 囘 から 文展 審査員と なつて 第 十一 囘に嘹 で 及んだ。 其の 製 

ノ  し？ 

作は、 山水 植物い づれ 7P 南晝風 の 趣 致を 帶び たもので は あるが、 あま うに 解說的 乃至 寫實 的との 非難 

も あつた。 蓋し 渠は 作者た る 
よ 6 も 寧 / ^ 藝 術の 科 學的鑑 
富 賞 家て あるに 近い もの か 知れ 
士 ぬ。 

®  | 佐 久間鐵 園^ 1 佐久 

野  - 

の 間鐵園 は、 仙臺 藩の 人で、 代 
花 代仙臺 侯の 畫員を 勤めた 家柄 
に 生れ y2 と s ふ 丈け 晝家 とし 

て 珍ら しき 氣骨を もつ た 人 


(中） 家  諸  の  堅  中 
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零'. '. /. ^ ^^# 


へ 龜 


在 


^ - 
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だ。 その 立場は、 北海な どと 
相似た もので、 四十 年の 正 派 
同志 會 結合の 際は、 北海 や、 
十 畝、 翠 雲、 故山 岡 米 華な ど 
と共に 極力 文展 反抗に 〇 とめ 
た も のて ある。 をして 第四囘 
から 七 囘爻で 文展 審査員と な 
6、 をの 間に 出品した 「四季 
山水」 をの 他 諸 作は、 一種の 

風格を 具へ たものと の 評が あつた。 併し、 旣に 現代の 圈外 R あるで あらう。 日本 美術 協會に は 今な ほ 
勢力が ある。 

山 本梅莊 は、 尾 張の 產で 、現に 名古屋 附近に 住し、 中京 南 晝界の 牛耳を 把つ 


’ ,'• 養 

■  I 


s ¥ 


4 


山 本 梅莊氏 


て 居る。 貫 名海屋 、三 谷 雪 庵に 就て 南畫を 修め、 山水 花鳥を 能くす る。 其 健筆は 明治の 中頃から 末期 
にかけ て 各所の 展覽會 を 賑は した もので、 文展 第一 囘に名 「秋景 山水」 を 出品し 好評が あつた。 やがて 

五一 


第六囘 から 第 十囘ま では 文展 審査員と なつて 世に 時め いた 事 も ある。 


一森  琴 石 氏 | 森 琴 石は、 別に 鐵橋道 人の 號が あ-^、 有 馬 0 產で ある。 初め！^ M* に 學び、 
後忍項寺壽平に就て共に南宗畫を學び、大阪の南晝壇に重きを成ヤに至つた。その製作多く、各種展 


覺會 を脤 はした 2でな く、 第七囘 には 產審寶 と f、 關 西南 塵界の 重 f  I る、 關 f あ 

つた。 


その他の 人々 


以上の五人を、今や過去の人たらんとする日本晝傍系の元勳と見る時、,が 
| 竹 外、 跡 見 花 M 乃 ごときは 乙れ に 準ずる ものと 見られょぅ。 は、 九州 筑 前の 産、 

東 圃に學 び、 多年 裏 蠢とし V-K 阪に 住し、 其 作 Dg 世に 5 る、 と共に、 門下に 秀才を 養 ふ 乙と 

秋景  山水  U 本梅莊 


.^,'v  I 
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を 忘れな かつた。 水田 竹圃 、赤松 雲 嶺の ごときは、 實 に 竹 外の 門から 生れ 出た のて ある •跡 見花蹊 は 
故 野 口小蘋 と共に 閨秀 晝 家の 大家と して 世に 聞ぇ た 人 だが、 元來 女流 敎育 家で、 有 各な 女學 校を 起し、 
今日 あらしめ た 女丈夫 だ。 併し、 繪晝 の才も 著しく、 石垣 東 山、 植野麓 山、 目 根對山 等 ic 學 パで 深く 
その 蕴奥を 極めた。 從つて 上流 婦人 等に 美術 敎育を 施した 乙と 多く、 作品 また 非凡な ものが ある。 
一正 系 傍系の 岐路に 立つ 作家 I 活動 圈內に 踏 止つ て 更に その 聲價を 高める か 傍系から 傍系へ と 踏み 入 
、つ - c' , <: 時代に 背き 去る か、 乙 の 岐路に 立、 てる ものと して、 私は S ' きに、 池上秀 畝、 田 中賴璋 、以下 
ご、 十 4 だ。 この 中、 右の 二 人 や、 上 村 松 園、 都路華 香、 田 近竹邨 、池 田 輝 方、 川 北 霞 峰、 小 村 
w a* の 八 人は、 文展 または 帝展に 於て その 最高 表彰た る 推薦の 光榮 にあ づかれ る 人で あう、 木村武 山、 
が、 f l- l^、 /I># ;II* £ 、ぎ f: SQ  五 人は 美術 院 同人て ぁう lll° EEl# f: r vl!i* Ee* M* 仙、 7jc* B3* 1!* 
圃 、尾 竹竹坡 、同國 M* 、 野 田 九 浦、 町 田 曲 江 等は いづれ も、 中等 大家と して、 夙く ょり 旣に錚 々の 名 
を 成し、 現在は あまう 振は ぬ 顏觸れ •た。 

5 nr  ^ い^ AJ、SA  5 <  w ^' 、w々 v® ' P ' ?; にぁる 興味 深甚の 作家 だと 思 ふの V ぁ 
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、る。 ikf、 も、 ご、 1K 寺、 の 人達は、 今 云つ た 通う、 或は 帝展 審査員 同格の 推薦で あつたう、 美術 院 最高の 

た yk A: 、 て V、 つた {、然 らず とも 社 會的に 美術 k として 最高に 近き 地位を 贏ち 得た 人々 のみな の 

、  、、 、、 > 、、、 '% 、 '% 、、  、、、、、>>>  、、、、、、>、  , ，  、、、、、、、、 

だ。 r c の 人 冷は、 決して 今の ^ \v 、香し からぬ 末路を 遂 r べきでは ない。 私は、 先づ 慨然 諸氏の 奮 

起すべき 秋 だと 思 ふ。 

池 上 秀畝氏 | 先づ 推薦 組の 八 人から 擧げて 行く こと ^ しよう。 V* の 一 番の 池上秀 畝は、 人 
も知るごとく、故荒 ^# ^* 畝の高弟だ。寬畝の後には十畝あるが、秀畝もまた才能、技倆を 3 <乙れ 
に 劣らぬ もの あう、 • !! 畫會中 最も 重きを 成して 居る。 日本 美術 協會系 の， 驍將た る Z. と 多年、 文展で も 
終始一貫 非常の 氣 勢を 擧げて ゐる 。わけ - C 第 九囘の 「秋晴」 は 二等賞と な 6、 續いて 「夕月」 「峻嶺 雨後」 
「四季 花鳥 L と 引績き 特選と いふ 成績 抜群 S だ。 た* た、 最近の 「雪の 驛路」 など 餘 6 外形 美に 囚はれ たの 
よ 惜しい が、 門下の 指導に 就ても よく 力める 大家ら しき 大家て ある。 乙の 人の ごときは、 今後の 覺悟 
•たにしつ か-^ して 居れば 決して 乙の ま、 老い 朽ちて しま a はす ^ い。 

田 中 賴璋氏  I  ^- M^ r '^ fr f'^&J^^^ sr r& s &f^IAV- 
fj れらの 人々 にはい づれが いづれ と 祇輊 がつ けられない。 賴璋は 五 人のう ち、 少し 年長で、 初め 森 寬 
,、 ;Ir IIJ:jl 早に 師事し、 日本 美術 協會 系の 作家と しては 堂 ^ たる 力倆を 有する 人 だ。 若し苋 京に 出る 

五 五 
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と今數年早く、をれ丈け玉章門下も夙く入つて居たなら今時分は一段の聲價を博して居たてあらぅ。 
文 展へ 出品して 每囘首 •賞に 與か 蓋 簪」 「四季の 山」 「山 月 四 趣」 等は 殊に、 代表作と 稱 される。 

上 村 松 園 女史 一 上 村 松 園は、 a とぅ 京都に 於け る 閨秀 第一の 作家て あるの みならず、 現代 日 
本書壇にて閨秀作家中隨一に推さるべき人てある。跡？^,や、野，口，小 1* は可な 1 者名 ?2 が、到底ヮ 
キ役密 て、 本流に 進む 人で ない、 松 園と 拮抗し 得る はわ づかに 池田蕉 園の みて あつたが、 惜し S 哉 夭 
折した。 松 園は 京都の産、 初め、 鈴 木 松 年、 幸野楳 嶺に學 び 後 竹內柄 鳳に 就 s た。 明治 三十 三尔 二十 
歲ばか 6 の 乙女 ざ か 6 に 「花 ざ か 6J を 出した のが 名聲の 始ま 6 で、 文展 には 每囘 秀作を 示し、 中に 
「螢」 「舞し / 2 く」 「花 かたみ」 は 一世の 讚美す ると こる となぅ、 第 十囘に 幾多 有爲の 殿原 1: 出拔 S て 名 # 
乙の 上な き 推薦とは なつた ので ある。 をの 後 も 「月蝕の 宵」 「熘」 等の 近作 も ある。 

都 路華番 氏 | 都路華 香は、 をの 閱歷 から 考へ ると 極めて 出世 運の わるい、 不幸な 人で ある。 
渠は 、柄 鳳ヤ 、故芳 文 や、 香嶠 等と 共 {C 幸 野 楳嶺に 師事して 四 人は 殆んど 同格で あつたの だ。 勿論、 
川 合 玉 堂の ごときは、 四 人から 見れば 若干 後輩 V ある。 然るに、 粞鳳て 名、 芳文て も、 香嶠て 4、 玉 
澄 •でも、 疾 くの 昔 ic 審赍 員と な A、 或は 帝室 技藝 員と なつて るのに、 華 香 ひと 6 遙かに 取 6 殘 3 れ 
た。 而か も、 渠は なか  <技巧に 巧みな 人で、 その 點ては 他 R a けを 取らな s のに、 文展 運な ど 極く 
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秋 山嘵靄  田 近 竹 邨 


わるい から 自然 かぅ し / 2 ハメに に 落ち込んだ の ^ らぅ。 幸 ひ にして、 第 十二 囘に推 薦 5 れた が、 其 作 
風は 散々 な惡 評で あつた。 今度の 「白鷺 城」 や、 ょき も、 新人と 相 交 〇 て 中原の鹿を 逐は し IJ* る 底の も 


(中） 家  諸  の  堅  *1! 


四 


のて はない。 

I 田 近吟邨 氏  一 H* が！： Ter は、 近世 南 晝界の 名家 Ea# , #* ®* 入に 學び 、深く 南宗の 骨法に 參じた 
| 人て ある。 京都 南晝 壇の 重鎭で 、文展 に 出品した 「寒 林暮靄 」や、「細雨空濛」等夙にその晝名を高くせ 
しめた ものである。 近來餘 $ その 作品を 公開し ない が、 渠の 才能、 藝術 は、 帝國 美術 院を して 將に椎 
薦の擧 に 出て しめたので あちぅ。 以て 渠の 現在の 位地を 知る 可し だ。 

一 ^ 輝. 方 氏  一 m° ffle M* がは、 ^ • *• など、 共に 始め 水！？ /!:© や * • に 浮世 繪を 學んだ が、 年 方 歿後は 
} 亡妻 *0 ,女史と共に ;11° ^ 1* |呈の門に入つて其數剛 |: 受けた。夙くょ6才能の見る可きものあつたが、 

一 殊に 文展第 八囘の 「兩 國」 以後 晝名 しき 6 にあが'^、 夫人と 共に、 常に 斯界の 王者た る觀が あつた。 惜し 
一い哉、共に&螂し來つた& 1* 夫人が先年夭折したので、渠は俄かに孤獨の人となぅ、藝術に對する努 
| 力また 名少 ^1 んだ感がある。けれど、最終文展の「淺草寺」のごときホロ9と5せるものがあつた。 
l v は、 今日が 最も 自重すべき 時* 帝展の 推薦に 滿 足して しまつたら 大變だ 。 

| 一川 北 霞 llltl 氏 ，1 ;!!• •北 1 眩 の 人、 # • •野 容及び‘1^に學んだ。文展<^、殆んど每囘 
、出品して 賞 ^ 受けた 2. と 多く、 最近て は r 海邊八 題」 「 吉 野の 變 ，1 がょ かつた。 技巧に 名す ぐれた 人で ある 
が、 併しい つ 描く 作品 も 餘ゥに 千篇一律 だとい ふ 弗 難がある。 推薦 尙 早の 說 ある も その 爲め であらぅ。 
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「小 村 大雪 氏 I 小林大 雲は 森 川 曾 文、 都 路華香 等に 師事した こ と 名 あ 6、 後、 山元 春擧に 就 
いて 今日の 發達を 見る に 至つ たのて ある。 夙く から 天才の 稱 あつた 人 だが、 文展に 出品した 「晝 妨」 
などを 最 とし、 その 以後 餘 6 振は ぬ。 作風は 要するに 形式に 囚はれ てる ものと 云つ てよ からう。 


問題 9院 展五 同人」 美術 院の五 人と して 擧げた 木 村武山 、荒 井寬 方、 富田溪 仙、 小川 芋錢 、北 野 


Xi: 寄 本 ひの 代 况  編 一打 • 


- 


(中） 家 諸の 堅 中 
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恒富 0 五 人は、 院展に 於け る 最も 中庸を 得た、 比較的 穩健な 作風を 代表す る 人達 •た 0 

村 武山氏 I 木村武山は、明治二十九年東京美術學校の卒業生で-後、 153# ## 5^に從つて 
橫 山大觀 、下 村觀 山、 蕾 蠢 等と：^ 1 土 浦に 移つ たが、 奎元年 東京 Kf、 日 囊術院 の 再 
興 3 る、 や 同人と して 大觀 、觀 山に 次 r 位地を 占めて 居る。 過去の 作品と して- 「㈣厭 辦 <」 や、 「孔雀 
王 J 「彌陀 三 尊」 などが 優れた もので あ A 、 花鳥 及び 佛晝に n な 作家と して 推 s n る^,。 
jjg 井 寛 がは、 &V  & が 等と 共 S めは が g: 牛 方の 門 k 入って 浮世 繪を 學ん 
だ 人て ある。 が、 三十 二 年 安田靱 彥 、故 今 I： 紫!！ 等と 紅 兒會を 起してから 畫風大 に 一新し、 進境 著しき 
ものが あつた。 產 にても 屢艾 賞した— が、 再 囊術院 起る や 乙れ に 投じ、 同人と f、「g 
糜 供養」 など (C 獨特の 才能を 示した。 後、 印度に 渡ぅ、 今度の 「II 此の ilL ぎな とも その 土產 らしい。 
Ik. 川 宇錢氏 I 小川 芋錢 は、 今 W そ 美術 院 日本 畫 部の 同人と して、 立派に 日本 畫家 扱； 3 を 
3 れ るが、 元 來は雲 家 で、初め本多 3- 口郞の彰技§令、雾加地爲也に？洋奢學び、久し 
S 間油畫 や、 俳畫 、漫晝 を 描いて 世に 知られて， Q たの •た。 日本 畫家 となつ たはむ しる 近年の ことで、 
再興 美術 院第 四囘に 「澤國 五景」 を 出した のが 新ら しき 評判と なぅ、 「陶土 之 丘」 や、 「樹 下石 人語」 4 特 
殊の 味； 5 ある もの •たが、 槪し て祗 徊趣齡 的 作風な ので、 乙れ を 以て 本道を 行く 藝 術とは 見られない。 
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富 田 溪仙氏 I 富田溪 仙は、 美術 院の 京都!! 驟と云 はれて る ほどで、 同地に 於け る院 唯一の 
同人 だ。 渠は 、もと 都路華 香に 學び 、その 一種 異つた 皮肉な 味 a を 體 得せし もの、 文展 にも 二 三度 出 
品して 好成績を 收め 、再興 美術 院に は每囘 力作を 出して， Q る。 「宇治川の 卷」 「風神 雷神」 等は 殊に 優れ 
最近の 「嵯峨 八景」 1 w た 力作で あつた •か、 借む らくは、 # * 5|» の 影響を 受けた 〇、 兎 かく 不純の 分子が 多い。 

北 野 恒富氏 I 北野恒 富は、 溪 仙の 京都に 於け るが 如く、 大阪に 於け る 唯一の 美術 院 同人 だ。 
渠 は、 大阪 R 於て 隨 一の 美人 晝家て あ- CN、 同時に ^ た 同地 方の 美術界 ^ 最も 功績 ある 人、 曾て 文展に 
出品した 「日照 雨」 「暖か」 の、 世 R 好評 あぅ しは 人の 知る と 乙ろ、 院展 第一 囘の 「願の 糸 V 佳作て あつ 
たが、 如何い ふ もの か 最近の 作は 一向に 振は ず、 今や 同人と して！！ 0^ 輕 重を 問 はれて 居る。 

五、 中堅 0 諸家 (下) 

I  ■推薦 同人に 匹敵せ る 人々 帝國 美術 院の 推薦で もな く、 日ず 美術 ^: の IPI' A' ぐ ^' f < ' ‘ L' pp i' n' ^' 

^ 

b  觀 、野 田 九 浦、 町 田 曲 江 等 ある  rJSJ s' ” R' §; へ ^' ii' p ^r r 0' A' だ  vir lfr 、 し 1:' ^' ず ^' ii' H: ?' A' 
であらぅ か、 退 < : へ f : 人、 て、 あ、 ら .?: か。 


一山 田 介 堂 氏， 一 lli* ra* 介 ^® は、 田 近竹邨 と 同じく 初め 南畫の 骨法を 田 能 村 直 入に 學び 、硏 讃努 
力、 大に その 方而 R 造詣す -6 と Z. ろ あつた。 文展に は、 五囘 から 八 回 r ら. Q 1 でし か 出品せ ぬが、 「萬 
一竿 烟 雨」 「積 翠塔 影」 「淸 溪漁隱 」 等み な 佳作で あつた、 近來 筆致 益々 潤澤を 加へ つ、 ある やう だが、 内 
五容の 向上は 果して 認められ やう か。 


松林  高  土  池  田  桂  仙 
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池囝桂 仙 氏 I 池 田 桂 仙は 伊勢 


の 人、 父 雲 樵に 南 畫を學 び、 後ち 京都府 
立 畫學 校を 卒業し、 文展 には 第一 回から 
絕えず 出 n§ して A'; る。 

水田 竹圃氏 一水 田竹圃 は、 大 


阪 の南晝 家て、 現 南晝 壇全體 .の 上ょ A 見 
る 名 錚 々たる 作家 だ。 而か も、 渠年齒 な 
ほ少壯 意氣 常に 他畫 派の 人々 を 壓 する 
槪か ある。 文 M には、 數囘 出品した が、 
過去の ものでは、 「太 華 山 實景」 や、 「早春」 
が 評判で ある。 


尾 竹 竹坡氏 尾 竹竹坡 は、 現 


代の 日本 畫家 中 ili も 浮沈の 甚だし かつた 
人で ある。 渠が 文展 it r お とづれ J i: 出し、 


五 


「水」 を 出し、 「棟木」 を 出し / 2 頃の 人氣と 
S ふ ものは、 ^ 乙と ic 斯界の 驚異と も 思 
はれる 程に 最も 渠の 名が 喧傳 された のて 
ある。 然るに、 をれ は 束の間て、 二年經 
ち、 三年 經つに 從つて 名聲は 漸く 地 {C 落 
ち、 「豪華」 以後、 「ゆたかなる 國 土」 等に 
至つ て 下火と なれる 人氣 は、 去年の 「健 
雷神」 などに 及ん て 全く 忘れ去らる るに 
至つ たので ある。 勿論、 竹坡の 技能の 荒 
んだ 結果で でも あらぅ が、 併し 渠の 意 M 
はな ほ旺ん であぅ、 過去の 功績な かな か 
沒し難きに36とては餘$の健忘性だと 
も 思 はれぬ でな S。 竹坡 は、 元來 人物を 
小 堀 鞄 音 k 、 山水を 川端 玉 1 早に、 花鳥を 
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梶 Hr 半 古に 學んだ 人で 根柢 決して 淺 しとは 云 はれぬ。 

| 尾 竹 國觀氏 | 尾 竹 國觀は 、竹 坡の弟 だ。 高 橋 太 華、 小 堀辆音 に 師事し、 十五 歲の時 富 山 博 
一： 覽會で 褒狀 5: 得た のが 始ま 6、 天才 晝家 として 世 ^ 知られ、 文展に 「油斷 J を 出す に 至つ て 一世 稀覯の 
節へ 名手と 稱 $ れた 。併し、 乙 の 人 もまた 束の間の 勢 CA で、 それから . 人 眞似」 「勝 鬨」 「血路」 あた*^ までは 
編 一 相當の 人氣が あつたが、 最近では ^ た グッと 勢 a を 失つ て、 老いた るの 感が 多く ある。 年輩は、 まだ 
現 やつと 四十 歳で、 有 爲の材 なの だが、 惜しい 哉 識見が 乏しい。 

代 | 一野 田 九 浦 氏 | 野 田 九 浦の 名 も、 日本 晝壇に 傳 はる 乙と 久し い。 渠は 近世 畫 壇の 傑 材寺崎 廣 
の  1 未 門下 第一の 秀才に して、 夙に 晝 名を 擧げ r' 文展 第一 囘には 「辻說 法 J を 出して、 一躍 二等賞と 授けら 
本れ た ほどの 鬼才で ある。 惜ひ らくは、 渠 久しく 新聞社の 聘 する 所と な 4 て 大阪に 赴き、 同地に 滯留す 
蜜る 乙と 久しき に 過ぎた ので、 自然 その 地の 弊風を 感染し、 近頃の 製作には 卑俗の 嫌 a ある ものが 多い。 
境 二 三年 前 「妙 見詣 J を 文展に 出品 じて 特選に 擧げ られて も、 世評は 餘 6 芳しくな かつた。 渠は 、今や 生 
れ故鄕 の 東京 根 岸に 歸 住し、 山內多 門、 飛 田 周 山 等の 親友と 如水會 t 結んで 活躍を 期して 居る が、 希 
くは 大 に 自ら 發奮 すると？- ろ あつて 欲しい。 

一町田 曲 江 氏 一町田 曲 江 も、 九 浦と おなじく 廣業 門の 秀才で ある。 少時、 菊 池 契 月と 共 R、 


京都に 出た のが 繪晝 修業の 始まう で、 廣 M* 門に 移つ て か 
らも、 常に 新 銳の氣 を 負 a 、 硏究に も眞 面目て 大に前 途 
の 望を 囑 3れ たもの だ。 「悲報に 接した る佛 徒の 慨さ」 や 
「三 大門」 などは その 代表的 秀作と し 1; 文展に 新 傾向を 與 
へた ほどで ある。 だが、 如何した もの か、 近年は 意氣振 
はず、 文展 成績な どもを の聲 望に 似合は ず 芳しくない。 
大に 砥勵し 直す と 2. ろなくて は 叶 ふ ' ± い。 

時勢の 圏外に 立つ 諸家 | 昔は 可な 会に 晝名 も ^' げ、 社 
會的 地位 も 相當に ある 人で、 その 割合 ひに 中心 圈、 へ 出が 
事な く、 將來も そ 乙に 出 3 うのない 人々 が ある。 乙れ ら 
は 技倆 も、 識見 も大に あ 6 ながら、 何處か 時勢に 合、 はぬ 
と 乙ろ が あるの だら う。 或は 旣に 、をの 人の 時代が 過き 
たので あらう。 3 うい ふ 群の 中に、 村 田 丹 陵、 尾 形 月 耕、 
ul# 田 敬 中、 津 端道彥 、佐 竹 永 陵、 大橋翠 石、 島 崎 柳塢、 
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)ls® #* td?K  I 问耽 雅紀 、畑 仙齡* 狩 野 探 令 等の 人々 を數 へて 置かう。 なほ、 Z1 り 他に も 餞 多の 同型の 人 
ある 可く、 殊に 京都 大阪に 同様の 人 あらう と S ふが、 しばらく 前記の 人々 を 以て 代表的に 見て 置かう。 
村 田 丹 陵 氏 | 右のう ち、 村 田 丹 陵の ごときは 、まだ 五十 歲 r ら ゐ であるが 全盛期は むしろ 
二十钜 ほ* X 前に あつ 穴と 言へ やう。 渠は 、始め 吉澤利 喜、 川邊御 循に 師專し たので、 明治の 中葉 ご 
る 內 外の 博覽會 R S つも 優 賞を 授けられ、 日本 靑年繪 晝協會 の 創立 ^ 參劃 もした。 乙の 當 時の 渠の聲 
望は、 義兄た る 寺崎廣 業な どを 壓した 程て、 今日 ^ で その 通うて あつたら 正しく 元勳 中の 元 動で あつ 
たらう。 

I 形 月 耕 氏 | 尾 形 月 耕は、 安政 六 年 江戶に 生れた ぱ办 /\ の江戶 ッ子 だけに、 作風 も江戶 
式て ある。 卽ち 浮世 繪の 作者と して、 明治の 初期から 中葉 まて 渠の 名は あまねく 世人の 知る ところて 
あつた。 博覽會 や、 展覽會 にも 優 賞 5: 得た 乙と 數十囘 R 及 ぷと いふ。 殊に、 浮世 繪の 肉筆を 展覽會 R 
出品して 他流 派の ものと 同じく 鑑賞せ しめる ょうにした のは、 渠 や、 故 水 野 年 方、 富 岡 永 洗な どの 力 
にょる もの だ。 

| 山 田 敬 中 氏 | 山 田 敬 中は、 明治 元年の 生れ、 初め 川端 玉章に 學び 、その 高弟と なつた。 日 
本 美術 協會 、その他 內 外博覽 會等 にて 優 賞を 受けた Z1 と 數十囘 、文展 k も殆ん ど每囘 出品して その 健 
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I して、 主に 土 佐 派を 學んだ -渠の 名 も 明治 三十 年代から 著しく 擧 6、 四十 年 ごる は絕 頂に 達して ^ た。 
一文 展へ も屢 々出品し、 「派 SB」 を 始めと し、 第 六囘の は實に 二等賞の 榮冠を 授けられた のて あ 
(る。 なか^-^ しッ か*^ した 技倆を 有つ 人 ^ が、 慽 む らくは 今一 段の 內省的 努力が 足*^ ない。 

| 佐 竹 永 凌 5  | が ii-* 7ic# ^# は、 明治 五 年 東京 R 生れた。 初め 佐 竹 永 湖に 學 4. V その 晝才を 知ら 
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れ 、望まれて 永 湖の 養子と なつた。 二十 七 年 以來諸 博覽會 展覽會 等に 出品して 受賞す る 乙と 數 十囘， 
n 本 美術 協 曾、 日 太 畫會 、南 宗晝會 等の 審査員 又は 幹事と なり、 名 製の ある 人 だ。 併し 時勢は、 渠の 
穩健な 作風 (C 頓着な く 進ん' た 傾向が ある。 

大橋翠 石 氏 | 大橋翠 石は 慶應 元年 美 濃國に 生れた。 南 宗晝の 名流 渡 邊小 華に 學び 、動物 晝 
を 得 竑 とし、 特に 虎を 描けば 匹敵 無しと 稱 3 れ る。 その 畫名 夙に 高く、 內 外の 博 覽會 、共 進會 等 {C 優 
賞で 受けた 乙と 多 S  •か、 遂に 中央 畫 壇の 人物て はな S。 

■柳塢 氏—  ^ 島 崎柳塢 は、 明治 元年 東京に 生れた。 松 本楓湖 や， 川端 玉章 ic 學び 、夙く ょ 
6 英才の 譽あ 6、 三十 二 年 R は 同門の 友 福 井江 亭 や、 結 城 素 明、 平 福 百 穂な どと 無 聲會 ^: 起し、 又 日 
本 美術 協 曾、：：： 木畫 會 等の 委員と もな 4、 玉章 門出 身の 先輩 V ある。 文展に 出品した 「M 鶴の おな つ」 
「おない どし」 を 始め •一種の 浮世 繪風に 才筆 捨てが たき 本の あれ ど、 畫 壇の 本流 ^ 合體 しないのは 惜 
しぃ。 

11 福 井 江 亭^ 1 % #• 江 f 孕は- 慶應 元年 江戶に 生れた) 川端 玉章に 學ん で、 その 高弟で あぅ、 
明治 三十 二 年には、 柳塢 、素 明 等と 無 聲會を 起し、 •一勢 力を 成した。 咬た 久しく >11 京 美術 學校 敎授と 
して、 をの 名を 高め、 內 外の 博 覽會に 出品 受賞した 乙と 尠く ない。 最近は 支那に 漫遊した 6 し - L 來た 
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が。 時代との 交渉は 漸く 薄れ かけて 居る。 

高 取稚成 氏 1 高取稚成は、土 & 派_の人、日本美術協會の委員とし.て同會の系統に聲望あ9 
文展へも出品數阃、「藤房卿の草子」-四家文體」等三等賞を授けられたこともある。人物名溫厚誠實、 
識見 また 乏しから ぬ 人 だが、 新 代の 意氣を 把持す る 人とは 思 はれぬ。 

畑  仙齡氏 I 畑仙齡は、慶應元年京都 ^ 生れた。%^31 ^* に就て學修した人、 ^# ?^4^と 
同 學の友 だ。 後、 上京して 日本 美術 協會 、日本 畫會 等の 役員と な $、 その 製作は 各方 面に て 珍重 せら 
れ、 展覽會 等で 屢令重 賞を 受けた。 

狩 野 深 令 氏 I 狩 野 探 ^ • は、 安政 四 年 羽 前に 生れた。 1 に學び 、諸 所の 展 覽 會に 受賞 
する 乙と 三十 餘囘 、日本 美術 協會 委員、 日本晝 會 幹事て ある。 始めの 姓は 荒木で あ 〇 たが、 後 許 s n 
て 師家 狩 野の 姓 1: 胃す ^ 至つ た。 以てを の 手腕 力量を 察すべき だ。 

新進の 作家と 舊來の 作家. | 以上 R 列擧 した ゃぅな 人々 を、 纪 H' ダ *' M' ぐ、 ^' ^' 4.: ぐ^ p ぎ 1-' ぐ 
し、 爾餘の 人々 は 新進 か、 然らざ れば 舊來の 作家で ある。 その 主なる 顔 觸れを 拾つ て 見る と、 #0 m° IE0 
Sr  ヂ  yf4、 J:' l: 、^^lr% ffl# l: 、 A® ” l: 、 s: l T HIA、^ #* lri^ 

•、 、ざ S: 谷" &^&、& f: ^ ^r i s: l- 、， l: #p° #® 、& t: lr:& I: a: 


M* " 西 澤笛畝 、星 野 空 外、 戶室臨 泉、 徳 田隣齋 、大智 勝. 觀 、’大 坪 正義、 小 茂 田靑樹 、尾 形 月 山、 岡 田 
雪 窓、 織田觀 潮、 小 野 竹 橋、 渡 邊來 渚、 加藤英 舟、 河 合英忠 、川端 龍 子、 川 崎 小虎、 堅 111° 南 M、 勝 田 

^  .raf'  0 

五 倉玉翠 •長 野草 風、 蔦 谷 龍 岬、 南 保 秋 淵、 村 Ir'r 應東 、村 上 鳳 湖、 村 上 華 岳、 上田 萬 秋、 植 中直齋 、內 
海吉 堂、 栗 原 玉 葉、 矢 野 橋 村、 山 田 耕 雲、 山村 耕 花、 中 村 岳 陵、 中 村 大三郎 、牛 田 鷄 村、 野 長瀨晚 花、 
l al# 下竹齋 、山 下馬 山、 山元 春 汀、 保陴素 堂、 矢澤 弦月、 松 村梅叟 .棋 戶觀 海、 益 田 玉 城、 {梁 本 一洋、 
j 福田浩 湖、 筆 谷等觀 、小 泉勝爾 、，小山 榮達 、五島 耕 献 、赤松 雲嶺 、阿部 赛 峰、 佐 野 一星、 佐々 木尙 文‘ 
|  & 池 華 秋、 三 井 萬 里、 三 浦 廣洋 、水上. 泰 生、 芝景 川、 茁 田 鶴 友、 岛田墨 仙、 島內松 南、 廣瀨東 畝、 廣 

島晃甫 、平 井楳 仙、 平 田 松 堂.、 疋田芳 沼、 森 村宜稻 、背 楣彥 、猪 飼 嘯 谷、 石山 太 柏、 井澤 蘇 水、 本 方 

^ •  •  ••• • oeoe o o oe 

秀麟、 i 蘇 水、 大岛佳 山、 荻 生 天 泉、 眞道 黎明 等が ある。 

CT れらの 顏觸れ は、 勿論み なごつ た 混ぜて あ 6、東京の人もあれば、 7?' ゞ都、大阪、名古屋仑の他り 
j 地方の 人 も あ 6、 帝 展 派、 舊文展 派、 院展 、國畫 創作 協會 、自由 晝壇無 所屬等 S ろ いろに 分れて. Q 
る。 P して、 乙 れらの 人々 が 先づ第 一流の 大家 に 次 r の 作家な の だ。 

jjp い 感じ、 新ら しい^^ 一 前. 記の 人々 の 中で も、 比較的に 古い 感じの する 人と、 比較的 1C 新ら しい 
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感じの する 人と が ある。 古い 感じの 勝つ た 人を ザ ッ と擧げ て 見るなら、 伊藤 響 浦、 伊臃 小坡 、一之 池 
孤螢 、井口 華 舟'  ベ 田高容 、秦 金石、 西 村 五雲、 星 野 空 外、 戶室臨 泉、 德田 隣齋 、太 坪 正義、 尾 形 月 
山、 岡 田 雪 窓、 渡 邊來锘 、加 藤英 舟、， 合 英忠 、田畑 秋濤 、高 倉觀 崖、 玉舍邾 輝、 田 南岳琼 ，田 fl* &* 
湖、. 中 倉玉翠 、南 保 秋 淵、 村岡應 東、 村 上 鳳 湖、 上田 萬 秋、 植 中直齋 、內 海吉堂 ，山 m 耕 雲、^ 一問 粢 
堂、 松 村梅叟 、横 戶 觀海、益田玉城、小山榮達、五島耕畝、赤松雲嶺、阿部春峰、佐野一见、三沛队 
洋 、芝景 川、 庄田鶴 友、 島 田 墨 仙、 島內松 南、 廣瀨東 畝、 疋田芳 沼、 森 村宜稻 、猪 飼 嘯 谷、 岡 出 蘇 水 
など ほぼ 乙れ に 當るて あらう。 

乙れ に對 し、 比較的 新ら しい 感じの 勝つ た 人と しては、 磯田 長 秋、 石 崎 光瑶、 石 井林 響、 速 水 御舟- 
小 茂 田靑樹 、小 野 竹 橋、 川端 龍 子、 玉 村方久 斗、 長 野草 風、 蔦 谷 龍 岬、 村 上 華 岳、 吉 田® 秋 光.. 中 村 岳 
陵、 中 村 大三郞 、野 長瀨晚 花、 山 下馬 山、 矢澤 弦月、 佐々 木尙 文、 廣島 晃甫 、石山 太 柏、 井澤 蘇 水、 
眞道 黎明な どの 面々 を擧 ぐべき てあらう。 そして、 長 秋 以下 rJ れらの 人物は、 大抵 三十 歲前 後活氣 橫 
溢の 連中て ある。 

かう S ふ 風に 一大 別して 見る と、 古い 感じを 起させる 側の 人々 は、 をの 前途が 旣に漸 く 行 きづ 甘 れ 
る觀 あ^'、 人物 も 漸く 老境に 入らん として ゐる やう R* 見ぇる。 一方 新ら しい 感じの 側の 人々 は、 年輩 
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も 大抵 三十 歲前 後で、 中には 二十 歲仑乙 そ 乙の 人 も あう、 をれ て. Q て 前途に 光明の かがや S てる やう 
な 觀の ある 人たち だ。 S て や 乙の 若く頦 み 多き 人々 について、 一寸 評を 試みょ、 う。 

!  若き、 前途 多き 面々 一 前記の若き、有望な人々のうち、御舟、龍+、方久斗、草風、岳ぼの五人は 
日本 美術 院の 同人で、 靑樹と 黎明とは、 をの 院友て ある。 また 波 光、 竹 橋、 華 岳、 晚 花の 四 人は 國畫 
創作 協 會の會 員、 馬 山は その 出品者で ある。 そして 殘 $の長秋、光瑤、林響、龍岬、秋光、 ±# 1ーー_、 
弦月、 尙 文、 晃甫 、太 柏. 蘇 水な どの 面々 が 帝國 美術 院の 新進作家な の だ。 

乙 のうちに て も、 特に 有望と 目 3 れ るのは、 御舟、 龍 子、 竹 橋、 華 岳、 光瑤 、龍 岬、 弦斤、 ^# —、 
蘇 水な ど •てあらう か。 

I 速 水 御舟 氏 I 速 水 御舟は、 榮 一と 云 a 、 明治 二十 七 年の 生れ、 始め 松本楓 & に 就き、 大正 
四年故今村紫紅等と赤曜會を起し、乙れに出品するや美術院の製作と相俟つて特技を知られた。就中、 
「洛外 六 題洛北 修學院 村」 等渠の 代表作と 見る 可く、 爾來渠 の 才能は ^ す<立 優つ て 見ぇる。 

1 端 ifil 子 氏 川端 龍 子は、 明治 十八 年生れ だから 三十を 越して 幾年 かになる。 併し、 渠は 
最初は 白馬 會 や、 太平洋 畫會 仕込みの 洋畫 家で、 乙の 五六 年來 急に 日本 晝に 向つ たので、 院展 出品の 
「霞 泉 由來 j 神戰 の卷」 「土」 等が その 代表作と して 知られる。 洋畫 家の ^ X 銳な 感覺 幻 日本 繪 具で 描く。 
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小 野 竹 橋 氏 一 小 野 竹 橋は 二 十二 年の 生れ 
十六 歲の時 京都に 出で 柄 ® • の 門 生と な-^、 後， 京都 
繪晝 專門學 校を も 卒業した。 「 ft 二 作」 を 初め、 國畫 
创作協會出品の「夏の五箇山」|風景」等の代表的製作 
が ある。 


村 上 華！ 岳 氏 I- 村 上 華 岳は、 竹 橋と 同年に 


大阪で 生れた。 初め 京都 美術 エ藝に 入學 し、 次 いで 
繪晝惠 門學 校に 入 6 乙れ •で 卒業した。 曾て 文 展に出 
品せ る 1 阿 彌陀」 は、 今な ほ 名 ^ 籍甚 し、 阈展の 「聖 
者の 死」 (未完成) 「日 高 川」 ^ た 異色 ある もの だ。 

一 石 崎 光瑤 石, ^* 瓒は、|:|:ぎ歡門下 
の 逸材で 西山翠 峰 あた 6 次ぐ 人て ある。 文 展の最 
終に 「熟 國妍 春」 を 出して、 特選の 榮位 シ- 占めたの が 
始ま 6 で、 「燦 雨」 は ^ す^^ その ?# 色を 發 揮した も 
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のと 言へ ょう。 

I 蠤谷龍 岬 氏 I 蔦 谷 龍 岬は、 四十 三年 東京 美術 學校を 卒業し、 また 故 寺崎廣 業に 師事した。 
文展の 最終に 「御堂の 朝」 を 出して 特選と なう、 帝展 出品の 「山 蔭の 夕」 も惡い 作では ない。 ただ、 思 ひ 
切つ て 自らの 習套を 脫却 する M とが 必要て あらう。 

矢澤 弦月 氏 | 矢澤 弦月は、 龍 岬と 同時に 美術 學校を 出、 また 廣業に 師事した の も 同じ 事て 
ある。 乙れ ^ て％ 極めて 有望な 新進作家と 認められて 居た が 帝展の 「朝 陽」 が 特選と なつた ので、 渠の 
名は 更に 一層 喧傳 3 る、 に 至つ た。 

| 廣島晃 甫氏 | 廣島 晃甫の 名は、 從來 殆んど 世に 知られな かつた が、 帝展 R 突如 「青 衣の 女」 
「秋の 野の 宮 J の 二點を 出品し、 而かも 「靑 衣の 女」 は 特選に 唆で 擧げ られ たので 一躍 その 名を 知らる る 
に 至つ た。 併し、 渠は 、四十 四 年 か ic 美術 學 校を 卒業し、 夙く から 天才 的 機鋒の ある M と、 その 友人 
間に 知られて 居た のて ある。 

I 井澤 蘇 水 氏 I ## &&がに至？は、 1: 1- |!|門下の逸材として、 |1]* ざ|:ゃ.％ポ緊等と 
並 稱3れ る 程て あぅ‘ その 畫才 極めて 豐かな 人で ある。 乙れ まて あ ま う社會 的に F 遇 され なかつ たが 
帝展 出品の 「大和 路の 宗祗」 にょつ て 俄然 その 名 聲を馳 する に 至つ た。 
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第二 li m 本晝 壇の 諸團體 

一、 代表的の 四 大圑體 

一 畫壇の 圑體的 分野 一 現代の 日本 畫壇 が、 種々 な 團體に ょ 6 て 分立し、 多くの 大家 や、 將來 有望な 
作家が 犬 抵そ れら の V1 づれ かに 所屬 してゐ る 乙とは、 旣に說 いた 如くで ある。 その 主なる 團體と 云へ 
ば 國 家の藝 術獎勵 機關た る帝阈 美術 院は 勿論、 日本 美術 院 、國畫 創作 協會 、日本 美術 協會 などて ある。 
をの 他に も、 金 鈴 社と か、 如水會 とか、 池畔 俱樂 部と か、 早苗 會と か、 種々 なる 岡 體の存 する 2. とは 
旣に 記した 通 6 だが、 而 かも 乙れ を大觀 して 見る と、 殆んど 大部分が 前記の 四大團 體中 k 含まれる 乙 
と、 なる。 美術 學校 や、 各 大家の 塾 中な ども、 それを 中心に して 展覽會 を やつた にした と 乙 ろで、 終 
には、 S つ か 右の 大きな 結社 中 R 落ち合 ふこと となる の* た。 それ 故、 現存の 代表的 團體 としては、 以 
上、 の 61 つの 大展覽 會を 擧げ 、己れ を 論評 すれば、 現 日本 畫 壇の 大勢は 一見 明白になる わけなの て ある。 
I— 四 大 _體 の 由來 I もつ とも、 乙の 四 大團體 と 云つ て も， もとを ただせば 皆を の 流れを 一にす る 
のが 當然 V ある •か、 永い 間の 歷史が 終に 斯ぅい ふ 潮流を 作成せ しめたので、 この 四團體 丈け は 確かに 
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現 日本 畫壇 を 代表す る ものと 云 ふべ く、 2. れら の團體 に所屬 せぬ もので も* 何等かの 關係 が， 乙の 四 
つの s づれか にある と 云つ てょ ろしから ぅ。 況して、 帝國 美術 院は、 國 立の もの •て あるから、 zl n ii: 

— — ^  夏  iiiiv て 

作られた ものて あ $、 今 で は 横 
山大觀 等の 中、 心と なれる 闕體' た 
が、 日本 畫 新派の 代表的 機 關と 
稱 3 れ 、國畫 創作， 協會 は、 京都 
、の 若手で 同じ <' 革新派た る 土 田 


麥憐等 一派に 依つ て 成る丈け 乙 

れまた 新派の 代表的 園 體た 。ただ 一つ、 舊 派の 牙城を 以て、 純粹 日本 畫獎勵 とい ふこと を 信條に して 
% るのは、 日本 美術 協會 である。 乙 れは 、歴史 も 古く、 社會的 勢力 もなかな か あるの だが、 惜し s 哉。 
、今では 時流 R、 後れて ゐる 。併し、 兎に角、 乙の® つの 機關が あつて、 年々 それぞれの 展覽會 を闢 w '-c 


表 

,w 


0 

體一 


ゐ るのは、 たしかに 日本 晝 壇の 代表的 偉觀、 て ある。 

「帝 國 美術院 j 四大團 體 のぅちで も、 殊に、 國家 的で， 代表的な ひは 先き の 文部省 美術 展覧 
會 、今の 帝闕 美術完 である こと 云 ふ ^ でもない。 を もを も、 文展が 始めて 創立 S れた のは、 明治 四十 


1. 


年で、 時の 文部大臣は 牧野 伸顯 
夏で あ-^、 肝 煎ぅ は 岡倉覺 三、 九 
I 鬼隆一 、正木 直彥 などで あると 
いふ。 爾來 、官設 展覽會 なる 名 
の下に、每年一阊展覽會を開催 
…して 、丁度 大正 七 年が 十二 年 目 
以に 當つ た。 十三 囘 目の 大正 八 年 
に 至つ て、 政府 當局 も、 各方 面 

から & 改革 意見に 促 3 れ 、新たに 帝 阈 美術院 と s ふ ものを 作つ て、 乙れ をで 展 の繼續 とせし むる に、 至 
つたの 广厂、 而かも その 歴史 や、 系統に， 變ぅな く、 た、 た 名 稱の變 化した のと。 內容に 進 步が あつたの 
みと 言へ ょう。 


_ 
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日本 美術 院 I 帝國 美術 院が 、官設の もので あ $、 國家的 代表 機關 であるのに 對して 、美術 
界に もつ とも 清新な 氣を 送る 民設の 代表的 機關は 、云 ふま T もな く 日本 美術 院， た。 を も そ ^ 、 日本 美術 
院は 、明治 三十 一年 故閊 倉覺 三等に ょつ で刽設 された もので あ 6、 創立 當時か ら 素晴らし S、 意氣込 
みで あつた。 併し 四 五 年間 展覽會 を 開いた う (g 作 fffig 研究 機關を 設けた $ して ゐる 中に、 形勢の 
變化が あ 6、 明治 三十 九 年には 常 陸 土 浦に 研究所の 移轉 となる やらした。 その 中、 岡 倉が 歿した 6 し 
たので 第一 次の 日本 美術 院は 大正 二 年 一先 づ 解散した .0 今の 美術 院は 、大正 三年、 横 山大觀 、下 村觀 
山 等が 中心と なつて、 第一 次 美術 院を 再興した ものである。 爾來 、展 覽會の 名も繪 畫協會 のをれ です 
るの ては なく、 堂々 と 日本 美術 院展覽 會と呼 號す るに 至 〇 た。 もとょう、 乙の 美術 院 復興は 大觀が 多 
年 審査員た うし 文部省 展覽會 から 逐は るるに 至つ たの' か 直接の 一 動機と なつた の だから 堪らない、 院 
展 は、 宛ら 文 展に對 して 敵國 となれ る觀 あり、 常 k 彼と 拮抗す るの 態度を 示す 乙と となつ た。 茲 に 於 
て、 文展の 官僚 的なる k 對 し、 院展は ますます 民主的 傾向を 露骨に し、 彼が 寬容 網羅 主義を 執る R 對 
し、 乙れ は 嚴重衣 精選 主義を 執つ て 出品 作品の 鑑判を なすと S ふ 風て ある。 そして、 文展 第九囘 から 
第 十二 囘まで 、院展 の復與 第一 囘から 第四囘 まては、 かう S ふ 風に 兩者 相反 目して 來 たのて あるが > 
最近 文展が 院展と 改まつ ては、 歴史的に 反 對が あつても、 內容が 大分 近づ s て 來た のと 評で ある。 而 


體團 四の 的 表 代 


, ,-i l l 

f  施 

3 ぼ 


かも、 その 歴史と 地位とは 
依然 合同し 難き 立場に ある 
であらぅ。 

| 國晝 創作 協會 I 國 
晝 創作 協會は 、四 大團體 の 
1 に 加へ るには、 餘 办 に 歷 
史も 貧弱で あ 6、 內 容も微 
少て ある。 併しながら、 帝 
國 美術 院 、日本 美術 院 乃至 
日本 美術 協 會の以 外に、 確 
實に 存在して 小 3 いながら 
に、 それ 等と 何の 關係 なく、 
新 機運 {C 適した 同人 一同と 
共に 靑年 作家の 作品を 引き 
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擧げて 行かぅ とする 努力は 認めて やらねば ならぬ。 而 かも、 をの 歷史を 語れば、 大正 七 华 一月、 文展 
の 施設に 慊焉 たる 京都 靑年 作家の 一國 、土 田麥僳 以下 五名が 中心と なつて 2. れを 創設し、 同年 十一月 第 
I 囘 、八 年 十一月 第二 同と 二度 展覽會 を 東西 兩都に 開いた と 云 ふ 迄な のて ある。 從つて 、社 #' 的 地% 
も爻だ 十分に 認められぬ が、 將來は 、必ずしも 輕侮 しがた きもの あるべく、 猶且 日本 畫壇の 一角に、 
一波 澗を捲 起す や も 知れな い。 

I 日本 美術 協會 I 若し 夫れ 日本 美術 協會に 至つ ては、 その 歴史 もつ と％ 古く、 明治 十二 年 三月 
伯爵 佐 野 常 民 等 有志に ょつ て 創設 5 れた龍 池 會の後 身な ので ある。 をして、 美術に 趣味を 有する 上流 
社會 一般の 同情す ると 乙 ろと なつて、 大にそ の 基礎を 確實 にし、 年々 必ず 展覽會 を 開いて 斯界に 貢獻 
すると ころ あつた。 をの 主なる 經營 指導者と しては、 佐 野 伯の 外、 故 土方久 元 伯、 今の 金子 堅 太郞、 
下條桂 谷な どい ふ 人々 が あ-^、 總裁 としては 皇族 殿下を 奉戴して ゐる 。今日では、 第一 部 (繪畫 、書) 
の 外に、 第二 部 (彫塑) 第三 部 (建築、 室內裝 飾) 等の 各部 あるが、 いづれ も槪 して 保守的、 漸進的な 藝 
«' を㈤ , す y 風 ^' 6、 日ず if の ハ こどき W に その 弊に 陷つ てゐ る。 日本 晝 の展覽 會は 、每年 春 期に 行は 
れる が、 近 ごる では、 靑年 有望の 作家の 出品 殆んど 跡を 絕 ち、 老大家 連の 餘 喘 ^ つなぐ 場所の ごとく 
思は n て. q る。、 Nl n' ra: 團 isi-、 P ゲ とぐ 5 ny 歴史と 傳統 とを もちながら、 到底 他 {C 拮抗し 得ざる 所以 
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であつ て、 實質に 於て は、 弱小な 國畫 創作 協會に も 及ば 以てあら 5' 。 

二、 文 展帝展 の產め る 人物と 作品 

| 第一、 二. 囘文展 | ひるが へつ て 現存の 團體が 、過去に 於て 產 出した 人物な 6 作品な ぅを 見れば 
をの 歷史が 具體 的に 分る 乙と、 もな 4、 現在 及 將來に 於け る その 位地 も ほぼ 明かになる てあらぅ 。先 
づ第 一に、 帝展 ( sip 3 を 見る に、 文展 ては 明治 四十 年 §  一  e には、 代表的 作品， V- してが ^ • 富 の 
「しぐれ」、 & ffl# A# ?i* •り 「迁說 法」“ r 「賢 首 菩薩」. ？ £- §: 这の 「豐 公」 等を 姑、^- # * M# al# の r 木 
の 間の 秋」、 川 合 玉 堂の 「片時 雨」、 竹內栖 鳳の 「雨霽 」も注目すべき作品であつた。第二囘には、5< ||* 、 
觀山 初め 美術 院 系の 作家が 國畫 玉成會 に 立て籠つ て 出品し なかつ たの •て、 それが 原因と ちな 6、 ^* vlll# 
契 月の 「名士 弔 喪」 竹內柄 鳳の 「飼 はれた る 猿と 兎」 など， V 見るべき％ のに 數 ふる 外な い。 

I 第三、 四 囘文展 I 第三 囘は 、四十 二 年に 玉 成會の 作家， でも 網羅し、 賑やかな ことで あつた。 ^ • 
崎 廣 業の r 谿四 題」 は 中に も文展 史上 不朽の 名を 止めし ものと 云 ふべ く、 風景 描寫 上に 日本 畫？ 新 様式 
を 開ぃ た。 ぎ M* の 「ぁれ 夕立に」％ y< a# の 「流 燈」 s: i- f 「鹽 原」 4 作でぁった。 f 、 f 麦 •出 記 
草の 「落葉」 は 一般 出品 中隨 一の 名作た るは 云 ふ ^ で も なく、 自然の 眞趣七 描 4 出して 餘蘊な きもので 
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ぁつた。 M* J=i ii# の 「油 斷」！ ？ !: 方 * • の 「繊月 」 »• £ !• (__) 等 4 目すべき 作品で かつた。 

第四囘 もまた かなぅ に 賑つた 。 il# lij# の 「魔障 圖」、 の 「夏の 一日 J 大 •觀の 「楚 水の 卷」 、春擧 の 「寂 


品 作 i 物 人る め產 ©(展 帝) 展文二 


寥」^ 一 ^ • の 「炊烟 」^が の 「黑き 猫」 等は 審査員 出品 中の 秀作で あぅ、 「夏の 一日」 及び 「黑き 猫」 乙と に 著 

名 だ。 一般 出品 中では、 の 「棟木」 「t づれ 」* 落 & がの 「女歌舞伎」、 ^ • ■ #• の 「t  く 

.a:  :: y ら 」 菊 池 契 e： の 「供 燈」 池 III 

蕉固の 「秋の しらべ、 冬の 

BVI 


t t-v r ,v' r 


嗖 ど. Q」 小 室翠雲 の 「山海 
圖」 を 擧 r ベ 3 であらぅ。 

^1 五囘文 展一第 


讀 ..， 

ン： 


E> S 


S 


公 


五囘は 、割合 k 振は ず、 大 
觀の 「山路」 は 中に もつ とも 
注目すべき 作と 云は れ 、新 
味 溢れた ものであった。 玉 
ぎ の 「細雨」 もまた 傑れ 穴 出 
來榮 1 で、 淸楚渾 厚の 趣き 
を 豐かに 表現した。 ル 端 玉 
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t 早の 「雨後 山水」 は 渠が 老來の 力作で あつた。 新進作家 中では、 M* 11-# 竹坡 「秋 車」 梧桐」 「水」 の 三點を 出 
し、「水」もつともすぐれたものであつた。 |^* |: ## |:の「日光山の四季」、, ^* 明の -13 囀 1_» 、鋪木淸方の 
「驛路 の 女」 など も 兎に かく 見るべき もので あつた。 更に 新ら しき 顔觸れ 、ては 今 村 紫紅峁 田靑屯 
⑤ ば％、 1 A s rr^A s: 擧 ぁ*^、 ^0 11 • の 「ぎ s F i 円 b の 「竹 取」 楳 仙の 「赤土 山」、'® 富の 「日照 

雨」 など 世に 著 はれた。  . 

一 第 六 囘文展 I S: ハ k( s: 止 x' ffi' w ?' マ、 日 £ へは、 rf' M' ど 駆と、 の 貧 藤 漸く 1: 月に f 
^" ド 6" ぎぞ、一 !1-: 一 ^; のーー、っ {^ 1: ?^ ^' ^' ^' 1[1' ^; 、一 ?4' は舊來の日本、畫を代表、するもの'てーー科は 
い新 ?; し 1: 時だ ^' ぼ ^: 不^> ^' »: 、て ^' ^0。一科に屬する作品中注目すべき1のとしては、佐久間鐵園の 
S 松淸 泉圖」 高 島 北 s「 s: 翠」 ft: 岡 V 華の 「水 髪 景 山水」 及び、 /h» l: s« の 「秋 爽」 、津端 道彥の 
「火 牛」、 i[!i* JL® ^* ^# の 「梢の 秋」、 ffle ^* l# 皆の 「水邮 の 春」 於 #® 挂月の 「寒 汀」、 小 室翠雲 の 「四時 佳 興」 等が 
ある。 いづれ も 併し、 伺 等 新味の 一すべき もの、 なかつ たのは、 止 IT を 得ない ところで あらぅ。 一方 
二 科の 方では、? <&、 ,1  未の 二 大家が 揃 a も 揃つ て 「潇湘 八景」 を 出し、 廣 業は 古 畫の 傳統の 上ょぅ t 
の 大作を 完成し、？ < !!• は 新ら し灵景 お S' 描き 盡 した。 をの 他、 春擧の 「鼠 峽」 、玉 堂の 「潮」？ 見 
るぺ きものて あつたが、 5r£ 糸 !!• の 「近 江 八景 圖 J は 中に も壓卷 の觀が あつた U 新ら しき 日本 畫の行 方 
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緻巧麗 f の V あつた。 ^ • ■がの 「茄 £ も それらに 次ぎ、 前 田 靑邮の 
「齡 1 一， は、 「竹 取」 ょ 办も 一 步を 進め 72 力作、 山內多 門の 「郡 上 十一 一景」 

1 ^ |: の「甲きる馬」|:—の「富」 /1>* 哲 ^ 「_ |. 」都路 
¥の「細 11 」 ±« |: メ&の「島の女」、ぢ& ^ 「浦づたひ」士 £: 蘭の 
「ひと もし 頃」 など も 記憶 S るべき もので あらぅ。 

「第 七囘文 展 一 第七囘 毛、 二 科に 分れた t 、 で 開かれ、 一科侧 
では / IN® -  ? 至 l° ffi° の 「寒 林 幽居」 が CA と 61 S1 頭角を!^ んで 、筆墨の 妙を 示し 

。田 1)-.© 4 & の 「木 曾 山」 i! 落 T 福 ig MI 7 f 乙れ に 次 f  ? ぁつ 
た。&|: ^0 &!の「靑山綠水」ゃ、が&& ^ 「松林仙鬯ゃ、高取雅成の「南 
淵 魚 水」 ^ 個性の 認むべ きものが 最も 乏しき を 遺 慽に思 はしめ た。 二 科 
の 方は、 前年に 引續 き活氣 齡& て、? < M* の 「松 並木」 も 可な ぅの 作、 廣業 
の 「千 紫 萬 紅」 も 一 趣向 あ*^、 ffi° m° の 「繪 になる 最初」 は大に 世俗の 賞揚す 
ると 乙 スであ つた。 丑の 「夕 乃 夜」 r 雜木 山」 二 點 は、 渠の 特色を 語れる 
の； 5 5歡 の 「驛路 の 春」 は、 殊 k 秀れ？ の v ぁつた。 移 健な 作風 
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は、櫻谷等に代表 5 れたと見てもょからぅ。別に、菊池契月の「鐵獎蜻蛉」は、大にすぐれた特色を示 
し、 橋本關 雪の 「遲 日」 も 注目 3れ たもので ある。 結 城 素 明の 「相思 樹下把 金 絲圖」 や、 鏑木淸 方の 「潮 
千 狩」 や、 堅 山 南風の 「霜月 頃」 や、 牛田鷄 村の 「町 三 趣」 など も 望み 多 ^ ものと 見られた。 

I 第 八 ^! 文展 I 第 八囘に 至る と、 橫山 大觀が 俄然 審査員 中ょ 6 除かれた ので、 それが 直接の • 
一動機とな、つ、て、美%院一派の反抗とな6、文展の三分一の勢力はその方に持つて行かれた。そ乙て 
再び 文展の 制度 改正 3 れ 、一 科 二 科の 區別は 眞先 きに 取 6 除かれ /?1, 。 をして、 川 合 玉 堂の 「晚 渡」 「駒 
嶽 h 夕立 前」 は大 R す ぐれ、 廣 業の 「高山 淸 秋」 また 大觀去 6 し 跡の 寂寞 AJ 補つ た。 をの 他、 菊 池 契 月 
の 「ゆ ふべ」、 61 I-IJ* 1* & の 「採 桑」、 木 島 櫻 谷の 「ゆ ふべ」、 上 村 松 園の 「舞した く」、 鏑木淸 方の 「隅 田 川 舟 遊」 
viii# H# ^v の 「兩國 」、 楹本 &&一 の 「南 一」、 土 田 麥憐の 「散華」、 平 福 百 穂の 「七面鳥」 など、 或はす r n た 
作て あ $、 或は 注目すべき 作品て あつた。 

| 第 九囘文 展 | 第 九囘に は、 文展 と院展 との 對抗が 益々 鮮やかに なつた。 院展に は、 觀 山の 
「駆 M 師」 を 筆頭と し、？ <& の 「漁 樵 問答」 古徑の 「阿 彌陀觉 J など 代表的 傑作 あれば、 文 展 に もま / 2 乙れ 
と 匹敵す る ものな かる 可らず て ある。 寺崎廣 業の 「信 濃の Ur 路 」 は、 渴染 法に ょる 廣業式 大作で、 その 
硏究的 態度に 極めて 優れ 穴 ものが あつた。 「夜 聽歌 者」 1 た 捨てが たい ものて あつた。 而して 一般 出品 
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九 六 

谿四題  寺  峪跤樂 


しと 好 箇の對 照で あつ 穴。 その 手法の 大膽 にして、 寫 生の 小智ょ 6 脫 却した ところ 正しく 獨步の 行き 
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方て ある。 鏑木淸 方の 「晴れ ゆく 村雨」 も、 春 信 あた-^ に ヒントを 得た ものら しいが、 1 11 ^ の 情 致撕す 
べき もの あ 6、 渠 としても 第一の 秀作で あつた。 その他 町 田 曲 江の 「三 大門」 は、 氣分を あらは す， 〇 と 
に 可な 6 成功し、 平井楳 仙の 「夏」、 北野恒 富の 「暖か」、 池 田 輝 方の 「木 挽 町の 今£、 ±# 把|! ®* の 「花 
•かたみ. J、 橋本關 雪の 「獵」 r 峽 江の 六月」、 木 島樱 谷の 「うまや」、 菊 池 契 月の 「浦 島」、 B3* s-%- の 「四季 
の 山」 小室翠 雲の 「駒 嶽 秋粧」 、平 福 百穗の 「朝露 L、 川 村曼 舟の 「連峰 映 雪」 など 注目すべき であらう。 

第 十 囘文展 I 第十囘 となつ ては、 文 展ネ旣 に 峠を越して 下 6 坂に 向へ るの 觀が ある。 第一 
に 注目すべき は 川 ^ • 玉 堂の 「行く春」 であっ たが、 Z: れは淡 S 感興を ょく 如實に 描いた ものである。 W 
r 兀 151 の 「山 二 題」 は、 「谷むな し」 や、 優れ、 小 室翠雲 の 「天空海濶」 大作と 云 ふに 過ぎず、 ひしろ 寺 IIli§# 
の r 淸麗」 に 如かない。 「淸 麗」 も、 併し 技巧が 主と なれる ものて あった。 審査員 外では、！？ 池 契 ル 
の 「花 野」 を 推すべく、 淡 麗溫雅 な もの。 木 島 櫻 谷の 「港 頭の 夕」 も かなうょ かった。 が、 特に 力作と して 
は、 の 「寒 山 拾得」 あ^'、 技と 想と 相俟って 稀れ に 見る の 傑作で 含た。 「錬 丹」 も、 一 特長 あ 
る 作で あった。 その他、 小 野 竹 橋の 「島 二 題」 は、 r 優れし 出 來榮气 て あう、 洋晝の 趣 致を 巧みに 渾 和し 
た。 M 4 「佛地 憧憬の 旅」、 小山 榮 達の 「北 國ざむ ら a 」、 池 上秀畝 の 「夕月」、 田 中賴嶂 の 「山 月 
四 趣」、 泚 ffl* & a# の 「去年の 今日」、 IP1* 輝 方の 「夕立」、 上 村 松 園の 「月蝕の 宵」、 土 田 麥僳の 「三人の 舞妓」、 
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平 福 百穗の 「田澤 湖傳說 J など も 記憶 S るべき 價 値を それ 
どれ 有つ て 居た。 併し、 特に 力說 すべち」 は、 松 岡 映 丘の 
「室ぎ み」 の 傑出せ る 出 夾榮 えな 乙と で、 乙れ は文展 出品 
の 製作を 通じて、 珍ら しく も 自由で、 生 趣 ある 力作で あ 
つた。 情趣の 最も 暢び やかに 出た 作品は 乙れ てあら ラ。 


第 十一 囘文展 I 第 十一 囘にて 、審査員 作 中では 


廣 業の 「白馬 山 八 題」 が、 その 硏究的 態度を 益々 深く せし 
もの あるを 認ひ ベく、 粞 鳳の 「日 稼ぎ」 もまた 努力の 作、 
丹精の 作、 前者と 等しき 感を起 S せる。 玉 堂の 「小春の 
夕」 は、 詩的な 輕 S 味 a v 示し、 荒木 十 畝の 「四季 花鳥」 
は 品の ょ いも ので あつた。 一般 出品では、 鏑木淸 方の 
「黑 髪」 が もつ とも 透徹せ る 技倆と 思想の 洗練され た あと 
V 示し、 平 福 百穗の r 豫讓 j に 至つ ては 特 R 、 及び 易から 
ぬ 莊重な 手腕を 發 揮した。 松 岡 映 丘の 「道 成 寺」 は、 渠と 
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しては 平凡— ベく、 Ee* ^ lli# の 「挂露 致」、 Jlr al s- の 「日本-一 一景」、 & M* S: 6 「八 千ぐ ミぢ 
1: 、 の 「峻嶺 雨後」、 r[!i* i: s* 「武陵桃源/  1 ml r r •幽赏 秋」、 !: 1 r 「iils」 ±. l: & 

の 「春 禽 趁晴圖 j 榊 原 紫 峰の 「梅雨 霽れ」、 |[|* |:”|:の「薩南六題」などは、それ ^ れ見るべ5價値 |: 十 
分に 具へ たものと 言へ やぅ。 

一 第 十二 囘文展 I 第 十二 回は、 文 展の最 終と なつて しまつた。 こ、 t で 來 ると 一般 出品な ど漸 
く pf 氣滿 令の 觀が ない、 て もな S。 審査員 中 第一の 出 來榮ぇ は、 川 合 玉 堂の 「暮 る、 山家」 とい ふ 乙と ic 
異存 ある ^ じく、 寺 崎 廣業が 最終の 作 「杜 甫」 を 出 s n n のはむ しろ 慘 ましい。 % ]!• の 「河口」 は、 あま. cv 
に卽 興的氣 分が 勝ち 過ぎて ゐた 。新 審査員 菊 rt!i* 契 ^ • の 「夕 至」 は. むしろ 平凡な 現代人を 扱つ たと 乙ろ 
に 妙味が ある。 審査員 外で、 橋本關 雪の 「木 蘭」 はもつ とも 雅潤な 作品と いふ 可く、 傑出した 名のて あ 
る。 鏑木淸 方の 「ため S る、 日」 は S よ-^ 高 韻の 趣 致 ^ # びて、 齡齡た る もの あ.^、 _b« #* ^ H* の 「焰」 
% よく 作意を 物語つ 72 もの だ。 一般 出品での 秀作と しては、 が， ti*# JE* の 「山 科の やど」 を 筆頭に、 が㈣ 
光瑤の 「熟 國妍 春」、 蔦 谷 龍 岬の 「御堂の 朝」 も惡 からず、 しかし 特に! r aj# ’ ftt# の 「落 梅」 5: 推稱 せねば な 
る ま い。乙れ は、 京都の 近時の 作風を よく 物語つ たもの、 別に 池上秀 畝の 「四季 花鳥」 は、 桃 山風の 華 
麗— のでぁった。 の 「雨 三 趣」、 5 <1； ぎの 「西 行」、 tll# ^* li* r 「八 嶽四 景」、 ¥• £ の 
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「牛」 等， p 面白 5^ 品で ぁったが、 7 +* a* ^* — 1: 各 等 去っ S 都晝壇 少しく 謹の 觀 がない 

て％ ない。 

PM ~ i ~ 囘帝展 1  f TE' A' ^' f: ^ s; n ^' ? n' -c' 、 a: s^ ^_  一 ®: に 及んだ 文部省 ^' 術展 

i 兒 #' 、は ¥: 止、と’なぅ"紀 /2' "&_美術院展覽會が開催 

f 、 た。、 併、 し、 大  は、 文 §: s> llv、 ll> t: 貝、 の M' k、 れ 

る 事 多くな つたのと が 變化て あらぅ。 ^ た 慶ぶ 可き 
k， には、 f M' 、 には% かに 文展に 見られぬ 精神的な、 
朝 i£' f、 的、 な、 作 k、 の ものが »' 頭して 來た 乙と であ、 る 〇  3 
て、 第一 同の 作品 中 審査員 出品と して 推される のは 
ぎ 1: 1!1 の * gl が 第一て ぁらぅ。 ミは 必ずしも 
陽 大作では な S が、 郭 巨の 妻が 子を 抱 S て 愁然た る 姿 
態の ごとき 正しく 日本 畫の 主觀的 表現の 妙を つくし 
たもの だ。， の 「庭の 池」、 & 露 BJ* の 「朝霧」 
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澤 

弦 


「薄暮」 はこれ に 次ぎ、 fe* i B** -£# の 「目し； 5」、 /J'* p 
雲の 「春 庭 「秋 圃」 も 別趣の 存す るを 否まれぬ。 文展 
の舊 審査員.. て ある 荒木 十 畝が 氣分 本位の 「黄昏」 に li! 
矢 まれる 感じを 表白した のはむ しろ 異數だ 。その他、 
推薦の 人 々ではふ|^|:の「天龍四季」が韶な描 
寫 •て、 可な 4 に 現代の 情趣に も 適せる もの あるを 異 
で 月と すべく、 ^ • & 寥の 「白鷺 城 r& h* , の 「雪の 驛 
路」 は i! みだ。 f 
、 一  f  g に 雲— 吐け f  i 

s  晏？— 、„f  1 

...'-、：.  ：'-， ■種の 神祕？ V、- あらは し、^ の 「朝 陽」 また 河 
な 4に 趣 致を 發 揮した。 石 崎 光瑶の 「燦 雨」 は、 ちと 色彩 や 光線に 拘束 3 れた 傾きがないでも ない が、 
やは 6 纏 6 の ある 佳作で、 井澤 蘇 水の 「大和 路 の* il 齡」 が 大に 力量を 發揮 しつ、 品格の 缺 けたの ようは 
一枚上 かも 知れ 2。 最 4 百すべき 作品と しては、 無名から 一釋 選と なつた ^ • ぎが の 「靑 衣の 女」 
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あう、 情趣 もと、 の CA 、 繊細な 筆致に 近代 人ら し S 感覺が 窺は れた 。宇田 萩 村の 「夜の 一力」、 111 r w# 
象の 「深 草」、 福 田 平 八郞の 「雪」、 本 田 紫 夜の 「春雨」、 石 井林 響の 「劉阮 天台」、 佐々 木尙 文の 「春怨 J、 
吉田秋 光の 「小 督」 、石山 太 柏の 「上 井原 附近」 等に も それ ど れ 特徴の 見るべき ものが あつた。 而か もこ 
れ 等の 人々 が S づれも 新ら しい 感じの 人 令、 または 全く 新たな 作家て ある 乙とは 注目すべ^/た。 

一文 帝展 の ^ I 品 「以上の ごとくに して、 文展 第一 同から 十二 囘ま で、 及び 帝 展一囘 の 成績に 徵 
して 見る と、 をの 関に 起伏た C ならぬ もの あつたのは 勿論 だが、 今帝國 美術 院成 るに 及んで 前途は ま 
すます 光明 的なる を 知る てあらう。 を Z1 て、 ザ ッと兩 展覽會 に 活動した 主なる 顏觸れ を 拾つ て 見る と 
故 菱田春 草の 「落葉」 「黑き 猫」、 故 寺崎廣 業の 「溪谿 四 題」、 橫山 大觀の 「山路」、 故 今 村 紫 紅の r 近 江 八景 
圖」 ，安田靱彦の 「夢 殿」、 菊 池 契 月の 「烘 燈」 「茄子」、 鏑木淸 方の 「晴れ 行く 村雨」、 橋本關 雪の 「寒 山 拾 
得」 「木 蘭」、 松 岡 映 丘の 「室ぎ み」、 平 福 百穗の 「豫 讓」 、土 田 麥憐の 「大原 女」 など ヒ最 とし、 竹內栖 鳳、 
川 合 玉 c 里、 木 島 櫻 谷、 下村觀 山、 山元 春擧等 審査員 級の 功業 最も 多き 人々 てあらねば ならぬ。 其 他、 
比較的 新人と して 未來に 望を 矚 さる、 もの、 西 山翠嶂 、山 內多門 、飛 田 周 山、 矢澤 弦月、 石 崎 光瑶、 
蔦 谷 龍 岬、 廣 島晃甫 等な ほ 幾多の 人々 を數 ふる 乙と が 出來 るて あらう。 文展 (帝 展) の效果 また 大な 6 
と 云 ふべき •た。 


品 作家 f 乍る め 產の院 術 美本 口  三 


三、 日本 美術 院の產 め る 作家 作品 

I 前 期 美術 院 |日本美術院の最初の展覽會卽ち日本繪畫協會展覽會に於ては、 |53* 555<ゲが中 

t なって、 & 落！^ 始め、 1 妒 «# ぎ、以 1: &、54齡、|:&ぢ、|| ^ &、备 1: 日 ' 麦 

田 春 草、 11|# 田敬屮 、下 村觀 山の 面々 が 大に 活動し、 明治 三十 一年の 展覽會 k は、” ® • の 「配 賦」、 , 11!* 
の 「闍 維」、！^ の 「後 赤 壁」 などが 出品 3 れ 、翌年は ifl* OJ# の 「日蓮 聖人」、 類の 「秋 園」、 it* ^# ぎ E* の 「十 

一ー ヶ月」、 & ffl# s4n の 「鬪 難」 などが 出、 ^ * r 「月光 燈 影」、！ I r 「SL s! 」、 ^: l* r 「夕 ばぇ」 な 

どい ふ 名作 も 前期 美術 院を 彩つ / d ものて ある。 併し、 前期 美術 院は 、明治 三、 十、 九^% から、 殆厂ど 、勢 f 
を 失 ひ、 他而 、新たに 文 展が 起つ たので、 大正 三年の 再興 美術 院以 後が 現代に 直接の、 關係 i: 有' つ、 わ、 け 
である。 をれ 故、 そ 乙て は、 主として 再興 美術 院の乙 とを 說く乙 とに しょぅ。 

^  一  囘院展 1 の ^ I£' 、 a# u4# n€ i: ^ s' ぶ  f  ぎ ,?: れ ?: 卜、 に、 ょ 

つて 俄かに その 勢 s を 生じ、 大觀 と觀山 と 和合して 終に 文展 に對抗 する の團 結を 得た わけな、 の、 て！^ 
る。 斯くて、 大正 三年 十月 十五 日 再興 第一 囘の 展覽會 を 開 S たが、 乙の 會に 出陳 S れた 【女 の 
「御 產の禱 J は、 稀 有の 傑作と して、 CA と 6 院展の 誇 6 て あるの みならず、 文展 側 ^ も その 比を 見ぬ 冇 
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^• の「異端」は、乙れにょつて *# 徑の名をあまねく天下に知らしめた程てあ6、今村紫紅の「熱國の卷」、 
tf)* M 円 #• の 「竹 取 物語」 も 共に す C れた ものと して、 大に 世の 期待を 滿 足せし めた。 

1^ ^ ^ ^ ^ ^ 院展 ^ 次いで、 四 年の 第二 囘に は、 相 變らず 緊張し た 出 來榮ぇ を 示し、 就中 下 利 觀 
url の ni&u」 が壓卷 たるの 觀 1 これは、 材基 曲の 弱 法師に 採れる ものて、 古 淡の 味 ひあぅ、 
織く、 落 著け る畫 品のぅ ちに 技巧の 妙味漱 めど 4 きずとの 世評を 得た。 蓋し、 觀山 一代の 傑作て あ 
らぅ。別にム&#|3の「阿彌陀堂」も極めて內面的な描き方で、深く情景の眞に迫れる慨あ*^、今村 
s: s 「入る 日」 「出る 月」 は 清新の 表現、 繼の 描法、 前人の 試み f 力作で あつた。 前田靑 S 「朝 
S 卷」“ ％ の 「宇治川の 卷 ，1、 及び &ぢ& の 「竹 雨」 も、 特色い ち くるしかった。 

S ~ 三 囘 ~ 院 3 第三 同は、 文展と 同じ 竹の 臺の 會埸で 開かれた が、 依然 緊張した 出 來榮き 
示し、中にも巧田 1:| 孩の逼淤」は世5集注せる觀1 實 際、 「項 羽」 は、 切實な 適材 —つと も 沈 
痛 悲壯な 態度 V 表現せ る"^ のと 云 ふべ く、 深く 現代の 人心に 投じた と 言つ て i 。 大觀の 「作 右德 門の 
家」 も、 凡庸— 情景 其く む 事な く 表現し？？ d® な 作風に 觀？ 動かした。 前 田 靑邮の 
「京 名所 八 題」 は、 極めて 詩的に、 1 穴 聰明に、 矿畿の 自然 1: 描きつ くした 佳作と いふべ く、 觀山の 「春 
雨」 は、 乙れ .S して 大に 都の 氣 分を 發 揮した、 麗— ので あつた。 乙の 他、 山村 耕 花、 川靈子 
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長 野草 風 等 も それぞれ 注目すべき 作品を 出品した。 


第 四囘院 展一 大正 六 年の 第 四囘に 至つ て、 院展の 名は 吱す<  高く、 その 作品は 殊に 世 © 


品 fl 家作る め 產の院 術 美本 日  三 


注目す ると ころ となつ た。 Z. の 年、 問題と 
なつた 作品は、 院 としては 新ら しい 方面の 
もの 多く、 中に も 川端 龍 子の 「神戰 の卷」 と 
路 速 水 御舟の 「洛北 六 題」 とが 主なる もので あ 
£ つた。 前者は、 西洋 晝から 全く 一轉 化した 
一 新 日本 畫の 趣きを 語れる ものと して 興 深く 
後者は、 何もの にも 拘束 s n ぬ、 自由な 對 
境の 描寫 によく 成功し 72 もので あつた。 而 
丨して 、大觀 は 「雲 來去」 「秋色」 「達磨」 の三點 
ネを 出品した が、 その 中 「雲 來 去」 もつ とも 優 
f れ 、初秋の 雲の 匇卒 として 去來 する 一種 凄 
? 烈な 情景が よく 2. れに 現は n て 居た。 古徑 
の 「竹 取 物語」 は、 よく 古 土 佐の 長所を 取 6 
入れた もの •て、 描法 や、 著 彩に も 可な 6に 

一〇 九 


娉團 諸の 堉寶 本日  編 二 第 


二 〇 

落 著いた、 ゆかし s ところが あつた。 前 田 
|円& の 「切支丹と 佛 徒」 は、 努力の 割合に 效 
果が薄 かつた。 同人の 小川 芋錢の 「澤國 五 
路景」 や、 1 畐 Eg° M* % の 「風神 雷神」* 木村武 山の 
「法然 上人」、 ^ • 田鷄 村の 「鎌 倉の 一口」 等 
f 注目すべき であつ た。 

二 11 第五 囘院 展 j 第五 囘の院 鹿では 
/]> |: *# @* の「ぃでゅ」と、 ]||: ぎ 1: 子の「雾 
⑴ _ E と、！！ 落ヂ の 「洛北 修學院 村」 と、 
村 乙の 三郵 i はもつ とも 好評て あつた。 「いで 
耕 ゆ」 は、 と 6 分け 優秀な もので、 繊細な 情 
芯 緖と 快適な 氣分 とがょ く 表現 3 れたと 乙ろ 
10 奶 としても 稀 有の 傑作で あらぅ。 「洛 北修 
學院 村」 は、 自然の 風物に 身 V」 打ち込 / I だ 
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ものて なければ 能は ぬ 精細 深刻な 描 
寫が 群 ^ 抜いて 居る。 「慈悲 光禮 讚」 
は、 自然の 草樹が 如何にす くや かに" 
ま / 2 如何に 快く 朝夕の 呼吸 づ か a を 
してる か 1: 描いた、 銳 3 の 見ぇる 佳 
作 だ。 更に 新人と しては、 玉 村 方久 
5 r 出て、 ^ の 作 「雨 月 物語」 は 才藻 
煥發 I 情趣 また 豐か なる もの あ 6 と 
し V. 批評 壇の 中心 問題と なつた。 安 
ffl° M* ^* の 「御 夢」 は、 古典的の 味に 
渠の 才筆を 見る ic は 足ぅた が、 その 
深き 思索の 人た る 乙と を 示す {C は 十 
分なる ものと 云へ な S であらぅ d 前 
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田靑邨 の 「維 盛 最後の 卷」 もまた 努力の 割合 a に 精彩が なかつ た。 御大 將の大 il# は 「竹の 與四郞 」 で、 相 
變らず 奮勵の 跡を 示し、 觀 山の 「掃除」 「 豐 太閤」 二 作 また 惡作て はない が、 何となく 乙れ ら 老大家の 時代 
過ぎた る觀 ぁ-^、 却っ i- i^ r 「佛 誕」 益 分 S 所 ぁ i 見- ^。！^&露の「雨乞」、|- #* 53 ^# の 

「西の a かぅ」、 小 茂 田 靑樹の 「菜園」 などは、 
爾餘の 作品 中 稍 注目すべき もので あつた。 


第 六 囘 —院展 I 大正 八 年、 第 六囘を 


開く にあた*^、 院展は 益々 自重す ると 乙ろ あ 
るを 聞いた が、 開會の 結果は、 例年 以上と s 
ふわけ に 行かな かつた。 例に よつ て 人 氣の中 
心と なれる 小 林 古徑は 、「麥 」， で 出して 氣を吐 
いた、 乙の 作は 餘ほ ど內而 的 機運を 示した も 
のと 云 ふべ く 計 劃に ソッ のない のが 何よぅ 

、• 9 馨 〇 〇 

だ。 川端 龍 子の 「土」 も氣 持の よ S ほど 徹底し 
た 描寫て ある。 乙れ には 銳 S 作者の 自然 觀察 
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がょく 現 はれた。 安田 靱彥 、速 水 御舟 二 家の 出品せ ざ うし 乙とは 大に 寂しく-をの 他に 特 k 秀れた 作 
を 見な S。 前 田靑邮 の 「燕 山の 卷」 は、 描 寫が單 純 (•<: 過ぎ、 5 - #« 53 .の 〖潮 鳴. 0」は微弱な感じし、ぞ!^ 
草 風の 「宵 間」 もょ くない。 大人 氣の あつた 玉 村方久 斗が、 「平家物語」 に 小 3 く 納まつ たのは むしろ 哀 
れひ 可く、 わづ かに 眞道 黎明の 「春 日 山」 に 一 特色 i: 見た。 大觀の r 羅浮 仙」 「喜 撰 山」 「八 仙 花 j 「山 窓 無 
月」 の四點 中、 取るべき は 「喜 撰 山」 と 「八 仙 花」 てあらう .0 ®. 01. の 「東坡 先生」 は、 をの 技倆の 益々 冴ぇ 
たるを 見せ、 院 の重鎭 たる 貫祿を 思は せる。 木村武 山の 「彌陀 來迎」 もやは 6 同じ 感じで あるが、 荒 井 
寬 方の 「雪山の 濕 婆」 もはやく 老大家 まじ々 した 觀が ある。 

こんな 譯 V、 再興 美術 院の 產ん S— 作家と しては、？ <&、 & ^- 部 等の 矗以 外に J. 女 B0* M# 
彥 、前 田靑邨 の 二 中老、 故人と なつた 今 村 紫 紅、 それに 新ら しき 天才 小 林 古徑を 數 ふべき •た。 更に 新 
進と しては 速 水 御舟、 川端 龍 子の ある あう、 玉 村方久 斗、 眞道 黎明、 小 茂 田靑樹 等は 未知 數の 新進、 
前途 k 望を 囑 すべきで ある。 

四、 國展 及び 美術 協會の 諸家 

第 一 囘國展 | 國畫 創作 協會は 、創立 以 來日淺 く、 その 勢力爻 た 甚だ 微弱' て あるから、 その 
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展覽會  S' 社會に 及ぼせる 影響 も 文展 ゃ、 ぼ M' o' Jt' -c' li' ?: い。 ^' L' 、 5I' け ^: ib' a' s l' 111 s: s: は m' 
頭徹 尾、 この 會の 持續に 力めょぅと すると 乙ろ R そ る。 大正 七 年の 第一 囘に 於て、 會 員 ±# 
田麥憐 、榊 原 紫 峰、 小 野 竹 橋、 村 上 華 岳、 野！ 5物4む の 五 人の 制作が、 殆んど 全力を 盡し たもの らし 
い 乙とは第一に愉快とすべきである。麥憐の「湯女」は、中ても殊に光つた作^で、硏究のと<いた、 
內容も あぅ、 技巧 も 進ん •たもので あつた。 渠は 、乙の 作を 以て 文展に 臨んで％ 優に 也を 1 する 事が： q 


姑 ^ 扭餓 2* 0  7k e # 3 


一一 五 
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來たであらうに、一意國展につくす乙ととなつたは痛快*た。紫峰の「靑梅」も、シッヵリした描きぷ6 
て、 色調の ごとき も 可な うに 渾和 3 れた あとを 見た。 竹 橋の 「波 切 村」 は、 日本 晝家 として、 珍ら しい 
新風 景晝を 描 9 しもの、 華 岳の 「聖者の 死」 が、 思 a 切つ て 宗敎晝 の 本質的 表現に 出て ん としたのと 好 
一對だ 。晚 花の 「初夏の 流れ」 はを の氣分 丈け が 出て ゐ た。 一般 出品 中では、 A* ”r がの 「限 魔」 が もつ 
とも 傑出し、 金 田 和郞の 「水蜜桃」、 岡 本 神 草の 「紅」 も 特殊 的に 見られた。 

—第二 囘國展 一 第二 同の 出來榮 ぇは、 第一 囘 に 劣る とは 云は ぬが、 しかし どれ 丈け の 進步を 
見た かは 疑問 だ。 榊 原 紫 峰の 「赤松」 は、 前年の 「靑 梅」 ょ^^たし かに 一步を 進めた もので、 その 計 劃 
が更 R 大きい。 けれども、 實 質の 上て は 「靑 梅」 の 方が 一層 人に 迫る もの あつたら うと 思 ふ。 麥慑の 「三 
人の 舞妓」 に 就ても、 をの 昔 文展に 出した 同 題の ものに 比べて 幾何の 內 質的 發達あ 6 やは 疑問で ある。 
ただ、 をの 精進の 態度には 敬服す る R 躊躇し な S。 竹 橋は 漸く 自分 自らの 型に 墮 ちんと し、 「夏の 五 
箇 山」 の ごとき <1 れを 語つ て 居る。 併し 「風景」 と 題す る 作には 別途の 趣きが 稍々 見られる。 華 岳の 「日 
高 川」 は、 少さい 、卑俗な 題材の もの だが、 出 來榮ぇ は 眞摯で 可な うに 突 込んだ もの だ。 晚 花の 「やす 
み 時」 は、 前年の 「初夏の 流れ」 ょ 6 名ず ッと 深く 突き進まう とした。 ^ た新會 員の 入江 波 光は 「臨海 
の 村」 を 出し ^ か、 乙れ は餘 $ 進んだ ものと も 云へ ぬで あらう。 をの 他に、 岡 村 宇太郎の 「牡丹」 の忠實 
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な描寫や、 11|* ?1||4の「靜寂」、酒井三良の「雪 ^ 埋もれつ、正月は行く」、山下馬山の「椿」などがあク 
て をれ ？:' れ 新ら しきものと しての 氣を吐 い た。 兎に角、 乙の 一派て は、 完全な 物に なつて る 人に、 土 
Ea #* Ma 、i M# 紫 1111* が、 あり、 /]' • 野 竹 橋は をの 惡 S 癖 ^ 脫却 する 要 •か あらう し、 村 上 華 岳は、 むしろ 少し 
先き へ 行つ て效を 成す 人で あらう。 f の 他の 會員 、出品者に 就て は、 t だ 未知 數と いふの 外は な S。 
「： inlr^ ^ 日本 美術 協會 のことは、 國晝 創作 協會と 並べて 云 ふの も 氣の毒 だ •か、 近時 全 
く 老衰、 せる ®' ありて、 毫も 生氣 のな S 點から 、兎 かく 世に 忘れられ 勝ちな の だから 致し 万ない。 その 
, &' 、 の 、 くして、 |±' 會的に 勢力の ある 乙とは 旣 にも 述べた 通 6 であり、 殊にての 會は純 日木畫 の獎勵 
K 王、 力 y 置 い て Ss るの だが、 近時 甚だ 振は ずな つた。 過去に 於て は、 川端 玉章、 荒木 
影、 sa I: s* 、 l: i&、 &^i B1* “&、 aI® i £! r 寺の 諸 大家？ の會に 據っ？ のて ぁ 
う、 專門 家て な s が一 代の 名 乎と 云 はれる 下 條桂谷 もまた 生粹の 協會系 作家な のて ある。 なほ 中堅と 
して 數 ふべ $ 作家には、 小室翠 雲、 荒木 十 畝、 田 中賴璋 、池 上秀 畝、 松林 桂月 等 帝展に 於て 錚々 の 名 
を 馳せ た S もの も あれば、 故 / h® 坂 芝 田、!： 端 道彥 、佐 竹 永 陵、 島 崎柳塢 、小 林吳嶠 、狩 野 探 令、 佐 藤 
f I- 、 bi ®r ? s- l: A. ^# i s: 、 & «* m» & など ぃ ふ 面？ ぁぅ、 ま？ れらの 人  S  同門 ゃ、 
同輩、 後進 等の 作家 頗る 數多い ので あス 〇 をして、 いづれ も Z1 れらの 人々 は 協會を 母校と ^ で 思 CA 込 
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んて 居々、 §&、 +• 畝 等が 一時 楣を突 い た 外には、 皆穩 健な 態度で 協 會の展 覽會に 出品して ゐ るの だ。 
を れに も枸は らず 、今の 協 會展覽 會は 、全く 時代に 後れて しま ひ、 最近て は、 松林 挂月が 少しく 振 a 
s: & m« , 等が 乙れ に應ぜ し 以外 特記すべき もの もない。 況して、 新進に 有 爲の材 なく、 大瀧雨 山、 福 
H* !5h、 /ha K# 3g?< il# ^ • の少壯 南晝家 ややを の 名を 知られて るが、 Z. れ とてむ し •• /) 文展を 通じて 世に出 
たやぅな 名のて ある。 協會は 、大に 革新すべき 時期に 達して 居る の だ。 

小 團體の 作品と 作家 

以上て 主なる 日本 晝團體 の 展覽會 の 作品と 作家 R 就ての 紹介を したわけ だ 
が、 Z: の 外に、 小 S な團體 の展覽 會 で、 社 會的爻 たは 歷央 的に 記憶 S るべき ものが あるで あらぅ か。 
私は 殆ん どを の 存在し ない Z. とを 云 ひたい。 國民 美術 協會な ど 組織は 大きい が、 日本 畫部 として 特に 

、、、、 '\ '% 、、 '% 、、、1 '\ 、、澹  、、、、、、、、、、、、、、、 

注目 3 れる 名 の もなかつ た。 金 鈴 社は、 大にす r れた 作を 集めた とは 云へ 乙れ 咬た 今 ^ でのと 乙ろ 
<,> 、は、 «: 作 1: 1' 2: 風、ぁべて、 ^: 人¥5|^,^3じぐ&9 ^; ぃ。ただ、が&& ^ 「枕草紙」ゃ、平 

&5H I- 「橘 姬」 「日本 武 尊」 や“ r 「寶相 獅子」、： i s: r 「現代 美人 風俗」、 1 i M* & r 草花 

屛風 などが 相當に 興味を 惹 S たぐら ゐてあ らう。 


五、 

_ 鈴 社の 諸家 
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I  續 出の 諸圑體 (上)"!  f ぎ 系  v  髮 、 f ' n' 、JviA l: s ^: る t: た  vtrE x' ^r vs^ 

覽會は やは $試作の稃度を越ぇない。をして、或は兩會とも古い美術學校出身の先輩、等 {2' 、操、ら、れ、て、政 
略 的な 意味て 存在す るの てない かと も 思は れ る。 もとの 硏精會 はな かな か 活躍した が、 乙れ！ u -c' al# Y 
”|:、 ^« 田周山、水上泰生、野田九浦、勝田蕉琴等有力作家の聯合出品を見たとい、ふ以ポ、,、にご、の 
#' でなければ 見られぬ 傑作が 出た と s ふわけ て もない。 藝術 社は、 比較的 純粋な 食、 合、 ら 、しく、 ® * |2 ||# 
1、 ^: 澤弦月、町田曲江、井深蘇水その他新進の作家多く活氣あつたが、增原ヂ1 5- 等の活躍したの 
みで 大きな Z1 ともなく 終つ た。 ^ れ に 似た 會で行 樹社か あ*®'、 二度 ばか*®' 展覽會 を やつて、 小 泉 藤 
k、 /!'° 林 源太郞 、水 島 爾保布 等 稍 今 振つ たが、 やは 6 間もなく 無意義に 解散して し爻 〇 た。 往年の 巽 
晝會 は、 尾 竹 竹 坡等兄 弟の ほか、 鴨 下 晁湖等 も 努力した もので あつたが、 乙れ また 終- ok 完ぅ せず、 
赤 曜會は 美術 院の 別働隊と して 今 村 紫 紅に 率ゐ られ 一時 大に爲 す あぅ と 見ぇた が、!^ 歿後、 恕 %, 
舟、 小 茂 田靑樹 、牛 田 雞村等 新進の 作家を 殘した まま 潰ぇて しまつた。 

I 氣 出の 諸團體 (下) I その他には、 獨立畫 會 とか、 明治晝 會 、日本 畫會 等の 古色 $: 帶びた 骨董 的函 
體 や、 日本 南 宗晝會 、南 晝會 等南晝 家の 政略 的 結合 團體 ある くら， Q な 名の、 v« づれ， PW 6' ’ 振. は、 ぬ、 の 
みか、 頭數に 依つ て わ づかに その 名目を 守つ て ゐるに 過ぎぬ 觀が ある。 新 日本畫 協會 や、 大阪 美術 會 
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や、 大阪 茶話 會 、大正 會 などは 殆ん ど M 覽會も 開いた か 開かぬ かの 有名 無 實と云 ふべき 程度の もの •た。 

ただ、 各 大家の 社中の # は 年々 益 ^ 振つ てるの 觀が ある。 東京て は、 もとの 廣業 社中の 天籟 畫曾、 
十畆 社中の 玉 堂 社中の 下 纪 、朝 音 社中の 革丙會 、淸方 社中の 鄕土會 などが 主なる もので、 
京都では、 柄 鳳 社中の 竹杖會 、春擧 社中の 早苗 會 乃至 契 月 社中の 會 などが をの 主なる もので あらう。 
併し、 乙れ らの 各社 中で 開 v> た展覽 會に 幾何、 あとに 殘して もょ いものが あるかは 疑問で、 先づ 無い 
と 見て ょい。 

1 うな kk <*' 4>: る、 から、 金 鈴 社の やうな 第一義 的 使命を 持つ たもの や、 新たに 生れた 如水會 、京 
?; の ^1' *' «' «> ?: 一 —-'» ーー*の.も、の以 ^' ^4 1: 打くか知れぬが、今まての小團體展 || 會といふものは一向晝壇 
、の V 心 V は、 重 K を VSV か、 っ V の V あ、 る。 V、 、 最、 近、 の、 展、 

矿、 一 i' じ、 國 51 „ m' #' 、 や、 ^: ッ^ &W S: 思 味で 日本 美術 協會 などが 注目の 必要 あつたに 過ぎない。 

六、 將來の 日本 畫 壇と 團體 

日本 晝の 趨勢 一 帝國 美術 院 、日本 美術 院 、國畫 創作 協會 、日本 美術 協會 "その他 何と 云 a 、 彼 
と 云 ひ、 日本 畫壇 に數 多の 團體 ある ZL とは、 旣に 述べた 如く だが、 をの 中、 前記の 四つが その 最も 主 


要な ものと して、 Z. の 四 團體の 將來は 如何なる. てあらう か。 併せて 各 團體の 將來は 如何なるで あらう 
か。 この 事を 硏究 して 見れば、 大抵 將來の 日本 畫の 趨勢 も 判明し ようと 云 ふわけ である。 

I 帝展の 功過 I 帝 P1' 美術 院は 、令 だ 第一 囘を 開、 S、 た 矿 P A: て ? >: る ^r y n' /l' vll’ 囘、 もぎ k L' 
六た 文部 竹 展覽會 の 後繼て も あ A、 直接 政府の 關與 すると 乙 ろ だか ^' 、 ぎ §: 益々 it I' t; s R' vfw、s。 

來に ぎぎが ' C' L' ま ? > 、 »' 際 -®' 動 5: の ££' /1' ガぢ髮口、貝ど、ぃギべの #' *' ^' ^' じ、て、る、の ^' ^' ^>; ^' 
口 S: !' は 5 ?> ^' ¥: に 2: っだ、ゎ^^。そして、現審賣中ても“がとか、客容とか“ 
月と か、 西 山翠嶂 とかい ふ 人々 は％ つと も 若々 しき 思想を 抱いて ゐる Z1 と 故、 必ずや 將來 益々 新異の 
is 作風 i: 鼓吹し、 帝 展を して 時代に 後れし めぬ やう 努力す るで あらう。 た ♦た、 他方には、 /J'# J^ S* 、 ^* 
圃林挂 パ、 川 村 曼舟等 舊文展 型の 鏘々 たる 人 あ 6、 之に 對して 次囘に 如何なる 審査員の 選任 あるかが 問 
體題 でぁる。 若しも、 S; 型、 の A: 多、 け V ば v}i t; 展、 の if  f R' 、 泥 iV い、 rr' f: 代、 の V 多 f 
れ* たけ 帝展の 色彩は 新ら しくなる NJ とて あらう。 そして、 當 局が、， 〇 乙まで 非常の 改革を した 以上、 
恐らく 今日よ 6 も 古い 型に 入れようと する 氣 遺 a は先づ あるまい から、 たと へ 監督の 地位 {C ある 會員 
等の 異議が 多少 あつ ^ に しても 帝 M は、 2. れ よ-^ 益々 新ら しき 色彩を 帶びて 進ん て 行く Z. とて あら 50 
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3 うなれば、 今までの 文展 型の 作家で、 比較的 古い 頭腦を 有つ 人な どは 不平に 堪へ なくなつ て、 何處 
かに脫出するだらう。或は、また當然鑑別などに除外3れる*たらう。その人たちの迓れ場所は、先づ 
日本 美術 協會 などが 第一で あらう。 

美術 協會 の將來  |  日、 本 i: 術 I : へは、 V 5; し s: l' v、 矿 §: のがぎ^ l rr' ^' L' <' ?: Kn a' 、 S; 谷 
が 改革され るに 從って 、却って 從來 の國粹 保存の 看板を 新 b' L' < ' じ、 ぎが $:' it' ^' T' ^' (c:' s' a' <*' fe' ^' 5' 。 
帝展の 方針 次第て は、 現に、 その 方が 審査員 又は 元 審査員、 推薦 等と なつて 羽 振 6 のょ い 小室翠 雲、 
松林 桂月、 荒木 十 畝、 池上秀 畝、 田 中賴璋 等も斷 乎と して 帝展を 去う、 生れ 故鄕 たる 協會 に復 るか も 
知れぬ。 今でも、 渠 等と 協會と は關 係の 斷たれ た譯 ては ない が、 一方に 帝展 あるが 爲めに その 關係は 
極めて 微弱な の だ。 然るに、 人達が、 專心 協會 の事^^っとめ、現在の有力者 1'# „ ^ &* ^& 
園、 津端道 彥等舊 派 系の 大衆と 結合して、 大 k その 勢力を 振 ふなら、 正 ic 天下を 三分して をの 一を 保 
つ 乙と が出來 ょう。 思 ふに、 前記の 諸家の ために 圖 $、 協會 のために 計る と、 斯うした 將來は 必ず あ 
$ 3 うに 思 はれる の だ。 幸 a にして、. 美術 協會 は、 今や 新たに 大規模の 新築 工事を 起し、 遠からずし 
てを の會 場に 輪奐の 美を 誇らん として ゐる 。ただ、 必要なる は その外 觀內容 の擴大 と共に、 宜しくを 
の 本質を 充實 せし むる 乙と である。 今の ま ^ ては、 協會 系の 作家は、 ひとへ に 粉本の 模寫 や、 舊 型の 
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套襲 をのみ i れ事 とし、 何等か 創意を 出して、 眞實 に 自家の 表現 慾を 完う せしめん とする 意志が 缺け 
て ゐ る。 形式は 古く も あれ、 新ら しく％ あれ、 大に意 義 ある 創作を するとい ふ 乙と が 肝要 だ。 旣 に、 
老大家と 納まつ て 自ら 得 ❖として 居る 輩は 是非な きに もせょ、 若く、 前途 ある 人々 がその 流に 砸 f る 
理由い はれは 決してない。 協會は 、今 その 意義 ある 革新を なして 乙 そ 初めて 天下 三分の 目的を も 達し 
得べ く、 然らざ れば 如何な 大家が 入つ て來 ょうと ^ 協會 はやは- CNSS i: ^ のま まて、 終に ^ の 生氣を 
失 ふに 至る - C あらう。  . 

在野の 二 團 dll 日本 美術 協會 とは 反對に 、帝國 美術 院が 新味を 充 »; せ k: め、 1: 義’ あ^ N、 

ある 作品の 奬勵に 銳意 努力す る 時、 をの 餘波を 蒙つ て 打擊を 免が、 れ ぬの、 は、、 1; 本 ^' ygfT び， *' ぎ ^' 
協會な どて あらう。 本來 、日本 美術 院は 文展が 久しく 舊 思想の 牙城て あ 6、 情 弊の 府で あると いふ 乙 
とに 對して 、をれ とは 反對に 專ら新 思想、 新 傾向を 標榜し、 また 一切の 情實を 捨て、 純粹に 藝術 本位 
て 行く とい ふの がその 根本 主張て あつた。 然るに、 從來 の歷史 は 兎に角、 今帝展 •か 文展 時代の 看板 a: 
塗 6 替へて 、今度は 新 思想、 新 傾向を 歡迎 し、 殊に 情實を 斥く る 乙と 弊履の 如くで あると いふに 至 〇 
て、 聊か ^ の 方針に 契合し 過ぎる 嫌 a が あるまい か。 斯くては、 今 まて 美術 院が 一手 專賣の ごとくに 
呼稱 して 居た 新 傾向 主義 も 帝 展と相 競 ふ 形と なつて、 美術 院は 民營だ けに 組織の 整つ た 帝展に n して 

1 1 = 1 
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は大分退け目を感ぜぬわけに行くまい。 

日本 美術 院の 使命 | 而か も、 日本 美術 院に は、 岡 倉 天心 以來 、連綿と して 續き來 n る 一種の 精神 
主義が あ 6、 藝術的 立場が あるの だ。 今や、 をの 主義、 主張は、 犬 ia° や Ma ala 、 乃至 安田靱 彥 、小!； 古 
徑等 にょつ て 受け 繼がれ て 居る わけで ある。 渠 等は 果して この 神聖なる 傳統的 精神を 如何に 表現し、 
如何 R 永く 持續せ しめんと する であらう か。 を 乙に こそ、 帝展に も何處 にもな き 一種の 悲壯 美が 感じ 
られ るので ある。 美術 院 W る もの、 今は、 徒らに 碌々 たる 同人の 數の增 せる を 喜ぶ がごと き 乙と なく、 
須ら くその 根本 精神に S かの ぼつて 面目を 一新す る 勇がなくて は rrb ぬ。 今日の ^ ^ て、 少しに て も 
妥協 苟合 する こと あら ば、 そは、 帝展の 存在 以上 何の 意味を も 持たぬ 乙と とな. CS、 前途 暗澹たるに 至 
るて あらう。 所詮、 美術 院は 、極めて 少數の 同人と、 堅實な 率眞な 同感 者に ょつ ての みその 使命を 完 
うし 得る i と ^ 知るべき ^ 。 

| 國晝 創作 協會の 努力 一 國晝 創作 協會 {C 對して は、 ほぼ 美術 院に就 いて 云つ たこと を 繰 6 返して 云へ 
ると 思 ふ。 併し、 ZL の 方は 美術 院ほ どの 歷史 なく、 傳統な き 丈け、 一層 强く 、烈しく その 前途に 對す 
る臀 吿が斷 言し 得る の* た。 私 は、 帝展が 眞 k 自覺 して、 思；： 3 き 6 新ら しき 作品を も收容 し、 眞摯 な* 
熟 情に 富んだ 作品を 尊重す る やうに なつたら ば、 國晝 創作 協會で は 餘計な 手間と 苦勞 とを 賭して 咬で 
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、一般から 出品を 受けつ ける 必要は あるまい と 思 ふ。 その 方は、 つま*^ 帝展や 院展に 任して おいて 差 支 
へな V: たらう。 併し、 帝展が 果して 永く现 想 的な 鑑別を や 6 續け るか、 如何 かは 先き に％ 云つ た ごと 
く 少しく 疑問で ある。 3 う s ふ點 から、 國展て は國展 て 鑑別に 對 する 幾多の 牲犧を 拂つて も 一般から 
同感の 士を募 ると S ふ 乙とは 無竞義 てない か 知れぬ。 

kf、 、 結、 局、 國 、展 の やうな 四 五の 同人の 集まうて、 物々 しく 一般の 出品を 募う、 鑑別を して 入れる 
とい ふやうな 乙とは、 兎 かくに 偏頗 や、 奇矯に 流れ やすくて 餘 6 歡迎 出來な い。 土 田麥憐 始め 才子 揃 
、ひ、 腕利き 揃 a' の 乙 と 故 六 人の 會員 は須 らく 會員 丈け て 展覽會 をす るが 宜しから うと 信ずる。 
ial (他の 團體に 就て I 小 3 な、 眞 lf!l 目な 硏究園 體と しては、 やは 6 金 鈴 社が 一ばん すぐれて ゐ る。 
乙 れは 、同人 各 0 が G 由な 發 表機關 、眞 面目な 硏 究固體 として、 たしかに 今の 時代の 要求に ふ 3 はし 
い ものて ある。 乙の 種の 計 劃は、 山 内 多 門、 飛 田 周 山 等の 如 水會や 、京都で 起つ た 自由 畫壇 の ごとき 
も ほぼ 似た もので あらう が、 反帝 M とい ふやうな 意味で なく、 出來る 丈け 一致 lil 結して 行くべき だと 
思 ふ。 

各 大家の 私塾の 硏究圑 體も餘 ほど 有意義 {C な 6 來つて ゐ3。 天籟 畫 塾は 師^ m* を 失つ たので 止 ひを 
得ぬ とは 云へ、 玉 堂 社中の 下萠 曾、 柄 昔 社中の 革丙會 、十 畝 社中の 讀畫 曾、 淸方 社中の 鄕土會 、翠雲 
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準 社中の 環堵 塾、 京都で 粞鳳 社中の 竹杖會 、春擧 社中の 早苗 會 、乃至 契 月 社中な ど" 皆 それ e れ內容 
を 一新し、 出品を 嚴 重に 制限して 展覽 會の實 質を 引き上げょぅと して ゐる 。乙の 各社 中の M II 會の益 
益旺ん R なつて る 乙と と、 小 S くと も眞 面目な 新團體 の續々 起らん とし、 また S ぅ 改まらん とする 傾 
向の 明かに 見ぇる のは、 刻下の 注目すべき 現象 だ。 そ Z. に、 各 展覽會 や、 團體 の將來 ic 於け る； ) 1 命が 

卜3れる乙とともなるのてある0 


第三 編 現代 日本 晝の 根本 批評 

一、 推移し 行く 畫壇 

| 變リ行 く 形勢 I Z. れ爻で 述べ 來つた 事は、 只今の 日本 晝壇の 大勢が どうな つてる かを 示した 

に 過ぎな S。 而か も、 現在の 事は 何％ 彼 もどし < 推移して 行く。 昨日の 新聞は、 今日の 新聞て なく、 

移 一、 

、去 ず，榮ぇ、た、人、が、今、年%へるといふやうな例は殆んどざら ^ ある。それが種令な世相や、事業の上に反 
行 映す る 事の 多 S のは 勿論で あるが、 同時に 乙の 事が 藝苑ヤ 、文壇 4C も斷 ぇず 繰り返されて 居る。 文壇 
く  て、 一時の 人氣を 脊負つ て 立つ 人は 實に眼 覺し さばかうて ある •か、 而 かも その 推移の 早い のに も 驚か 
资 3 れる 。紅葉、 露 伴と いつた 時代が 過ぎて •藤 村) 化 袋 起々、 獨步 、漱石 逝いて 荷 風 •潤 一郎 名聲ヒ 擧 
堺| ぐ るかと 思へ ば、 いつの 間に か 新 思潮 や、 新進 早稻田 派の 人々 の 時代と なつて ゐる 。それ も 二 年と 安 
| 定 した 地位 七 保 〇 人は 少く 、次ぎから 炙ぎ へ 走 馬 燈の やうに 移ろ a 行く。 乙れ は 文壇の 例て あるが、 
口 本晝 壇の 上に も、 やは 6 さう した 變 化の 歴史は 間斷 なく 繰 6 返 3れ てるのて ある。 現に、 筆者が、 
乙 の稿ヒ 起して ょ- CN 約 四 五ケ 月、 大正 八 年の 暮の 頃と、 今 九 年の 新 秋の 頃と <• は畫 壇の 形勢に 早く 旣 
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に 一轉化 k 感ぜし める。 

I 大家と 新進 I 併し 大體 からい ふと、 旣に しつ かう した 基礎を 築 S た 大家 や、 定評 ある、 一 Z:' 
流の 作家 達. は、 そ 乙に 動かす 事の 出來ぬ 力を 持つ て 居る のて、 その 變化 動搖は 、まさか 文壇の 走 燈 
の やうに 急激では な S。 乙れ 何故かと いふに、 繪晝の 方て は、 一方 思想 幻 根本と する 事 勿論て あるが、 
他.， g 技術 技能と S ふ 事が 基に なつて るから、 たと 思 ふ 〇 技能が 基と なつて， Q る爲 めに、 駈け出しの 作者 
や， 技巧の 習練の 足うな s 作家は、 如何しても 直ぐに 一 躍して 大家と なる 事は 出來な s の だ。 逆にい 
ふと、 思想と 技巧と 兼ねす r れた 作家 a 、 たと へ氣 流の 激變 R 會ふ とも、 す <' その 地位を 失 ふ 事は な 
いので ある。 乙 れらの 意味から、 先き に擧 げた 柄 鳳、 大觀 、玉 堂、 觀山 等を 初め、 一二 流 どこの 錚々 
たる 連中に 俄かに 聲價を 落した ものは ない が、 而かも 一方では、 若手 新進から 續々 出世して 行く もの 
が あ 6、 大家の 中で も 殊に 名 ^ 商く する ものは 少く ない。 新進と して、 去年の 院展に 入選し 六 近 藤 浩 
一路と いふ 洋畫 出の 持て、 る 事 や、 元文展 審査員の 荒木 十 畝が 帝展の 「黄昏」 以來 、社中の 會の 「殘 照」 
にて 一段 名を 擧げた 事， 如 水 會の初 展覽會 に 久しく 雌伏して 居た 島 田 墨 仙が、 「樹下 美人」 とい ふ 力作 
て 大に 世に 認められた 事、 石 井林 響が 同 展覽會 で 愈々 氣 を 吐 S た 事、 若手の 石山 太 柏 •か 舊臘 個人展 覽 
會を 開いて 俄然 識者の 興感を 唆つ た 事な ど、 數へる と . v' くら も その 例が ある。 丈け、 それ 丈け 晝壇の 
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現狀は 刻々 に 推移して 行く ものと 見る が 至當 で、 大體に 於て は 異らぬ としても、 始終 眼に 見ぇぬ 轉化 
發展が あると 思は なければ ならぬ ONI の考 へがない と、 今日の 晝 壇を 觀て 居る ものが、 明日の 狀態こ 
對して は、 頓 とわけ の わからぬ やうな 事に ならぬ もので％ ない。 

晝 壇の 知識 I を こで、 如何 すれば、 かう した 時代の 推移を 察する 事が 出來 るか、 形勢の 變 
化" 局面の 展進を 覺る 事が 出來 るかと いふに、 そ n ic は 勿論 現代の 美術 {C 對して 根本的 理解がなくて 

はなら？ s ふ 事になる。 §: 術 15,: 對、 す 1: 根、 本ぎ ぎ f 、 顏 5\ ぁ n' y、 e' fv れ f  V てぞ 、の 

美術を 鑑賞し、 現存の 作家が どう 進み、 どう 動く かとい ふ 事 7^> 常 k 觀 察し 得る わけで あ ^' 。 ^' ic' n ^' 
の 頃は、 帝展 、院展 、國展 などの 外に、 大小の 展覽會 が 殆ん ど a 、 つき- cn なし 各所に 開催 S れ るから、 2. 
の パ。 メ-タ ァ S へ有つ -C' 居れば、 すべ ' C' の 具合が ^' 明になる'、 て fe' w。 ?: つ - c' 、 ^' ^' ^; 乙 5.: て 1 一 r' 
§  な 事が 知  S  が、 大  igV  日、 の 美％  品 i; 貝に っ  V て^ <iR I: p じ ?: I' i^ ia' f m' ^' ?: ^' ”。 

一一、 眞の 意義 ある 繪畫 

現 晝 壇の 『求 I 廣い意味での藝術に對する船 #; 、概钟はとても乙んな所で簡單に說明出來る 
もので な V: か、 現代の 日本 晝と區 切つ て、 ほぼ その 藝術 論を 考究して 見ょう。 ゲ 、日、 の H' 、 本 ®: は、 ^' 5' 
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> 、 > 、、 •* 、、、、、  、、、、、、、、、、 ■* 、 > 、、、 じつぎい、 ，聲 > > 、、、 > > > 、、 

しても t だ 過渡期に ある。 所 請 第一義の 藝術 として* 生活よ $ も實 在よ 6 も、 勿論 物質な どよ $ もず 
つと 高義な 、最も 價値 ある ものと して 身を 打ち込む には、 あま 6 に 醒めて ゐる 。從 つて 生活を 第一義 
とし、 思想 生活、 物質 生活の 兩 方面から、 何等か 吾々 の 心に 歡喜を 與へ 、慰安を 感ぜし め、 進ん <•' 、 活 
動力を 覺 ぇしめ ようとす るの が、 先 づ現晝 壇の 要求の 最も 高 s と 乙ス であるまい か。 

無 自覺の 作 1^1 一  ところが、 ずつ と 過去の 我 國の藝 術 家には、 S うした 純撲な 、生眞 面が な、 乃 
至 超凡 的な 作家’ かいくら も あつた やうで あるけれ ど、 現在に 於て は、 甚だ 眞摯な 意氣 ある 作家に 缺け 
て 居る。 3 うして、 大抵の 作家は、 妥協 的で、 安易 的で、 何處 まても 自分の 主義 主張を 立て通して 行 
かうとするほどの熱意がない。藝術家として自己の仕事に最高無上の敬意を拂つて行くのは、自然の 
事な の だが、 乙の 類の 自覺を Tp o てる 人は 名つ とも 少い 〇 い や、 自覺 してる 人は、 あるの か 7P 知れぬ 
が、 をの 意味を 立て 貫いて 行く 人は 殆ん どない の だ。 ^ して 嫌々 ては あらう が、 何時の間にか 世間と 
妥協し、 をれ ？： れに 生活の 安易を 求める。 その あ-^ 3 まの 輕浮な 事は、 ほんと に 齒^ |い ばか- 〇 である 0 
將來の 發展， 一 何處爻 でも 强 く、 堅實に 、理想を 楣 として 藝 術の 分野を 切 6 拓い、 て 行、 くの ハ か、 
藝術 家た る もの、 生活 意義で あるの 、 それが をの 通り 行 はれぬ とすれ ぱ 、を 乙に 眞の藝 術は 成 $ 立 
たぬ わけて ある。 乙の 意味から、 今日の 日本 畫家を 見る と、 先づ 大半は 眞の 意義 ある 藝 術を 製作して 
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る ものとは 見られな S。 眞の 意義 ある 藝 術は 如何ても ハッ キリと した 個性を 有ち、 ょかれ 惡し かれ 創 
作と して 完 きものて なければ ならぬ の R、 實際は なか^- 3 うでない の だ。 Z. の 事を 深く 考へて 見る 
と、 現代の 日本 畫壇 には、 上來擧 げた 如く、 大家 中 乃至 第一流 第二 流の 人々 雲の 如く あ 6 といへ ども、 
決して それを 讃嘆 する 事は 出來ぬ ので ある。 むしろ、 をのう ちの 大部分の 人には、 甚だ 賴み 甲斐の な 
い、 つまらぬ もの だとい ふ 感が する ので ある。 乙れ は、 今の 日本 畫を 鑑賞し、 將來の 發展を 期待す る 
もの ^ 取つ て 深く 考へて 見ねば ならぬ 事 だと 思 ふ。 

三、 東西 古今に 研究の 必要 

作品の 特色を 知れ 一 藝 術の 眞義に 思 a 至つ た 作家なら ば、 それは 云 ふ 迄 もな く、 向上の 意思に 斷 
ぇず 燃ぇ立つ て 居なくて はならない。 をの 爲め には、 對 世間 的な Z. とや、 對社會 的な 乙と に 齷齪す る 
ょ- cv も、 直接い る  <な藝術的衝動に刺戟 3 れ、興奮すると乙ろが多いであらう。 

3 うして、 乙の 爲め に、 理解 ある 作家は、 何う しても 不斷に 思索を したう、 讀 書し、 硏學 すると 乙 
ろがなくて はならぬ。 すなは ち、 智的に S ろ {な 判斷 力、 理解力を 有たなくて はならぬ のて、 それ 
と同時に作家は一通6古今の名畫名作 ^' 親炙する用意がなくてはならない。何となれば美術史上に於 
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ける 著名な、 代表的 作品と いふ ものは、 或は 形態、 或は 描 線、 或は 着 彩 等に •極めて 微妙な 長所 得點 
を 具へ て 居る ので あるが、 その デリ ヶ* -卜な 特色を 知る ためには、 何う しても 複製品 や 寫眞て は 間に 
合は ず、 勢 a 實 際の 原品に 接する 必要が あるから' た。 Z. れは專 門の 人々 の 誰もが よく 知悉して 居る と 
MK： て ある。 

西洋 藝 術の 理解 ,——! 眞に 藝 術に 忠 、作品に 熟 ある ものなら、 斯うして 力めて 藝術 的に 價値 ある 作 
品に 眼を つけなくて はならぬ の •たが、 乙れ が 亦た 一寸 難事で ある。 とい ふのは、 さう した 作品の 多く 
は、 或は 奈良 、或は 京都 等 日本に 於ても 往昔 文明の 爛熟した と 2: ろに 存す るか、 或は 華族 富豪 等の 邸 
宅に 奥深く 祕め られて るので、 それ も國寶 R なつて 居た- <^、門外不出の家寶になつて居 72 6して、な 
かな か 一般の 人の 眼には つかぬ のて ある。 强 a て、 これを 見學 しようと 思へ ば、 餘 程の 努力と 熟 誠と 
を 以て、 時間 や 金を 惜まず 費はなくて はならぬ。 以上は、 日本 晝に 於け る 往古の 名品 鑑賞 {C 就いて て 
あるが、 今日の 作家た る ものは、 日本 晝家 であつ て も、 單に 日本 晝の 古名 品を 硏究 すれば をれ てよ い 
と云ふのではない。當然の順序として、_古名品を見るばか6てなく、現代のものの.最も進步したるを 
探究 思索し なくて はならぬ。 そして、 乙の 結果は 必然的に 泰西の 藝狍 ，1 就中 最新の 傾向を 代表す . -5 
西祥 の藝 術を 硏究 しなくて はならない。 
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東西 古今に 亘れ斯 5 考へて 來 ると、 本當に 現代に 立つ ' 1: 最も 意義 ある 藝 術の 運動に 參 し， す 
ぐれた 作品を 世に 發 表しょ 5 とする 乙とは なかなか 冗談 や、 徒 事では 出來 ぬのて ある。 それ 乙を 一所 
懸命に なつて、 所謂 古今東西の 藝術を 參酌 研究し なくて は 到底 堂に入れぬ の •た。 而か， P、 單 ic NI れ等 
を實際 見る と 云 ふ 丈て は 何に 毛 ならぬ ので、 見た ものの 一つ一つに 就 い て 心から！! 得する ところがな 
くて はならぬ のて ある。 乙れ は、 口で 乙 そ 何て 名 ないやう だが、 その 當人 ic なつて 見れば、 餘 程の 刻 
苦精勵 がなくて はなら な S の •た。 

加 之、 南 書家、 文人 晝家を 始め、 專門 家 ic とつて は、 何う しても 支那の 名品 名作に も 接しな くは な 
ら ぬので、 近くは 明淸 から、 溯つ て、 元宋 唐と 各 時代々々 の宽洋 藝術に も 十分な I!n 解と 知識と がな く 
ては ならぬ。 一方、 あの 六ヶ 敷い 佛敎 美術に 就いても、 乙れ を 可成く 精細 R 熟知し なくて は、 正しき 
後進と しての 道は 踏めぬ 道理て ある。 

搗て 、加へ て、 各地 方今々 に 於け る 地勢と か 地理 的關 係と かも 知らねば ならず、 風俗 や、 習慣、 乃 
至 草木 禽獸仑 の 他 一般の 常識的 知 解は 十分に 心得て 居なければ ならぬ の だから、 理想的な 藝術を 製作 
せんとす る 者の. 複雑な 困難 推して 察すべ， jv て ある。 斯うした 用意、 の fe' f a: 承 が、 wwrr k: て 矿 A: あ 
るかと いふに、 それは 極めて 寥 ^ ( たる％ ので ある。 配 w  o 、 s' 
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術 家中の 藝術 家、 作家 中の 作家 だが、 ^' Q A' k ?: っ - c' li' ', 取^: ^' L' ^.' s' ia' w:' ^' ;^ ^ 

四、 熱誠 忠實 兮 る 作家の 態度 

一 深く 知る 1C と | その 人に 至つ ては 寥々 、恐らく 五指を 屈する 事 も 困難な ほどて あらう が、 知 
解 東西 古今に 行き 亘 つ て、 兎も角、 卓越した 自家の 見を も 有する ものが、 現畫 壇に いくらかは 居る。 
少 くも、 S うした 理想に 近い 見解を 具へ た 人が、 いくらかは 居る。 而し て ^ の 人と しては、 比較的に 
日本 美術 院の 少壯 作家な どが 擧げ られ るの て ある。 東西 古今とは 云へ まいが、 5&,參の如刍は、確 
に 相 當な點 まて あらゆる 事を 了解 も 出 來れば 、批評 も出來 るので ある。 その か 寬研究 の ごとき も、 靜 
かに 考へて 見れば、 彼が 深く 藝 術の 祕奥に 達せん 2. とを 心 懸けて， Q る  一^ j あらう。 かう いふ 行き方 
なれば、 必ずしも、 東西 西洋 {C 知 解が なくと 7P 差 支へ ない。 

靱彥の 他、 小 林古徑 などは、 餘ほど 理解が 豐か なやうて ある。 殊 R、 z. れは 、身を 以て 知 解す ると 
乙 るの 藝術的 信念を 體 現しょうと して 力めて， Q る。 靱彥 、古 徑のご ときは、 特殊と しても、 川端 龍 子 
とか、 近 ごる のめき  <賣 出して 居る 洋畫 家て 日本 晝風な 制作 ^ 秀づる 森田恒 友な ど 7P、 可な 6 知 解 
の豐 かな 方で あらう と ® ふ。 
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I 理解 ある 人々 一 院展 以外て は、 何と 云つ て も 金 鈴 社の 吉川靈 華な どょ ほど 根本的に 藝術を 見、 
これ を 體 得して 居る 方 だ。 1 の 人は、 主として 推 古、 天平 等の 古代 藝術に 甚礎觀 念を 置き、 更に 雛 og 
て、 支那、 印度、 ペルシア 等にまで 及んで 東洋 藝 術の 源流を 探究して 居る。 深く 物を 觀る 乙 と {C 於て 
徹底的 態度を 有つ て. Q る 人に 違 ひない。 平 福百穗 も、 學者的 態度では な v' が、 極めて 藝術 的な 立場 か 
らいる s ろな 感興と 熱意と を 有つ た 人た。 或は 萬 葉 集の 硏究 k 沒 頭した う、 或は、 良 寛の 生活 fj', し lit 

け 

憬した 6、 或は 支那 朝鮮の 漫遊に 神を 休めた 6 する あた. CN、 乙 の 人 も 大分 鮮やかな 色彩を 有つ て 居る。 

京都の 竹內柄 鳳が、 深 S 學識 はない にしても、 或は 歐洲に 遊び、 或は 支那に 赴き、 吳 春、 蘆 雪 等 先 
達の 書 •風は 勿論、 お 門 違 CA の 雪 舟を 學び 、南 宗晝の 研究を し、 土 佐 狩 野の 筆意 筆法に まて 思を 潜めた 
をの 態度は、 たしかに 該博 精到と 謂は ねばならぬ。 乙れ に似て 居る のは、 美術 院の 統領 橫山 大觀だ と 
いふべ く， 大觀は 3 すがに あらゆる 物に 對 して 其 雅號の 如くして 居る。 支那、 歐洲に も 遊べば、 各 流 
各派の 特色を も硏究 し、 特に 文學 方面に 於け る 知識 5: 博大に せんがた めに 淺 からぬ 修養 1- なし 7^ と傳 
へられる。 勿論、 ZL れには 岡 倉 天心の やうな 絕 好の 指導者が あつたから であらう が、 兎に角、 をの 天分 
k 加 ふるに、 かう した 努力 修養を 以てして 居る 2: とは 事實だ 。渠を 先達に して、 先 3 に 述べた la» 彥、 
古徑 等の 存す るの も 偶然では ない。 
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最近 物故した 寺崎廣 業は、 粞鳳 、大觀 と比べては、 幾分 東洋 趣味が 濃くて、 特に 支那の 藝術に 中心 
興味を 繫いで 居た やうで あるが、 しかも この 人 1 た 凡庸の 見解を 有する のみでは なかつ た。 何等か 深 
みのある 藝術を 創らん としたのは 勿論、 ■そのため ic 種 令の， 硏鑽を 志し、 筆鋒を s やが 上に 銳 く、 强く 
する の 便宜を 4 めた 乙とは 事實て ある。 その 晚年 また 起たざる k 及ぶ ^ て、 朝鮮 金剛 山に 遊ぶ の 志を 
起して 意 氣頓み k 揚がつ て， Q たの も、 思へ ば 悲壯な 心事で あつた。 •廣 I# K 比べれば、 態度 に 過ぎ 
る やう’ たが、 川 合 玉 堂 もまた 力めて 該博な 知 解を 求めて 倦まぬ 風が ある。 渠が 、をの 社中た る 下萠 曾 
の 年少 作家と 伍して、 謙讓抑 利ょ く 交情を 厚く して， Q る？ P の、 一は その 性格に 依るべし と雖 も、 ^ た 
同時に 硏究的 態度を 共に する 若 令し 3 が 伴つ てるから とも 云へ ょう。 

「京都 派の 努力 1 京都には、,の外、をの門下 2. 14¥、 ±* 0# |&そ&れ行き道を異に 
する が、 博く 知 解を 東西 古今 R 求めん とする 氣槪に 於て は 互 ひに 相 下らぬ ものが ある。 麥 ®# を 中心と 
する 國晝 創作 協會の 人々 は、 總じて この 態度が 熱誠 的に 見ぇる。 別に、 ^ # flii* M* ^# の やうな 人 も、 深く 
はない か 知れぬ が、 凡庸 趣味の 人では な S さう に 見ぇる。 乙れ 等の 人々、 勿論 a としなみ ic 云 ふ 事 も 
出來 ねば、 必ずしも、 識 古今に 通じ、 學 東西 ^ 亘 ると も 云へ ぬのて あるが、 併し、 兎に角 一風 異 つた 

5P 4P  つ 

落 著き の ある 作家で ある 事は 疑 a ないて あらう。 何等か 藝術 上の 理解 (C 於て 一步を 進めて 居る 人々 て 
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ある。 乙 2. 1W てに、 理解に 步を 進める とい ふ 2. とは、 容易い やうでは あるが、 尋常 作家では 一寸 出來 K 
くい。 可な-^ に 苦 勞も 要る し、 それ 丈け 藝術 とい ふ ものに 奉仕す るの 意志がなくて はやれない。 尤も 上 
揭の 人々 のみが 藝術 に 奉仕す る 意志 あるので なく、 この 中て 名 柄 鳳の 如きは、 甚だしく 市氣あ 6 匠氣あ 
$， 自分の 製作 品の 價格釣 上げ ^ てす ると いふの て、 ^ の 方の 事は 論外 だが、 兎も角 藝術に 對して は 
いづれ も餘 ほど 熱心な、 忠實な もの •たと 云つ てょ からう。 乙れ は、 必ずしも、 現代に 限つ たこと では 
な V: か、 特 ic 現代の 如く 複雜 多岐な 文化の 時代に あたつ ては、 Z: の 種の 見解理 智な きものは、 大をな 
すに 足らぬ ので、 乙れ 等の 人々 は 可な*^ 素質の 程を 認められる と共に、 今後 幾何までを の硏究 態度を 
持續 し、 進展し 得る かが 問題な のて ある。 

五、 物質 慾 R 趨る 作家 

の晝 S 一方には、 兎に角 藝術家 的 良心を 有し、 奮勵 努力して 其 硏究を 績け 、見聞を 
深 大 R しょうと 心が くる もの ある も あるが、 他面には 3 うした 積極的な 意志は 殆ん どない もの も ある。 
、前 溝が、 甚だ 寥々 たるは 勿論' たが、 比較的 少壯 氣銳な 人々 には、 積極的 意志 ある ものを 認める に對 し、 
、後、 者、 は、 物質 黃金萬 能 時代た る现代 k はを の數 最も 多い。 取 $ わけ、 中年 以上の 作家で、 旣に 可な-^ 
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、のぎ^^ ぎぜた 人に かう した 消極的な 人が 多い のて ある。 

何故 消極的になる かと 云へ ば、 これは 極めて 簡單 、日く 物質 本位に 墮し 、職業的に 製作を 乙れ 事と 
する から V ある。 藝術家 だとて、 人間た る 以上、 衣食住の 問題を 全く 考へず に 行ける ものでは ない。 
1 れ 等の 事を 思 ふに つけて 自然 物質的に 流れ、 阿睹 物 R 牽引せられ るの もまた 止 ir なき 事て は ある。. 
併し乍ら、 藝術 家は 何處 1 でも 藝術家 だ、 その 本分- V」 忘れた 6、 本末を 巔 倒した- c' する 乙 とが あつて 
はならない。 と 乙ろ が、 今の 日本 晝 家の 中には、 隨分乙 の 本末を 巔 倒して、 ひとへ (C 物質的に 流れ、 
何も彼も mi に、 計數 的に のみ 考 へる 人が 尠くな い。 殊に 悲しむべき は、. 氣分 なう、 精神な うを 基と 
して、 藝術的 良心の 命ずる ま、 R すべき 製作を ば、 たた^^ 物 利 物慾に よつ て それを なす 事て ある。 す 
なは ち、 その 當然の 結果と して、 どんな 場合に でも 金に S へなる 事なら 製作 もしよう、 揮毫 もしよう 
と S ふ氣に な 6、 金に ならな かつた $、 なつても その 額が 少かつ た 办 すると、 逃げる とい ふやうな 事 
がだん だん 露! e になつ て來 たの だ。 

| 營利的 傾向 | 勿論、 乙れ は a と*® 作家を 松 1; る ばか $ではいけない。一方には、書畫屋、 
骨董 屋 とい ふ ものが 益々 營利 的に な $、 萬 事 ^ 拔け 目な くな つて 來 穴 の もを の 理由で あらう、 また 廣 
く云つて社 # 一般に3う$ふ傾向が?|つて來たのでもあらう。が、それ ^ しても'眞の藝術家は、成 
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る 丈け 生活の 簡素を 圖 6、 忠を內 部 1C 向ける 乙と 5: 期して、 努めて 商賣人 風情に かつが n ぬ やうす る 
のが 當然 ては あるまい か。 Z. れ乙 そは、 何時の 世に もほんとの 藝 術家氣 質と いはるべき ものである。 

一 乙 の 藝術家 氣質だ に强 から ば、 その 人は 決して 極端に 墮落 する 筈は ない。 物質的な 事は、 或る 場合に 
(ぢ めら れるに しても、 何處 かて 自己と いふ ものを 眞實 に 生かして るに ちが CA ない。 少く とも、 切^' 
一拔 けられる 丈け は 切*®' 拔けて 自己を 正しく 活かして 居る ^ らう。 

\  l stl .— ^1 ^ ^ 墮 ii l 、乙 ^' ^矿じ、ぎ質主上主義に墮したら最後、その作家の內生活は、ま乙とに 
jv l:' 、 めぐ ? >: る。 »: は '*' » fc' ^>' ^: る ^' #: に ^' ^: 本位 ^ 、 財產 本位 だ。 何ても 彼で も、 この 一本調子で 世の 
l め、 て ^' 、 か 5' ど、 か、 か、 る。、 そ、 乙、 に、 作、 家、 と、 しての 熱 もな く なれば、 藝術 家と しての 自信 もなくなる の 
、はが I' 一ぐ ^' 、 る。 而か も、 乙の 種の 作家が 現代には、 もつ とも 多い の ^ 。今 その 名前を 明記す るのは 氣 
一 の 毒 故し ばらく M3 ける が、 日本 美術 協會の 先輩 諸 大家を 始め 諸 作家、 帝展 系の 作家の 大半、 院展 系の 
作家 一半な ど、 ま S に 乙の 部類に 入*^、 若しくは 入らん としてる もの ^ と 云 ふ も 過言て あるまい。 そ 
一 L て、 中には 堂々 たる 大家で あ 6 ながら、 全く 財物の 奴， 謙と な 6、 富豪、 成金、 或は 得意 多き 商賣人 
に 對し ては、 全く 頭の あがらぬ 連中 も少 くない。 旣に 、相當 の 地位に 上う、 財産％ あれば、 名 # も あ 
る 劣の ♦か、 之の 上 何を ^ 5 つて S うする のかと 思 はれる の ♦たが、 そこは 所謂 眼の ない 人間と な 6  了せ る 
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ので 誠に 情けなき 次第と 謂は ざるを 得ぬ。 

轉機 *^1 大家に して、 35 した 物質 欲に 捲き 込まれた 連中は、 勢 ひ 濫作を やる、 駄作 


をす る。 心に もな き 製 術を 賴 兮 れるま 、に、 責められる ^ ^ に、 早々 A. 片づ けて 行く。 口 善惡な S 京 
童が、 ご、 れビ、 稱、 し、 て 轉機晝 家、 と ?: つ ^: か、、 ま N1、 と、 に、 そ、 の、 通 $、 印刷 職 H が、 片ッ 端から 新聞を 刷ぅ 

有み もなければ、 作品の 價値 7^なきは勿論、作者は市井の職エと選ぶと乙ろないわけてある。如何に 
善意に 考へて も、 技巧の 優れる を 取る 以外、 精神的に 何等の 意義 もな きものと 見る 外 あるまい。 幸 a 
にして、世上多數の鑑賞家は、乙の內狀を知悉せぬが爲め、腕が奸いとか、色彩がどうとか、描線が 
どうと か 云つ て、 乙れ 等の 作品を 賞賛した $ する が、 一度び Z: の 實狀 がわ かつたら 大に 興醒 する Z. と 
てあらう。 

大家 名家が、 物質 慾 R 捲き 込まれて 行く 弊の 甚だしき は 勿論 だが、 若い、 少壯 氣銳の 人々 て も屢令 
乙れ JC 惹き 込まれて 動きの 取れない 立場に 陷る 事が 往 々ある。 あま 6 名 も 知れぬ 人なら 其 名の 人相 當 
に、 ^ た 有望な 人なら 若干 割 6 ょく、 いづれ にして 7P 若い者は 若 S 者 並みに 書晝屋 などは 巧みに 乙れ 
を齡ゲ て 行く。 そして 物質に 豐かて ない のを 見込ん て、 或は まとまつ た 額を 用立て 穴 6、 日 令の 生計 
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を 助けた 6 して、 ま' た 技倆 も 定まらぬ 者に 濫作を 3 せ、 早くから 金 縛 6 にして しま ふ。 乙 れは 一 見少 
壯 作家 レ 獎勵し 補助す るかの やうに も 思は れ やうが、 多くの場合は、 反對に それ 等 新進の 土を 拘束し 
眞の 硏究的 立場を なく S せる のて ある。 而か も、 年少の 人 欠て、 乙の 邊に氣 付かぬ 作家な どは、 偶々 - ± 
とまつた 金が 入つ た $、 財物を 前にして 甘言を 並べられた $ する の (C 得々 とし、 可惜 有 爲の材 と虛榮 
心の 滿足 とを 交換す る 例が 殆んど ザ ラに あるの だ。 近年 美術界の 隆昌に つれ、 新晝の 暴騰に 伴つ て、 
名 名 なき 作家に ^ •て かう した 例の 多くな つたのは、 全く 驚嘆の 外は ない。 

六、 不徹底 ^ 態度の 人々 

的 11 艮 揮— 一  極端に 物質 慾に 驅られ 、藝術 的 頁 心な どは 次第に 磨り減らして、 全く 一 個の 
營利 作家、 商 賣人 とな $ 了して しま ふ ものは 致し方な し、 まだ それ 程 極端でなくて も、 藝術 慾と 物質 
，い/の CI3' 間に 立つ て、 岐路に 迷つ、 てる 毛の. か 大、 分 ある。 かう 云 ふ 人 A、 の 大部は、 作家と しての 意地 も 
あれば、 氣槪も あう、 また 廉恥心 も 持ち合せて 居る のて ある。 けれども、 一方 どうに も 物質 慾 •か 强い、 
虛榮ハ 心 も あれば、 生活 上の 必要 も あ- 〇〇、 て、 阿睹 物に 對 する 慾 ^' が 忘れられぬ とい ふ 人 欠て ある。 
.乙の 種の 作家は、 蓋し 現代 日本 晝 壇の 大部分を 占む ると 云つ てょ からう。 傾向と しては、 前 R も擧 
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げた 如く、 協會 派の 諸家 や、 帝 展院展 派の 若干 分子 皆 物質 本位に 傾 いて は. Q るが、 旣に相 當門戶 を 張 
3、 地位を 獲た ものが、 全然 物質主義に 墮し て、 百畫會 式の 製作 (C のみ 沒 頭して るとは 見られな S。 
その 中の 少數 者を 除く と、 兎にも角にも 作家た る體 面、 藝術 家 / 2 る 外見 丈け は裝 はぅ と 力める のて あ 
る。 と ころ が、 乙の 體面 をつ く 6、 外見を 裝 ふとい ふの が 甚だ 宜しくない。 

叫面~^、精蜱—的—| 藝術に 對 する 眞の 解釋は 、何處 まで も 精神的で なけれ はならぬ、 內而 的て な 
H-' n' k、 な、 ら、 S。 敗 “；、るど、乙れ等は、內而的、精神的の知解を忘れて、外面的、皮相的に藝術家らしき 

JE' i/ < ; て (± ' r ^> ' w。 乙れ も實 例を 擧げて 云 ふなら 帝展の 審査員を して ゐる 人、 文 展の舊 審査員 •て あ o 
た、 帝國 美術 院の會 員て ある 人、 日本 美術 院の 同人で ある 人、 協會の 人、 國展の 人、 それ 等の 方面の 
1 流 二流の 作家を ザ ラに 列べ る 乙と が 出來 ょぅ。 玆に 至つ て 現畫 壇の 實狀も 憐れむべき 結果 ♦たと 云 ふ 
外ない。 

併し乍ら、 Z. れは單 に 一 美術界の 乙との みて はない。 # i 世滔々 として、 物質に 流れ、 黃金に 趨 6、 
而かも 表面 君子 顏を し、， 人面を して 何 食は ぬ樣 する 名の、多き時とて、日本畫家がその製作に" 
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活 t 表を 飾らう とする の も あながち 咎 む べきでは あるまい。 ただ、 世間の 大勢が、 乙の ままでは" 決 
して 久しく 平靜て ある ま s と 思 はれる 丈け、 美術界では 若し Z. のま、 推移す る 乙と も あら 5 が、 そ 乙 
に 沈滯 救 a がた き 結果が 現れ 來 らうと 案ぜられ るの だ。 一層の Z. と、 物質 本位に 墮し 、職工 的に 身を 
落した 人なら ば、 を 乙から 俄然 醒める 乙と も あらう し、 醒めず ば 自然にを の 地位 1: 失つ て 起ち 難き ic 
至る であらう。 それ 丈け 解決が 早い わけて ある。 然るに、 乙の 表面 糊塗 連中は、 なかなか 始末が わる 
く、 物質に 奔る かと 見 n ば、 藝術を 忘れず、 藝 術に 忠なる かと 見れば、 物質には ょ $ 深く 執著す ると 
い ふわけ、 乙れ では 眞の藝 術 的 意義が 容易に 純に 現れ 3 うに もない。 現に、 京都に 於け る 多數の 大家 
新進の ごときは、 全く 乙の 手 合 a であつ て、 眞摯 なのか 市氣 多い のか、 一寸 判斷し 兼ねる 生活を し、 
製作 5: してる 人 だ. らけて ある。 日本 美術 院の 頭領 や、 先覺二 三 氏を 除いた 以外の 作家 も、 多くは 皆然 
6 て ある。 

かう した 事 も、 現代 畫 壇を 仔細に 觀 察する 上には 是非 見の がして はならぬ ので、 結局 その 作家が 如 
何に 藝術に 忠てあ 6、 純で あるか •か 將來の 運命を 卜する とすれば、 いつでも 吾々 は 各 作家の 製作 や、 
生活 態度に 熟 心な 觀察を 怠つ ては ならぬ ので ある。 
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-  七、 青年 作家と 譯家 

— 生 見！ ^1 何に しても、 すべての 社會狀 態が、 過度 期の それで あ々、 v» ろ < な 事情が 
落 著 S て 居らぬ 現代に あつて は、 靑年 作家の 如きは 餘ほ ど覺 悟を 鞏 くして あらゆる 場合、 あらゆる 境 
遇に て、 藝術に 忠なる 心掛 がけが なく -c はならぬ。 S すがに、 現代の 少壯 作家 中、 心 ある ものは 乙の 點 
に 思 ひを 致して 居る と 見ぇて、 堅實に 地步 をつ く $ つつ ある やぅ だ。 第 六囘の 院展て 名聲 を 擧 げた 「春 
日山」の作者眞道黎明のごとき、帝展第1囘に特選となつた「靑衣の女」の作者 ^* & ^° 甫のごとき、は 
た 咬た 院 派の 若き 同人た る 速 水 御舟の ごとき、 いづれ も 新進作家 中の 異彩で ある JC: 拘はら ず、 世評 や、 
俗間の誘惑に誤られて、墮落するやぅな醜態を見せない。御舟が、いやが上に敬虔な態度を持して、 
京都は 洛外 ^ 隱粞 しつ、 眞實 一路を 迎つて 居る のと、 晃甫が 恰も、 漂泊者の ごとく、 山陰 山陽の 果て 
R S まに a つ、 詩想を 養つ てるのな どは、 ま 乙と R 當代の 好 一對で 、共に 若き 作家の 意 氣の壯 なる 事 
を 物語 〇 て ゐ る。 

乙の 外、 帝 展院展 等には 左まで 優遇され ぬ 者で％、 風景 作家と して 特異の 才能 5: 有する ^ • 業 門下の 
石山 太 柏の ごとき ' •» 玉 堂 門下に て 新進 隨 一の 稱 ある 佐々 木尙 文の ごとき、 同じく 子供 描きの 名手 石 渡 
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風 古の ごとき、 院展の 小 茂 田靑樹 、國展 の 入江 波 光の ごとき、 いづれ も 有望な 天才を！！ ハて、 而かも 
自若と して 其 地位に 安んじ、 只管 將來の 發展を 期して ゐる らしい。 美術 院の 習作 展覽會 や， 下萠 曾 0' 
展 II 會な どに 突如と して 有爲 な靑年 作家の 擡頭す るの も 全く 故な しとは 云へ ぬ。 

一方、 年少 {C して 早く 氣驕 6、 心亂れ て眞の 努力を 怠. CN、 藝 術の 本道から 外れ 行く 者を 見る に、 そ 
れ等は如何にも平生の素養が定もない事を示して居る。乙れ作家として眞の覺醒の足らざるにも因る 
であらぅ が、 一面には 現代の 美術界に 適當衣 指導者、 批評家の ない と 云 ふ 事を も 物語つ て 居る。 近 寺、 
美術界の 興隆に つけて、 新聞 や雜 誌に 美術 批評の 揭載 さる、 もの 甚だ 多く、 批評家と 呼ばる る 人の 數 
も 可な 6 JC 多い。 併しながら 乙れ 等 多くの 批評家 中 果して 何人 か 高遠な 藝術的 思想 ir lir し、 理解 ある 
美術 觀を 有する かは 最ネ 疑問-た。 忌憚な く 云 ふと、 所謂 批評家 中の li' 、 配 I' {t' if' 1-' 5' ぎ M-' a' ri' 
に L て 皮相、 ただ 單 に職業として乙れに携はつて居るといふ人が多、い、や、ぅ ^' 。偶々、然らざるものあ 
る 名 多くは 社會 の缺陷 、亦は 種々 の 誘惑に ょつ て、 知らず 識らず el ml に陷 つて 居る ものが 少くな い 0 
從つて 、多くの場合 に、 現代の 美術 批評と いふ ものは* 情實 的て あつた. c^ fj 依 g てあつた 6、 兎 か 
くに 中正 不偏な ものに 缺けて 居る。 その 乙、 に 至れる 事情に 就て は、 種々 なる 觀察が あ 力 得ょぅ けれ 
ど、 どの 道 批評 界に も餘 6 人がない と 云 ふ 事に 歸 する。 
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!i' 評界不 振^^ gl •系 §: は 5; の、は、ゲ ^: て ^' ビ 1: 3 £: |: にど、っ、て §2 1 、を ^: ふ ?: と、な 
$、 遺慽 至極で ある。 併し、 どぅも それが 事實て あつて は 批評家に も、 現代 作家の 不振な 乙と につい 
て 一半の 責め ある 事を 蔽 a がた s てあらぅ 。乙れ を 思 ふに つけても、 美術 院の 先覺 者て あつた 故 岡 倉 
天心は 偉い人で あつた。 渠は 、全くの 批評 的 立場に あつた 人で、 當時來 朝 中の 米 人 •フ •ノ  •口  •サ と共に 
我國に 於け る國粹 美術の 復活を 唱道し、 純 日本 藝 術の 鼓吹に 力めた。 後 美術 學 校の 校長と な.^、 便宜 
の 地位に も 上つ たからて は あるが、 渠の ごとく 內面 的に 藝術を 理解して、 な.^ し當 時の 畫 壇に 斷 
ぇず 炬火を 擧げた 人は、 多く その 例を 見ぬ ので ある。 前に、 その 例 5: 見ぬ のは 兎に角、^; 心 歿後、 第 
一一 第三の 天心 5: 見ない のは 遺慽 とい ふべ しだ。  • 

今日 復興の 美術 院に“ UJ* 、 la# ir ** lr w* Jr 寺の 俊才 相次ぎ、 前にし 5、& i: “r 
，、乃至 ^ * Ba# 霧、 & s* m* i!* 、 4* s: I- 等の 沿 & せる 天才を 輩出した の も、 全く !: H ": ;. ゃ、！ k 
心の 指導ょ ろしき を 得た からてなければ ならぬ。 それに 比べる と、 今の 日本 晝壇に は、 全く 特異な 批 
評 家、 指導者 k 缺けて ゐる 。たまたま 批評家ら しさ 人 ある も、 多くは" 的け， g 5£I 啦齡 1' のをれ であ 
つて、 眞に 啓蒙 的、 指導 的な 意 氣と 熱情に 富ん て ゐる 人は 殆ん どない。 今の 靑年 作家は、 乙の 點から 
珞 不便と、 不利と を 免 かれない。 
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なほ、 今日の 靑年 作家 ^ 同情せ ざるを 得ない のは、 をの 4-: 活 問題との 喫緊な 關係で ある。 最近に 於け 
る 一般 社 會の 生活の 高 上、 物價の 暴騰は、 ただた* た 驚嘆の 外は ない ので、 乙の 間 (C あつて 生計 5: つづ 
け 1 ; 行く ために、 どの 方面の 人間で も 異常な 惡 戰苦鬪 をつ づけなくて はならぬ。 特 に、 藝術 的な 立揚 
で、 純粹 に、 ^ ともに 研究し、 努力 1: 0 づけよう とする ものが、 生活の 船 避を 受ける Z: とは、 勿論 一 
通りで ない にち が ひな S。 乙の 爲めに 折角の 天分を 有し、 可な- o fc 强い藝 術 的 良心を いだく もので も 
中途に 挫折す る ものが 少くな いだら う。 Z. れ は、 今日の 場合、 むし Nc lnj 情 (C 値 CA する ので あるが、 而 
かも、 初めから 乙の 事を 豫 想して 藝 術に 臨 ひ、 殆んど 苦痛 JC 向 ふと 同じ 心 懸け ^ ならねば ならぬ の. た。 
後に 至つ て 俄かに 畏縮す るのは、 正當の 事で ない。 とこる が、 幸か不幸か 、最近 ®:' #' 、 一 ®' 、 の それ、 に #' 
つて、 日本 畫 家の 間に も大に 成金 風が 流行した。 そして、 所謂 大家 連の 間に 成金 式 生活 •か ^: はれ 5: の 
に 慨して 、若き、 新進の 作家 中には 乙の 傾向に 惡感を 催し、 眞 面目な 生活を せ A ' としてる，/ の、 が：^ 力 
ある やう だ。 乙れ はま 乙と {C' 結構な こと、 言は ねばならぬ、 後進の 靑年 作家 -/2' ろ 者は、 此の 意 M' を以 
て、 大 k 邁進、 躍進を 試みなくて はならぬ。 蜜鬪 せよ、 奮、 闘 f: よ。 f: く t: で、 も 1: 闘、 を li' ?: し、 て、 «: 術 

，鬌 鬌鬌 鬌鬌 ’鬌 鬌， 

界の 新時代を 創立せ よ。 
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かる あ 派 流の 種 幾 そ 凡 


第 四 編 現代 作家と 流派 

r 凡そ 幾 種の 流派 あるか 

C . 

「古^^ の 分派 |ーロ ^ 、日本畫家と云3、日本晝と云つても、その種類がいるいるある。卽 
ち、 流派 關 係に ょつ て 3 まざ ま 別れる のて あるが、 乙の 流派 別は 簡單 なやう で 大分 複雜 して £) るの* た。 
ずつ と 昔に 溯れば、 百 濟河成 や、 巨 勢 金 岡な ど あう、 巨 勢 派と いふ やうな 本のが 佛敎 美術の 源を なし、 
乃至 ^ れから S ^ SK: な 藝 術の 發 芽 ^: 見た ので あるが、 その 起 4 からして 決して 一て あつたとは 云は 
n ない。 換一 n すると、 皆 必要に 應 じ、 趣味 好尙 k 從つて 生れ 允ので、 乙 れを 人爲 的に 限る 乙 とはむ づ 
かしい のて ある。 

けれども、 大體 から s ふと、 日本の 美術史 上に をの 流派を 印して、 今に 至る 名 一流 一派と 認められ 
るのは、 土 佐、 春 日 等の やまと 繪 派、 宅 摩 派、 如 雪、 周 文 等を 始祖と した 柬山藝 術の 各派、 卽ち雪 舟 
を 祖 とする 雪 舟 派 等を 古代の ものと し、 近世 以後は 乙れ が 更に 鮮やかに なつて 來た 。また ' 」 の 近世に 
なつてから の 流派が、 今日て 7P 兎 R 角 どう R か繼 承され てる 形な の だから、 乙 乙では それを 主として 
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述べる 乙と にしよう- 


近世の 二 大派 | 近世 期と S へば、 繪畫の 方て は、 土 佐と 狩 野の 兩派が 勢力を 爭 a 、 、 殊に、 狩， 野 


派が牛耳を執るに至つてからの事である。土佐の方は、その起原最も古く、堀河天皇の頃のず 0# 斯光 
を 祖 とする やうに 云 はれる けれど、 その 隆能 や、 隆親 や、 經隆等 相次いで 起 6、 それぞれ 名聲を g は 
れた にか か はらず、 何う 毛 東 山 時代 以後は 1向振はずなつた。間 ^ ^* ,の出たのはむしる中興の名家 
として 異數 とすべき 程て ある。 を M へ 持つ て 來て 、狩 野 家には、 •正 •信が 起つ て、 先づ 乙の 派の 始祖と 
な-^、 大に畫 名を 擧げ た。 そして、 正 信の 子の 元 信が 父の 後を 享けて 室町 將軍 家 (C 近侍す る ic 至る や 
渠の 大才は 一躍 他の 各 流を壓 倒し、 當時ま で 古き 家名を 誇つ た 土 佐 派に 取つ て 代る に 至つ た。 乙の 人 
乙 そ 世に 謂 ふ 古法 眼で あつて、 乙れ よう 室町、 桃 山、 江戶各 時代を 通じて 狩 野 派 全盛の 機運は 開けた 
ので ある。 殊に 元 信の 子 直 信、 孫 永德と 代を 重ぬ るに 至つ ていよ S よ 狩 野の 勢威は 斯界を gg する に 
至つ た。 永德の 後には 有名な 狩 野山樂 、海 北 友 松 等 あ 6、 正當な 後 I として 江 戶の幕 初に ^ • ぎ|.|5 出 
づるに 及んで をの 地位 九 鼎 大呂よ 重きを 成す k 至つ た。 Z. の 頃に 至つ ては、 silf を 宗 として 起つ 
た 雲 谷" 長 谷川 兩 派の 如き 勿論 云 ふに 足らず、 わ づかに 歴史的ぎ 位を 占む る 土 佐 派が その 名目を 持續 
する に 過ぎな くな つたの て ある。 
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y  -  S の— 德川 期に 入つ - C 、 狩 野 派の 勢威 並ぶ ものな きに 至る と、 2. の 派が またい くつ 
かこ 小 分した。 併し、 それは 宗家が 一つに なつて、 代々 幕府の 繪所預 となつ てる 關係上 連綿と して 續 
いて 來 たのて ある。 乙れ に對 し、 土 佐の 方は、 わづ かに 京都 禁裡の 御用 R 當つ てるのみ で、 あま 6 名 
家も出ず、把がが|^以後 ^ た一人の大家てあつた。一方、乙の派から住吉內記が出て、住吉派を稱 
ふるに 至つ たが、 內容に 於 ' 1: は 彼此 多くの 差を 見ず、 共に 狩 野 派の 敵では なかつ た。 

一 浮世 _ 苽の 出現， |  ? 石 fe# x# r 衞は 、が f の 末裔と 云つ てる 丈け あつて 土 佐の 出では あらぅ が、 注 
0- すべき |± その 晝風が 、在來 のをれ と異 $、 浮世 繪 とも 稱さ るる ものに なつた 事て ある。 乙れ 一は、 
德川 時代に 於け る 平民 藝 術の 端緒を なした もので、 又 兵衞と 前後して、 彥根屛 風の 作者 やその 他の 浮 
世繪 名手が 續 出した。 ^ • MW !:* などは 乙れ に 次 S で 浮世 繪を眞 に 開拓した と 云 ふ 乙と が 出來 ょぅ。 後 
に、 や、 •& 早 や、 •歌 0# や、 •廣 •重を 出す に 至つ ては 浮世 繪もま た德川 期に 於て 黄金時代を 現出し 7^2 
と 云 ふべき である。 

£ 文人 晝の 勃興 一 狩 野 派が a と办全 盛を 1 "して 居た 德川 初期の 享保 頃に 於て、 長 崎には、 伊 
九 おょび & か 渡 來 して、 寫生畫 や 文人 晝を if らした のを 珍と すべきで ある。 すなは ち* 沈 南 
li li 。 花鳥 動物 等の 精緻なる 寫生に 於て 最もす ぐれ た 技法を 示し、 伊孚九 また 文人 畫家の 先驅を なし 
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たものと 見ねば ならぬ。 宜な るかな、 乙れ ょ- ^久しからずして、京都に隊 |11* |^|出てて、扣 ^* %に刺 
戟 3 れた寫 生 派 1: 初め、 終に 從來の 日本 晝とは 大分 生面を 異にした 圓山 派と い ふ 生きた 山水 花鳥を 扱 
ふ 繪畫を 作る に 至つ たので ある。 また、 伊孚 九の 影響 かち 文人 晝の風 著しく 傳は 6、 斯界の 天才と し 
て 今 名 渴仰せ ら るる 池 大雅の ごとき、 ^ S に 乙れ に 動か .. S れて あの 藝 術を 渾成 する R 至つ たの だと 傳 
へられる。 

圓山 •四條 •光琳 I されば、 德 川の 中世 以後 k 至つ ては、 狩 野 土佐兩 派の ほかに、 浮世 繪派 、圓 
山 派、 文人 晝派等 をれ どれ 勢力を 進展し、 圓山 派は 後 ic 吳 春出づ る (C 及んで 四條 派を 分 出し、 乙れ が 
却つ て 中心と なれば、 文人 晝派 も、 文晁 や、 竹 田、 i 錐 山 等の 出づ る k 及 / I で、 南 宗派 または 南北 合 派 
を 含む 乙と とな 6、 各 流 各派の 勢力 一長一短 容易に 一に 歸 S なくなつ た。 また かぅ して 互に 長を 採.^ 
短 ^ 捨てして 相 進 1]- のが 自然の 大勢と なつた ので ある。 わけても、 文人 晝派が 所謂 南 宗派と 云は るれ 
ば、 狩 野 派は 恰か名 北宗晝 R 當 $、 彼は あく 迄 も 民間 的の 藝術 趣味を 發揮 する に 對し 、之れ は 官畫堂 
•堂の 金 碧樓閣 風を 描出す る 傾向が 著しくな つた。 

かくて、 他面には、 俵 屋宗達 や、 尾 形 光琳の 出で て、 所謂 光琳 派を 開く あ- 〇、 乙れ また 土 佐、 狩 野 
乃至 浮世 繪 、文人 畫な どとは 全く 別趣な 藝術的 新生面を 開く に 至 6、 美術界は ま と ic 紅 紫繚爛 、，百 
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花 競 a 眹 くの 姿とは なつた ので ある。 

以上は、 主として 德川 初期から その 末期 R 至る 各晝 派の 趣きて ある •か 幕府の 倒潰す る 前後になる と、 
盛んに 西洋の 文物が 移入 § るるに 至 6、それに伴つて、油畫の流行も次第にわが美術界を動'かすに至 
つた。司馬江漢などは、油畫をわが國に取入れた％の、先驅で、乙れょ$日本畫壇の生面いょいょ混 
沌 として 來为 かに 見ぇる。 

I 現代の 諸 流 派！ を 乙で、 日本 晝の 流派は、 大體 どれ くら 0 {C 分けられる かと 云 ふと、 狩 野 派 
を 中心とする 北 宗派、 文人 晝 とも 云は る、 南畫 派、 圓山 四條を 合せた 四條 派、 北 宗の寫 生、 南 晝の氣 
韻 等を 併せ 傳へん とする 南北 合 派、 浮世 繪 派、 光琳 派、 並びに 西洋 畫の 長所を も 取 $ 入れた 近代の 自 
*' k 等數 種に 大別 3 れ ょぅ。 そして、 殊 R、 自由 派と s ふのは、 a と 6 西洋 畫派を 取-^ 入れた もの ば 
、か ^: てな、く、明治大正に、かけては、あら、ゆる流派に自由、淸新の風行はれ\殆んど截然 72' る流派別をつ 
け 兼ねる 迄に 至つ たのて ある。 

二、 今日の 狩 野 派 

狩 野 派の 本 苯 過ぎ去つ たことは 乙 m で 諄 冷 云は ぬ 乙と にし、 す r 今日の 狩 野 派と い ふ もの 
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を 話題に して 見ょう。 狩 野 派と いふ もの も、 開祖の 正 信 や 元 信 時代、 また 永德 、探幽 ごろまでは、 兎 
も 角 も その 流派と して 霞 乎た る 考へも あつたら うし、 一面 流派に 超越して 大 k 自分の 藝 術を 作成す る 
とい ふ 氣槪も あつたて あらう。 ところが 永い 年月を 經る k 從つて 、道樂 息子が 親の 財產 をのみ 當て ic 
するとい ふ 格で、 次第に 狩 野 派の 作家には 隋氣が 生じて 來た 、ゆるみが 出來て 來 た。 

それが、 德川 中期 頃から 末期に かけて は 愈々 甚だしくな 6、 明治 大正の 今日に 至つ ては 狩 野 派と い 
ふ 名目 そのものが 旣に 骨董 的 意義 以外 R なくなつ て ゐ るので ある。 これを 系統的に 知る 爲め には •坊 
間に 行は れる 「日本 晝 家系 統圖 解」 と 云つ たやうな 名のを 膳つ て、 仔細に 系圖 調べを しなくて はわから 
ない。 S て やつと Z. すつ と 乙 系圖 調べを して 見てから が、 狩 野 家は 正 信 ic 初 ま $、 元 信、 宗 信、 直 
Jr 永德 (重 信) と 代々 を 經て 、飛ん て 守 信 (探 幽) や、 傍系の 山樂に 至る と s ふや ラな ところ まては、 
どうやら 記憶し 得る が、 それから 先き は、 探 信、 探 船、 尙 信、 常 信、 周 信、 榮 川なん どの 正系 傍系 數 
多 けれども 一向 頭" 殘る人 もなくて、 恐らく、 物數 寄な 暇人ても なければ 覺ぇ られ ない の だら う。 ^ た 
實 際、 Z. んな 系圖 的な 知識は、 現代 美術の 鑑賞、 或は 藝 術の 本義 解釋の 上に 左まで 必要ない ので ある。 

芳菫 と 雅邦 | むしる、 必要な のは、 上に 揭げた 正 信* 元 信 以後 探幽迄 C らゐで 、あとは 狩 
野 派と いふ ものが 優れ 穴 祖先の 名に ょつ て 何う やら 斯う やら 格を 守 3、 . 型に 入つ た繪を 描い ' t: 幕府の 
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御用 繪師 となう、 民間 晝家に 對 して 傲然と 構へ て 來 たと 記憶 すれば ょいので ある。 ところが、 その 唯 
一の 賴みの 綱た る 家の 名 も 漸く 重きを 成す に 至らず、 加 之に 久しい 問の 庇護 者で あつた 江戶 幕府 も 倒 
S じた 後は 果して 如何て あるか。 もと <隋 力と 空名と で 維ぎ 來つた 狩 野 家が、 その ま、 勢威を 美術 
界に逞 うする 乙とは 出來な S。 幕末 頃からの 狩 野 派の 作家と いふ もの 終には 有名 無實の 結果に なう 了 
してる ものが 多い。 たま < 明治に 入つ て、 狩 野の 姓を 襲つ た 人て 雷名を 斯界に 轟かした 芳崖 •か ある 
が、 乙の 人は 決して 所謂 狩 野 派の 爲めに 出世した 人では ない。 渠 は、 橋本雅 邦と 共に、 むしる 自由 淸 
新な、 新時代の 作家と して 成功した ものて ある。 

勿論、？ 方 m# も &阶も、初めは狩野派流たる木挽町の勝川門から出たので、狩野派の血肉 |: 受けたに 
はちが a ない。 i n' rc、 , ぎ、 の 精神は、 欝屈 消磨せ る傳統 的な 同派の 雰囤氣 中に 甘んじて 育つ には 
自在 W つ、 た。、 も、 つと 大きな 氣槪か そ 乙に 宿つ て 居た のて ある。 恰 かも 好し、 乙の 時、 
明治の 美術界に 一新紀元 1: 拓 くべ く 炬火を 投じた 米 人フユ ノロサ あ'^、 二人の 英才を 知つ て 2. れを誘 
導し 刺戟す る Z: と屢 々、同時に 珍ら しき 熟 血 批評家と 目され た 岡 倉 天心と 共に、 しき 6 に 純 日本 藝術 
を 記 PJ:: し、 または 精神主義を 口授して、 終に 從來の 狩 野 派の 作家とは 全く 道を 異ならし めた ので ある 0 
0 と6狩 野 派のを れと異 衣ら しめ ^ ばか 6 でな く、 舊來の 日本 畫家 とは 全く 違つ 穴 道 1: 行く ことを 暗 
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示した の、 た。 乙れ に 對して 、芳崖 も雅邦 ももと ょぅ 卓越した 才智を 有して 居た 入 だから、 すべての 事 
象を ょく 辨 別して 忽ち 特姝の 地步を 占 tr るに 至つ たので ある。 

新 代の 狩 野晝 i 偶々、 芳崖 、雅 邦が 共 ^ 狩 野 派の 出身で あつたから とい ふので、 二人の％ 功 
を 狩 野 派の 成功と 見る 乙との 誤 6 なのは 云 ふまで も な S。 むしろ、 一一 人は、 あれ 丈け の 天才を 抱 いて 
區 々たる 狩 野 派の 一局 所に 停滯 する 2. とを 欲せず、 自由に 奔放に 伸びられる 丈け 仲び たから 乙 そ 彼の 
如き 大藝 術を 成し、 後世の 人々 をして 讃仰 せし むる Z. と k なつた ので ある。 その 證據 に は •狩 野 派に 
育つ たもの、 芳 崖、 雅 邦の 外 多々 あ $ といへ ども、 而も、 狩 野 派の 威を 笠に 著て 成功した， もの 他に 一 
人 7? ないで はない か。 全く、 二人の 成功は むしろ 自由 畫 派の 人と し て 活躍した からで ある。 ^ れ 故、 
雅 邦の 門下からは、 現存の 大家 下村觀 山、 橫 山大觀 、川 合 玉 堂 等を 輩出した が、 乙れ 等の 人々 は、 少 
しも 所謂 狩 野 派の 作風に かぶれて 居ない。 のみ か、 1層自由な作風を發揮して、大觀、：觀山は終に院 
展 派の 頭目と な 6,、 玉 堂 t /2 一種の 淸新體 を 開いて 斯界に 重きを 成して 居る。 

一純 狩 野 源 Q 人々 一 乙れ に對 して、 純然たる 狩 野の 祖風 を紹 ぎ* 變 相らず 様に 依つ て 胡 蘆 ^ 描い 
て ゐる 人々 は、 今日 一向 振つ て 居ない。 その 名 さへ 一般的に 知られて 居らぬ 荒木 探 令 や、 平 林探溟 な 

上は 

ど い ふ 人々 が、 狩 野の 姓を 許されて 同派の 正系を 以て 任じて ゐる やぅ だが、 共に 齒 a する 程の 事は な 
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い。 後荠の ごと $ は 特に 萎微 として 居る。 

一體 、狩 野 派の 特色と も 見ら るべき ものは、 所謂 北 宗派の 系統を 引いて、 筆致 重厚、 色調 絢爛、 兎 
かくに 官晝 式で あう、 金碧繚 爛調で ある。 それ 故、 始祖の 元 信 や、 永德 、乃至 山樂 、探幽 等の 大作 家 
の 手に 成つ て、 而 かも 室町 時代と か、 桃 山、 江戶 時代と かに 方う、 豪放 雄大の 周圍に 相 對す るので あ 
れば 、如何にも その 境地に ふ 3 はしく 見られる が、 時代が 旣にさ うした 豪放 不覊な 頃と 異な 6、 人間 
の 生活が 一層 眞摯 に、 感覺 的に なつて 來た乙 の 頃の 時世には、 どうしても ビッ タリ 適合し な S ので あ 
る。 今日の 場合に あつて は、 恐らく 如何なる 名手が 出ても、 永德が 織 田 氏の 安土 城に 描いた $、 山樂 
が豐臣 氏の 桃 山城に 描いた 6、 乃至 & 幽か 江 戶城內 外の 襖繪仑 の 他に 描いた 6 したやうな 大作 品を 眼 
の あた $ 實現 する 乙とは 出來 ぬて あらう。 何と なれば、 その 流派の 格調は 旣に 破られて ゐる からて あ 
る。、 强、； 3、 て、 乙、 の破ジ n' た 格調 5:' 合して、 依然た る大狩 野の 而目を 示 3 うと すれば、 それは 却つ て 時代 
ff、 の矿ど い、 て \> f: の W1K I: 貝、 ふ 外な S であら、 う。 況して， 今日の 上流 家庭 や、 中流の 家の 装飾品と 
じ - c' 、 rls 廢した 狩 野の 古法が どれ 丈け の 價値ヒ 止め 得る かは 大なる 疑問' た。 さう だ、 今日の 狩 野 派は 
が、 へ、 の， Tik としての k 威の 一切を なくなして ゐるの である。 乙れ だけの 乙とは 前以て 知らなくて は 
ならない。 
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三、 現今の 土 佐 派 卽倭繪 

土 佐の 三 派 _| 土佐派と云ふと、乙れには、所謂土佐派の外、》&を宗とする最古の巨勢派、 
Svl 51 A 系統の 、 並びに ffi* M» を 祖と稱 § れ る住吉 派な ど ある 乙と 前に 云つ た。 併し、 これ 等は 
あま 6 判然たる 區 分がない ので、 比較的 近頃まで 土 佐と 住 吉兩派 丈け が 分れて 云 はれた が、 それと て 
境界 關 係は 怪しい ものである。 先づ 大體に 於て は、 土 佐 派が 乙れ を 代表して 居 6、 土 佐 派と 云へ ば、 
同時に やまと 繪を 指す ものと 見て よから う。 明治に 入つ てからの 作家では、 故 川 崎 千 虎 や、 川 邊御楣 
および 今の /]- • & !• 骨な どは、 純 土 佐 派の 系統に 屬 し、 故 守 住 貫 魚 や、 山 名貫義 などが 住吉 派に 屬 する 
の だが、 S づれ も ^ 乙 とに よく 似た もので、 大差がない。 

幕末の 土  と 2. ろで、 土 佐 派は、 春 日 基 光に 始 艾办、 隆 能、 隆 親、 經隆 とい ふ 風に、 狩 
野 派同樣 世襲 的な 發達 をな した ものであるが 、乙れ また 次第に 系 圖專門 家の 事で なければ わからぬ や 
うになる。 lf 0s, から 土 佐を 稱 する やうに なつた のは、 經隆が 土佐權 守に. 任ぜられてから だが、 乙の 頃 
には あつて 大に乙 の 派の氣 を 吐いた ものである。 けれども、 をの 以後 久しく 振は ず、 中興の 
纪|5出で、また江戶幕府時代に|^出でたが、共に狂瀾を旣倒に囘すべく名なく、世は狩野派の跳梁 
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に まかせた のて ある。 幕府の 頃、 ffl* 中訥 言、 宇喜多 一蕙 、岡 田 爲恭の 三 名家が 出で て 古 土 佐の 復興に 
力めた のは、 特に 注意すべき* た。 併し 乙れ とて 未* た 大勢を 左右す るまでに は 至らな かつた ので あつた。 

I 倭 $i I ^ の 意義 I だ€、乙、の派の繪の强味とすべきは、別名を倭繪といふほどあつて、要する 
{^ !?: 日ぎ ^' !?: にべっ、て ^' ぐ髮ぎ ^' べ ?> ^' が §: は、れ、て％だ ^: 'ふご .^: て ^: る。乙の事は 
他の 狩 野 派 や、 Hi 街 MH などが、 唐宋元 あた 6 の 3 まざ まな 藝 術に 影響せられ、 文人 畫派 や、 四 條圓山 
の Mi となる 傳來 寫生晝 派の、 要するに 舶載 藝 術の 模倣から 成ぅ 立つ たもの なの (C 對して 、非常な 特長 
である。 船 齡ゲ 0' ず @' f*' 0' M' il ?' じ ^ は、 ^: は、 この 派の もの、 外 何もな S とまで 云 ふ 2. とが 出來 るの 
Fo s n ば 土 佐 派は 室町 期 や、 江戶 幕府の 狩 野 全盛時代に あたつ て も、 京都に あつて 禁裡の 繪所預 6 
となぅ、 なほ その 餘喘を 保つ には 足- cn '/2 。 

それ も その 筈、 倭繪 は、 すべて 日本の 武者 風俗 や、 寺院 神社の 緣 起、 戰爭 の繪卷 など、 すべて わが 
國 特有の 世相を 描く 乙と に 於て 唯一無二の 畫風を 有つ て ゐる からだ。 勿論、 他の 流派に 於ても 一通*^ 
の 山水 花鳥 や、 人物を 描く 乙との 出來 ぬわけ はない が、 あの & 緻な 武者 繪を 描いた $、 神社 佛閣 の緣 
起を 描 s た 6、 奈 良、 i§ m* あた $ の 自然の たたずま ひ を 描いた 6、 平安朝、 鎌 倉 期 あた 6 の 宮廷 や、 
上流の 家庭の 5 咬を 描いた 6 する のは、 全く 倭繪の 獨得の 領域、 たつた の だから、 2. れは 容易に 他派の 
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Mr. し 難い 晝境で あつたと 云へ ょう。 ただに 上代に 於て さう であつ たのみ、 v なく、 江戶 時代から、 明治 
大正の 今日に 及んでも 今 述べた やうな S まざ まな 世相に ^ しては、 土 佐 派卽ち 倭繪の 作家に 委ぬる 外 
はない ので ある。 極く 最近 R 及んで、 風俗 世態を 描く には、 却つ て 西洋 畫の 作家 や、 四條 派、 浮世 繪 
派の 作家の 方が ょいと s ふ 事に な C) たが、 をれ も 世相が 全く ^ れらに 適合す る やうに 移 6 變つ て來て ' 
からの 事て ある。 斯う： 考へ ると、 倭稽の 方は、 なかなか 特殊な 藝術て あつて、 乙れ に 從ふ ものは， ど 
5 ' じ、 て、 も、 深、 く 1 職 1 實に も ®' ぜねば ならぬ わけで ある。 その f  6、 現在の わが 日本 歴史の 存する 限 6 
歌舞把劇、の 3: つ <' ^: 6倭繪、の筆法は永 <' 廢滅する、乙ともなからうと思はれる。  ' 
明治の 倭繪 ，1 穴 だ、 在 來の咬 、で 倭 繪の發 達する 事は、 他の 世態に 伴つ て 當然困 ，難に. な-^、 
5 T' で、 は、 乙の 晝派に も、 外形は その ま、 採うながら、 內容を 全く 新たに せんとす る 傾向が 勝ちを 占め 
、て、 ゐ、 る。 所謂、 新 土 佐 派と 云つ た 風な 傾向の 勢 a' を來た 所以で、 そして、 乙れ k 對して 舊來の 土 佐 派 
、は、. やや もす ると 歷史畫 と 呼ばれて、 やは 61 種の 骨董 視 S れんと して ゐる 、明治に なつて、 川 崎 千 
^• や、 ;||0 纪„や、|^が齋などの出たのは、むしろ骨董的な土佐派の形骸を墨守せるものと見 !<5 可ぃ 
く、，現在でも、 /1^ 奶&3日や、津端道彥や、松本楓溯や、村田丹陵等の人々は、いづれも倭繪の外龙を 
のみ守つて、內面的に時代と共 ^ 新たならんとしてゐる跡は見られぬ。併し、安田靱彥とか、松岡映 
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丘と かエ 新人 達の 製作には、 漸く 在 來土佐 派の 靈に 甘ん ずる 乙と なく、 現代人の 氣分— 乙に 苗 
き 出して 行かう とする 風が 鮮やかに 見ぇて f。? は 純 土 佐の 人で？、.！ £:• は 必ずしも 內容 ある 
製作の み 示して るね けで ない が、 兎も角、 多少に て も從來 の倭繪 ic はなき 新 意 想を 盛らう として ゐる 
と m ろに その 震 SK?,P の •か ある。 斯くて、 それ 以下の 新進の 人 さは、 漸く_ 签聽 して 
土 佐 派の 描 線、 著 彩を 活用し、 rj n に 現代 精神を 發現 しようと して 居る もの 多い が、 j 體に 繊細 優— 
な 純 日本 精神 V 基礎と して 成立つ 7^ 畫派て あるから、 乙れ が 活用は、 却つ て 今の 世に 適應 すると？- る 
となる や 5 だ。 現 に、 映 丘の 「室 ぎみ」— は、 その 代表作と して 日本 謹 k 一新 生面を 拓 いたかに 見 
之 るでは ないか。 乙れ は 必ずしも、 渠 によつ ての み 成功した 名のと 云 ふべき である t い。 

現在、 この 派に 屬 する 作家 -^しては、上記諸家の外、美術協曾系の影露 ^ |^|^の他諸氏、 
^ •校 系の 辆音 、映 丘に 績く ' s- wr'n^ ^* その他 •か ぁる。 

四、 新 代の 浮世 繪 

浮世 繪とは 何ぞ I 浮, •繪 か、 岩 佐 又兵衞 等.^ よ？ 發 端し、 ^ * |: |: 旦、？ 等 
を經て s よ $ よ 雲し、 爛熟し f とは 旣に 、述べた 通 备 が、 乙れ は、 土篇の 貴族的な 風俗 晝な 
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るに 對 し、 中流 以下、 むしろ 下層 民衆の 風俗 晝 なる點 に 於て、 廣 く ' 般の 興趣を 集めた もの T ある。 
而 して、 isn ¥ 初め、 一^、! y 早 等の 名家 出づ るに 及び、 線が きの 妙と 色調の 美と 相俟って、 大に世 
ic 宣傳さ れた 。而 して、 その 普く 世に もてはや^ •れた のと、 晝 風の la 美なる との 關 係から、 肉筆の 外 
版晝の 創始と な 後には 浮世 繪と 云へ ば 版畫ヒ 主と する に 至つ た。 

11 zil M' ir er' p' i'F #: に l: ?' s' i /2' «' M' -r' ?>: る。 當時 幕府の お 抱へ 繪師 としては 狩 野 派 あう、 
京都には 土 佐 派 あう、 之に 如 ふるに 文人 晝 派の： ^ 興、 圓山四 條の寫 生 派 流行 等 各派の 勢 a 旺んな $ し 
に、 浮世 繪は その 間に あって 民衆 晝派を 代表し、 江戶を 中心として 動かし 能は ざる 地步を 作る に 至つ 
たのは むしる 異數 とすべき である。 乙れ、 3 きに 擧 げた 諸 名家 やその 後も續 出した 諸 作家の 技倆の 優 
秀なる ものが あつたから V あらう が、 一面から 考へ ると、 藝術 とい ふ ものが 決して 型 R はまう、 樣に 
入つ て ^ れ から 拔 けられぬ もので ない 乙と を 暗示した のて なければ ならぬ。 

浮世 繪の艮 所 短所 I 何と なれば、 浮世 繪 派の 描く ところは、 平常 吾々 の觸 目す ると 乙ろ の も 0 を 
そつく 6そのま、官能に訴へ、感覺を通して§%するもので、そ乙に、形式的な拘朿もなければ、 特 
殊な 技法の 約束 もな S もの だからで ある。 Z. れ 乙 そ 最も 自由な、 奔放な 行き方て あ 〇 たと 云 ふ 乙と が 
出來ょラ。勿論、 #* 55ゃ、 8: 早ゃまた ^* ||ゃ、 41:# &のゃうなすぐれた天才があとから後からと出て來 


繪世  浮の  代  新  四 


各に したがつ て、 次第に. f れに 模倣す る もの、 出て 來 たのは 事實 V あう、 をれ が 增長 する に 伴れ ' 1: 本 
來の 特色を 失 ふ 嫌 a は あつたが、 それても 他の 畫派 から 比べる と餘 ほど 自由な もので あつた。 

ただ、 2. の 派に あつ ' 1; 寒心すべき 事は、 その 題材と すると 乙ろ の ものが、 專ら 低級な 一般の 世態で 
あつたから、 やや もす ると 風俗を 描く 1C 、 挑發 的な 淫狼 、鄙 俗の Z. と 5: 主と し、 好奇 的な ^ 能の 期戟 
を專ら とする 風の 行は れた 事で ある。 その 結果と しては、 藝術 としての 作品の 內容 ょ^' 名、 むしる 題 
材 の選擇 、人物の 姿態 美 等に のみ 心を 惹かれ 、ほんとの 藝術的 感興を 逸し 去る ものが 少くな かつ * > 0 
!: «• の やうな 天才は、 自分の 感興を i そに してまで 題材 や、 肉體 美に 心を 奪 はれな かつた か 知れぬ が 
後の 追隨 者、 殊に „の%® ^ などに 至つ ては、 內容 的に も 外形的に 名著し く墮 落した もの •か 少くな 
い。 斯うなる と、 浮世 繪が 、何人に も 感じられ 易く、 興じられ 易い 乙と が 却つ て 害になる とても 云は 
うか。 時代相を 寫 す {C は、 もつ とも 適當 した 畫法て あるに 名 かか はらず、 兎 もす ると、 もつ とも 低調 
な、 俗惡な ものと して 郤 けられる 理由 もまた Z: 乙 R あるの だ。 

明治の 浮 浮世 繪の 全盛期は、 元祿 から 文化 文政 頃の つまり 江戶 幕府の 爛熟期に あつた。 
幕末に なつて 世間が 何となく 騷 がしくな つた*®' すると、 乙の 方面の 作家が どうも 落 著 か ■なくなつ たも 
のと 見ぇる。 併し、 浮世 繪の 創始以 來引念 つづ v« て 多數の 作家を 出し、 名手 また 少くな かつた 乙とは 


派 流と 家作 代 現  編四馆 


たしかに 江戶 時代の 偉觀 とすべき である。 幕末 明治に 入つ て國芳 や、 をの 後の 芳年が 出、 芳 年の 門下 
からは、 今日 乙の 派の 頭株と なれる 鏑木淸 方 や、 池 田 輝 方な どが 出た。 なくなつ た 閨秀の 池 田 蕉園も 
芳年 門下で あつた。 

さて、 今 m の 浮世' 繪畫 派は、 やは 6 昔の 呼まで 進 /?' で 居る もの， p あるが、 大體に 於て は 新 代のを れ 
とな、 るべ く 苦心 努力して、 ゐる あとが 見える。 fr' 代の 浮世 繪と い ふのは、 何、 よ. 殊觅 k 卑俗、 な、！ Jj 猥 
な # 風と なる Z. とを 避ける ^ ある。 そして、 あるが ^ まの 世態 ^ 描き 下し * C 成るべく 誇張 5: せず、 作 
者 A 身は 高所に あつて、 冷靜に 第三者 的 立場から 種々 の 人物、 風景を 描かう とする やう 方で ある。 こ 
の點 から 考へ ると、 乙 Z. R ^ 浮世 繪晝 派の 拘束から 放れよう とする 努力が 窺 はれる のて、 今 まての や 
うに、 浮世 繪と 云へ ば、 讀んて 字の 如く 何等か 卑俗な 題材を 通俗的な 意味で 取 $扱はうとしたの ^ 、 
今 乙れ ル 排 •ん とする 氣味が 見える ので ある。 

11 現代の 浮世 繪晝^  I 現在 2. の 派の 代表者と 見られる 鏑木淸 方の ごときは、 わけても、 浮世 繪を今 
咬 での 狹隘な 境 R 置く 7 -とを 厭つ て ゐる やうに 見え、 自ら 幾多の 工夫を 凝らして、 或は 描 線の 上に、 
或は 色調の 上に 新ら しき 意義を 表現せ うとして ゐ る S まが 窺 はれる。 そして、 渠等 によつ て 現代の 浮 
世繪 は、 よほど 品格と いふ 名のを 認められ。 あながちに 淫鄙な 、俗惡 な もので ない と •v' ふ Z. とを 感ぜ 
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しめて. Q る、 婦人の 繼抑 ては あるが、 故人 蕉 園の 努力 名よ ほど 認めて やらねば ならない、 咬た 四條派 
の 畑に 育つ た 人ながら 京都の K0 && s# の ごとき、 やは 6 新 代の 浮世 繪を 描く 人と 見る が 至當で あらう 0 
こ の 人 もまた 力めて 氣禀を 示す 乙と に 心を 遣つ てるら しい。 

^ ^ f?# 5v  5 1 1* および 松 園 門下 等には 幾多の 新進 浮世 繪派 作家％ 6、 年 方の 遺 弟に も 上記の 外、 
11 S: 央爬、 W E: を その他 ぁ办 、美術 院の 同人 n i: 田 等 も 新 浮世 繪 派の 人と 見られる。 

.五、 現在の 圓山 四條派 

"la 四條派 の 槪觀一 浮世 繪が 、人物 殊に 美人 等を 主と する 當世畫 なる に對 して、 圓 山四條 派の 繪 
は、 III 水 や、 花鳥 や、 動物、 殊に 風景を 主と した 寫生畫 だと いふ 乙と が 出來 よう。 乙の 派の 始祖は、 
云 ふ ^ てもなく、 寫生 派の 大家 圓山 應擧で ある、 應擧は もと 狩 野 派の 作家 石田幽 汀の 門に 遊ん た 者た 
が、 旣に 支那の 文物な どが しき'* ' R 渡來 した 時代の 2. とて、 また 泰西のを れ とも 間接ながら 交涉が あ 
つた. 〇し たので 漸く 頭が 科學 的 ic なつた のか &&&' などの 影響を も 受けて 專ら寫 生を 繪畫の 本義と す 
るに 至つ た。 寫實 と繪晝 との 差異の ある 乙とは 勿論な の だ •か、 應擧 自身は、 或は その 判別を 超ぇた 程 
度に 寫 生を 重んじて 考へ たこと てあらう。 

.  H ハ 五 
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1 六 六 

を乙に至ると、が ## ^* |^吳春}は、蕪村に私淑したといふ丈けあつて、幾分低徊趣味がある。應擧 
ほど 寫實 一點張 6 で 行かう とはせ ずに、 そ 乙 {C 幾分 か氣 分を 取う 入れようと した。 自然、 その 問に 多 
少の情趣の差異があるは免れぬ。&%の創始した圓山派と、吳春のはじめた四條派との間には、かう 
L て 幾らかの 距 6 が あるの て ある。 換言す ると、 應擧 のをれ は 自然を 見る R 、 あま 6 に 固く 一本調子 
ぐ ^' r、 ^° f: の ^' n' ^' r ?.: ど ^' % ぐ^ ^ $: に |' へせ、ん、と、し ^: 跡が見之る。 #' し、どちらも ^' 都に起つ 
、て、 ^' 極 <: 近ぐ、 ゎ、 け、 v% (i; Jl* f: is; 師 f-: し ^: % ^: じ -; 1; 係 f 
i、 て， ?: し、 て S56、 先づ 先づ 同じ 流れと 見て 不當で なから う。 

雨 派の 長所 短所 I 圓山派からも、四條派からも、 1|# 舉、|<奪の後幾多の人材が出てゐる。蘆雪、 
奶 #° 、&1| 等は 前者から 出て 最も 特色の ぁつた 人々、 Je-® s- 、 f! r 寺は 糧 系の 錚々 たる ものて ぁる。 
そして 5 S- の 後から 1 が 出、” M° の 後 にギ& 1: 領が出、 1: %門からは現在の大家.たる竹內栖鳳 
ゃ、. s: ¥、 r & l: 方 ^ t: ## 霧 幾多の 俊才を 出して ゐる。 »: 气 肥 從、 &£ ?• 等に ょって 
知られる 如く、 ZL の 派の 寫 生と S ふ もの もま た なか < 多方面で ある。 卽ち 或るち のは 花鳥に よく、 
或る ものは 動物に よく、 或る 名のは 人物に よく、 或る ものは 風景に よいと いふ やうな わけで ある、 Z. 
の 派の 長所は、 要するに 狩 野 派の 如く 拮屈傲 牙なら ず、 : 1: 佐 派の 如く 歴史的なら ず、 文人 畫の 如く rl 
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韻 本位なら ずと 云つ て 浮世 繪派 ほど 墮俗 的なら ず、 且つ その 寫 生の 範圍ち 美人 晝や 人物の それに 限ら 
ないで 極めて 廣汎 なと Z. ろ {C あると 云へ ょぅ。 

は、 3 すが {C 乙れ 等の 特色を 最も£ やかに 表現し ^ ものて あつた。 その後の 諸家 も、 それぞれ 
に 特色を 表現す る ^ き％ のて あつたが、 而も 槪して 或る 種の 題材に 限られる とい ふ 風で あつた。 
sfl& M* の 如 含 も、 山水 花鳥に 巧みでは あ 〇 たが、 なほ 何となく 一種の 習癖を 脫し難 かつた やぅて あ 
る。 然るに、 近世 四條 派の 大家と して 今の梆 M,* 起る に 及び その 畫風 ，は、 ^ Z: とに 各 流 各派の 特色を 綜 
合し、 四條 派の それに 跼躍 せざる 乙と を 示した。 一言に 盡 すと、 渠の 作風は、 何物に も囚 へられない 
ので ある。 四條 を甚 とし、 寫生を 本位と して 生れて 來 た ものなる 乙とは 勿論 だが、 次第に それから 換 
骨脫胎 して、 殆んど 全く 狹小な 四 條や圓 山の 世界を 超脫 し、 或は 南畫 風を 加味し、 或は 雪 舟の 法を 採 

*  . f -  4  v  •  . r . 

$ 入れ、 或は 浮世 繪の 長所に 學び 、進ん て 西洋 晝の 描法まで も應 用して ^ る。 S れば 、その 筆は、 四 
條 派の それと しては、 1T しろ 輕妙に 過 r るく らゐ 、著 彩 もまた 多 趣 多樣で ある。 z- れ は、 たしかに 栖 
]!,• 自身の 長所で あると 共に、^ !^^以來の四條派の妙味を更に開放的にしたものだと云へょぅ。ただ難 
を 云 ふと、 をの 筆 あ ^ 6 に 輕 くして、 落 著 い た 氣 品に 乏しく、 古来の 筆 格を 著しく 損して 居る ZL とだ。 
r^— 代— 的— 傾—!^ 1 を 乙に 至る と、 枫 酈 の 近代的 傾向 著しい の k 對し て、 古格の 準繩を 保つ て ゐ 

一六 七 
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一六 八 

るのは、 故!^ 文な どを 推すべき である。 香嶠 、華 香には 癖が あるが、 大分 超越した ところ 名ない てな 
い。 芳 文の 後 R 、 今の！^！^ あつて、 可な 各に 近代 風な 晝趣を 加へ、 柄 鳳ょ もは 鈍重 だ •か、 もつ と 
深い 情味を 出さぅ として 力作して S るのは 注目すべき である。 

1 & の 門下には、 多士漱 之た。^^4&1は、 0 しろ南晝家といふに近く、筆意ネ韻致を帶びて極め 
-C I 欲 健な と ころ が あ 6、乙 の 方面に 於て 殊 K 卓越して 居る。 土 田麥慑 は、 國晝 創作 協會の 主盟て ある 
とい ふ ばか $ でな く、 人物 も智 的で、 藝術に 對 する 根本的 理解が 深いから、 人物を 描 v' て も、 花鳥 山 
水を 描いて％、 必ず 自然の 核心を つかみ、 その 精髓を 現して 居る。 近 ごろ、 帝展の 審査員と なつて 粞 
鳳の 後繼 者を 以て 擬 S れ て る 西 山 翠嶂は 、まるで 師匠 そつく-^ の繪を 描く が、 をれ ょ 6 も 鈍くて、 輪 
郭は S くら か 大き S 。 

i 京都を 中心として | 乙ん な 風て、 現在の 四 條圓山 派は 主に 京都の 作家を 網羅して ぬる。 系統 乙 そ 
違へ、 柄 鳳と ^ び 立つ^ < 達者の 山元 春 擧名圓 山 派の 徹 山から 出た 明治 初年の 大家 森 寬齋の 薰陶を 受け 
たもので、 乙れ は四條 派の 柄 鳳 等 R 比べる と 寫實に 卽し 過ぎて 祗徊 趣味を 缺け ども、 筆致は 堂 令、 正 
しく 大家の 趣きが ある。 乙の 人に も 少し 餘裕の ある 筆意が あつたら とは、 いつ も 世人の 言 ふと 乙ろ だ。 
春擧の 門からは、 川 村曼舟 や、 川 北 霞 峰な どを 出して ゐ るが、 曼舟が 中で 最も 師の 風を 受けつ いで ゐ 
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ると 言 ふべき* た。 

東京の 諸家 I 東京 側て、 乙の 派の 系統を 受けた のは、 故の 東京 美學術 校敎授 帝室 技藝 員と 
して 時め いた 川端 玉章で ある。 玉章は、 應瑞の 門下から 出た 中島 來章の 弟子で、 一時は 雅 邦と 共 R 日 
本畫壇 の 兩 元老と 推 3れ、 勢威を 3 < 及ぷ ものな かつた 程て ある。 惜しい かな、 餘 6 濫作を したの 
と、 貨殖の 慾に 富み 過ぎて 居た のて、 眞の 力作を 製作す る Z. と 稀れ で、 歿後の 名は 遠く 雅邦 等 (C 及ば 
ぬが、 併し 圆山 派の 作家と しては やは 特色を 具へ た 人で ある。 ZL の 人の 門下から、 今の 結 城 素 明 
や、 田 中賴璋 や、 山 田 敬 中 や、 島 崎柳塢 や、 平 福百穗 などが 出た。 中に も、 素 明は 两歐藝 術の 長所を 
採ぅ 入れて 山水 花鳥の 描寫に 一 特色ヒ 發 揮し、 百 穂は 文人 畫風 な畫 趣を 加へ て 最 名超脫 した 筆意の 妙 
5: 示して 居る。 二人ともに 出藍の 譽れ ある ものと 云 ふべ く、 斯 くして 四條 IMI 山の 畫 風は、 S ょ^^ 自 
由に 新生面を 開かれて るの だ。 素 明の 後には、 美術 學校 出身の 幾多の 新進が 控へて ゐ るの も 注目す ベ 
き tr ある。  ， 

六、 衰微の 南 宗畫派 

南畫の 勃興 一 文人 畫派は 、享保 年間 伊孚 九が 長崎镀 來の 後、 「我 國」 に徐令 發展 した。 徐令 
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一七 0 

と 云 ふよ 6 むしろが  1 激 にと 云つ た 方が 當つ てる か 知れぬ。 乙れ は、 支那では 唐宋の .時代から 盛んだ つ 
もたの、 我國に ては 伊孚 九から、. 祗 南海、 柳 里恭と S つた やうな 人々 を經て 、大雅 堂、 謝 蕪 村に 及ん て 
初めて その 根 1 を 固く したの だ。 文人 晝派ま た 南宗晝 派と も 云は れ 、一般には IJ1 しろ 後者を 以てする 
が 通. CN のよ い Z. とて あらう。 

” #• 堂と 蕪 村とは、 少く とも 我 國の藝 術 家と しては、 稀柃に 見る 超越 的な 人格者で あつた。 渠 等 {£ 
あつて は、 生活は、 全く 一種の 精神的、 主觀 的な ものて、 をれ 以外に 何もの もな S と 云つ てよ かつた： 
のて ある。 されば、 をの 作る ところの 藝術も 勿論 乙れ が 反映て あ 〇 て、 精神を 閑却し、 理想 5: 度外視 
し 穴 皮相 的 作品は 渠 等の 初めよぅ 齒 a しな かつた ものである。 を 乙 R 氣韻が 現 はれ、 雅致が 漲つ たの 
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はふと 乙ろ に その 晝が 成う 立つ のて ある。 それ 故、 乙れ は、 狩 野 派の 官畫の やうに 固く るし くなら ぬ 
のは 勿論、 土 佐 派の それの やうに 細か $ 有職 故實 など {C からまれる 要な く、 浮世繪 や、 四 條圓山 派 0 
やうに 卑俗に 墮し寫 生に 囚は る、 と Z. ろがない。 自由、 放膽 、不覊 、一^落 あらゆる 意味て 精神的に 解 
放 3 れた もの、 伸び々々 した ものが 乙の 派の 傑れた 作品で ある 筈な の* た。 從つて 、大雅 をの 人は 最も 
資性の 磊落な、 名利に 頓著 なかつ た 人て あると 云は れ るし、 蕪 村は また 性情 磊落、 襟度 廣濶な 人 だつ 
たと 云 はれる。 かう した 性格の 特長が、 同時に その 作品の 特長と もな つて 現 はれた Z. となので ある。 

二大家に續ぃて、十時梅崖、皆川淇園、村瀨栲濘、岡田米山人、浦上玉堂等の諸名家も相次いぞ現 
れ 、乙れ 等の 人々 また 何れも 文人 晝若 しくは 南宗畫 としての 特色を 可な うに 發 揮した 乙と である。 米 
UI* A* は、 殊にす ぐれた 氣韻ビ 具へ て 居た。 が、 間もなく 天 保 時代の 來るに 及ん て、 乙の 畫 派は 正 k 黃 
金 時代に 達した のて ある。 

r 南 畫の黃 金 時代， 一 黄金時代の 雄 者と して 最も 推 m3 れ る のは、 云 ふ -± で％ なく 江 戶の谷 文晁て 
ある。 渠は 、初め、 狩 野 土 佐 等の 筆法を 學んだ のぞ あるが、 慊ら ずして 宋元明 等の 古名 家に 參じ 、嚴 
密に云 ふと 南 宗晝て はなく、 南宗北 宗の兩 派を 參酌 綜合して 一新 體を 立てた のて ある。 そして、 その 
該博な 智能と、 巧緻な 筆 技と、 並び R 横溢した 世才と にょつ て、 當 時の 人望を 一身に 集め、 ^ く％ 畫 
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家た らん ものは、 狩 野 派 浮世 繪派以 外は、 悉く 渠の 門に 馳せざ るを 得ない ほどに 著名に なつた。 實 際、 
それ 丈け の 實力も 具へ て. Q たのて ある。 有名な 田 能 村 竹 田ち 一目を 置き、 渡 邊畢山 は 客分に もせょ 贄 
を 取つ 7^2 形て あ 6、 立 原 杏 所、 高久靄 崖、 岡 田 閑 林、 佐 竹 永 海 等 門下に 多士 儕々 たる ものが あつた。 
しかし、 記憶せ ねばならぬ のは、 文晁は 所謂 南北 合 派の 人て あつて、 徹底的に 氣韻 や、 精神を をの 作 
品に 表現し 得た 人格者 •<• はない。 

を ZL へ 行く と、 九州の 田 能 村 竹 田は'、 純然たる 南 宗晝家 若しくは 文人 晝 家と 云は るべき 人て あつた。 
冬れ 丈け、 渠の 作品には 氣 格の 高く して、 雅致の 優れる 名 の 多く、 全く 元 代の 南畫 家と 相 伍して 下ら 
なかつ たので、 文人 晝 派の 正系と しては、 文晁に まさる C と 數等で あつた。 

竹 田に 近き 人に 渡邊畢 山が あ 4、 この 人 もまた 堂々 7*2 る 文人 晝家て あつた。 ただに、 畫家 としてす 
r れた のみで 次く、 忠臣と して 國士 としても 尊敬すべき 人格者 だけ あ 6、 その 作品に 極めて 高遠な 氣 
品の 掬すべき ものが あつた。 竹 田、 畢 山の 如きは、. 共に Z1 れ 文人 畫家 として 理想的 人格者と S ふべき 
であらう。 

この 他、 華 山の 後 R は 椿 山 あ 3、 半 香 あぅ、 椿 山の 後 R 渡 邊小華 あ A、 野 口 幽谷 あ 6、 別に 文晁に 
肺 寧し 穴 田 崎 草 雲 あ 6、い づれ も銲々 の 名を 馳 せた 人々 である。 竹 田の 門からは、 高 橋 草 坪、 帆 足 杏 
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&や、その養嗣となれる卧餾&,^<が出た。この中、直入は草雲や、幽谷と共に、明治初期の南畫大 
家と して、 大に 活躍した もので ある。 

I 明治の ml 晝家 ，1 斯 くの 如く、 南宗畫 壇は、 その 起れ る や我國 にて |± 最も 新ら しい 時代で ある 
k 拘はら ず、 忽ちに して 疾風 mg にを の 羽翼を 伸ばし、 大に 美術界の 勢力と なつた 事て ある。 而し 
で、 5 < m* 、 f 無！： と ss、r&、 #* lil* 、 it* lg* とい ひ、 1 代の 大家た る 人々 は、 正しく 支那の 名家に 比し 
て も 遜色な き 異彩 5: 放つ / 2 ものて ある。 否、 直 入、 草 雲、 幽谷、 和亭等 明治 R なつてから の 大家で も 
なほ 且つ i!: し 難き 一種の 氣槪を 具へ て 居た ので ある。 

•たが、 惜む らく！ i、5flr  i&、 直 入 等の 歿後、 眞の 南宗畫 家と 稱 S るる 人が 甚だ 少い 。いや その 
人は 必ずしも 少く ない の だが、 一世に 卓越した 人物は 稀れ なのて ある。 その 中に 草 雲の 高弟 {C 小 室翠 
S- あか、 Iil# がの 門 中から が illp の 出た のは 異 とすべく、 亦た 京都に 文人 畫 家の 大家た る 富 岡 鐵齋や 
&&l:i、 ui* lII« l:lr 7k« [H® l:i 等の 議ぁ るは、 今の 南#! 壇に 光彩を 添へ vtTP のと 云 ふべき だ。 

1  卒 -m* は 中ても す r れた 技能を 有し、 名手と しては なかなか 推 重す 可き だが、 文人 畫家 たるに 必要な 學 
識 は豐か •たと 云 はれぬ、 挂 月は 乙れ に反して 餘 ぅに 識見を 誇る に 急て 筆 技は 彼に 及ばぬ と 云 はれる。 
併し、 乙 の 二 家が 各々 名家の 跡を 立て、 南宗畫 壇の ために 氣を吐 5、 帝展 にも 揃つ て 審査員と なつて 
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居る のは 心 强 い事と云ふべしだ。§||は、現代には稀れな奇才を抱く人て、その特異な畫風に愤愦し 
渠 R 追隨 する 作家が © くない。 不思議な 乙と に 乙の 人の 作風は、 南晝 として 最も 淸新な 分子を 含んで 
居る の だ。 

なほ、 ^: • !!• が 南北 合 派を 試みた と 相 近 S 傾向を 示した ものは、 明治 晝 壇に 現 はれた 荒木 寬畝の 一門 
などで あらう。 渠は !:• & の 門ょ $ 出た ので、 寬 畝の 後には 嗣子の 十 畝 や、 池 上秀畝 あう、 共に 合 派の 
1 種の 行き方に て、 花鳥を 主として 共に 傑れて ゐ る。 2. の 一門の 數は なか^^ 多く、 いづれ 4 本來花 
鳥 ^ 專門 とする 味ので ある。 ^: • !-• の 正系を 受けた ^® 竹 永 海の 後には、 今 永 陵が あう、 同門 {C 岡 田 蘇 水 
福 田浩湖 等が ある。 

七、 新 傾向の 畫派 

| 美術 院 ^ j ^ 以上 述べ 7^2 と 乙ろ で、 狩 野 派 土 佐 派を 初め、 晝 壇の 各 流派 それ どれに 發 達の 
經路 や、 出發點 はちがつて 居ても、 今日て は、 何とかして S 由な、 潑剌な 生面を 拓かん 7 - とに 力めて 
居る 事は 疑 a ない のて ある。 その 急先鋒と しては、 明治 晝壇に 革新の 蜂 火を 擧げ 7C 岡 倉 天心、 美術 院 
一派が あつた Z- とを 忘れて はならない。 而して 、乙の 派の 最初の 作家と して 世 R 響い / 2 のは、 云 ふま 
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V.7P なく。 芳 崖と 雅 邦と である。 

ZL の 派の 作風は、 槪して いふと、 流派に 拘泥せ ず、 様式に 依らず して、 ただただ 最も 自由な、 清新 
な 作品を 內容 的に 製作 せんとした と Z. ろに あるの て ある。 3 れ ば、 乙れ に 對して 精神主義の 日本 晝と 
S ふやうな 名 稱も組 r られた 位、 槪して 、內容 本位な の だ" 從來の 日本 晝とい へば、 大抵 形式的て、 
樣に 依つ て iMc M5 を 描く とい ふ 例に なつて 居た のを、 乙れ は大に 趣きを 異にして、 樣式 はどうても よい 
外面は どうで も よい、 ただ 內容を して 豐 富なら しめる にある と唱 へ / 2 のて ある。 つま*^、 何等かの 想 
意 や、 觀念 ，で 表現し ようとい ふ 事に 重きを 置かれた の だ。 芳崖 や、 雅 邦の 作品 •か G 然在來 の それとは 
面目を 異にする もの あつたのは 勿論で ある。 そし -t: 、 z. れ缭の 作家は 自分自身が 新 傾向の 作品 5: 殘し 
たのみで なく、 よく 後進を 誘導す る 事に 力めた。 不幸に して 芳崖は 、美術 學 校の 開かれる 年に 夭折し 
たのて、 あま 6 後進に 接する 機會 もなかつ たが、 雅邦は 自ら 同校に 入つ て敎 鞭を 執る の 傍ら、 自宅 {C 
二葉 塾を 起して 大に 世の 新進を 養成した。 故人と なれる 寺崎廣 業を 始め、 楛 山大觀 、下 村觀山 、川 合 
5: 里、|&|:&-等の諸名家は、ぃづれ毛間接に又は直接に？の薦に接したのでぁる。實に新興日 
本晝 は、 此の 二人が あつて 初めて 開けた と 云つ てよ い。 

i 寺畸廣 業 一 派 I 中に も、 ^ * m* は 稀世の 大家、 渠は もと 平 福穗 庵を 先輩と して 世に出で たが、 

一七 五 


派 流と 家作 代规  編 四 第 


一七 六 

もとよぅ 獨特の 才能を 有した から、 古今の 名品に 接して 刻苦 勵精 、終に 彼の 如き 大業を 成す に 至つ た 
ので ある。 をして 渠の描 s たと 乙ろ は 所謂 狩 野で もなければ、 土 佐ても なく、 圓 山四條 R 偏して るの 
でもなければ、 南 晝北晝 のい づれに 局して るので もな S。 全く 自由自在、 觸 る、 もの 悉く 採 6 用 CA た 
とい ふ 風な の だ。 をれ 故、 渠の 作品は、 殆 んど渾 然として 一切の 含蓄を 示して 居た ので、 その 廣汎深 
遠な 作風は、 全く 時流に 起 越して 居た と 云つ てよ S。 從 つて、 渠に 直接 師事した 野 田 九 浦、 町 田 曲 江、 
水上 泰生 、蔦 谷 龍 岬 等の 諸家が それぞれ 行き 道を 異にする 如く、 美術 學校て の 渠の門 生また 愈々 新た 
なる 努力を 示す こととは なつた のて ある。 晝材に 就て それを 見る も、 山水 花鳥 人物 土 佐 風の もの、 狩 
野 風の もの、 寫生 風の もの 眞に千 差 萬 別で ある。 

大觀觀 山の 一派 | 橫山 火觀 と、 下村觀 山とは、 雅邦 によつ て 美術 學校 時代 全然 指導 S れた もの 
て ある。 而して 、大觀 は 精神主義の 作風を 主張す る 乙と 最も 急、 天心の 信認 も 特に 大き かつた 事は 推 
想す るに 難くない。 て、 渠は 夙く から 理想的な 題材を 選んで 製作す る 事に 力め、 前期 美術 院 時代の 「屈 
原」 の ごとき、 大に 世の 問題と なつた の も、 蚤く 從來の 類型的 作風を 打破した からて あつた。 その 再 
興 美術 院に 頭領た るに 及んで 1 層 急激な 指導 振 6V,'、 院の 新進作家に 感ぜし めて 居る やぅで ある。 觀 
山 は、 これ に對 して 餘ほど 穩健て あ 3、 木 村武山 等と 共に むし A 著實な 、技巧 本位な 製作を 發 表して 
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ゐ る。 けれども 、時には、 rlMi」 の やぅな 內容 、外觀 共 1C す ぐれ た 力作を 出して 世を 驚かす 事 も あ 
6、 5 すがに、|^1、 ^* 阶歿後の新畫壇を脊負つてゐる1人だとは$^れる。而して。大觀が、廣業 
と 同じく あらゆる 流派に 通曉 して、 各種の 題材を 內面 的に 觀察 表現す るのに 對し 、觀 山は、 同じく 得 
意の 才能を 傾けて 乙れ は 寧ろ 形式的に 堂々 たる ものを 製作す るのは、 確かに 好 箇の對 照で ある。 院の 

同人、 i r ** &、 i a- ‘ IIJ# を 初め、 影 1;# ^ ボ& ^ 5: 1- |1# 二 8. ,、髮露、 |: 公 

^• il* 、s- w# 53 t^* その他の 面々 いづれ もこれ 等 二 本尊の 進 1/ 道を 步 調を 一に せんとして ゐ るのは、 現畫 
壇の 壯觀で ある。 

I 川 合 玉 堂の 一 派— I S 索、！} & I: H: から 出'  京都を 辭し 東京に 上る と、 そ？、 雅 邦の 門 
に 入つ たのは、 渠が 夙く 時勢を 洞觀 する の 明 あつた 乙と を 示す ものて ある。 楳嶺 門の 出身で も、 栖鳳 
の 如く 偉大な 作家になる もの も あるが、 併し ® # m* のは 全く 古今 R 誇るべき 稀代の 技巧に 依る ので あつ 
て、 あれ 丈け の智 巧なくて は 相 伍す る 能は ぬの だ。 玉 堂は、 必ずしも 柄 鳳の 輕妙 さを 有たぬ 人、 若し 
漫然 京都に 止まつ て v M mi 把す ると 乙ろ なかつ たなら、 今日の 如く 東都 赛壇 一方の 顧 者と して 振 ふ 事 
は出來 なかつ たか 知れない。 殊に、 渠の 如く 溫 厚篤 實 ，み •たぅに 新奇の 世態に 投合す る t との 出來な 
いもの R 於て を や だ。 それが、 決然と して 骝邦 門に 馳せ新 傾向の 日本 畫に就 いて 大に 薫陶 3れ ると こ 
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ろ あつたれば Z. そ、 元来 平凡なら ぬ 頭て 終に 新時代の 理想を 咀嚼し 得た ので あらぅ。 渠の 傑作 「二日 
月」 の 如きは、 全く かぅ した 穩 健な 立場から、 刻苦して 生れた ものて ある。 そして、 渠の 後半の 藝術 
は、 全く 堅實 な、 趣味に 充ち たものと なつた。 をの 門下から、 山 內多 門を 初め、 平 田 松 堂、 長 野草 風、 
井澤 蘇 水 等を 輩出せ しめ 穴の 冬 故な きに あらず だ。 
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第五 編 現代の 洋晝及 彫刻 

I  一、 洋畫及 彫刻界の 槪觀 

| 日本に 於け る_畫 11 西洋の 畫法が 日本へ 入 6 來つて から も旣に 久 L» s もので、 殊に 明治維新 後は 
、急速なる 發展 と進步 とを 見て、 今日て は 本場の W 洋諸㈣ へ 持ち出しても 決して a けを 取らな V: たけの 
一 優れた 作品を 造る 人 も 少なく はない。 古くは 黑田淸 輝 あたぅ の晝が サロンに 陳ん で以來 、最近に も パ 
ーリの サロン や ロンドンの ァヵ デミ I とい ふ、 世界的の 本場に 入選 陳列 3 れ る ものが 年々 一つ や 二つは 
| 必らず ある。 今は 日本で、 日本人の 西洋 晝は 、異人の 眞似を して. Q るに 過ぎない、 向 ふへ 持つ て 行け 
| ば 痴童の 惡戲 位に しか 見られな い など、、 自嘲して ゐる時 代では ない。 國際 聯盟 や勞 働會議 には 味噌 
をつ けても、 流石は 美術 國 、乙れ ♦たけは 押し 毛 押され もせぬ 出來で ある。 をれ は 確に 3 ぅて ある、 が、 
事實、一般に5ラ云つて仕舞はれないのは、後進國の淺 1* しさ、今言つたやぅに西洋人に3けを取ら 
r 、いゲ 5' ^' ^' ^' ^' ^' *' ド #' <' べは、ほ、んの ^' 、へ、るほどで、まだ^*なか^^、總括しての成績はぉ恥か 
L' 、 い 次第て ある。 西洋人が 日本 A ' の 洋畫を 見る と、 皆 未完成の 物に 見ぇる 3 ラ' た。 乙れ は 日本人に 乙 
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れ •たけよう も 1 il の 力が な s とい ふ 玴由も あらう。 元來 日本人の 性格が、 淺く輕 く、 よく 言へ ば 淡白 
に 物を 表現す る 癖が あるから でも あらう。 何れにしても 西洋人の 眼には、 まだ < 足うな v» やう {C 思 
はれるのだ。又同じ日本人ても、西洋に居て、バタや牛肉ばか6食つてゐる問は、なか^ 見られる 畫 
が 出來 るが、 日本へ 歸 ると， たん <惡 くな つて、 遂に 本の 杢阿彌 に なつて 仕舞 ふとは、 衆 口の 一致す 
る 所で ある。 乙れ も、 よい モデグ がない とか、 グル*- ブが惡 るいと か、 色々 の 辯 解 も あらう が、 兎に 
角、 日本人は まだ 本質的に 西洋 畫化 して ゐない と S へよう。 けれども、 それならと て 此の儘て は濟ま 
3 れぬ、 すず の 五^ <i の、 一つと もな つた ものが、 繪畫だ けに、 國粹 とか 何とか 威張つ て 日本風の 畫の 
vr,、 ぃ fss ゲ 虹っ ゲ K ?.: ぃ。 それは お 互に 助け合って 、一っ 西洋 畫の繪 畫を 發達 S せたぃ もの 
である。 

日本に 於け る 彫刻 一 彫刻に ついても 同じ 乙と。 實は 近來ま で、 日本人には 彫刻の 本當の 趣味が 解 
V、 な ^: っ だ。 f: ら <" 1:; て も、 彫刻の ®' 白みを 十分に 理解して ゐる 人は 少なから う。 西洋 畫だ とて 
も、 保守的 根性の 强い 、自然を 見馴れぬ、 又は 人體に 興味を 感じない やうな 人には、 容易に 解らない 
であらう が、 彫刻に 至つ ては 尙更 S うで ある。 ^ れ名そ の 答、 つい 近頃まで 、彫物と v» へば 萇 入の 根 
跗か 、せいぜい 刀の 小柄 や 鍔に 見る ^ け、 或は 欄間と かお 寺の 破風と かに 彫 〇 て ある ものが、 彫刻 X 
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と 思つ て ゐた の ^ から、 無理は ない。 けれど も、 日本に も 昔から 立派な 彫刻が あつた。 それは. 王に 奈 
良朝以 來の佛 像て、 桃 111 時代からは 社寺の 裝飾 にも 用 ひ られて 來た 。無論 近來て も、 佛像 及び 社寺の 
一 彫刻、 或は 置物と して 金 や 木で 彫刻を やらぬ てち ない が、 一つは 彫物 rilli の輕 ぜられ たのと、 ^ た 見る 
二べ $ 彫刻 VJ やる 人が - -3: かつた のとで、 それ 等は 我々 に 一向、 彫刻と いふ 1 つの 藝術的 の 感典 を與 へな 
かつた、 け U ども 今：：：： は 3 うでない。 明治維新 間 もない 頃には、 高 村 光雲 翁は、 裏長屋 ••て 跟 1 職工を 
して. Q るのを 抢ひ上 げて 、美學 術 校の 敎授 にす ると い ふやうな 逸話 の 種 も あつたが、 今では 高 村翁 も 
動 何等 正 何 位 かの 帝室 技藝 員、 立派な 藝術 家て ある。 況んや 引き 續いて 西洋の 技法が 入. CV 込ん てから 
は、 繪畫に 日本、 西洋の 區 別が 出來 たやう R、 彫刻に も從米 C/) 木彫と 渡 來の is 像と が 並立し、 瑚像家 
が どし  <  銅像の 原型を 造れば、 木彫 家 もまた 近頃は 塑像の 法を 應 用して、 見るべき ものが 出來る やう 
になつ た。 床 置き や 銅像と かいふ やうな もの だけではなくて、 美術品と して 見るべき 優秀な 作品 •か 
ある。 と 言つ て も、 事實 乙れ も 亦、 ま •た^-乙れ からで ある。 西洋には 〇 ダン だの、 マィヨ， I〆 •たの 
メス トロ ゥィ ッチ だのと、 現代に も 一流の 彫刻家が あれ ど、 無論 それ 等と 太刀打ちの 出來 S うな 人は 一 
人 もな S。 情けな S 哉 だ。 しかし 我々 が 大に 奮發 して、 5 う s ふ大藝 術 家を 輩出 3 せなくて はならぬ。 

I 洋畫及 彫刻の 將來 I 次に 少し 言 a たい 乙とは、 两洋畫 や 彫刻は、 賣 n ない と Sr ソ^ j で ^: る。 義 
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理で 買つ てち 始末に 困る とい ふやうな ことを 言つ て、 買つ て ^: れる 人が 少ない とかは、 展覽會 などて 
吾々 も屢々 耳 R する。 乙れ は 一應尤 名な 次第で、 元來 'が 小說や 詩とは 違つ て、 繪畫や 彫刻は 應用 美術 
としての 意義 も 可な 6 重 s ものて あつて、 をの 發達 の經路 でも、 現在の 有樣で も、 應用を 離れて 繪畫 
彫刻の 存在は な S と 言つ て もょ S 位で ある。 ところが、 日本て 繪 畫の應 用と いへ ば 先づ掛 物て、 然ら 
ずん ば 屏風 か 襖に 張う つける ので ある。 然るに 西洋の 油繪で は 差し 當 6 床に かける ZL と 名 出來な けれ 
ば 屏風に も 一寸 困る。 襖には 尙更 出來 ない。. 尤も 近頃では、 悧 好に 考 へる 人名 出來 て、 洋晝を 二 枚 折 
うに仕立てたう、床にふさはしくしょうとした6し\しゐるが、 -± 'た十分に物になつては居ない。今の 
と Z1 ろ、 两洋 の畫は 日本の 座敷に 適用し 得ない のて あ 石、 1 た 彫刻は 床の 上の 置物が 主で ある、 銅像 
や佛 像と いふ％ のは、 極め - C. 特殊な 用途に 屬 する ものて、 何人に も應用 は 出來 ない。 そ M て、 先づ西 
洋の晝 ならばせ S ぜ S 額に して かける。 ^ た 彫刻なら 書 齋か應 接 室の 置物と S ふ 外は 用途の ない のは 
事實で あらう。 け n' ども 今は 香々 の 住宅の 有樣も 次第に 變り つ、 ある。 西洋風の 建築が どしどし 建. つ。 
殊に 近頃は 官廳 、銀行、 會 社の 大きい ビグ デン ダ、 ホ テ ダ、 劇場と s ふやうな ものが 出來 ると、 それ 
を 裝飾 する ^ H 本畫は 不適 當で ある。 第一、 多くは 調子が 弱い、 そして 壁畫や 額には、 西洋風の 晝の 
方がうつ6がょい。々てで今後は何うしても、需用供給の點から見て、西洋畫がもつと盛に用ひられ 
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る 運命になる、 また 個人の 家屋ても 今後 假令 日本 建築に しても、 西洋風に 近い 間 取 うを 多く 見る やう 
にな 6、 應接 室書齋 などは 何う しても、 西洋 晝ヒ 置かねば うつらなくなる。 斯うい ふ 次第て あるから 
今後は 西洋 畫が 賣れ ない とか、 應用 出來な S とか 云 ふこと も 無くなる であらう。 彫刻 も同樣 で、 乙れ 
まてと て 床 置物に 彫刻は 可な 6 に 用 CA られ たが、 今後は ます/ \應 用 せらるべき である。 何時爻 て も 
食は ず 嫌 a をして、 西洋 晝や 彫刻は 不向き •たとい ふやうな 乙と を 言つ て ゐた のでは、 時勢に おくれ 次 
舊弊 人に なつて 了 ふ、 故に 先づ 自ら 進ん て、 2. れ 等の 2. とを 知らな くは ならぬ。 然らば 、現代の 西洋 
畫及び彫刻の有樣は何うかといふに、乙れはゆる/、と次に述べる乙とにする、 

一一、 現代 洋畫界 の 分野 

洋晝 界と黨 派 I 現在の 洋晝界 にも、 一と 頃の やうには つきう した 分野が ある •たらう か？ 左樣 
ある やうに も 思 へれば、 ない 様に も 思へ る。 成る 程、 白馬 會と 太平洋 畫會 とが 對 立した、 十 餘年前 の 
やうな 鮮明な 色彩の 區別は 見る 乙と が 出來 ない。 けれども、 人間には 團體的 精神と S ふ もの も あれば 
感情 上の 好き 嫌 ひ、 行きが、 6 上の 去就、 更 {C は 自己 擁護の 爲めの 離合集散と いつた やうな 2. とで、 
仑れど れ黨派 心が 働 くちのて あるから、 幾らか 分野 的の 色を 見られぬ でもない。 けれども それを はつ 

|八三 


刻 彫 及 畫洋の 代 現  編五笫 


-八四 

き 6 分ける M とはな か-^-- 困難て ある。 政界の 分野な どと 同じ 乙と て、 政友會 、憲政 會、 國民黨 とは 
つき 6 分つ て， Q る やうて は あれ ど、 尾 崎 行 雄 氏の やうに 政 友から 憲政へ 宿換 へした の も あれば、 後藤、 
仲 小路と 言つ た、 憲政を 出て 無 所屬て £) るの も ある。 況ん やその 間 ((: は 灰色 も隨分 多い。 美術界は そ 
れど乙 ろて はない、 太平洋の 研究所に， Q て、 更に 美術 學 校へ 入つ て黑田 氏の 配下になる とか、 或る 國 
體では 太平洋 分子と 同居し、 同時に 他の 圑體て は 白馬 會の 人達の 仲間 入 4 5: して. Q ると いふ やうな 例 
は頻々 として あるの だから、 大將 株を 除いては、 今のと Z1 ろ、 諸色雜 然として 入.^ 交る と v» ふべき だ 0 
をれ も 文部省で 展覽會 を 開き 始めてから は、 乙れ が 中心と なつて、 一方に これに 反對 する 圑體も 出來 
ると いふ 有樣で •以前の 二 派 位に 雜 然と 分ち 得ない 乙と ic なつた。 同じ 大平洋 系の 人ても、 文展に 止 
まるの も あれば、 美術 院へ 逃げて 行つ たの も ある、 二科會 に 立て籠つ た 人 も ある、 千 差 萬 別と いふ 外 
はない。 だから、 白馬 會と 太平洋 畫會 とが 年每に 睨み合 a* をして、 門外漢て 3 へ 毛 紫 派と 脂 派と いふ 
言葉を 知らない 者は なかつ たとい ふ 時代とは、 餘程 趣を 異にして， Q る。  . 

文展派 、學校 派 I 殊に 分野と 言つ て も、 見方に 依つ て 色々 になる。 近くは 文展派 (帝展 派) と 弗 
文 (帝) 展 派と 二つ ic 分ける のが 最も 解う 易から う。 また 美術 學校派 非 美術 學校 派と も 分つ 乙と が 出來 
るで あらう。 勿論、 兩方 共人爲 的には つき $ 區分 する 乙と を 得る 譯で はな s 。 先 づ文展 派、 今なら 帝展 m 
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には" 如何なる 人々 ♦か 屬して ゐる かは， 去年の 展覽會 を 見た 人には おのづ から 首肯 3 れるて あらう。 
それに 對して 、非 文展派 …… 一口に 言へ ば、 文 (帝) 展に 出品せ ない 人 令では、 t れを また 二つ に 分け 
て 二科會 派と 院展 とに で ^ 致すべき であらう。 さう すると、 一方の 帝展は 更に 舊 白馬會 派と 太平洋 畫 
會派 とに 分けて 見なくて はなるまい。 尤も その外に、 どちらの 展覽會 にも 出さず、 團體に も關 係せ ぬ 
とい ふ 人 も、 一二ないで はない から、 z- れ を獨 立派と て も 言つ て 置かう か。 無論、 それが 第三 黨を造 
つて. q る譯て はない。 

複雑した 分野 關係 一 一體 斯うい ふ 風て、 

\ 舊 白馬 會派 
帝  展、 派 一 太平洋 畫會派 

_院  展  派 
非帝展 派畫 .二 科會派 
獨  立派 

とても 區分 すれば 3 れる 。しかし 美術家の 分野と いふ ものが 元來 、政治家 や 角力 取. 〇 のをれ 等と 同じ 
やうな も のて はないだ から、 ま 乙と にはつ き-^ さ せに くい。 帝展の やう R 、 別に 團體て も 何でもなく 
國 家の 設けた ィンス チチユ r ショ ンで あつて、 來る 者は 拒まず 去る 者は 追は ず 主義を 標榜して， Q ると 
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1 ろへ、 日本 畫の やうな 流派 系統、 或は 師弟 關係 とい ふやうな もので 緊密に 繫ぎ 合つ て， Q る譯で もな 
いから、 極めて 漠然とした ものである。 S うかと 思 ふと、 院展派 ——卽ち 日本 美術 院の 洋畫 部の やう 
に、 同人が 結束して. Q ると 乙ろ も あれば、 二 科會派 、卽ち 二 科會の やうに 會員 組織の 團體に なつて. Q 
るの も あるの だから、 色々 •たが、 要するに 帝展に 立て籠つ て、 帝國 美術 院會 員、 帝展 審査員な どに な 
つて. Q る 連中と、 日本 美術 院 同人 又は 二 科 會の會 員と なつて ゐる 人達は、 現在に 於いては 劃然たる 城 
廓を 構へ て， Q ると 言はなくて はなる ま S。 其處へ 出品す る 人達は、 帝展は 勿論、 院展て も 二 科で も、 
來る者 拒爻ず 主義で あるが、 しかも それ'^ に 色彩と か 特色と かいふ ものが あつて、 帝展に 向き 3 う 
な 晝を 描く 人は 帝展へ 出品す るし、 院展 向きは 院展 へ、 二科展 向きは 二科展 へと、 おの づか らお 得意 
51 もき まつて 來るわ けて ある。 尤も、 帝展が アカデミックな の R 對して 、院と 二 科とは アン タパ ンダ 

ンとい ふ 色 合 a であるから、 同時に 院と二 科と へ 出品す ると S ふやう ぶ 人 もない Z. とはない。 - S 

て、 それ 等の 勢力て あるが、 先 づ頭數 で 言へ ば、 帝展 の、 帝國 美術 院會 員、 つま 6 元老が 四 人と、 帝 
展 審査 委員が 九 人で、 十一 人、 2. れに對 して 日本 美術 院の 同人は 六 人、 二 科會々 員は 十一 人て ある。 
しかし 出品者 及び 入選者の 數は 、帝展 の 百 R 對して 院展の 二十、 二 科展の 二十 位な 割合 ^ なる であら 
う。 故に、 世間 的に 見る と、 三 派 鼎立と 言は れぬ乙 ともないが、 先づ 、帝 展に對 して、 院展と 二科展 
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COC、 相對抗 して 行ける と 見て ょ S。 院と二 科との 出來左 動機から してが、 文展に 反抗した のに 起る 
の* たから、 その 位に 見て 置いて 差 支 ある ま S。 

帝展 の 洋畫家 | を 乙で、 帝展の 洋畫て あるが、 乙れ は 言 ふまても なく 文展 : ¢0 洋畫 の繼續 で、 
ただ 名 稱 V 新に したのに 過ぎない。 文展が 帝展に なつた からと て、 內容 には 何等の 變化も 見な かつた 
のて ある。 元來 、十四 年 前に 文展が 出來た 時には、 政府て、 國家 的に、 美術界の 大同 團結 k 圖 らうと 
したので、 ^ た 開設 當初に は その 實を 揚げ 得た ので あるが、 丁度 日本畫 壇に 於いて その後 幾多の 形勢 
の變 化を 見、 分裂の 結果を 呈した 如く、 西 津畫に 於いて も 最初は う 爻 く 行つ て、 鎬を 削* 〇 合つ た 白馬 
大平洋 の 融合％ 先づ先 づ出來 たもの、、 水 久しく 滯つて 何と やら、 次苐に 停滯氣 分になる と、 內部に 
分裂を 生じた ので ある。 を Z: で 第 八囘の 時に、 日本畫 に 一時 試みた 如く、 文 展の內 部に も 一 科と 二 科と 
を 區 分し、 一 科へは 比較的 保守主義の 審査員を f.'. さ、 二 利は 別に 新人を 以て 審査員に 任命す る やうに 
と、 有志から 文部猎 へ 請願書を 出した のて ある。 然るに 當屈は 乙れ を 顧みな かつた から、 所謂 新人 —— 
つ爻 6 文 展洋畫 部の 空氣に 慊焉 たる 人々 は 結束して 文 展を去 $、 別に 二 科會 とい ふ ものを 組織した の 
て ある。 つ v> で、 その 二 科會的 傾向の 人々 の 中から、 更に 文 展へ寢 返 6 を 打つ もの も 出 來れば 、院展 
へ 走る もの も出來 たと $ふ始末で、1時はなかなかの動搖であ 0 た。さうした結果、文展にれ ;>? |_1新 

一 . A -t 
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一八 八 

人の 幾分を 奪 a 取られて、 少しは 淋しくな 〇 たけれ ども、 若い 人て 文展に 止まつ て 氣を吐 S て ゐる人 
も 少なく はな V* ので、 その後 著々 として 城辍ど 固め、 今では 少康を 得て. Q るの て ある。 

1 ，白馬 會と二 科會の 系統 | では、 文展 —— 帝 展內に 於け る 白馬 會と 二科會 との 關係は 何う かとい ふに 
これは また 近來 益々 微温 的に なつて、 元老 或は 審査員 間に、 た <隋力的に35した心持が殘つてゐる 
位 ^ 過ぎない。 何し る 白馬 會とい ふ もの. は、 今日は 旣に 存在して ゐ ないし、 太平洋 畫會 も、 存在 こ 仑 
すれ、 昔の 勢力は ない ので ある。 ただ、 舊 白馬 會 系統の 人は、 東京 美術 學校に 立て籠つ て、 太平洋 派 
に 對し て、 官學 派と て もい ふ樣な 形勢 3: 保つ て. Q る、 のみならず、 國民美 術協會 なる もの 冬、 もともと 
此の 派の 仕事で あるから、 今て 乙 そ 國民 美術は 餘 6 盛で な S けれども、 舊 白馬 會系が 太平洋 系を ® 5 倒 
しつつ あるのは 事實で ある。 乙れ は 一面に、 太平洋 その物が 分裂した からても ある。 舊 白馬 會 も、 分 
裂は して. Q るが、 大 頭株は 美術 學 校、 國民 美術、 帝展 などを 通じて 比較的 結合 3 れてゐ るに 對し 、太 
平洋で は舊 人は 帝展に 立て籠つ て. Q るに、 新人には 或は 二 科へ 走 $、 或は 美術 院へ 行つ て、 團結 とい 
ふ ものが 行 はれて ゐな い。 をの 爲め に、 益々 太平洋 系統の 色彩は 淡れ て 行く ので ある。 そ 乙へ 新しく 
出て 來る 人は、 多く 美術 學 校の 系統に 屬して ゐて 、太平洋 系て はない。 —— では あるが、 然らば 、舊 
白馬 會 系、 美術 學校 系と いふ やう 次 もの も、 はつき 6 した 分野を 見る 乙と が 出來 るかと いふに、 3 う 
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でもな s 樣て ある。 殊に 今では 美術 學校を 出た とい ふこと が、 畫 家になる 上に 左 tt での 權威て ない の 
だから、 傾向を 異にし、 性癖を 同じく せざる 人達、 わけて 變 人の 多 v» 洋畫家 達は、 思 ひ< の 方向へ 
走 6 去つ てゐ る。 


一 美術 學校 出身者 _ を Z1 て、 帝展の 中堅， 4: なす 靑年 洋畫家 (<: ついては、 白馬會 系、 太平洋 畫會系 
と 分けて 考へ るよ-^、 美術 學校 出身者と 非 美術 學校 系と に 分けた 方が 便宜の 様で ある。 所が、 3 うす 
ると、 何し ろ 益々 アカデミックに ならう として ゐる 帝展だ けに、 學校 出身者の 方が 遙 に 多い。 況 ん や 
帝展の幹部連が大部分美術學校系統なのだから、勢53ぅならざるを得なぃ。試に、美術學校初期以 


來の 卒業 者の 中、 名を 知られた 人達を 擧げて 


明治 三十 年 
明治 三十 一年 
同 
同 

明治 三十 二 年 


△  &二央 
△白 瀧 幾 之 

△  #  ぎ 
△赤松 麟作 
△山 本 森 之 助 


それと 帝 M —— 文展 との 關係を 見- 


作 

助 

©• 

& 
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A  9  A  A  A 

齋 •山 •兒 •靑 •和 •熊 •橋 •跡 •小 •岡 •佐 •倉 •矢 •中* 

藤 •下 •島 •  田 •谷 •本 •  林*  田 •崎 • 澤* 

新 •虎 •木 •  見 •  野 •藤*  千* 

豐 •太 •次 •  三 •守 •邦 •  鐘*  白 •代 • 弘* 

作 •郞 * 郞 •繁 •造 #  一* 助 •泰 * 吉* 榮 •均 •羊 •治 •光 • 

S 


明治 三十 三年 

明治 三十 四 年 
明治 三十 五 年 

明治 三十 六 年 

明治 三十 七 年 

明治 三十 八 年 
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田 •加 •田 •小 •金 •齋 •太 •松 •正 •南 •寺 •山 •森*  it* 

藤， 林 •山 •藤 •田* 山 •宗 •  崎 •  田 • 

中.  邊 •德 •五 •喜 •得 •薰 •  本 • 

靜*  ご •平 •穴 •二 •省 •ご •  武*  恒* 

良 •兒 •至 •郞 •三 •技 •郞 •三 • 郞 •造 •男 •鼎 •友 •永 • 


明治 三十 九 年 

明治 四十 年 

明治 四十 一 年 

明治 四十 二 年 

明治 四十 三年 


九 


c 


野 分 の 界晝洋 代 現 


.  - 九 一一 

04# T# I: 

△ ir* r  J 兀 

® 長 谷川  昇  c 
△香 田 勝 太 

鉴 !!• & 

© 九 里四郞 
△山 脇信德 
△安宅 安五郎 

一 

明治 四十 四 年  中 野營三 

△富 田 溫一郞 
△鈴 水 良 治 
△大野 隆德 
• 橫井禮 一 
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△  ❽ △△  △  △  △ 

牧 •吉 •熊 •五 •野 •萬 •片 •淸 •エ •佐 •北 •神 •御 •小* 

野 •村 •岡 •味 •元 •  多 •原 •藤 •藏 •島 •津 •厨 •寺* 

鐵*  哲* 

虎 •芳 •美 •淸 •義 •  ' •德 • 重 •三 •ご •淺 3 港 •純 • 謙 • 
雄 •松 •彥 •吉 •雄 •郞 •郞 •一  •郞 •郞 •一 •人 •一  •吉 • 


明治 四十 五 年 


大正 二 年 
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I 九 四 

• 小 出榴重 
△大久 保 作次郞 
• 鍋 井克之 
△河 井清 一 
△ ^• 水 良 雄 
△高 間惣七 

美術 ® l +A 出身者 |_| 上に 擧げ た、 △印 ある ものは、 現に 最近 帝展に 出品した 人達て、 A ある もの 
ょ、 嘗て 文展こ 出品し、 今は 出品せ ざる か 又は 中立の 態度を 取つ て ゐる 人達で ある。 .gD ち 乙れ 等は 帝 
(文) 展派と 目すべき、 美術 學校 系統の 人 ❖ とせねば ならぬ。 e 印 あるは、 嘗て 文展に 出品し 穴と 否と 
に關 はらず、 現在に v は 去つ v 美術 院若 くは 二 科會の 人と なつ vt •か、 それは 御覽の 通ぅ 極めて 僅 
少で あつて、 大部分は 先づ帝 展侧の 人と 言は ねばならない。 しかも、 會員 、審査員には 他に 黑 田、 岡 
田 藤 島、 長 原の 四 氏が、 美術 學 校の 敎授て t、 以 S」 會員 、雲 員、 推薦、 特選、 若しくは 舊二 三等、 
褒狀を 得た 人達の 大部分は 美術 學 校に 關係 あ**' としてょ い。 

j 舊太平 洋晝會 の 人々 一 しかし、 一つの 勢力と し - -C 見る 時、 帝展 — 文展內 の、 非學校 派の 色彩 ある 


大正 三年 
大正 四 年 

大正 五 年 


丸 •  M •渡 •岡 •滿 •永 • 

山 •合 •邊*  地 • 

精 •國 • 

晩0 新 •審 •  四 •秀* 


霞 •藏 •也 • 


郞* 太， 

广、 

審 

査 

員 


九 

五 
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人々 も 決して 少なく はな S、 例へ ば 
太平洋 畫會中 村不折 (會 員) 
&  彝 (推薦) 


中 

^ 審査員) 

^  壽 (舊 審査員) 
叹 ;|1# 寅 治 (審査員) 

昔 0# 博 ハ 舊 審査員} 

51 奶お5< 


刻 彫 及® 洋の代 現  繭 五 笫 


皿 5- 舊 審査 S 
寺澤 孝太郞 

^• & ll# r 特選) 

? 女  & ^ 

&• 々貴 義雄 

# H* 、 •氷" 

•  •  •  99 

吉田 ふじを 

& が ？ 央 «• 

•  •❶  e 

三 上 知 治 

% 纪 S 心 •一 

F 把奶 ?- 一 科： J  . 
坂 本 繁二郞 (二 科) 
w  W 未醒 (美術 院) 
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此 0- 中、 後の 三 氏は 別 ® 體へ 走つ て ゐる が、 兎に角 此の 人々 も 盛んで ある。 

| 別 系に 1 する 人々— | 又 太平洋 以外の 系統に 屬 する 人々 を 拾つ て 見る と、 

研 || 和訓 (推薦) 

,  ?央 ®* 

• • • • • > 

池 田 治三郞 

•  •  •  •  • 

石 川 欽一郞 

埴原久 和 代 

等の 諸氏が ある。 以て 帝 展內の 分野の 大體を 盡し たものと して、 次は 
I 非 帝展派 の 分野 1 であるが、 先づ二 科會て は、 

大正 三年 互選 3 れたる 鑑査 委員 

a  •  •  • 

设 井 柏 夢 
?< 野隆德 (脫 會) 
田  邊  至 (同) 

1 t H* w* m# 

一九 七 
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森 •正〇 安* 南 •湯 •岸 •坂 •齋 •有 •小 •山 •柳 •九* 梅 • 


田, 


宗 •井 • 


淺 •田 


恒 •  5: :: 薫 • 劉, 


.本 • 

せ. 


藤 # 島 •杉* 
豐 •生 • 未 • 


下* 

新* 敬. 
太. 


里. 
四 • 


原 • 
龍 • 


友 •郞 •郞 •造 •郞 •生 •郞 •作 •馬 •醒 •郞 •助 •郞 •郞 •交 

脫  脫脫  脫  同同脫 

會  會會  會  ^ 〜 會 


大正 四 年 加入 


大正 五 年 加入 
大正 八 年 加入 

卽ち 最初の 創立 當時 には、 此の 外に 藤島武 二 氏 も、 此の 派の 首領の 如く 目され て ゐ たもの が、 文展反 
抗の 旗幟が 鮮明と なると 同時に、 此の 團體を 脫し 、八月には 文展の 審査 委員に 任ぜられた 6 .したの て 
十五 名の 鑑査 委員の 中、 七 名のみ 止まつ た。 をして 現在 合計 十一 名の 會員 5: 有する。 乙れ に 出品す る 
主な 人 ❖ の 名を 擧げ ると、 以上の 會 員の 外、 昨年の 展覽會 には、 朿 鄕靑兒 、鍋 井克 之、 林倭衞 、萬鐵 
5^、 ^* 并& ^ が老名文雄、國枝金.- -; 黑田重太郞、濱田葆光、硌伊之助の十氏を新に會友に推薦 
して， ^る。又樗牛賞を得た /1'* |3檜重がぁる、茨木猪之吉、埴原久和代、恩地孝四郞、龜岡崇、中川一 
&• 、 九 里四郞 、兒島 喜 久雄 等の 諸氏が 出品 入選して- Q る。 

分 一美 術院 の^ | 家 | 次に 美術 院の 洋畫 部では、 同人は 
野  大正 三年 再興 當時 
大正 四 年 加入 

大正 五 年 加入 

一九 九 


•  •  •  • 

小 杉未醒 

倉 田 白 羊 
^• が ;|1* #• 


二 

現 

洋 

赍 

界 


• • •• 

熊 谷 守 一 

炉 ;11# ||* が 
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大正 六 年 加入 
大正 八 年 加入 

の 六 氏に 過ぎな S が、 院友 として 鬼 頭 甕 一郎、 小 柳 正、 棚 橋秀吉 、今關 啓 司、 宫坂 千代 三、 中 出 三 也、 
が 15* ||# |:等の諸氏が院友の名がぁ6、が #* «# /\* 、伊藤彌太、小川千甕、片多德郞、萬鐡五郞、椿貞雄 
w E* IEIr /I'# l:l H- _、 水木 伸 一、 山 崎 省 三等の 諸氏が 近頃 出品して ゐる 。そして 片 多、 山 脇、 萬 等 
の 諸氏は、 他に 或は 帝展 、或は 二 科へ も 出品して ゐ る。 尤も 片多 氏は 昨年 帝展の 推薦に なつた から、 
最早 他へは 出 S ぬか も 知れな S。 た <、 二 科會の 方て は 

「本 展覽會 へは、 何人と 雖も隨 意 出品す る 事を 得、 但し 同時に 文部省 美術展 覽會に 出品 せんとす る 
者に 限ぅ 之を 拒絕 す」 

と會 の ^3 約に 明記して あるけれ ども、 美術 院の 方には そんな 乙とは ないから、 今後 も 二 科と 院展 、又は 
帝展と 院展へ 同時に 出品す る 者は あらう。 故に 此の 點で珞 はつき 6 した 分野は 出來 難いの て ある。 

洋畫界 の 諸團體 

現在 世に 知られる 洋畫界 の 諸 團體は 少なくな S が、 先 づ二科 會と國 民 美術 協 


三、 

主なる 諸圑體 


二 0 0 

•  •  • 

山  本  鼎 

•  •  •  •  • 

足 立 源 一郎 


體圃 諸の 界畫洋 


會と 太平洋 畫會 とで あらう。 尤も、 二 科 ic しろ 太平洋に しろ、 西洋 晝家 と共に 洋風 彫刻を する 人々 も 
交つ て. Q るから、 寧ろ 美術界の 比較的 新 運動を なす 人々 の 團體と 見るべき であらう。 殊に 國民 美術 協 
會は 、成立の 當初も 今日 も廣く 一般 美術家の 團體て あつて、 申譯 ながら、 現 (C を , 7; 會員 中に も、 また 
展覽會 の 出品 {C も、 日本 晝 、彫刻 建築、 エ藝 美術 等を 見る のて あるが、 しかも 事實 上は 洋畫 家を 中心 
とする 園體で あるから、 乙れ を洋畫 家の 團體と 見ても よから う。 そして 二 科會は 新興 勢力と して 帝展 
の 洋畫部 及び 院展 の洋畫 部に 拮抗して ゐる から、 乙れ は 別に 說 く Z. と、 する。 ^ た 太平洋 畫會は 只今 
でも 硏究 所が あつて、 時々 展覽會 もやる けれど、 以前の 如き 强固 な、 一勢 力と しての 團體 ではなくな 
一つた。 你 ほ 次 A、 に 各團體 について 語る 如く、 一人で 一つの 團體に 專屬 して. Q ると いふ やうな 人は 殆ど 
ないから、 人 5: 以て 團體を 見る 乙とは 出來 ない。 た ♦たこんな 團體 と、 それを 牛耳る 人が あると い ふ rJ 
とを 知れば よい。 

「固^ m lfiiil — 協 會」 5 て、 國民 美術 協會 は、 大正 二 年 十月の 創立であって、 初めは 當 時の 東京 美 
術學校 敎授て あつた 故 岩 村 透 男が、 同じく 敎授て 友人なる 黑田淸 輝 氏を 語ら a 、 日本 美術界 各方 面の 
'大同團結をな 5 んとしたのが動機となつた。最初はそれてうまく行き 3 うに見ぇたが、主腦部が西洋 
畫冡 、殊に 白馬 會 系統の 人で あると 乙る よ-®'、 多數の 日本 畫 家と、 太平洋 晝會 系に 屬し てゐる 人達は 

二 0 1 


刻 彫 及® 洋の代 現  編 五 第 


二〇二 

乙れ に 加盟し なかつ たので、 丁度 今度の 國際 聯盟が、 米國や 支那 や 露 西 亞を脫 した 爲め に、 龍 頭 蛇 尾 
{C 終つ たと 同じ やうに、 所期の 效 果を收 める ことが 出來 なかつ た。 そ Z: で、 會頭 はは じめ 黑田淸 輝 氏 
て、 最近 ^ で 建築家の 中條 精一 郞氏て あつたが、 今年の 選擧で 再び 黑田 氏 R 代つ た。 長く 中條 氏に な 
つて. Q たのは、 黑田氏 一派の 團體の やうに 世間から 見られる の 公氣に してで あつたら しい。 それが 今 
や 團體的 勢力 も餘程 減じた し、 時勢 も變つ たので 露骨に 再び 斯うした のか も 知れない。 をして 會員數 
は 三百 名 近く も あつて、 西洋 書 部の 石 井柏亭 、永 地秀 太、 彫塑 部の 朝 倉 文 夫、 小 倉 右一郎、 學藝 部の 
坂 井 犀 水 君 等が 最も 力を入れて. Q る。 そして 一年に 一囘 、春 期に 展覽會 を 開く’ か、 會 員外の 出品は 受 
付けな S 2L とに なつて. Q る。 又 此の 展覽會 ては、 時々 特別 陳列を して 見せる ので、 美術 協會展 覽會の 
古 美術品 特別 陳列と 相 待つ て、 好參考 となつ て. Q る。 大正 六 年には 西洋の 影響 ど 受けた 日本 版畫ヒ 數 
多く 陳べ たし、 今年は 明治 年間の 肖像 畫を 集めて 見せて くれた。 

| 岩 村 透 氏の 事業 一尙ほ 此の 展覽會 は、 故 岩 村 透 氏の 遺物と して 見る と、 極めて 意義 ある 記念 的 
團體と 言は ねばならぬ。 岩 村 氏は 風變 6 な 我儘 者て あつた 爲め に、 惡く言 ふ 人 も あるけれ ど、 人間は 
決して そんな 人て はなくて、 寧ろ 我が 近代 繪畫 史上に 特筆すべき 人て あつたと 思 ふ。 此の 人は、 故 男 
爵岩村 通 俊の 長男で、 明治 三年 一月 K 高知縣 て 生れた。 はじめ 慶應義塾に 學んだ が、 更 R 靑山 學院へ 
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轉じ た。 〇 S で歐 米に 留守す るに 及ん て 繪晝 に 興味を 生じ、 をの 方を 專修 したので ある。 その後 も 二 
囘ばか 6海外に遊び、三十五年以來東京美術學校 ^ 敎授として两洋美術史と英語とを講じた。また第 
一囘 から 第 七 囘まで 文 展洋畫 部の 審査員と もな つたので ある。 大正 二 年に 國民 美術 協 曾の 創立に 斡旋 
した 翌年 三度び 歐洲に 遊び、 歸朝 後は 故 あつて 學校を 辭 し、 美術 雜誌 「美術 新報」 及び 「美術 週報」 等の 
編輯を 指揮し、 •また 時々 美術に 關 する 評論を 世に 發 表して， Q たが、 豫ねで の 宿 病の 昂進した 爲め に 相 
州： 一一 崎の 別邸に 静養し、 大正 六 年 八月、 四十 八歲て 死んだ。 氏は 實に黑 田、 久米兩 氏と 共 R 白馬 會の 
創立者て あると 共に、 西洋 美術に 關す る學殖 の豐 かなる 乙と 日本 唯一と％ 稱 すべく、 現に 朝 倉 文 夫 氏 
の 書庫に 充滿 して ゐ る 氏の 遺した 藏書を 見れば、 如何に 一生を 書 卷推裡 に 終へ たかを 知る であらぅ。 
殊に 氏は 筆舌 二つな がら 達者に して、 その美 術學 校の 講義の 如きは 談論 風發 、古を 語 $ 今 ic 及び、 大 
聲叱 呼して 聽者を 陶醉 せしめ、 又 煙に 捲いた ものて ある。 た V、 惜し いこ とには 氏は 未完成の 學者て 
あつて、 糎 咬つ た 硏宄 も殘 さず、 創作 もな 3 ず、 又 後人に 人格 的 感化 ^ 與へる 乙と も 少な かつた が、 
しかも その 一時 隋眠狀 態に あつた 我が 洋畫 、及び 彫刻界 ((: 峻烈なる 刺戟を 與へて 後進を 誘掖 した 乙と 
と、 白馬 會と阈 民 美術 協會 との 產婆 役た 6 しこと、、 及び 所謂 美術 學校 問題を 惹起した 乙 と、 で、 - S: 
く 現代の 先 費と してを の 名を 傳へら 3 べき もので あらぅ。 今、 その 遺族は あるけれ ども、 51 沿に 關す 
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る 仕事は して， Q ない。 

p 平 洋晝會 j 太平洋 畫會は 白— と共に、 現代 美術家の 靈 として 忘— 1 で 
ある。 f 白馬 會 1  散した？ あるに、, みは、 尙ほ s: i— つて、 下 養 眞島 町— ば 
36 な 力ら 硏究 所^, 維持して ゐる 。乙の 會は 、明治 三十 四 年に 舊 明治 美術 會 系の 青年 洋晝 家が 組織し 
たもの て 中 村不 折、 滿谷 國四郞 、石 川 寅 治、 吉 H* t®* 等の 諸氏が S 中堅て あつた。 明治 四十 年頃 ま 
ては な 1 ん t?、 三十 五 年以來 、每年 5 の展響 S き、^ 4 派の 晝屋て 天下— 分 
して S 一 を 保？， 0た。ただ、近來ますくをの勢力が衰へ、前揭の外に二尚 1: .、‘雰一 

ff,  5  '  ff, 

尾默中 村彝藤 井浩祐 •寺 澤 孝太郞 •藤 ^• ^• ▼ ^! I# •與 •里、 •吉 •田 •ふ u! •を、 •安 •田 ^ • 、 ;«! •木 f: 水、 fe# *々 

貴 雲、 大 橋康郞 "磯邊 ^: 一等の 諸氏が ある。 尙ほ 此れ等の 人々 の 中て、 特に 紹介す ベ i 々は 別項 

に 太平洋 畫會の 人々 として 語らぅ。 此の 會の 展覽會 は 春で あつて、 國民 美術 協會 、光風 會等 と共に 盛. 
ん な 一つで ある。 

風 會の 創立 I 光風 會と ぃふのは、 明治 四十 五 年 六月の 創立て、 もと...^, 特別な 主張 や 船纪 
力 あつて 創立 n- れ たのて はなく、 會 員の 作品の 自由なる 發表 機關を 作る 爲め に、 出來 たもの. る。-’ 
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しかし 乙 れは舊 白馬 會の後 身と も 見られ、 幹部に をの 顏觸れ が 多く、 又會 員の 多くが 東京 美術 學抆 0 
卒業 者で あ 6、 學 校の 敎授の 援助が あつて、 在校 者 や 出身者の 出品が 多 S ので、 宛然 美術 學 校の 別 働 
隊の 如き 觀が ある。 第一 囘の 展覽會 は 創立と 同時に 上野 竹之臺 陳列 館に 開かれ、 爾來今 uk 及んで， Q 
る。 會員 は、 創立 當時  H^I^ ^ ul# s: s- VT i- ^# B# “vk if# lrv #* s: c、 »* !^ 
の セ氏でぁったが、大正11一年には /]^ ## 8: 11氏が加はへ大正七年には更&ぎ 15* 、 ±# |: 5. ^ !;< 
ぎ Ir rml^' s: 氷、 が & 露 &、爵 £: 5、4が,、が％ 1: 奸、& 1: 5|、故 ^* 觀|-等の諸氏 

が 馳せ乘 じたので、 團體 としては 可な 合な 勢力を 有する やぅに なつた。 ただ、 一方 ^ 文部省の 展覽會 
の ある 爲め と、 此の 人々 が 同時 ic 他の 諸圑體 にも 關 係して. Q る 者の 多い 爲め とで、 未-た 乙れ とい ふ ほ 
どの 努力の 作は 見せて くれないの て ある。 

_ 日本 水 彩畫會 これ も 稍 重きを なし ' t; ゐるが 、決して 大 ?: なす、 盛んな # とい ふ 乙 とは 出來 
な S。 此の 會は 大正 一一 年に、 石 井柏亭 、丸 山晚 霞、 白 瀧 幾 之 助、 石 川 欽一郞 、戶 ^* „、 |合新於、 
藤 島 英輔氏 等、 十三 人の 發起て 出來 たもので、 目的は 日本 ic 於け る 水 彩 畫の發 達を 期す る {C あつ. て、 
石 井 氏 あた $ が 英國 等の 畫を 見て 來て 、水 彩畫に 特別の 面白みの ある 乙と、、 日本 晝に 近い NJ ととに 
依つ て、 日本に も それを もつ と 盛に する 必要が あるから とて 思 CA ついた ので ある、 と 乙 ろ が、 甚だ 入 
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6 易い 爲めに 、素人 間に 歡迎さ れる乙 とに なつて* 一時は 意外の 盛況 2: 見た が、 今日は 稍 下火になつ 
た。 會長 には、 のち 林 博太郞 伯を 戴いた が、 別に 定つた 幹部の やうな ものは な S。 大正 二 年 六月、 笛 
一 囘の展 覽會を 上野 竹之臺 陳列 館 {C 開 S て、 四百 八十 餘點を 見せた。 又 一昨年は 南薰造 君が 印度 旅行 
で寫 生した ものを 五十 點ばか 6 出陳した し， その 前年には 寺 崎武男 氏が 伊太利から 持つ て 歸つた 作品 
約 百點を 陳列した 乙と も ある。 その 前年には 日本 水 彩畫の 沿革 展覽會 を 開いて 見せた。. 伶 員は 以上の 
發起人の外に、赤城泰舒、相田直彥、海老名文雄、後藤エ志、磯部忠一、板倉賛、森田恒友、三—；知 
治、 望月 省 三、 中澤弘 光、 中林憐 、小川 千 甕、 織 田 一磨、 矢 崎 千代 治、 舟 木 忠三郞 、南薰 造、 高木 背 
水、 水 野 以文、 眞野 紀太郞 、大 橋康郞 等の 諸氏が ある。 

—草土 社の 試み I 尙ほ會 員 も 極めて 少なく、 殆ど 世間 的の 勢力と S ふやうな ％ のはない が、 新 
しい 仕事を して 來た 、意義の ある 團體 として、 草 土 社を 擧ばな くて はならぬ。 乙れ は 大正 四 年から あ 
るが、 草 土 社の 名を 以て 展覽會 を 開いた のは、 大正 五 年 四月からで ある。 それから 大正 六 年 十二月、 
赤坂の三會堂て第五囘展覽會を開き、約四十點の作品を陳列し 72 。會員の重なる人令に岸田劉生、木 
村莊 八、 中 川 一政、 椿貞 雄、 淸宮彬 、橫堀 角次郞 、中島 正 貴 等の 諸氏が あると S ふ 2. とだけ て、 その 
傾向を 知られる てあらう。 實に セザンヌ 以後の、 後期印象派 あた 6 の、 物を つきつめて 見る 方面に 進 
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んてゐ る 人達て ある。 岸 ffl# 、” 村の 二 氏の 如きは 旣に そのために 戰士 的態敁 を 取つ た 作品を 發 表して 
ゐる 。但し、 最近は 此の 會の 消息を 聞かない から、 會 としては 今 存在し ないか も 知れない。 何しろ 1 
時は 最新の 一派と 認められた ものである。 

I 新 光洋 次に 壯年進 新の 作家で、 帝展の 中堅と もい ふべ $ 1 體團 は、 美術 學校 出身者 
で 出來て ゐ る 新 光洋 畫會が ある。 乙 n は 大正 八 年 七月の 創立て、 まだ 極めて 新しい。 何等 拘束の ない 
規約の 下に、 食 員 間の 自由 製作を 每年春 期に 發 表する と s ふ 目的で 創立した ものて あつて、 會員 以外 
の 作品を 認容せ ず、 且つ 新に 入會 する 場合 li 會員 三分の 二 以上の 承諾を 得て 入會を 許す とい ふ 乙と に 
なって， Q る。 最初の 會員の 顏觸れ は、？ 女 1: 女 2:* 奶、影1£が、 1 &kvf& a* !5、 /j'# ^* 

i: a、 &&事、 ^# |?露 ^ ぎ ^ ボ ||* -:. 1. ^5、5<^&落、 *# -1* |: 、备髮、淸 

7K* R# V lr ^&“v IIl* s: 至、 •柚 v 久 •太 '. 口 a: 方 fe* 等 二十 名て あ？、 本年の 六 刀 その 墨 
會を 開いた。 半數以 上は 帝展の 推薦、 特選と いつたと 2. ろて、 比較的 粒が 揃つ て ゐる 。そして 二 科、 
院展 等に 籍 k 置く もの もない。 先づ乙 の あた 6 が 穩健 なる 方而の 中心と なつて 行く 人々 であら ラ。 

赤 甕會 '四十 &、 朱葉會 _ 乙れ と 類似の 顏觸れ て、 赤 甕會が ある。 元來 、明治 四十 五 年に、 その 前年 
度に 東京 美術 學 校の 西洋 畫科を 出た 人達が 組織し 穴 團體て あつたが、 漸次 命 員の 数を 減じ、 t た 他から 
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入會 した もの も出來 た。展覽會はム、の年赤坂三會堂て開いて以來殆ど每年やつて來た。これも會員外 
の 出品は 認容し な S Z. と k なつて ゐ る。 會員は 、相 馬 其 一、 大野 隆德 、小 寺讓吉 、鈴 木秀 雄、 鈴 木 良 
治の 諸氏が 最初からて、 それに 111 K# W15 氏と ^ • 藤浩 一路 氏と が 大正 七 年から、 加は つて ゐる 。乙れ に 
對 比すべき ものは、 四十 年 社て あつて、 乙れ は 明治 四十 年に 東京 美術 學 校へ 入つ た 同窓の 友の 國體 •て 
& t: 藤 

p、 ■ sr g- 、 & M* ;: 、 4t® ぎ ?: ' i- k、 t ®* !!: の 諸氏が 其の 名を 列ね て—。 今年 四月 
初めて第一囘の展覽會を開い /2 。つ兮6.赤甕會の會員と一期違ひの人達てある。そして此の二つは、 
年期を 同じく するとい ふだけ て、 主張 や 傾向は 思 S 思 a * て あるから 面白い。 をの 他には 婦人 洋畫會 の 
團體穴 る 朱葉會 が、 大正 七 年 十月に 創設 3 れて、 i 1 一一 & 助、 安井 曾太郞 、有 鳥 生 馬、 滿谷國 四郞の 
四 氏を 鑑査 員と し、 會員は 井上 ょし子、 池原靜 子、 埴原久 和 代、 小 笠 原 貞壽龜 、高 文 子、 吉田 ふじを、 
f : sv s: l- t* v  . % 0* i:® v tu* v 愛 vrv と •し  V  が |: ^ 00 
l: ?* 、 /h* ^* l^、w^vt ^# s# i# t# 、 ％ H# ^: & #* ^^、 He ii# ^* r & M* J;* -¥-# 、 ^# -/i# ^# -;?# 等 
の 二十 四 名で、 1 i ffl* ic* y は 最近 脫會 した。 何し る洋畫 でも 描かぅ とい ふ 日本の 婦人は 全部 網羅す ると 
いふ 勢、 すばらしい ものて あるが、 尙侯や 小 笠 原 伯の 夫人が、 與謝野 女史 や 小 寺、 杉 浦、 有 馬 等の 畫 
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家の 夫人と 一緖に やつて £) ると S ふの て、 その アマチュア 程度 も 解る. たらう 。女子なら ば 會 員外の 出 
品 も 認容して、 大正 八 年 一月と 今年 一月と 展覽會 を 開いた。 

嘗て 在つ た圍體 I 洋畫 家の 圃體は 先づ乙 んな ものて あらう が、 f.1.]' ほ 拾 ひ 上げて 行けば-大正 八 

年の 然 社と S ふの が あ？“  V 容 |1# %、系〖#ギ k ffif* v ## M# %、 14 x# v 

南薰 造、 橋 本邦 助、 小 林鐘吉 等を 會 員と してゐ るが、 これ は洋 畫の會 ではなくて、 洋畫 家の 日本 畫を 
雲す る 機關て ある。 又 ナチ ュ丨ル 社と s ふ も あって、 a: ^ 、 ;II# pti T 5<& |: 『爵ボ、『1一 
村 善 夫、 在原彌 一、 阪柬親 次、 林源藏 、長 谷部英 一等の 同人で、 大正 七 年 十二月に 展覽會 を 開 s たこ 
とが ある。 今は 何うな つて. Q るか 解らない。 それから、 洋畫 家で 裝飾 美術 ^ 關係 ある 人達が、 他の 同 
好と 結んだ の ic 装飾 美術家 協會が あ 6、 岡 田 H* ^* «J# 、 ^# J®# #* ±* 郞氏 等が 主なると 乙ろ て ある。 版畫て 
は 涕蠢の 圑體の 日本 版 晝協會 が ある。 創 S 大正 -V 年-ー ハ 月で、 aj* f: rfikv M* ra# •一 &、 £: 故 
孤雁、 竹 腰 健 造の 五 氏を 會員 とし、 會 員外の 出品 も， 認容して， Q る。 大正 八年以 來展赀 會を 開いて ゐる 
エッチング、 木版、 石版 等を 含み、 我 邦に 於け る 最初の 版 畫團體 ともい ふべき ものである。 會 員外 (C 
はバ t ナ I ド. リ I チ、 «: ンニン ダ、 石 井 鶴 三、 小 泉 葵 己 男、 永 瀨義郞 、胤 泚荦ぽぎ 等の 諸氏の 作が 
あつた。 小浆 、永瀨 、恩 地の 三 氏は のち k 會員に 加入した。 をれ から 火 阪 の洋畫 家の 問に、 精藝 社と 
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いふの •か ぁった、 01* T* l^<、 ®* a# i: 一一、 i ^: i- 、 M* ffl* l^ li. Ba* l^ の 五 氏に 依？ 組織され てゐた 
が、 現狀に つ$ては知らない。その外には、少壯洋晝家の小團體で，瞳子社といふのが大正六年十二 
月の 創立で ^ 1: %、 5<& i: n、 #* ilr  1 1: ?* 、 一 1: 雪 1 等の 八 氏に 依？ 結ばれて f し、 
耀美會 とぃ ふの が、 大正 七 年 三月 -:. 1- ぎ、^.雰 ^* 、|-, ^ 09* 露、 ^* 髮、 /1'* 2: 5口、 
小 林 萬 吾、 武內鶴 之 助の 諸氏を 會員 として 成立して ゐる 。また 水彩畫 家の 團體 として、 大正 五 年 一 月 
に出來た、どくだみ會は、水道端の日本水彩畫硏究所出身者たる乾 ?: 、&1 ^* 1: 一ふ|^1{、 U 
MP、 が 髮ぞ霞 £ 5、5<|^|、？|、お *1: 一_等十七氏1て組織3れて，！3る。朿京 
漫晝會 、珊 糊會 には、 m 本晝 家と 共.^ 洋畫家 が 入 i 父？  t。 前者の！ k M* l!4< ^ i^ ?: s- 、 ^ 
霞5<、 && ^* 氏等、後者 |- |11* |^、ゲ髮&、 11# 8: 5- ^ ^.デ氏等がそれてぁる。個ょ1( 
{C 日本 晝を 描く 圑體て ある。 

i 彫刻家の 圑體 I 次に 彫刻家の 圑體で あるが、 乙れ は 今日のと 乙 ろ まだ 勢力の ある 纏まつ たも 
のはない。 知名の 士を 集めた ものて は、 木彫の 栴檀 社、 それに 五星會 、彫塑 方面の 蠻土拉 社な どて あ 
らぅ か。 それに 先ち 口 本 彫刻 會は 、木彫 家の 一派を 糾合した も？、 ^ • I: i- 、 lil# K0 i: 『 H* s: I- 

が M* #r ^* 、 /Jll® ¥lr  ^A ^ 、 UJ# ^# llllrlt li* lr ±* Ba* %%、 ri* sf# llil&Q  驚が 貪 マ 毎年 展 
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M 兄 f? を 開 S て ゐ たが、 大正 七 年 k 解散して 了った。 一方 その 頃から、 aJ« nllg、 ^# ## ;il, M» s- ^ ^# ^ 
關野聖 雲、 { r'fl 閊芳 堂、 牧俊 高、 三 木 宗策等 十一 氏が、 栴檀 社なる ものを 設け、 大正 六年以 來展 覽 會を 
開ぃて ゐ る。 他に  £そ§に、, |: 1* 二 §- 髮、& 5: ^ 、 ^* §: 方 !)'|'|* 、？呂 5: |- の五氏て五星 
會と いふのを 刽め たが、 これは 現狀 不明て ある。 尙ほ 蠻土拉 社と いふのは、 ^ • #* ^# ** 、 /]'# ^# が •一 ^ 
北 村 西 望、 內藤 伸、 石 川 確 治の 五 氏で、 大正 七 年 四月に 團 結した ものて、 小品の 塑像 又は 木彫を 展 
觀す るの が 目的て ある。 知名の 諸氏が 極めて 氣持 のょ い 會を開 くので ある。 但し 今年は 未だ 開會 しな 
so 

一東臺 彫型會 I 一般に、 彫刻は 洋畫に 比して 未だ 團結 する だけの 機運に 向つ て ゐな， S のか も 
知れな い。 さぅして勢力のある園體はないのであるが、しかし丁度水蒸氣が結んて雲を成すやぅに、 
ぼつぼつ 勢力の 結合が 行 はれて. Q る やぅ だから、 幾つかの 團體の 生ずる 乙と％、 遠い 將來て は ある ま 
い。 その 先聲 とも 見るべき は 東 台 彫塑 會の 誕生て ある。 此の 會は 、會員 相互の 技術の 練磨と 親睦を 圖 
$、 且つ 後進の 扶掖 誘導を 目的と し、 年一囘 の展覽 會を 開く とい ふ 主意で、 昨年の 十一月に 創立 3 れ 

た。 貪は、 s# ;lr %13、 /h* #* vl T ?n i: 一 g- 、t M* v f: 川矿 &V 文ぎ 六 氏を 評贊 となし 
J s- ぎ、 & IS* . T 5< ®* I: 減、？ ぞ 5<„*1 、 1一1& 
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三、 島 村 治 文、 0# |: 1: 一、 & !: 110  十八 名を 學成 3、 外に ; 11« 歡5<、 i 5: 、 ^ „、 ffi* ;l]# 
善 一郞 、木 內克等 五 氏を 會友 として， *3る。今年に入つて新歸朝者が&!|^が會員に加はつた。見渡し 
たと Z. ろ、 先づ乙 れを以 て 彫刻家の 團體 らしい 團體 とし - 3: くて はなるまい。 今年 ^ の 第一 囘展 12 會を 
開く 筈て あつたが、 故 あつて 中止した。 

四、 洋畫界 の 元老 

黑田清 輝 氏 | 誰が 何と 言っても、 現代 洋畫界 の 第一人者は 11 ffl* jl M* 氏て ある。 それは 子爵 
樣な るが 故で もな く、 貴族院 議員た る •か 故ても なく、 また 勅任官 待遇の 帝國 美術 院會 員た るが 故ても 
なく、 國民 美術 協 會の會 頭た るが 故ても なく、 洋畫家 唯一の 帝室 技藝 員た るが 故ても ない、 實 際に 於 
S て、 手腕に 於いて、 經歷に 於いて、 實に 此の 人を 現代の 首班と 推 S なくて 他 ^ 推すべき 人がない。 
黑田淸 輝 氏の 畫壇 k 於け る、 その 名を 知られる 乙と 久しい。 明治 二十 六 年に 歐羅 巴から 歸つて 白馬 會 
の戕を 起してから、 約 三十 年、 人は 一日 も 氏を 忘れな かつた o M* ffl« の洋 畫か洋 畫の黑 III か。 我等は 長 
く氏の功績を沒してはならない。 

黑田 氏の 略歷 I 先づ 氏の 人と 爲办 から 語らぅ。 洋晝 家の si tg* 氏と しては 先生て ある、 其處等 
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の 先生 達と 同じ 先生て ある。 老も若 きも、 氏を 呼ぶ に 先生を 以てすれ ど、 一度、 麴町區 平 河 町 六 丁目 

十四 番地の 御 邸 
の玄關 から 內に 
入れば、 立派な 
御前 樣て ある。 
それ％ 五十 幾歲 
の 昨年までは、 
まだ 從 五位の お 
部屋 樣で あつた 
が、 今は 父君 淸 
綱 翁の 亡 _ 3 跡を 
つ S で 推し も 推 
3 れ もせぬ 子爵 

閣下、剩へ此の三月から貴族院議員に選ばれて、特權階級の御一人と納ま6給ぅた。何しろ御系統を 

I  二 一 il 
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手繰つ て 見る と、 薯が蔓 、薩摩 國の御 産と あつて、 祖父 淸兼 翁は 維新の 際 王事に 盡痒 3れ た 人、 爲め 
に 華族に 列せられ た _で ある。 父君 淸綱 翁は 世に 聞 t た 歌人て ある。 以て 淸輝 先生の 生 CA 立ちを 想像 
3れ る。 慶應二 年に 鹿兒 島の 高見 馬場と いふと 2. ろ (C 生れた が、 維新 後 父祖に 伴 はれて 東京に 出で、 
大西郷 や 大久保 や、 薩摩準 人が 天下を 握 6 つ、 あつた 頃に 成長した の だから、 をの 順境に 在つ た 乙と 
は 申す まで もない。 3れ ば 乙 そ 明治 十七 年と い ふ、 ^ だ 美術の 美の 字 も 口に する 者の なかつ た 頃 R 、 
繪晝の 研究生と して 海外 (C 留學 する の機會 も あつたの だ。 

一佛蘭 西— 時代の 氏 I 黑田 氏の 幼時に ついては 我輩 何事 も 知らな S。 多分、 後世からは、 幼に して 
穎悟、 殊に 丹精に 親しみ、 嬉戯に も 彩 筆を 弄した と傳 せられる であらぅ 通 $、 淚で 鼠を 描 S た Z: とが 
あるか も 知れない。 何しろ 明治 十七 年の 洋行で あるから、 歲 十九 歲 、今 だつ て 乙ん な歲て 洋行す る畫 
家は先づある爻い。巴里に滯在中は、ラファエル.コランの門に學んだ。コラン先生はつい二三年前 
に 死 / 1 だ 人で、 黑田 氏を 始め 多くの 我が 洋畫 大家の 卵 時代に 溫めて 吳れ た , a 人て ある。 穩和 な、 フッ 
クラと した 味の ある 繪を 描いて ゐ るから、 定めし 人間 も穩 厚な、 親切な 君子 人て あつたら ぅ。 兎に角 
黑田 氏は、 藝術 家ら し -v> 純な 心 持を 以て、 此の 良 敎師の 下に、 枚々 として 筆を 運んだ。 何しろ 十 年間 
の滯 在て、 靑 春の 一時 代を パリジ ァンの 中で 育つ たの* たから、 先生の 洋畫 はすつ か $ 手に入つ たもの、 
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殊に 素質の 優れて ゐ ると Z: ろへ 弗 常な 勉强を したの* たから、 を の 進境 大に 見る ものが あつた。 

I 歸朝當 初の 氏 I 果せる哉、明治二十六年に、久米桂一郞氏と連れ立つて歸朝するや、我が洋 
畫界は 時期を 劃す る 程に 大なる 影響を 氏からは 受けた ので ある or 黑 •田 歸 る！。」 此の，# ゃき には 當 時の 洋 
晝 に 志す 人々 が、 一齊〆 耳を 欹て たもので ある。 麒麟 兒 ^• 撖氏が歸つた、乙れから何を仕出かすだらぅ 
か？ —— 氏は 長く じつと しては 居な かつた。 歸 ると 旬々 戰鬪 準備を 整へ て、 翌年の 十月には、 當 時の 
洋畫 壇の 中心 勢力で あつた 明治 美術 會 を脫會 して、 久米 氏と 共に 自分 達の 研究所を 赤 坂の 葵 橋に 設け 
た。 洋畫 研究所なる もの 乙れ てあつて* 後の 白馬 會は實 に 乙れ に 濫觴して ゐ る。 <: の邊の 事情に つい 
ては 別項に も 述べて あるから 詳說 しな S が、 兎に角 黑田 氏に 取つ ては、 乙れ は 意義の ある Z. とだと 共 
に、 時代に 取つ て も 無意義では なかつ た。 言は <、 從來の 日本式 洋畫—— 川上 冬 崖の 南畫 的洋畫 や、 
五姓田 芳柳の 浮世 繪的 洋畫 や、 若く は 小山 正 太郞の 石版 刷 的 洋晝を 脫して 、眞の 西洋 晝的 洋畫 を、 佛蘭 
西 仕込みの チャキ チャキの ハィカラが、 奮然と して 建設に 著 手した のて ある。 一種の 革新 運動て ある、 
黎明 運動て ある。 3 れば靑 年黑田 氏の 意義 込 や大な る ものが ある、 若き 血の 燃ぇる 人々 は 競つ て 氏の 
門下 ^ 馳せ參 じた ものである。 

裸體晝 の 提唱 j 黑田 氏の 革新的 氣分 は* 自分の 研究所を 設ける だけに 滿 足し 得な かつた。 明 
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くる 二十 八 年の 赛、 京都に 第 四 囘內國 勸業博 寛 會が開 催せられ る や. 氏は 「朝 粧閫」 なる、 驚くべき 作 
品を 發 表した。 これは 货に 我國に 於 S て 初めての、 最も 優れた 婦人の 裸 體畫で あつた。 赤裸々 の 婦人 
I が、 鏡に 向つ て 髮を梳 つて ゐる 姿態が まざまざと 描いて ある。 識者 も、 俗衆 も、 愕然として 眼を 見張 
/ つた。 それ もを の 答、 身に 寸布を も 纏は ぬ裸體 の 女の 畫！ そんな ものは 背の 春畫に だつ て あ 6 得ない。 
一男の 裸體は 角力 場で 平氣で 見て ゐる ものの、 女の 裸は お 湯屋の 羽目から 贶き 見で もしない 限 $、 見る 
i 乙 との 出來 ない と s ふ 儒敎て a ねくら か S れた傳 習 的道德 ic 支配され k 岛國口 本の 人間 達は、 びつ く 
j ぅして 目を% いた。 或る 者は 好奇心に 驅られ た彌次 氣質か ら 、或る 者は 祎 s かめし s 舊道德 5: 楣 にし 
| て、 黑卧 氏を 攻擊 した。 所が 困つ たのは 博覽會 の當局 者て ある。 何しろ 作者は 名門の 出で、 しかも 薩 
摩の 訊 M1 を ^ s て ^ る。 滅多な ことは 言 はれない。 玆に 於いて、 藝術 家、 非藝術 家の 間に 裸體畫 問題 
なる ものが 惹起した。 今に 解決せ ずして、 三十 年間 毎年の 樣に繰 返されて ゐ る。 

\ 一美 術學 校敎授 1，1 しかし、 此の 大問 題を 提出して 置きながら、 黑田氏 自身は 平氣 であ 0 た。 寧 
ろ 得意の 鼻を 影め かして 居た が、 翌年の 春、 朿京 美術 學 校に 洋畫 科が 設けられる や、 今度は 久米 氏と 
共に 入つ て その 敎授 となつ た。 此れまでの 氏の 活励振 6、 世間に 對 する 態度、 實に 痛快 V」 極めた もの 
である。 歸朝 する 匆々 、言は X PJ 二歲が 、權 門の 背景が あつた (C もせょ、 一擧 して 硏究 所を 起す、 再 
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擧して 裸 體晝を 出品す る、 三擧 して 美術 學校 洋晝科 最初の 敎授 となる、 誠に 目覺ま し S ものである。 
飜 つて 當 時の 美術界を 見る に、 明治 十 年代は 日本 畫を M して 洋畫の 頭を 擡げた 頃で、 雅邦ゃ 玉章 ゃ寬 
畝さへ洋晝に走らぅとしたのであるに、二十年代の初めは寧ろその反動として、國粹主義，日本晝主 
義の 世で あつた。 鑑畫會 が 起る、 •日本 美術 協會の 前身が 生れる、 日本 晝が得 竞な時 代て あつたが、 そ 
の 中で 洋晝 硏究の 必要を 11 Ml レ、 美術 學校 内に をの 一 科を 設けし めた の も、 黑田氏 等の 暗中飛躍の 結 
果で ある Z. と 云 ふまで％ ない。 

1^ ^ ^ ^ ^ ~ ^ ~ ^ それから 氏は 敎授 となる や、 先 づ活刍 たモデ グを使 ふ 乙と を やつた。 しかも 
乙れ ^ た 女の 裸を 前に 立たせて 置いて、 生徒 達を して 乙れ 5: 描寫 3 せる のて あつた。 乙れ は 幸に 一校 
の內 の出來 事て あ 〇. たから、 別 R 問題は 惹起 3 なかつ たもの、、 西洋の 晝法を 知らない 當 時の 人達に 
取つ ては、 MS と 11 ® の 外な かつ / 2 の も 無理は ない。 尤も 裸體の モデルを 使用す る 乙とは、 旣 に 明治 
十 年に 行 はれた ので あるから、 氏の お 手柄と する 譯には 行かない、 ま 72 裸體畫 問題 も、 實は 明，- 二十 
四 年に その 端を 發して ゐる Z. と、 前に 述べた 通りでは ある。 

| 白馬 會會 創設 I 白馬 會の 組織 S れたの も 此の 年で あつて、 その 秋 十月には、 日本繪 畫 協會と 
合して 第一 囘繪 畫展覽 曾を 開催した が、 氏は 此の 時 「小 督」 とい ふ晝を 出品した。 これが 父 世論を 脤は 
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した ものである 。をれ は大膽 なる 裸體 の描寫 などではなくて、 洋班美 な 〇 もの、 如何を、 具體 的に 俗 
衆 こ 示した からて ある。 申す 1 でもな く、 r こ 小辦」 は 平家物語で 人の 知る 史談で ある。 乙れ ^ て 乙の 題 
で 描かれた ものは、 の 中に 琴 彈く若 い 女が あつて、. 外にた ゞず ひ 仲國 、それ R 馬、 名 パの 夜の 
| 氣 分と いふ やぅな 乙と でなくて はなら なかつ た。 恐らく 今の 人で も、 黑田 氏の 作を 見ない ものは、 「小 
督- の M から 聯想して 同じ 搬一一を 頭に 浮べる であらぅ。 然るに、 黑 tn 氏の 描いた ちのは、 口  r マンス 
一 そのものでは なかつ た。 嵯峨 野の 奥に、 里人と 僧と が、 圍んで あ 6 し 昔の 小督の 物語を して ゐ 
一る、 極めて 寫生 的の 畫で あつ た。物語の題材を捉へて、全然別途の圖を造る、しかもそれがフランス 
の 最近の ベ-サン ジ .アンチ- ムな ど、 共通す るに 於いてを や。 世論を 乙、 に 集中せ しめたの も 無理 
はな S。 

一— 裸體畫 問題 起る 此の 展覽會 は 翌华も 開かれた が、 此の度は 冬 十二月に、 白馬 會のみ て獨立 し 
て 上野 公園で 開かれた ので ある。 その 時の 出 ni 表は 三十 七 名、 西洋 畫に 彫刻 及び 彫 版を 合せて 合計 三 
一百點 こ 達し、 なかなかの 盛會で あつたが、 中に てまた 觀 衆の 視線の 焦 戴と なつた のは、 黑田 氏の 一智 
感淸」 と 題す る もので あつ / a 。 「朝 粧」 と いひ「小督」とい_ひ、更に「|?感情」といふ、如何なる作品ヒ出 
すかと 思つ てゐ ると、 婦人の 裸體畫 であつ た。 しかも 日本の 女を モデ， として 描いた 裸 體畫で あつた 

-! 一九 
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のて、 又しても 毀擧 褒貶の 評が 到る 處に湧 さ 立っ た。 殊に 例の 道學 先生、 自稱敎 育 家 達の 間に、 風敎 
問題が 囂々 として 起 6、 裸體畫 問題の 火の手は 益々 盛に なった。 が、 をれ に 依っ て 却っ て 西洋 畫のブ 
ロ パ カン ダが 行 はれて、 却 0 て 將來の 進 步發展 を 促す の機會 を與 へたのは 面白い 乙と て ある。 

氏の 占めた 地歩 | 兎 ic 角、 斯ぅした 行きが か 6 から、 明治 三十 年 前後には 旣 に 黑 田 氏の 確乎た 
る 地盤が 築かれて しまった。 殊に 此 等の 白馬 會が 一種の 權 威を 有する にっれ て、 をれ が 中堅 左る 黑田 
氏の 權威 も出來 て、 文展の 創設せられ る 頃には、 洋畫 界に此 に楣 っく 程の 人は 一人 もない 樣 になった。 
乙れ は 勿論、 氏の 畫家 としての 最も 優れた 技倆に 依る Z1 と •てあって、 あの 柔かい デリ ヶート な、 リフ' 
アィンされ た、 一本の 草葉の 末にまで も、 戰き あふれて ゐる 敏感な、 美し S 情緒と、 それを 表現す る 
巧妙な、 練達な 筆致とは 他人の 容易に 模し得 ない と 乙る て ある。 それと 同時に、 氏は 人物が しっ か 6 
して ゐる 、如何にも 大きい、 そして 聰明で ある。 堂々 たる 貴族的な 風釆 、悠暢 迫らざる 大人 的な 態度、 
衆を 抱擁し、 雜を綜 合する 政治家 的な 手腕、 —— それに 加へ て 閥族 的の 後援が 有形無形 {(: 加は って、 
西洋 畫界に も、 日本 畫邡に も、 氏に 匹敵す る •たけの 人物は 見出し 難いの て ある。 

文 展開 設 後の 氏 I 文展 I1H 會後の 一! 田 氏の 作品 も、 每囘 常に 群を 拔 S て 傑出して ゐ る。 先づ 第一 
回に 出品し /2 「白 芙蓉」 が ある。 商 雅' な、 淸楚 な、 氏 一流の 趣 致の 豐か 3 を 以て 高評を 博した が、 第二 
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P の 「テ f リ r 氏 肖像」 と 「樹 かげ」 と％ 他を M して ゐた 。殊に 「樹 かげ」 は、 半裸 體の 女の •ホ r ズの 甚だ 
而白い 、肉に ふつく 6 した、 線の なだらかな、 樹かげ に 無心に 居睡 つて ゐる 女の 心を ぅまく 現は した 
一作 品て あつた。 他の 一點 「春の 名殘」 も、 左して 大作とは 云へ な V: か、 たんぼ、 の 花 野を、 繊細な 神經 
i を 働かせて 描 S て あ 6、 氏 獨特の 境地を 寫して ゐ る。 更に 策三囘 には、 「寺 尾 博士 肖像」 の 外、 「鐵砲 百 
合」 の 傑作が あつた。 2. れ乙を 、百合 花と S ふ對 像と、 自分の 神經 とがび つた 6 結びついて， Q る もの 
一で、 新聞 雜 誌で 筆を 揃へ て 褒めちぎつ た 程 あつて、 氏の 數多 S 傑作 中、 わき - L 特筆すべき もので あつ 
一た。 第 四 回の 「荒苑 斜陽」、 第五 囘の 「百日紅」 も 他人の 企及し 難い 名作で、 第五 囘には 他に 「夏草」、 「高 橋 
| 博士 肖像」 も あつた。 —— それから 最近に 至る まで、 每囘 氏の 作品 ^ 文 M ょ 6 引きつ <  いて 帝 展にま 
| で 見ざる 乙と なく、 見れば 必らず あの 楚々 たる デリ ヶ t 卜な 高雅な 情趣 (C 動かされない 乙 とはない。 

| 然らば 氏の 最も 得意と する 方而は 何かと 云へ ば、 自然 も 人 問 も 共に 巧み v あつて、 廢苑の 一隅からて 
i も、 氏 li 自然と 美を 敁も 適切 {C 取 6 來る 乙と が 出來 ると 共に、 如何なる 人の 肖像を 描 いて％、 極めて 
美しく、 且つ 十分の 理解を 以て 描き 上げる のて ある。 3 れば 氏の 筆 {C した fj' 像畫は 可な 6 に 多く、 氏 
の 近親者、 卽ち父 淸綱翁 •祖父 淸兼 翁、 桂 公 等に す r n た 肖像を 見る ので ある。 氏 や 名 實相 伴つ て、 
現代赉壇の第一人漭と稱ぶ乙とに、誰れか異存を挾爻ぅ。. 

ニニ ー 
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中 村 不折氏 I 黑田淸 輝 氏を 擧げれ ば 同時 {C 中 村 不折氏 も、 乙れ が好對 照と して 必然 擧げ來 
らなく てはならぬ。氏は貴族の出身てない、又政策的手腕の人でもない、その上 ^ 、學校關係から官 
僚 的 色彩を 有しち しなければ、 多くの 乾兒を 造らな S、 且つ 表面に 立つ て 働 S て も來 なかつ たから、 
世間と S ふ 外部の 事情から 兄る と、 黑田氏 だけの 生彩は 固よぅ ない。 現在の 地位と しても、 此の 意味 
からすれば 黑田 氏には 匹敵 3 れぬ かも 知れな いが、 人間と して、 藝術的 生活に 沒頭 せる 人と して 見る 
時、 誰れ か 氏を 以て 黑田 氏に 劣る ものと なし 得よう。 殊に あの、 行く として 可なら ざるな き 多能を ば 
滿身の 努力を 以て. 西洋 畫に 、日本 畫に、 t た 書道に 披瀝して. Q るのを ii て、 氏の藝 術の 範圍 の、 黑田 
氏よ 6 も遙 R 廣く 、且つ 深き 1: 思は ずに 居られな い。 

| 不折 氏の 特色 | 黑田 氏が 確然と して そ、 う 立つ 富嶽 とすれば、 氏は 實に洋  <、 として 湛 ふる 大 
瀛の 水で ある。 湛へて は 居る が、 中には 魚介 海 薄、 樣令な ものを 包藏 して. Q る。 而して 常に 動いて 止ま 
ない、 一方は 高くて じつと して 居れば、 他方は 廣くて 深い、 黑田 氏は 西洋 晝の 1 路 を 常に 進んで 他を 
顧みない、 その 晝風も 五 十年一日の 如く、 殆ど 何等の 變化を 見ない、 中 村 氏 も、 晝風に は 左した る變 
遷は ない ものの、 今日 ^ で 努力 主義て や 6 上げて 來た 、精力の 傾けられる 限 6 を 傾けて、 孜 々として 
倦まな い、 そして やらう と 思つ た 乙とは 何處 まても やる" 可な*^ 頑固て は あるが、 斯うし -C 日 木畫も 
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一流を 開いた、 書道に も 別趣を 出す 乙と が出來 た。 Z. れは 到底 黑田 氏の 能 ふ 2. とては ない。 吾々 は 先 
づ 、中 村不折 氏の、 あの 不 折の 號が 表象して ゐろ 不撓不屈の 精力 主義と、 それが 行く として 可なら. ざ 
るな きを 見ねば ならぬ。 

一 11 中 村 氏の 略歷一 氏は もと 名を 錄太郞 と 言つ たが、 今は 不 折に 改めた。 慶應二 年 七月、 京橋區 
八丁 堀に 生れた から、 また 江戶 兒と稱 する 乙と が 出來 るが、 鄕里は 信 濃國で 、高遠 藩て あつた。 故に 
| 五 歳の 時、 伴 はれて 家に 歸つ たが、 十二 歳に して 再び 上京した。 をして 天性 繪畫を 好む ところょ 6、 
|南畫家ぼ馨の門人の §: 1. 8- とぃふ人にっぃて學んだ。然るにそれも長くは續かずして、數年の 
後、 父に 伴は れて 又々 鄕里 に歸ら ねばならなくな つた。 しかも、 奮闘 その物で あつた 氏は、 境遇の 變 
化に 負けは しな か 〇 た。 をの 家は 極めて 貧乏て、 しかも 山間 R 在つ たに 拘はら ず、 漢學を 自修した の 
で、 をの 頃には 一 日の 大部分を、 それ 乙 そ 寢食も 忘れて 家業の 傍 勉强し 穴と いふ。 斯 くして 明治 十七 
年 R は、 高遠 小學 校の 助敎に 任ぜられた が、 をの 間、 長 野に 出て、 師範 學 校の 敎師の 河 野次 郞と いふ 
I 人から 鉛筆 晝と 水彩晝 とを 學んだ 。明治 十九 年には 飯 田の 小學 校に 聘せ られて 二 年 ばかぅ そ Z: で 敎， 
を執つた。その時の生徒の中に、故纪 111# 5^氏のあつた乙とは、一奇とせねばならぬ。明治二十一年、 
w 氏 等の 十一 會に 入學の 目論で 上京し、 /]^ 111* 氏の 塾に 在つ て、 門 生と 言 ふ、、 ては なしに 止 ^ つ 
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方。 

不折 氏の 洋行 | 氏の 洋畫家 生活は 2: れ ょり 始まる。 最初は 不完全な 手本に つ S て、 鉛筆 や、 
手製の 油繪 具て Z1 つ Z. つやつ て、 二十 四 年頃から やつと 油繪 らし S ものが かける やぅに な-^、 二十 六 
一 ¥ ic は、 m 照宮を 寫 生して 明治 美術 會の 展覽 fr r; 出品した。 丁度 黑田 氏が 歸 朝して 活動し かけた 华て 
| ある。 をの 翌二 十七 年には、 「小 日本 新聞」 に 入つ て、 日本で 始めての 新 ! 311 柿 繪か きになつ た。 する 中 
に日淸戰爭が始まつたのて、筆を携へてそれに從軍し、二十八年の八月に歸朝し /2 。をれから後は、 

I  一所懸命で 洋畫を かき 出し、 例の 日本一の 定評 ある 手堅 s デッサンの 基礎を 此の間に 造つ たの だ。 斯 
一くて 三十 四 年の 六月には 佛國 JC 留學し 、最初は ラフ ァュル •コランの 門に 入つ たが、 半年の 後には ア 
一 カ デミ I .ジュリアン R 移つ て、 ジャン ポ I ぐ 口  I ランスの 敎へを 受けた。 三十 七 年には コンクー〆 
一 {(: 受賞し、 その 翌年の 三月に 歸 朝した。 

\  j 傑作 建國瓶 業 一 間もなく、明治四十年の東京勸業博覽會が開かれた。ム、の時に滿天下を驚か 
一した のは、 氏の 製作 「建國 瓶 業.」 V あつた。 此の 作の 陳列され た爲 めに、 他の 諸家の 作は、 丁度 太陽 出 
で / 2 曉の 星の 如く、 姿 ^ a そめて 了つ たやぅ に 思 はれた。 それほど t でに、 此の 傑作は 偉大て あつ 
た。 レコ ー ド 彼 .〇 ，であつ た。 をれ は 裸 體の數 人の 男、 それに I 人の 女が 交つ て、 高 s 山壑 から， 遙か 
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の 下を 視いて .0 る。 —— それ 等は 皆 日本人を モデ〆 にした もので、 明かに 我等の 祖先が 國を瓶 める 神 
話を ば、 現實の 人體の 確か さと 氣魄 とを もつ て 描いた ものて あつた。 Z. の デッサンの 確實 3 と、 氣魄 
の撗 溢、 及び その 基調を なす 神話 的氣 分と が、 調子の 高 い傑作となつてゐたの，てある。恐らく、斯 
の 種の 繪晝の 中て は、 空前と 共に 絕 後と 稱して もょ い 出來榮 ぇで あつた。 審査員は 異議な しに 乙れ {: 
1 等 賞を 授け、 氏は 立派に 晝 壇の 地位を 確保し、 Z: れ ょぅ 第一流の 大家と 仰がれた のて ある。 
文展の 出品 | 文展が 開けた のは、 此の 同じ年で あつた。 無論、 氏は その 審査員に 加 へられ 
た。 をれ 以來 、文展 へ 出した 作品は、 第一 囘 R 「白頭翁」、 「彫刻家」、 第二 囘に 「妙義 山」、 第四囘 ic 「半 
諾迦 尊者」、 第五 囘に 「跋 陀羅 尊者」、 笫六囘 に 「道」、 「巨人の 跡」、 「迦諾 迦伐蹉 J、 第 七囘に 「神 農」、 「老孔 二 
聖 之 # 見」、 第 八囘に 「卞 和璞を 抱 S て 泣く」、 「處 女」、 第 九囘に 「長 養」、 「補 衲」 、第 十囘に 「たそがれ」、 第 
十一 囘に 「巢父 汚 流に 飲まず」 •「維摩 居士」、 第 十二 囘に 「智の 閃き J、r 異 品の 萠芽」、 帝展 ic r 天の 岩戶 J、 
「孟 母斷 機」 を 出して ゐ る。 その他 太平洋 晝會 等に その 出品を 見る ので ある。 

氏の 洋晝の 特色 | 氏の 洋畫は クラシシズムの 立埸 R 立つ て ゐる 。最も 重きを 置く と Z. るは 健實 
正確なる デ ッサ ン k 在 〇 て、 人體を 見て、 乙れ を 狂は せずに 描寫 すると 乙み に 中心點 を 置く。 しかし 
氏の の 所謂 デッサンは、 一役の 人からは 偏した もの、 癖のある ものと 見られて. Q る。 又 此の クラシ シ 


老元  の  界畫洋  四 


V ムは 、歴史的 人物を 乱 像と する。 をれ も 十六 羅漢 や 仙人 的の 人物が 多い。 をれ 等を 理想化せ ザして 現 
實 化し、 實 在の モデ， を 羅漢 仙人に 扮 せしめて， Q るの かの觀 が ある。 をして 何處 となく 硬い、 剛健で 
は あるが 人間味に 乏しい。 そ 乙 に 氏の 性格の 表現 あるの だら ぅ。 その 使用す る 色 も •苦 漩の感 の ある 
脂ぎ て、 あかるい 氣 のきいた ものと いふ ことは 出來な い。 が、 氏は 乙れ を 意識し つ \ 是認し つ \ 
氏の 道を 迎つて 行く と 乙 /) は 自信 ある もの だ。 

'日 本— 晝と— 書— —Ar 一  氏の 日本 畫と 書とは、 洋畫 と共に 旣に 堂に入つ たもの て ある。 日本 晝の 方は 
雪 舟 式の 破 墨を 最も 得意と し、 一般に 北畫 風を 描いて ゐる 。又 書は 所謂 六 朝風で あつて、 硬骨の 文字を 
巧みと する。 氏は 此の 書風を 硏究 する 爲めに 、支那の 碑碣 法帖、 金石文を 無 敷に 蒐集し、 今て は 此の 
種の 所藏 家と しては 隨 一と 認められて 居る。 それだけに、 氏の 此の方 面の 蘊蓄は なか  <深い もので 
あつて、氏の蓄財の大分も乙、に傾けられてゐるとの噂である。氏は此の外には何等の趣味も有せざ 
る 如く、 日夕 晝か 書かを 描く 外、 來客 あれば 盛に 得意の 氣焰を 吐いて ゐる 位の ものである。 
rrl 岡 田 氏と 和 田 氏 一 帝國 美術 院の會 員と して、. &&淸輝、中村不折の二氏については、岡田三郞助 
氏と ® • !: %• 氏と が ぁる。 乙の 二 氏は、 長ぃ間 氏と蠢 を 同じく 囊を 等しく して、 最も 情意 
の 通じ合つ た、 親分 心 把の 如き 關 係を つくけ て 來た 。そして 黑 田、 岡 田、 和 田と 並べ -- ■ •白. 瓜 會派 I 美 
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術學校 派の 三 田と 稱せ られ た。 をれ 程に 此の 三 氏の 鼎 足 的因緣 —— と 言つ て％、 黑田 氏は 先_で 、且 
つ 頭拔 けて 大き S 足て は あるが。 —— 兎に角、 切つ て も 切れな S 中で ある。 今 % 5 うで ある。 且つ 岡 田 
& B3* の 二 氏は、 實 に從4關係と言つてもょぃ位 ^ 、始終轡を並べて0る。但し此の二氏の性格は必ず 
しも 同一て はなく、 寧ろ 可な*^ て 背反して ゐ るが、 出身 や 利害 關 係から、 何となく 岡 田と 言へ ば 和 田、" 
和 ffl° と 言へ ば 岡 田と いふ やうに なつて 來た 。故に 乙、 にも 二人を 比較して 語る 方が、 一人一人 離す ょ 
7P 面白い ので ある。 

岡 田 三郎助 氏 I 岡 田 氏は 明治 二 年 一月、 佐賀 市の 生れて あつて、 初めは 大野 幸彥 、堀江 正 章、 

記 Ba* mtt ®* 、 ¥ ®: 一撕氏 等に S て學 び、 靑 年の 頃から 有望なる 洋蒙 として 見られた が、 明 塗 十 
年には、 佛國 に留學 して §: 田 氏と 同じ 師なる V。 フ ” 0 :〇 コ 4 フンの 門に 學んだ 。歸 朝の 後は 直ちに 東 
京 美術 學 校の 敎授に 任じ、 文展の 開ける に 及んで、 第一 囘以來 審査員と なつた、 氏の 令夫人は、 小說 
家と して 一時 大に 鳴らした i H« A® J-” 女史で、 氏とは 年齡 •か 二十 も 違つ てゐ る爲め に、 氏の 艶福 5: 羨 
む 者 も ある。 又氏ぱ 美術 學校に 敎 へる 傍、 本 鄕洋晝 研究所に 名 行つ て、 時々 敎授の 任に 當 つ' - L 居れば、 
その 澀谷 女子 部 及び 女子 美術 學 校の 方 も 受け持つ て ゐる のて、 直接 間接の な 弟子が 頗る 多く、 殊に 婦 
人に して 門下生た る 者が 多 S。 有 馬 3 とぇ 氏の 如き S うで ある。 
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岡 田 氏の 作品 I 氏の 文展へ 出した 作品は、 第一 囘に 「大澤 博士 肖像」、 第二 囘に 「小 池 博士 肯 


像」、 「傾 ひく 日」、 「萩」、 第三 囘 kr 五葉 葛」、 「大隈 伯爵 夫人 肯像」 、绾 四囘に 「ひなた」、 「くもと、 第五 囘に 
「浴場に て.」、 第 六囘に 「偶成」、 第 七 囘に r 凝視」、 「女の 顔」、 第 八囘に 「た そかれ 時」、 第 九囘に 「黑 き帶 」 
「川邊 J、 「五十島の 雪」、 第 十囘に 「水浴の 前」、 「ょね 桃の 林」、 第 十一 囘に 「初夏」、 「花 野」、 第 十二 同 
に 「忍路 J 「北國 の 雪」、 帝展 に 「ネムの 花」 等が あつた。 而して 大體に 於け る 氏の 傾向は、 柔 かい、 スヰ 
丨卜な 風景と 美人と を 得意と し、 その 描ける 若い 女は 常にう つと 6 と 夢み る 心地で あ 6、 理解 {C 滿ち 
た 情緒の 味を 思 ふ 儘に 表現 S れて 居る。 また 野 花 その他の 風物 も、 しんな 4 と 氏の 情味を 受けて、 優 
しく ^ たや かに 描かれて ゐる 。しかし、 黑田氏 ほどに デリ ヶ r 卜で なく、 もつ と 大味で あるが 上品 3 
を 失は ず、 柔か 3を 力つ ぷ $ 出した と 乙ろ は 氏の 獨 壇場で ある。 <1 れは 氏の 人格に もょ く 見る ので、 
氏に 會つて 話す と、 何とも 云へ ぬな つかしい 快 さを 感ぜず {C は 居られな S。 實に 氏は 人格の 人、 理解 
の 人に して、 極めてう ぶな、 藝術 家ら しい ナィ ヴィタ-を 持つ て 居る.。 

一 和 囝英作 氏 I 氏は 明治 七 年 十二月、 鹿 兒島縣 肝 屬郡垂 水 村に 生れ、 岡 田 氏と 殆ど 同じ やう 
に、 大野 幸彥 、上 杉 熊 松、 原 田 直次郞 、黑田 & 輝、 久米桂 一郎の 諸氏 -it つ V* て 學んだ 外、 久保 田米僵 
から、 日本 畫をも 修め 穴。 1 た 東京 美術 學 校の 西洋 畫撰 科 R 入 6 三十 年に これを 卒業して、 その 年、 
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直ち R 岡 田 氏と 共に 洋行の 途 に 上つ た。 尤もを れに 先立つ て 明治 二十 八 年の 第 四冏： zr W 業 博货會 に 
出品して 受賞し、 以來續 令 展覽曾 に 賞を 得て. Q る、 洋行 中は 同じく ラフ ァ H ル •コランの 門に あ 〇、 
三十 三年に 歸 朝して 東京 美術 學 校の 敎授と なつた。 又文展 には 第一 囘以來 洋畫邯 の 審査員と なう、 大 
正 二 年には 國民 美術 協會の 創立 R 際して 大 R 盡 力した。 斯くて 昨年、 帝 ®' 美術 院の會 M となつ たこと 
爻 で、 岡 田 氏と 金く 同じで ある。 

和 田 氏の 作品 | 和 田 氏の 作品は、 帝展に 於いて 第二 同に 「おうな」、 第三 同に 「角 田 市 區 改正 
局長 肖像 J、r 原法學 博士 肖像」* 第 四囘に 「肯 像」 •「まともの あか 6,」、 

「薔薇」、 第五 囘に 「草花」、 「小金 井 博士 肖像 JT 曇う 日」、 第 六囘に 「石黑 舆 爵肯 像」 TH 夫人 肯 像」、 第 八 
囘に 「黄昏」、 「赤 s 燐寸」 、第 九囘 R 「佐 用姬」 、第 十囘に 「あけち かし」、 第 十一 囘には 出品せ なかつ 
たが 第 十二 回に 「• 晝落慶 之圖」 r 出し、 つ S て 大正 八 年帝國 美術 院會 員と なるや、 「讀了 ひたる 物語」 
とい ふのを 出した。 以上に 記した と 乙ろ て も 知られる 如く、 和 田 氏の 最も 多く 作 6、 且つ 最も 得意と 
見られる のは 人物 晝 、をれ も 肖像 晝て ある。 乙れ は 一 つには、 需要の 關係 からで も あらう が、 氏 ^ 斯う 
した 方面の 傾向が ある 乙と 否 1 れ ない。 角 田 氏、 原 博士 等の 像は 殊に 評判の ょかつた ものである。 同時 
に風俗畫とも見るべき「おうな 1_ 、「まとものあか6」、物語晝とも稱すべき「佐用姬」なども特色の見る 
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べき 名のが ある。 た V 靜物畫 に 至つ ては ほんの 小品に 止ま 6、 氏の 力作と して 見るべき ては なから 5a 
| 和 田 氏と 壁 畫 | 若し それ 壁晝に 至つ ては、 或は 乙れ 氏の 本領では ある t s かと 3 へ 思は n る。 
|をの出來榮ぇのょしあし、藝術的價値の高下 1!: 0 いは暫く措刍、これまで比較的多く作れることゝ、 

| その 作風の 如何にも 當世 向きで、 先 づ壁畫 家と して 認めねば ならぬ と S ふ 乙と である。 例へ ば 帝！： 劇 
場 ^ 裝飾 しある 壁畫 、交詢 社の ホ r ルを 飾れる 壁畫 等は 糙に 氏の 作で あると 思 ふが、 ょしや 獨創 的の 
| もので ない としても、 柔かい 鮮麗な 色調で、 斯ぅした とこる を 飾る に 適した 晝面を 構成して. Q る。 最 
I 近の 「壁晝 落成 之圖 J の 如き、 M 論 傑作で も 何でも 5:. 5 .が、 大膽 にあれ だけの 試みを したと 乙 るが 面 
■一白い。 法隆 寺の 壁畫の 落成した のを、 聖德 太子が 高僧 群臣に 取 6 卷かれ て 見て 居られる 圆 である。 こ 
< れ は 壁畫て はない かも 知れな い。 又 構圖や 描法の すぐれた もので ない とも K へる だら ぅ。 けれども、 
j 乙れ •たけの 仕事を する 人が、 今日 本には 他に な S。 裝飾的 特色 と いふ こと 力、 從來の 日本の 繪輋の 著 
i じ、 S、 一、 つ •、てあつて、 且ゲ 我等の 洋畫 ;c' も國民 性 k 表現す る 乙と を 認めね «■' ならぬ としたら、 そして そ 

いか。 —— が、 しかし 我等は されば とて、 實は和 田 氏の 壁晝 には 滿 足すべき ては ない。 もつ と 藝術的 
な 本當の 壁畫を 欲しい けれど、 乙、 には 氏を ば 壁畫 家と して 推して 置かざる を 得な S。 

二 三 三 
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五、 帝展の 審査員 

審査員の 人々 I 大正 八 年から 開設せられ る やうに なつた 帝國 美術 院の 展覽會 は、 實質に 於い 
て 舊 文部省 美術展 覽會の M ぼで あるから、 をの 審査員の 如き も、 舊 審査員 中の 黑田 、岡 田、 和 田、 中 
#• の 四 氏が 帝國 美術 院の會 員に ^ つ*^ 上げられ、 和 田 三 造 氏が 自發 的に 辭 任した 外は、 舊 審査 M の殘 

部卽ち, 5 、6- ^ &二 1- 卽&、& 1: ?1の四氏に、新しく餐落、露雰&、部 3: 1、 

が ; ii® ®* !3、 ±® s: 1: 5- の 五 氏が 加は？、 it 容を 整へ たとぃ ふに 過 i ぃ。 灵ば 現任 審査員 中れ は 
嘗て 第 四囘以 來四 度に 1: つて 委員で あつ y2 ^# & 氏が 歸 6 新參 とな 6、 第五 回、 又は 第 八 囘以來 引きつ 
づき 藤 島 氏が あつたう、 第一 囘以來 、中二 囘を缺 r 滿谷 氏が あつた 6 して、 古顔 揃 a の 中に 新顔 も 交 
つて ゐ ると $ ふ 有樣て ある。 今 乙、 R は 主任の 藤 島 氏から、 手當 6 次第に 語つ て 行かう。 

藤 島， ^ I ^ Tj ^ 藤 島 氏は 審査 委員 中で 洋畫 部の 主任て あるが、 年輩から も經歷 から も、 たし 
かに 帝 展のー リ丨ダ 1てある。帝國美術院會員に16上げても無論ょい。慶應三年の九月生れである 
から、 立派な 中老 だ。 だが、 御 本人 も 世間 も 氏を 以て 會員 に祀 6込 む のは 餘 $ に 早 過ぎる と 思 ふだら 
5。 それは 貫目が 足-^ な $爲 め V はなくて、 餘 6 ic 若々 しいから、 V ある、 もつ と靑年 のリ r.. ダ.- とし 
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て 働 い て 貰は ねばならぬ からて ある。 實に 氏は まだ 若 S。 年に 似合は ず 若い。 人間 も 作品 も 若々 し S 
とこ 〇 が ある。 氏は 黑 耵淸輝氏と同じ鹿兒島の人で、薩摩箪人の血を受けてゐる。幼名を猶熊といひ、 
夙く 父に 死に別れた ので、 母の 手に 育つ たが、 元 來藝術 的な 家系を 引いて ^) ると 見ぇて、 氏の 長兄 も 
畫が ぅま かつた し、 祖先に も 名手が あつたとの とで ある。 明治 十四 五 年の 頃には、 平 山 東 岳と いふ 人 
について 四條 派を 學び 、十七 年に 上京して 川端 玉章の 門に 入 6、 二十 三年まで そ 2: て 研究を つ v けた 
とい ふから、 最初は 日本 晝家 として 可な-^ な 根柢を 築き上げた 人て ある。 しかし、 最初から 氏の 志す 
ところは 洋畫で あ 〇 て 日本 晝て はな かつた。 そ 乙て、 更に 去つ て 中 丸 精十郞 氏に 西洋 晝 と 學ぶ 乙と に 
なつた。 をれ から 松 kit 氏に 學び 、轉 じて 山 本 芳翠の 門に 入つ た。 をの 頃の 同窓 4C は 湯 淺一郞 、白 瀧 
m# y jyj* 、 4b* f 通 !!• 等の 諸氏が あつたが 中に も當 時から 氏は 一頭 地を 拔 S て ゐた とい ふ。 ところが ZL れ も、 
長く 研究を 積む わけに 行かな かつた ので、 二十 六 年から 三重 縣の津 の 中 學敎師 になつ た。 二十 九 年、 
東京 美術 學校に 初めて 洋晝 科が 設けられる や、 黑田淸 輝 氏の 描 薦で 助敎授 となつ た。 乙れ が 氏の 今日 
あ ぐ あつた-故 ic 氏と! | 03* 氏との關係は久しいと共に、岡田、和田諸氏が黑田氏の直系であると 
は 異 6、稍外||の觀もめる。美術學校にある乙と十年、三十八年に文部 «- から佛、伊兩國に留學そ命「 
ぜられ 、初め パリで グランド •ショ t  メ， ic 入ぅ、 のち 國立 美術 學 校へ 入つ た。 コルモン r: o .いて 油 

5 一一. 五- 
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晝を學び、のち英、白、和、獨、瑞等の霞を^|!し、四十一年ィタ？に轉じて ^: ;- .ュゲ ?: ュ 
ランに 就て 指導を 受けた。 歸 朝した のは 四十 三年で、 直に 美術 學校の 敎授 k 任ぜられた。 氏は 美術 學 
校の 外、 川端 畫學 校の 洋晝 部に も敎 鞭を 執つ て ゐる 。氏の 作品は 比較的 少 い。 文展で は 第五 囘に 「幸 
ある 朝」、 第 六 回に 「公園の 一隅」、 第 七 囘に 「ぅつ、」 (三等賞)、 を 見た 位な も ので、 成績 もょ い 方では 
なかつ たが、 推されて 第八囘 から 審赍委 貝と なつた。 第 九囘に は 「空」、 第 十囘に は r 靜」 、第 十二 囘 に 
は 「草の 香」、 帝展の 第一 囘 R は r カン ビ ドリオの あた- 〇」 等を 出品した。 そしてを れ等 のい づれ もが、 
力作、 傑作と s ふ ほど {c 見られる ものは 少い のて ある。 それに も拘 はらず、 氏は 今尙 ほリ - ダ-らし 
い 地位を 保つ て. Q るのは 人物が しつ か. 〇 して ゐる乙 と、、 作品に 齡妒 が あつて、 且つ 常に 氏の 個性に 
迫つ て. Q る Z1 とが、/? のづ から 世人 ic 何 かの 期待を つないで 53 るからて あらぅ。 あの あかるくて 華や 
かな、 しかも 率 H な 色調は、 たしかに 氏の み に 見る 乙と が 出來 ると 乙ろ て ある。 

滿谷 國四郎 氏 | 氏は 太平洋 晝會 出身の 大家と して、 中 村 ^• ^• 氏等と共に、現代洋畫壇 ^ 電き 
をな し〆 ゐる 一人で ある。 氏は 明治 七 年 十一月、 岡 山 縣の總 社 町に 生れ、 早く 小山 正太郞 氏の 不同 舍 
に學び 、三十 三年 {C は歐 米 k 留學 し、 三年の 後歸 朝した が、 四十 四苹に 再び 渡歐 して、 大正 三年に 歸 
つて 來た 。をの 展覽# に 於け る 成績は、 明治 四十 年に 東京 博覽會 k 於 s て 一等-貧を 得、 文展 へは 第！ 
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囘ょ 6 第三 囘 まで 審査 委員 •てあつ 
たが 洋行した 爲めに 一時 中絕 し、 
第 八囘ょ $ 再び 審査 委員と なつて 
現に その 任 ^ ある 作家は、 第. 一囘 
1C 「購夢 .一、 第二 囘 「堪 夫の 家族」、 
第三 囘に 「かぐや 姬」 、「綠 蔭」、 「伊 
豆. の 山」、 第 四囘に 「二階」、 「いは 
や」、 「雨 前の 111 中 湖」、 第五 囘 (C 「港 
の 雨」、 「飯 岛 博士の 肯像」 、「白い 
色」、 第 八囘に r 岩山」、 「砂丘の 裏」、 
「浴後」、 第 九囘に 「魚市場」、 「岛」 、 
「行水」、 第 十囘に 「初. 夏の 山」、 「素 
燒」 、「浴の 後」、 第 十一 囘に 「四 
月， 一、 「長 崎の 人」， 第 十二 囘に 「江 
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畔 漁® J、 「源泉」 
帝展に 「格 樹の 
下」 を 出して. Q 
〇 •。その 第五 囘 
t r - の 作は、 所 
講太平 洋畫會 風 
の や k 色の 繪 で 
あつて、 巧は 巧 
次れ ども、 左し 
た 〇 特色を 發揮 
した ものて はな 
かった が、 最近 
の 洋行ょ^ '歸 ，っ 
て、 笫 八囘以 來 
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發 表した 作は、 從來の ものと 餘程畫 風を 異にして 、装飾的の 且つ 溫柔の 味と 穉エ とに 富んだ 面白 いも 
のにな つて. Q た。 實 に 氏は 此の方 面に 新 境を 開いた ので、 今のと 2. ろ、 その 傾向を 同じぅ する 人は、 
他に 求められな い。 殊に 何とな し 素朴な 中に、 手際の ょい 裝飾氣 分の あるのは、 氏の 獨 壇場と も 言 ふ 
べき •て ある。 氏は 大平洋 畫會に は 創立 以來參 劃して、 大に盡 力し、 現に その 會員 となつ て. Q る。 氏は 
先年 夫人を 亡くし、 今に 獨身を 守つ てゐ るが、 ちょ 浮 名を 立てぬ て もない。 最近、 東京の 西郊 
の 新居を 營んだ 。 

—中 川八郎 lel l も、 系統から 云へ ば 中 村、 滿谷 氏と 共に 太平洋 畫會 に屬 する。 IIJ1 治 十 年 十二 
月、愛媛縣喜多郡に生れ /2 。はじめ小山氏の不同舍に昂びて、三十二年と三十六年との兩度に亘つて 
前後 五 年の 間歐 米に 遊學 した。 四十 年 k は、 東京勸 業 博 覽會に 出品して 二等賞を 得た が、 文展て は 第 
一囘に 「夏の 光」、 第二 囘に 「北國 の 冬」、 第三 囘に 「瀨 戶內 海」 を 出し、 各 三等賞を 得た。 ついで 第 四囘 
に 「巖 壁」 を 出して 二等賞を 得る に 及び、 第五 囘以 後は 洋畫 部の 審査員と な 6、 第五 囘には 「高原の 花」、 
r 造船 場」、 r ホ ブラ」、 第 六囘に は r 夏の 朝」、 「磯 打つ 波」、 第七囘 には 「夕立 前」、 「夕風」、 「穩か な 朝」、 第 
八囘 には 「最上 川」、 「杏花の 村」、 「日本 ァ， ブス」、 第 九囘に は 「高山の 夏、 三 題」、 第 十囘に は 「上 高 
地の WJ、 「靑 島の 夕」、 「春」、 第 十一囘 {C は 「大同 江畔」 、「阿波の 鳴門」、 第 十二 回には 「勘 察 加の 曠野」 
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「曠野 慕 色」、 帝展 には 「牧場の 初秋」 「初秋の 夕」 等を 出して. Q る。 そして それ 等は、 題名を 見ても 直ち 
{C 想像され る 如く、 皆 風景 畫で ある。 人物を 描 S た Z: とは 殆どな くして、 各地の 風景を 巧 ^ 苗 出して 
ゐ る。 一體 、西洋 畫家 —— ばか 6 てな く、 日本 畫家 でも だが —— には、 人物と 風景と を 併せ 巧に する 
人が 多 s と共に、 或る 一方を 特に 得意と する 人が ぁる。 中に も- S- ;II* A* ^« 氏 2. §- |^氏、 01« £ 3- 聊氏 
の如きは、殆どすべてが風景晝てある。ム、れ等の中で、比較的自然の眞相に觸れ、ゲィヴィッドな筆 
で 表現して ゐ るのは 中 川 氏て ある。， 溪崖を 激して 下る 水 や、 雲 k に 聳ぇる 山 や、 ¢11 獻を喻 む 漉 や、 3 
ぅ 言つ たものを 活寫 したす r n た 作が ある。 また 高原 植物の 亂れ暌 いたの や、 千古に 殘つ た 雪 やを 寫 
した ものに も 見るべき 作が ある。 時に 單調に 流れぬ でもな v» が、 ま づ< クラシックな 風景 畫の 大家 
と 推さねば なるまい。 

| 中澤弘 光 氏 I は、 寧 ろ 白馬 會 派 {C 屬 する 人で ある。 氏は 明治 七 年 八月、 東京 芝 (C 生れて、 
大野 幸彥 、堀江 正 章、 黑田淸 輝 等の 諸氏に つ S て 學び、 三十 二 年に 東京 美術 學 校の 洋畫選 科を 出て た。 
四十 年、 東京 博覽會 に 出品して 一 等 賞 1: 得、 文展 には 第一 囘に 「夏」、 第二 囘 ic 「雄 鹿 半島の 一角」 を 出 
して、 共に 三等賞を 得た。 そして 第三 同 R 「あ も； 3 で」 を 出し 二等賞を 得た る R ょ $、 第 四 同ょ 6 第 七 
同まで 西洋 畫部の 審査 委員と な 6、第四回 ^ 「溫泉」、第五囘に「奈良の晚春」、「煖爐の前」、第六回に 
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「岸の 丘」、 「乳の 祈願」 ' ■鼓」、 第 七 囘に 「水に 近く」， 「海苔と る 娘」、 第 八囘 「が ij、 「灯」. 「な' かれ」、 第 九 
同に 「三つ. の 思； 3」、 「ゆく 春」、 「夏の 人」、 第 十 同に 「春 日の 神 子」、 r 靑き 光」、 第 十一 囘に 「朝鮮の 歌 
妓」 、「歸 途」 、第 十二 囘 に 「かきつ ばた」、 「桃 S く 丘/ 帝展に 再び 審査員と な 4 て 「ひやけ」 「光明」 を 
出した。 而して 今 氏の 作品を 通 II する に、 少く とも 三つの ダ〆 丨ブに わけて 考 へられる。 一つは 風贵 
畫に して、 一つは 現實畫 、他は 理想 畫 ともい ふべき ものて ある。 をの 中、 風景 晝 {C は 「雄 鹿 半島の 一 
角」、 「奈 良の 晚春」 、「ゆく 春」 の 如き、 一種の 趣 ある 作が ある。 殊に 「雄 鹿 半島」 の 如きは、 氏を して 名 
をな S しめた 作 •たけ あつて、 頗る 見るべき 出來で あつた。 あの 巖，々 たる 海 角を 寫して 、ょく 自然の 活 
相に 觸れ て ^ た。 また 現實 的の 人物 畫に は、 「海苔と る 娘」- 「朝鮮の 歌妓」 、「春 日の 神 子」 等が あつて 
どつちかと言へぱ、氏の主觀的興味の加はつ /2 、現實に更に美化を加へたやぅなものに面白い％のが 
ある。 をれ と、 理想 畫 との 繫が 6 とも 見るべき 「思 ひ 出」 の 如き も 一種の 情趣が あるが、 理想 畫若 くは 
宗敎晝 の 「乳の 祈願」、 「かきつ ばた」 等 ^ 至つ ては、 卑俗の 感を伴 ひ、 失敗に 近い ものて ある やぅに 思 
はれる。 

南薰造 氏 I は、 靑年 作家では あるが、 和 田 三 造 氏に ついで 世に 知られた、 ち やき-^ の 
1 人で ある。 氏は 明治 十六 年 七月、 廣島 縣內海 町に 生れた 人で、 父は あ 醫者 S んて あると いふ。 中學 
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校 ? r 卒業す ると、 直 R 東京に 來つて 美術 學 校に 入^' 
明治 四十 年に 卒業し、 直 R 英國に 渡つ て 二 年間、 そ 
乙に 居ぅ、 つかて 佛 國に轉 じ、 パリに 一年間 滯 在し 
て、 をの 間 ィタ リ* •へ も 旅行し、 十分 美術の 硏 究に沒 
頭した。 明治 四十 三年には アメリヵを 經て歸 朝し、 
その 年 文 展の第 四囘に 「坐せ る 女」 ヒ 出品して 三箬賞 
を 得た。 をの 洋行 歸 6 の 新 L みのある 畫 風 ^ 以て、 
大 R 世の 注意を 惹 S たが、 更 VC 第五 囘に 「芄 燒」 を 出 
し 第 六囘に 「六月の 日」 を 出し、 第 九囘に 「葡萄畑」；^ 
出して、 皆 二等賞を 得る に 及び、 破天荒の 新進 人物と 
して、 世は 一歡 R 眼を 見張つ ^ ものて ある。 そ ^ て 
大正 五 年の 笫十囘 以後、 洋畫部 審査員と なぅ、 第 十 
囘に 「五 境」、 第 十一に 「城」、 第 十二 囘に 「雪の 中の 
小 村」、 「樂 器を 持てる 二人の 男」、 帝展に 「冬 H 夏」 等 


を 出口 nfl して、 益々 斯界に 重きを なして  <0 る。 をれ 等の 中で、 氏の 最も 油の 乘つた 作は 「笼 _ 一と 「六 3 
の 日」 とで あらう 。「瓦 燒 J は、 可な 6 に 複雑した 景致を 一局の 中に 收めて 情趣の ある、 調和の ある、 好 
箇の 詩境を 示した もので ある。 「六月の 日」 は 田園に 立つ 農夫が、 勞働 のつ かれを 忘るべく 今し も 一つ 
f ュの德 利. V- 〒上げ \」、 ？ 倾け 呑ん yf 圖 •て ある。 前者は 5 $ 敍壽 風に して、 後# (?. .• パ 
帝に ii るな つかし 5 を苻 して ゐる 。氏の 特色は、 明 徹した 觀察眼 ては つき 6 と デリ ヶート に、 あるが 儘 
展の世 界を受 け 入れて 寫 3 うとす るに ある。 しかし 時に また 「五 境」 の 如 さ、 理想的の 人物 畫を 試みん と 
j して. q るが、 それは 未だ 完成した ものとは 言 はれまい。 

: \ 「長 原 孝 太郎氏 I 長 原 氏の 藝術も 亦、 氏の 個性から 出 で たユ ニ*- クなも ので ある。 氏は 年輩 か 
| らして 決して 若く はない。 中 村、 黑田氏 等の 同輩で、 元 治 元年 二月、 美 濃國に 生れた 人で ある。 號を 
| 止水と s a 、 南畫の やうな 水 墨の 日本 晝をも 巧みに し、 或る人は 却つ て 氏の 本領た る洋畫 ょ.^ もを の 
| 方を 好 li* ほどで ある。 本姓は 竹 中、 早く 父を 亡 ひ、 明治 十八 九 年の 頃 小山 正太郞 氏の 不同 舍に 入. CS、 

| のち 原 田 直 次郞 氏に 友人と して その 指導を 受け、 三十 一年、 M» ffl* IS ®* 氏の 推薦に 依つ て 東京 美術 學校 
の 助敎授 (<: 任ぜられた のは、 太平洋 系の 人 ic して、 且つ 未だ 名 もなかつ た 氏と しては 異例と 言は ねば 
ならな かつた。 をの 後、 美術 學 校の 方に 敎授 とな 6、 昨年から 帝展の 審査員に もな つたが、 かねて M 
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量を 以て 世人に 認められて， Q た 氏と しては、 寧ろ 長 い 間の m てあつた。 白馬 會展 覽會 等へ 時々 出品 
した 2. とも あるが、 文展 へは 第二 囘 R 「平和」、. 第三 同 {C 「入道雲」、 第 四囘に 「 Mi #」 (以上 皆 褒狀) 、第 
五 同に 「草花」、 第六囘 k 「藤棚」、 第 七囘 k r 殘 雪」 (褒 狀)、 第 八囘に 「殘 雪」 (三等賞). 第 九囘に r 晩春」、 三 
笙賞) 、第 十囘に 「初夏」、 「晴嵐」 を 出した が、 乙の 圖に 推薦と なう、 第 十一 囘に 「月」、 「新 晴」 を 出し、 
第 十二 囘 k 「李花」、 「山村」、 帝展に 「山村」 ^ 出した。 その r 晚 春」 は、 氏の 棗 近の 傾 同を 最もょ く 示す 
ものて、 槪言 すれば 多分の 日本 畫、 殊にを の 装飾的 分子を 取 4 入れ ので、 二 曲の 屛風 一双に 晚春 
の 花を 鮮麗に 寫して あつた。 實に 氏の 行く 道 U、 個性を 基調と したる 装飾的 方 1111 にして、 西洋て は ホ 
ィスラ I 等の 一面に あるの みで、 氏と 同じ 仕事を やらう とする 人は、 1 c 洋にも 日本に も餘 6 例が な 
S。 併し、 此の 一一 一年の、 スヶッチ 風の 小品は、 氏の 本領 ^ 示す ものでは ある ま い。 

石 川 寅 治 氏 一 石 川 氏は 早くから 知られた 人で ある。 氏は 明治 八 年 四月、 高 知 市に 生れ、 二 
十四 年に 小山 氏の 不同 舍に入 6、 三十 四 年、 中村不 折、 吉田 博、 滿谷 h 四郞 等の 諸氏と 共に 太平洋 畫 
會を 起した。 三十 八 年ょう 一 一年間、 故 大下藤 次郞氏 等と 歐 米に 遊び、 四十 年には 洋行 土産の 畫を取 京 
勸業博 覽會に 出品し VM1 一等賞 5: 得た。 文展 へは 第一 回に 「秋雨」、 「女」、 第二 回 k 「菊」 (三等賞)、 第 
三囘に 「桃の節句」 (褒 狀) 、笫五 屈に 「雨の 日」 、「靜物」>第六掘に「靭の津」、「窓のそ杖」、第七词に「港 


の 午後」 a 一笔 賞)、 第 八囘に 「最上 川」 r 西日 さす 

濱邊. r 第 九囘に 「深潭」、 「野ぅる し哚く 頃」、 ^ 十 

午 囘に 「水鄕 UJ 黃昏」 、第 十一 回に 「驟雨の 徵」 出 

役 して 推薦と な々、 第 十二 囘には 「雨後」 「午後の 

の 風」 を 出品した。 而して 昨年の 改任に 於いて 帝 
凪 

展 審査員と な 6、 その 出品 畫には 「雨後」、 「深 
碧の流」があつ 72 。氏の作品中、最も俗間に知 
られ たのは 鮮麗 濃密な 色て 描かれた 婦人 像と 花 
とて あるが、 風景に 於いて も 時として 淸 新の # 
a の 高 きもの 5: 出す 乙 とが ある。 氏は また 東京 
女子高 等 師範 學 校の 敎 鞭を 執つ で. Q るので、 婦 
人界に 最もょ く 知られる 一人で ある。 
n^r 喜 二 郎氏 | 氏は 明治 十六 年 十二月 
京都市 {C 生れた 人で ある。 初め m' 京に 出て、 白 
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馬會の 溜池 研究所て 學ん だが、 のち 東京 美 雲 校の 洋畫 科に 入. C、 四十 一年に 卒業して 直ちに 白耳義 
に留學 し、 ゥィット マンに つ s て硏究 し、 大正 二 年 S?—。 その 作品は、 白— 等では 前から 
I 見る 己と が 出來 たが、 文展 へは 歸朝後 第 八囘に 始めて 「歸 6,」 ヒ 出し、 ^ の 翌年 「■〕 を 出して， 各贰 
等 賞 i: 得た ので 一躍して 大名を 博し、 第 十 -fEJ には 「山家」、 「桑の み」、 「夏の 朝」 5: 出して、 推薦 せら 
れ るに 至つ た。 第 十一 囘には 「四月の 野」、 「田 植」 幻、 第 十二 囘 には 「鞍馬 道」 「麥 秋」 ^ 、 帝展 には 「夏の 
晝」 出し V.Q る。 而し V 帝展 SSV 審雲 買に 任ぜられた？ ある。 氏は 養な 色？ 以て 
誇張 3 れ Vo る 自然 5: 描寫 する の 5: 特色と し、 人物 晝ょ 6 も 風景 晝の 方の 人て ある。 出世作 「歸 6 路」、 

™ 「薪」 等は 傑作と 稱し てょ かつた 。氏は 現 k 京都 郊外 {C 居住して 專ら r カル カラ 丨の 表出に つとめて 
j ゐ る。 恐らく 氏は 南薰 造、 中村彝 等の 諸氏と 共に、 尙ほ 將來を 期待すべき 若々 しい 作家て あらぅ と ® 

^ _ 

| 一  金山 年 三 氏 | 我々 が 金山 氏に 〇 いて 知 6 そめ 72 のは、 ±» H« 氏ょぅ も 更に 新しい。 それ も そ 
の 答， 氏は 明治 四十 二 年、 S 太 田 氏 S 年 袋 京 美術 學校を 卒業す ると、 一寸の 間 同校の 助手と なつ 
て ゐた が、 直に 去つ て フランス k 遊び、 大正 五 年まで 歐米を 經廻 つた 人で あるから、 我々 に 取つ ては 新 
人中の 新人と 言はなくて はならない。 されば 文展 出品の 如き 名、 第 十 IE1 に 「夏の 內海」 、「巴 里の 野 一、 第 
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十一 囘に 「氷す ベ 5」、 「造船所」 を 出して、 共に 特選と な $、 殊に 「氷す ベ 6 」 は その 首席と して 世に 知 
られ たもので ある。 第 十二 囘 R は 「諏訪 湖の 富士」 「さびれた る寬城 子」 を 出して 推薦せられ、 帝展に は 
審査 委員と して 「雲」 「花」 を 公に した。 中に て、 我々 の 記 TM に 最も 深いのは 「氷す ベう」 と 「造船所」 であ 
らう。 「氷す ベ 6」は、冷たい尖 0 た白い雪の感じと、それ乞滑办行く人間のいのちとが、びつた0は 
ま 6合つ た 一場の 靜か なシ ィンが 面白く、 「造船所」 は メン ッユル の 「鐵 工場」 の 一部を 思は せる-現代 
的 空 氣を含 んだ ものて あつた。 氏 も 亦、 將來 ¥ 囑望 す べき 一人て ある。 氏の 細君は、 日本 始めての 女 
理學 士牧田 女史て ある こと も 話柄の 一つて ある。 

六、 審査員 級の 諸家 

厂和田 三 造 ^ I | 次には 嘗て 文展 審査 委員て あつた 人達に 觸れて 置く。 先 づ和田 三 造 氏が ある 
氏は 明治 十五 年、 福 岡縣に 生れた 人で ある。 如め 白馬 會の 溜池 研究所に 學び 、のち 東京 美術 學 校の 西 
洋書 選科に 入つ て、 明治 三十 七に 卒業した。 文展に 於 いて は、 彫刻の 朝 倉 氏と 共に、 レコ 丨ド 破う と 
して、 ^ の 初期の 花形と 呼ばれた 人て ある。 卽ち第 一 囘の 「南 "風」 と、 第二 囘の 「偉 燻」 と、 共に 氏の 若 
若し 5 意氣を 示して 二等賞の 高 席を 占めた。 ついで 四十 三年には 文部省 留學 生と して 三年 間 フランス 

一一 四 七 
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1 一四 八 

に 行き、 歸途 印度に 滯 在して 大正 四 年 三月 M 朝した が、 
後 再び 印度に 渡つ た。 その 爲めに その後は 暫く 文 展と遠 
ざ かつた ので あるが、 第 十 囘文展 から 洋晝 部の 審査 委員 
とな 6、 第 十一 囘には 久し 振 6 に 「バ f の 午後」 5: 出して 
世の 注目を #." いた。 大正 七 年には また 南蠻繪 史 紗 の硏究 
R、 「海の 5^」 「山の幸」 を 製作して、 エ藝的 美術の 新 工夫 
として 識者を 感心せ しめた。 然るに 感ずる と Z. ろ あつて 
大正 七 年 文展の 審査 委員を 辭し 、昨今 全くを の晝乞 世に 

出 S な S。 - 何と 言つ て も、 氏の 「南風」 と 「燁 通」 とは 稍 

後の 南 氏の 「六月の 日」 や、 「春 S き」 や、 小 杉 氏の 「豆の 
秋」 やと 共に、 否 それ 以上に 好評を 博した ものである。 
尤も それには 俗眼に 投じ 易 かつた とい ふ 理由 も あるが、 
今し も 南風を 受けて、 海に 漕ぎ出て た 漁夫 達の、 あの 力 
と氣 と 1C 滿ちた 、生の 躍動 その物の やぅな 體 格、 ^ た鐡 
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を 鍛 へる 人々 の 火に 映 じた 同じ 氣 分の 畫 は、 共に 我國 には 從來 、中 村不折 氏の 「建國 瓶 業」 の 外に 餘$ 
例を 見な S 男性的の ものて あつた。 その 氏が、 今や 織物 美術の 方面に かくれて、 その 作を 示 3 ない の 
は、 來る 年毎の 物 足ぅな S の 一つて ある。 因に 氏は 黑田淸 輝 氏と 諒解が ある 3 うなから、 又 帝 展へ歸 
るで あらう。 

一 鹿 子 木 孟一郎 氏 ^  氏は ^# #* 氏な ど、 共に、 太平洋 系 中の 先進て ある。 號を不 倒と い ふが 
繪畫 には 本名を 署して ゐ る。 明治 七 年 岡 山縣に 生れた 人で、 小山 正太郞 氏の 不同 舍に學 び、 明治 三十 
四 年 こ， 度歐 し、 パリで アヵ デミ I  •ジュリアンに 入-^、 ジャン •ボ I ル •口*- ランスに ついて 學ん •た。 
一且歸 朝した が、 三十 九 年に 再び 渡歐 し、 大正 四 年 十二月には 三度 目の 洋行を して 七 年の 三月に 歸つ 
て來 た。 そんな 關 係から 文展 へは 第二 囘 から 第 七 囘噯で 審査員に なつて ゐた のち、 任に 入らな かつた。 
長 S 間 京都 關西 美術 院長と なつて 居'*'、 また 京都 高等 エ藝學 校、 名古屋 高等 X 業學 校の 敎鞭を 執つ た 
ので、 子弟を mi する 方面へ 特に 貢獻が 深 かつた。 文展 K は、 第二 囘に 「口丨 ランス 畫 伯の 肖像」、 「漁 
夫の 家」、 「ノ， マン デ*- の 海岸」、 第三 囘に 「新 夫人」、 「淺間 山中」、 「河原 氏の 肖像」、 第 四囘に 「林 
泉」、 「紀州 勝 浦」、 第五 囘に 「ィンス ビレ I ショ ン J、 「舞子の 濱」 、第 六囘に 「肯 像」、 「鴨 東の 妓」 、「若 王 

子 漉」、 第 七囘に 「加 茂の 競馬」、 第 八囘に 「逍遙」* 「水の 流れ」、 第 九囘に 「書齋 に 於け る 平瀨介 翁」、 「札 

一一 四 九 
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幌 郊外」、 等を 出品して ゐる 。最近 又々 外 
遊の 途 に 上つ て 今は 日本に 居ない。 

溪 一吉  田— ltgi l lal l 氏は 明治 九 年久留 
米 市に 生れた 人て、 はじめ 小山 正太郞 氏の 
流 不同 舍に入 A、 のち 三十 二 年よ 6 三年 間歐 
米に 遊び、 三十 四 年に、 中村不 折、 滿谷國 
四郞 、石 川 寅 治 等の 諸氏と 共に 太平洋 畫會 
を 創設し、 我が 洋畫 壇の 開發に 功が ぁつた。 
ついで 明治 三十 七 年よ 6 三ヶ 年間 再び 歐米 
吉 諸國を 巡遊して 歸つ た。 文展で は、 第一 113 
田  に 「ビラ ミッ ドの 月夜」 を : li し - C 三等賞を 得 
博 第二 囘に 「雨後の 夕」， v 出し、 乙れ は 二等賞 
となつ た。 第三 囘には 「雲表」 V、 乙れ また 
三等賞を 得 -/ 2 ので ぁる。 を こで 第 四 同よ 6 

一一 五一 


雪 一 

雲 員に 任ぜられ、 第 七囘に 至つ た。 その 間の 出品は、 第 四囘に 「劍 ヶ峯 V?」、 「雲 界」 、「溪 流」. 第 
五囘 fr 朝」？ 崖 大門 」 第大囘 に 「奔 1 1」、 「飛驟 の 深山」、 「ぎ g の 床」、 第 七囘に 「洒田 港」、 「漁村の 西 
日」 「初秋の 朝」、 第 八囘た 「春」、 「ばら」、 「牛車」、 第 九囘に 「繁山」、 「奔流」、 「初秋」、 第 十囘に 「一 
i 澗」 「山頂の 花 恩」、 「天龍川」、 第 十 一 囘に 「懸」 、「保 津 河」、 第 十二 囘に 「澗 聲」 、「劍 ⑴」 帝 S 「草 
編 一 吹く 風」. 「雨後」 等 1 るの て ある。 氏は 實に 風景 晝を 以て 終始す る 人て、 それ も 高山 又は 谿 谷の 描寫 
現 | を最 7P 得意と して ゐる 乙と、 警を 見ても 知う 得る と 乙ろ て あるが、 餘^^ 同じ やうな 景物 ヒ P 返す 
®f- j 1  0 と、 色彩— 子と が §  一  f  f  S との 爲 めに、 漸く 一部の 人に 飽かれ 出した 感が ある。 

Ml  Ljg ホ 森 之 助 氏は系統をいふと甚だ複雜した人である。明治十年四月、長崎の新橋町とい 
及 j  4 と 乙ろ ^ 生れ、 初め 大阪 ^ 出て \ 山 內愚僵 とい ふ 人に 洋晝 を學び 、のち 東京 R 出で、 ^ • ^• ^• 、 aj, 
本 +廬 等の；^ 氏，^ 管 受けた が、 明治 二十 七 年から 東京 美 雪 校の 洋議 S 入つ て、 三士 一年に 卒 
一 業した 故に 淺井氏 一派の やうな ところ も あれば、 學校 派と も 目せられ る。 三十 四 年に 沖 繩潘こ 遊び 
j 名 土產 として 三十 七 年の 白馬 會展 響へ 「暮れ行く 島」 とい ふ晝を 出して 賞を 受け、 明治 四十 年の 東京 
勸業博 響へ も 出品して 「初夏」 に 一等賞を 得た ので ある。 文展 へは 第一 同に 「森の奥」. 第二 囘に 「曲 
浦し を 出して 各 三等賞 I、 第三 囘に 「濁らぬ 水」 に 二等賞— たので、 第四囘 ょ— まて 洋畫部 
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の 審査員に 擧げ られ た。 また 明治 四十 五 年には 
^8 „、tl i- ^* E# 等 2 ハ 氏と 光風 會を 起して 
年年 開會 して ゐ る。 最近の 第 十一 囘文展 に li 
「信 濃の 山」、 「滿洲 の 一部」 ^ 、 第 十二 囘には 「波」 
を、 帝展 R は 「凍れる 湖畔」 「港の 朝」 ^ 出品して 
ゐる 。氏 も 亦、 風景 晝の專 門と 言つ てょ いが、 色 
調 や 手法は 1  口 Hw 氏とは 稍異 つて、 一種の 楚 々た 
る 味 ^ 出さぅ として ゐる 。しかし 氏の 畫も 亦、 
若い 人達には 餘 •-迎 へられな くな つた。 たく、 

•コ ー  •- などに 似た 特別の 味は すて 難い。 

浴 氏は 現在に 於 s て 
ょ餘 -〇 描かず、 ま / 2 發表 もしな S が、 その 畫壇 
の 功勞は & H- 氏と 共に 頗る 著しい ものが あつた 
X は 慶應二 年 八月、 佐賀 TtT に 生れた 人で、 初め 

二 : -fT •一一  一 
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藤雅 三に ついて 學び 、明治 十九 年佛國 に留學 して、 ラファエル 


二 五 四 

n ランの 門に 入 6、 二十 六 年、 黑田 
淸輝 氏と 共に 歸朝 する や、 
翌年 赤 坂 葵 橋に 洋畫 硏究所 
を 起し、 二十 九 年、 更に M« 
田 氏 及び 安藤 忠太郞 氏と 白 
松馬會 を 組織した。 また 萊京 
美術 學校に 入ぅて M 洋畫科 
敎授 とな 6、 西洋 考古學 及 
4 び 解剖 學を 講ずる 2. と 二十 

本年 一日の 如く、 旁ら 商科 大 

森 

之學 にも 敎授の 職に ある。 文 
助 

展では 第一 囘ょ 6 第三 囘ま 
で、 第五 囘ょ 6 第 七囘ま て 

洋晝 部の 審査員に 任じた ので ある。 をの 作品は、 明治 二十 八 年の 京都 內國勸 業博覽 會及び 佛國巴 里 博 
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覽會に 出品して 受賞した のが 主な もので、 文展に 作品を 出した 乙とは ない a むしる 現 K 洋畫邡 元老の 
一人と して、 明治の 美術界の 發展に 努めた 效に 敬意を 拂は ねばならぬ。 

r 松— 岡 壽氏 一 乙の外、嘗て文展の審査員として名を列ねた乙とのある故老として、妒& «* 
氏を 擧げ ねばならぬ。 氏は 文 久二年 岡 山に 生れて、 東京に 出で、 明治 元年 川上 冬 崖に ついて 洋畫を 學 
び、のちフォンタ子|ジに學ん*た。十三年ィタリーに留學し、口1マ美術學校繪晝科を卒業し、更に 
佛阈に 渡ぅ、 九 年の のち 歸朝 した。 そして 小山、 淺井 、五姓田* 山 本 等と 共に 明治 美術# 5: 組織し、 大 
に 我が 洋畫の 開 發 指導 k つとめた ので ある。 のち また 東京 高等 工業 學 校の 敎授 となつ たが、 文 M- の 開 
設せ られ るに 及んで をの 審査員と な 4、 第 七囘嗦 て その 任に あつた。 但し 文展 へは 殆ど 出品した 乙と 
なく、 沢 作 a 稱. ，'、へき ものは 少いが 、靜物 及び 肖像 畫に はす r れた 名のを 見る ので ある。 以上で、 帝 
展の 現在 審査： 貝 及び 嘗て 文展の 審査員で あつた 人に ついての 一覽を 終つ たから、 Z. れ ょり 现に帝 展の 
中堅 人物と も 目すべき 人々 を、 推薦、 特選ょ- 〇 始めて 語つ て 行かぅ。 

七、 帝展 推薦の 諸家 

| ml 薦の Al^l. 文展 では、 規定の 上には 一、 二、 三等賞 及び 褒狀が 、審査の 上で 與 へられる 
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二 五六 

乙 と. になつ て. Q た。 併し 正 一位 稻荷樣 でも ある ま S が、 一等賞は 尊重の 意味から 何人に も與 へられず、 
結局 有名 無實に 終つ たので ある。 しかも、 文展だ とて 十 年 も つづの く 中には、 成績の 優秀と か、 美術 
界 の功勞 とかの 爲め に、 をの 出品 {C 對して 今更 二等賞ても あるまい とい ふやぅな 場合が 出 來て來 た。 
3 れば とて、 最初から 無 實の虛 名と して あつた 一等賞 も擬 せられず、 乙、 に 第 十回から , w a ついた の 
は 推薦と いふ こと あつた。 ^ の 最初に 推薦と なつ々 西洋 晝家 としては、 第 十回の 太 田 喜二郞 、長 原 
孝 太 郞の二 氏で、 次囘 には 石 川 寅 治 氏と 三 宅克巳 氏と を， これに 擬 し、 第 十二 囘には 石橋 和訓 氏を 開 會 
前に、 また 開會後 審査の 結果と して! n„ 之 助、 金山 平 H* の 二 氏を 推薦した。 をれ から 咋牟の 帝 展第 
一同に 際して は、 一括して 31 名の 多き を 推薦した が、 その 氏名は 中村彝 、片 田德郞 、田邊 至、 牧野 虎 
雄、 大久保 作 次郞の 諸氏て あつた。 斯くて 乙 れまて 推薦と なつた A は 十二 氏て あるが、 ^ の 中、 太 田、 
長原、石川、金山の四氏は昨年の審査委員であつて、別項に語つたから、乙、には年代順に、三宅氏 
以下に 觸れて 置かぅ。 

厂三宅 克巳氏 | 三 宅 氏は 今更 靑年 等に 交つ て 推薦せられ る 年輩で もない。 氏は 明治 七 年 一月 
德島 縣撫養 町に 生れた 人て、 初め， 松® 平® 民 治、 上 杉 熊 松 等に ついて 洋畫 を學ひ 、二十 二 年の 大野 幸彥 に 
學び 、一一 十五 年頃ょ 6 は 更に M- 田 直次郎 についた とい ふ。 斯くて 三十 年ょ 上 一一 十二 年 ^ て 歐米に 留學 


> 三十 四 年、 パリ 大博覽 會の頃 再び 渡歐 し、 四十 二 年、 三度 歐洲に 渡って 四十 四年歸 朝し、 大正 六 
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年 R は 支那に 遊んだ •か、 此 
の 春 第 四 度 目の 渡歐を して 
旣に彼 地に 在る。 氏は 水 彩 
I 畫が專 門で あつて、 我 が、 の 
水 彩畫の 發展は 、實 R 氏に 
負 ふと 乙ろ が 多い。 文展へ 
は 第一 囘以 來每囘 出品し、 
第一 一囘 「初冬」、 第三 囘 「湯 
ケ 島」 は 共に 三等賞と なう 
第 十九 囘の 「冬の 小川」％ 二 
等 賞と なう、 第 十囘の 「夏 
景色」 「夏の 山」 を 經 て、 第 


宅 

克 


十一 囘に 「夏」 5: 出して 推薦と なつた。 氏の 閱歷と 賞 格よ 6 すれば、 當然 審査員と なるべき て あるが、 
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二 五八 

未だを の 事がない のは 何故て あらぅ か。 氏は 又 大正 元年、 中澤弘 光、 山 本 森 之 助 氏 等と 光風 會を 起し 
て. Q る。 尙第 十二 同の 文展に は 「諏訪 の 森」 「落 合 村」、 帝展 には 「牧牛.」 「水 鄕」 等を 出した。 

石橋 和訓 氏 | 氏は 最初 日本 畫を やつて、 ついて 英國に 行つ て 長 S 間 同地に 在つ たから、 最 
近 推薦 5 れる爻 て、 多くの 人は 氏に ついて 知らな かつた。 氏は 明治 九 年、 島根 縣飯石 郡須佐 村の 山の 
中 <生れた。はじめ、&奶亭に師事して南宗風の花鳥を專らとしてゐたが、三十六年、飄然として英 
國に 遊び、 ^ の 四十 年 } C ロ ィャ， •ァヵ デミ*- の 研究所を 卒業し、 大正 七 年 一月 久しぶ^ 'で 歸國 したが、 
此の 四月 再び 英國へ 去つ てし まつた。 氏は ァヵ デミ r R 出品して 幾囘か 入選した のて、 日本ょ-^ も英 
國に 名を 博して. ^る。尤も文展へも屢々出品し、第二囘の「ものぉもひ」、第三囘の「美人讀書」は共 
に 三等賞を 得た。 第 四囘に 「肯 像」、 第五 同に r ドクトル 植原氏 肖像」、 第 六囘に 「繊手 消閑」、 「彫刻家」， 
第 十囘に 「肖像」、 第 十二 囘に 「肖像 某氏の 家族」 「肖像 松 方 侯」、 を 出して 此の 時 推薦と な々、 帝展に 
は 「肖像 植原 悅二郞 氏子 供」、 「肖像 山 田昌邦 氏 夫婦」 を 出した。 乙れ 等で も 知られる 如く、 氏は 肖像 畫 
ダぐ^いが；^ ^' *; |' いぐざ系 ^' 、の、一^/^じ、て1,い、、1 »: の” 1: ?- |8へた勁健の筆觸 
を 以て、 快 s 自在な 情趣を 出す と 乙ろ、 なか^^ 手 ic 入つ ^ ものて ある s n は內 外人 ic して 氏の 
P -C' その 像を 描かれた 人は 極めて 多 S。 氏は ま ^ 日本 畫を もょ くし、 時に 健拔な る寫 生の 類な どを も 
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C7> する “尙ほ氏の夫人は英人にして、英國に家を構へてゐる。 

一白 ill 幾 之 助 氏 I 白 -m 氏 も 古顔に 屬 する 一人で ある。 氏は 明治 六 年 三月、 但馬國 の 生 野 町に 生 
れた 。初め lu* s 方 ^ • 氏に 學び つづぃて 爵& ®* 氏に？、 のち 束 京 美術 學 校に 入？ 三十 一年に 卒業 
し々 それから 长 、英 、佛に m 年間 留學 し、 パリでは 7» ファ ニ ル •コランに ついて 業を 得た。 女展 へは 第 
五囘に 「裁縫」 を 出して 褒狀を 得、 第 六囘 に 「肖像」、 第 七囘 R 「羽衣」、 第 八囘に 「野 村 氏の 像」 を 出 
したが、 乙れ は 二等賞の 首席に なつた。 第九囘 には 「某氏の 像」、 「收 穫」 、「撫子」 を 出品し、 大正 七 年 
に 推薦せられ た。 第 十二 囘には 「某氏の 像」、 帝展 には 「ハリス 氏の 像」 を 出して ゐる 。斯くて 氏 も 亦 
肖 # を 最も 得意と する 乙と ^ 知られる が、 同時 {C スケッチ 風の 輕い 風景 畫を もょ くす る。 フランス 風 
の あかる S 軟い氣 持の ょ S 畫て ある。 氏は また 昨年の 三月、 支那 R 遊んだ。 

^ ^1  齋 氏 I  5 は 文展へ 早くから 出品して、 早熟の 一人では あるが" しかし 矢 張 6 
新 \こ_ して ゐる 。氏は 明治 二十 一年 七月、 水戶 市に 生れた 人で ある。 はじめ 中村不 折、 滿谷 國四郞 
氏 等に 太平洋 畫會で 學んだ が、 四十 二 年に 同會 {C 於いて 獎勵 賞を 得た。 文展で は 第三 囘に 「巖」 を 出 
して 褒狀を 得、 P >4 第 四囘に 「海邊 の 村」 と、 第五 囘に 「女」、 第 八囘に 「少女」 を 出して 共に £. 等 賞を 得、 
第九囘 R 「肯 像」 で 二等賞を、 第 十囘に 「田 中 館 博士の 肯 像」 て 特選の 首席を 占めた。 斯くて 帝展に 
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於いて 推薦せられ たが、 その 時は 出品し なかつ た。 氏は 實に 自ら ^: 心象を 描、 く、 最、 もす、 5:; れ、 た、、 觀、 照， に 
態度を 取らず、 た c 一點を 見つめて、 をれ， で 如實 に、 內 部ょ 

何處ま て も忠賞 な眞劍 なお そろし いほ ど 物を つきつめて 行かぅ とすると 乙る に 獨 w^ o' it' illi' SJ ^' い 1:' 
ゐる 。故に、 頭 だけ、 半身像と いつた 樣な肯 像に 最も 見るべき も のが ある。 惜 、し、 S、 乙と’ に、 氏、 は、 病、 身、 で 
ある。 年々 の 展覽會 出品 さへ 名ろ くに 出來な S のは 殘念て あ、 る。 

n 多 德郎氏 I 昨年の 帝展に 、日本 畫 とも 西洋 晝とも つかぬ、 しかも 極めてす ばらしい 大き 
いもの i: 出品して、 觀衆を あつと 言は せ ^ のは 片多 德郞 氏で あつた。 氏 もま だ 若 い。 明治 二十 二 年 六 
月の 生れで、 大分 縣の 出身て あるが、 四十 五 年に 東京 美術 學 校の 西洋 畫科を 卒業して， Q る 〇文展 へは 
第三 同の 時に 「夜の 自晝 像」 を 出し、 第 四囘に 「黃菊 白菊」 (褒狀 )ヒ、 第五 囘に 「或る人の 母」 (褒 狀)、 
第 六囘に 「肖像」、 「きんかん」、 第 八囘に 「夏山 急 雨」 (褒 狀)、 第 九囘に 「伐木の 圖 J (褒 狀) 、第 十囘に 「婦女 
沐浴の 圖 J, 第 十一 囘に 「妓女 舞踊 圖 J. を 出して、 特選と な 6 .、第 十二 同に も 「花 下 竹 人」 で 特選を 得、 
遂に 昨年の 帝展 第一 囘に 推薦 S れた 。又片 多 氏は 院展へ も 何囘か 出品して， Q る。 氏が 去年 帝展へ 出し 
力 「霹靂」 と 題す る 作品は、 すばらしい 大きな もので、 石 井 柏 ^0 氏が 「六 曲 屏風 一双と S ふと 乙る を 


をの 儘 カン ブスで 行つ たもので ある」 と 評した ほど ic 、 何う 見ても 洋畫て なくて、 寧ろ、 日 ^ 畫をぎ M' 

で 行つ たと 


S  . ふ 外は な 
、い。 雷神と 
電神 とを 描 
いた ものて 
人 體描寫 は 
寫生で 行つ 
て ゐ るけ n 
ど、 取扱 a 
方は 理想 畫 
とか 裝飾畫 
とかい ふべ 

き ^ のて あつた。 且つ 乙れ は宗 達、 光琳 及び 抱 一 R ある 傑作 「風神 雷神」 から 脫 化した， P 0 て あるて 
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と 言 ふまで もな い。 晝の觀 者に 與 へる 感興は、 必ずしも 快よ いものでは なかつ た •大きい、 だ •たつ 廣 
い 晝面を 、可な うに 纏めた のと、 勇壯な 二 神を 描 S たのとは 取るべき としても、 徒らに 乙け 脅かしの 
爲めに 描いた と 思は れ易い 、何う しても 吾々 にび つたう 來る 作では ない。 た •た、 その 努力と、 此の 種 
の 作品' か 他に 餘$ない のと、 片多氏 年來の 成績と で 推薦 s n たので あらう が、 惡口を 言 ふ 人は、 氏が 
從來 、文展 と院展 との 兩股が けを やつて. q たのが 犬なる 理由 だと 3 へ 評した。 氏名 院展 出品は、 此の 
年 もこん な 場當 6 的な ものでは なくで、 「上 高地 風景」 その他 六點で あつた。 たぐ 此の 人の 長所で 同時 
に 短所な のは、 餘 6 に 技巧的な 乙と である。 あま 6 技巧が 目について、 ブリキ 細工の やうな 銳くて 冷 
ない 感じが するとは、 見る 人の よく 言 ふと 乙ろ て ある。 •か、 或る 程度 まて 深い 觀察を した、 優れた 作 
?: ちよい ちよい 見る 2. と も ある。 

^ 劇  至 氏 | H® ぎ 野 氏は、 明治 十九 年 十二月 生れで、 乙れ は 江戶ッ 兒て ある。 四十 三年に 
は 東京 美術 學 被の 洋晝科 を 卒業す ると、 同校の 助手と なつた。 第一 囘以來 文展の 出品者と して 知られ 
て ゐる が、 中途、 例の 二 科會の 運動に 參與 して、 をの 鑑査 員 R もな つたが、 故 あつて その 翌年 脫會し 
た。 作品には、 第一 囘の 文展に 「無音」、 第二 囘に 「牧牛」、 第三 囘に 「夏の 夕」、 第 四囘に 「窓 邊の 肖像」 
第五 囘に 「肖像」、 第六囘 に 「甲 良 ほし」 (褒 狀〕 、第 七 囘に 「曇 6 日」 (褒 狀) 、第 九囘に 「雲の 蔭」 (三等賞)、 
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第 十囘に 「樹 蔭」、 第 十二 囘 に 「七面鳥を 飼 ふ 
人」 を 出し、 乙れ は 特選に なつた が、 帝展に 
は 「まど， Q」 「向日葵」 を 出品して 、審査の 結 
果 推薦せられ た。 柏亭 氏は 次の 如く 評して ^ 
る 0 

『「まど， Q」 も、 サ P ン畫に 屬す るが、 押出 
しは 5 ぅ惡 くない。 物の 描寫に も 堅實 3 が 
ある。 昨年 出た 鳥に 餌を やる 女の 足と 地面 
との 關係 は、 不安定で あると 共に、 その 突 
張つ た 姿勢が 硬 かつた が、 今度のに は S ぅ 
S ふ 破綻は 見ぇない。 乙れ ならば 本場の サ 
ロンへ 出しても 決して 恥し いことは ある ま 
so』 

その 「唛 ど. QJ li l 人の 若い 女が ミシンの 

二 六 三 
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前に® を 下して、 何 か 白い f 縫つ yt。 をの 背後 益ら しい 女が 赤ん坊を 抱いて 腰かけ、 それに 
並ん て 手前に」 五つ 六つの 女の 兒が エブ ロン 姿で ちょ 己なん と 乙れ も 腿 掛けて ゐる 。その 姿勢は. m 然で 
先つ 難がない。 同時に 平凡な、 何等の 奇拔 さ 淸新 さもなぃ ものて ある。、 j fi' R' IIt' o' A' 0' M' ic' ^; i: c 

^s n' ^-' bL li' fvm v-' 。 

-fe 野 虎 f 氏は ^® #0 氏ょ'^ 一つ 年？、 墨 二士 一一 年 十二月、 新 i 高 田 市に 生れ 
た ナ正二 年，^ 東產 術學 校の 洋畫 科を 出る と、 更に 硏究科 k 入つ た。 文展 出品は 比較的 後， て、 第三 囘 
に 「漁村」 「朝 Q 磯」、 第 八囘に 「滿 潮」、 「潮 浴み」、 第 九囘に 「紅葉の 下湯」 (三等賞)、 第 十囘に 「溪 流に 
水浴」 (特選)、 第 十一 囘に 「山間の 初夏」、 第 十二 囘に 「麥 扱く 農婦 等」 (特選)、 帝展に 「著 船 場」、 「庭」 
を 出 f. その 時 審査の 結果 推薦せられ たので ある。 吾々 の 見た 中では、 第 十二 囘の 「麥 扱く 農婦 等」 が 
1番面白かつた樣に思ふ。昨年の作では「庭」が面白い。同じく ^! デ氏の評を借.^ると、 

「牧野 虎雄 氏は なかなかの 技巧 家で あるが、 「庭」 は何處 から 何處 迄、 あま 6 ^ のべつ にァ クサ ンづ 
けられて、 ぅる 3 いものに なつて ゐ る - 0 其處 に餘裕 とい ふ ものがない から、 黑人が 、つた 觀者て も 
悅樂を 感じ 得ない。 構圖は 面白い し、 前方 少女の 傍 (C 立つ て黃金 葵を の 他の 花 草な ど、 中世 ゴブラ 
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ン織に 見る や ラに、 旨く 單化 3 れて 居る， 

P  大きな 調子と いふ 乙と に 注意が 向けられた 
6、 氏の 畫は 多分 餘裕を 生ずる ic 至る だら 
う。 題材 上 「荖船 場」 の 方には、 煩瑣の 感 
が少い 。雲の 特性を 寫ふれ て. Q る。 全體を 
包む 古色 も 面白 s が、 其處に 故意 的に s n 
たもの の ある 乙と を 否めない。 もつ と 自然 
な氣 持を 以て、 素直に 描寫 しつつ、 自ら 此 
の 古色が 滲み出た の •たと、 尙ほあ 4 がた s 
私  譯て ある。」 

野  此の 人に 限つ た 2. とでな く、 元來 、美術 學 
虎 校 出身者は 技巧は 實 k うまい もので あつて、 
何を 描かせても 見る に 足る もの f  f れ^ J、 f' 
れに伴 ふ 觀照 力、 自然に 通る 力と いふ やうな 

ど〆''—  I .. t  -•■*  〆！！ <: 
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ものは、 何だか 足- CN ない% ^' 
氣が してなら ぬ。 

^大久 


大久保 作 次郎氏 


保 作 次郞氏 も、 明治 二十 三年 
の 生れで、 ZL れは 大阪市 出身 
だ。 學校を 卒業した のは 比較 
的 おくれて、 大正 四 年 である。 
しかし 文展 では 第五 囘 から 出 
品して、 その 年に 「少女— 1 、第 


J 九囘に 「千％ の」、 第 十囘に 「庭 

保の 木 影」、 第 十一 囘に 「三月の 
作 

| 日」 を 出した が 皆 好評て あつ 
た。 十、 十一の 兩 度は 特選に 
なつて ゐる 。それから 十二 囘 


の「とげ」の特選を經て、帝展、ては「豫後」と「平和」とで推薦3れた。「平和」といふのは 03£ |^, 
的の ものを 題材と して， Q るに か、 はらず、 そこに 畫かれ た、 農夫 等には あま 6 土臭い 感じが しないと 
の 評 名 あつた。 一つは 乙 れは 一！* デ〆 の關 係で 百姓を モデ〆 に 使は なかつ たからで あらう。 しかし そん 
な 非難を 離れて 見る と、 決して 惡 い 作では ない。 殊に 「 m* ^」 の 方は、 病 氣上 うの 女が 巧に 描き出 3 
れて あつた。 印象派の 畫家 でも や. 03 うな、 外 光の 中 ic 置いた、 ほつ そりと 力なく 立つ 女の、 (かこ 
もよ く ^ 分を つかんで. Q る。 その後ろ ^ 從ふ 白衣の 看護婦は、 乙れ と對 照すべく 肥満して、 血色 もよ く 
| 物靜 かな 景 致の 中 } C 女の 二人が、 あるが 儘に 表現 3 れてゐ る、 よい 作て ある。 しかし、 私の 艮に は、 

j 嘗て 見た、 公園の ベンチ {C 腰掛けた 子守 娘の、 あどけない、 率直な、 藝術 味の 勝つ た 作の 方が、 よ $ 
の 忘れられない。 

諸 

i  八、 特選 級の 諸家 

| 安宅 安五郎 氏 一 推薦の 人々 はてれ で 終つ て、 今度は 特選の 古いと 乙ろ から 見る と、 J 女 1: 女 31* 
郞氏が ある。 此の 人は、 今年 あた 6 は 推薦に て もな 6 3 うな 古顏て 、生れた のは 明治 十六 年、 新 潟の 
人で ある。 四十 三年に 美術 學校 の洋賽 科を 出て、 文展 へは 第 四囘に 「花壇」、 「靴屋」、 第五 囘に 「H 蔭 棚 
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第 六囘に 「花園に て 」 
(褒 狀) 、第 七 囘に 「藤 
の 蔭」， 第 九囘に 「肯 像」 
第 十囘に 「七 媛」、 帝 展 
に 「白蓮 樹」 を 出し、 
Z. れは 特選と なつて. Q 
る。 我々 の 知る 限 4 で 
は、1れだけの經歷で 
あるが、 をの 技巧は 實 
に 手に入つ たもの て あ 
る。 殊に 今年の 白木蓮 
を 描 S たものは 大分 新 
しかつて、 草 土 社 かぷ 
れ のし / 2 もので あれ ど 
一一 六 九 
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樹を よく 見て、 且つ 淸新攻 技巧て 描いて， Q るの が ぅれしい。 しかし 何となく 暗くて 生氣が ない と 評し 
た？^ の ％ ある。 

一 熊 岡 美彥氏 | 次に 熊 岡美彥 氏は 明治 二十 二 年の 茨城 縣 生れの 人、 大正 二 年に 美術 學校を 出 
でて、 一 方 太平洋 畫會に 名關 係して ゐ る。 文展 へは 第 七 囘に 「花屋の 店に て」、 「かつらした J、 第八囘 
に 「靜 物」、 「ヵ ーネ 丨シ ョン」、 「椅子に よれる 少女」、 第 九囘に 「母と 子の 肖像」 (褒 狀) 、第 十囘に 「裸 
體」 、第 十二 囘に 「編物す る 二 女」、 帝展に 「朝鮮 服 7 r 着た る 女」、 「茱萸 とる 女」 等を 出品して ゐ る。 を 
して 帝展て は、 「朝鮮 服」 の 方が 特選に なつた。 此の 人は、 華やかな 色で* 豐麗な 少女を 描いて 最も 得意 
である。 まだ 大成され た 人て はない •か、 努力して. Q るから、 今後 此の方 面て 特色の ある 晝家 となる て 
ぁらぅ。 

| 小 寺 健吉氏 I 氏は、 明治 二十 年、 岐阜 縣大垣 町の 生れて、 四十 四 年に 美術 學 校を卒 
業して ゐ る。 文展 へは、 第 七 同に 「秋 近く」、 第 八 同 ^ 「淺 草の 夏の 眞 a る」 (褒 狀) 、第 九囘に 「水の ほ 
j と. o」( 褒狀) 、第 十囘に 「水鄕 の 初夏」、 第 十一 同に 「瓦 燒」 、帝展 R  r 四月の 村」 を 出して. Q る。 右の 次 
第て、 成績は 左 まてよ いと s ふので はない が、 仲間の 中では 押し も 押 S れ とせぬ 顔で ある。 殊に 風景 
畫 にす C れて 、纖 細に 描き あげて 行く ものが 得意で ある。 此の 人の 細君は、 小說 家の 小 #. 菊 子 女史て 
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ある 乙と を 御 披露 申して 置く。 

一大 I 大野 降 德氏 は、 小 寺 氏と 

同じ やぅな 風景を 描く の -C 知られて ゐる* か、 しか 

し 此の 人は もつ と 技巧的で、 同時に もつ と 色々 な 

ものを 描く 乙 とが 出来る。 明治 十九 年、 千 葉縣の 

出身、 美術 學 校は 四十 四 年に 卒業した が、 中學時 

•代に ^0 pa IE® i 早に つ $ て 洋畫 5: 學び 、のち 東京に 來 

て 菊 坂硏究 所に 入つ たぅして、 早くから 知られて 

〇た。 3れ ば 文展に は 第 M 一囘に 「日本 橋」、 第六囘 

に 「落葉を 拾ふ兕 等」 (褒 狀) 、第 七 囘に 「池畔 夕凉 」、 

大第 八囘に 「花壇の ほと*^」、 「散歩」、 第 九囘に 「麥 

ぁはた き」 (三等賞)、 第 十囘に 「高原に 働く 人」 (特選) 
隆 

德第十一囘に「山國の收穫」、第十二囘に「靜かなる 
流と 夕 映 1 の 山」、 帝展に 「風ぎ 72 る 海」 (特選) i: 出 
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して ゐ る。 此の 通う すぐれた 成績て ある 
上に、 一時 二 科會に 在つ た 時には、 ^ の 

鑑査 員に 推されて ゐた ほどで あるから • 

湖 

上 乙の 人 も 今年 あたう 推薦 3 れる かも 知れ 
初ない。 ただ、 大野 氏の 繪は 、乙 しらへ 物 
-■L <' あると いふ 乙と が 定評、' て ある。 乙れ も 
性格なら 止む を 得まい が、 大野 氏は 見た 
その 儘て 表現す る だけて は氣が すまな S 
ご、 れビ揑 ち 廻し、 ぬうた くつて、 不自然 
な 張う つけた やうな ものにしなくて は 止 
木 t ぬので ある。 乙れ 3 へな かつたら、 氏 
久の 技巧と 見方と を 以てすれば、 もつ とょ 
x 、sw か k、 來 、る 普' v ぁる。 

I 柚 木久太 氏一杣 木 氏は 明治 十 
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八 年に 岡 山 縣玉島 町に 生れた ので、 嚴父は 南 晝を描 S て 知られる 人て ある。 はじめ 太平洋 畫曾 研究所 
に學 び、 のち 佛國に 留學 して アヵ デミ r  •ジュリアンに 學んだ 。文展 へは 第五 囘 R 「鞄 律の 朝/第 九囘 
に「トンドの橋」、「入江」を出し、「入江」が三等賞になつた。ついで第十囘に「讀書の圖」に特選と 
な-^、 第 十一 囘には 「赤 城の 秋 錦」 を 出した。 第 十二 囘は 「湖上の 初夏」 で、 帝展 第一 囘が 「水 鄕の 
夕」、 Z. れも 特選に なつた。 氏は 常 k おとなし s 落ちつきの ある 色て 描 s て ゐる 。ま 穴 柚 木 氏は、 西洋 
から 澤 山の 名畫の 趨 製品を 持ち 歸つて ゐる のて、 仲間に 重寶 がられて ゐ る。 

齋藤與 里 氏 | 齋 藤氏は、 柚 木 氏と 同じ やぅな 經歷の 人で ある。 本名は 與里 治と 言つ て、 柚 
木 氏と 同年の、 明治 十八 年 九月に 埼玉縣 て 生れた。 三十 八 年から 京都へ 行つ て、 淺井忠 氏 {C つき、 三 
十九 年には 鹿 子 木孟郞 氏と 共に フランスに 渡ぅ、 ジャン •ポ r ダ •  0  I ランスの マガ デミ r  •ジュリアン 
に 學ん •た。 をれ から 伊、 西、 瑞 、白、 和、 英等 の諸阈 を歷 遊して、 四十 二 年の 九月に 歸 朝した ので あ 
る。 それから お土産 作品を 太平洋 晝會 の展覽 會と琅 轩洞 とに て 展觀 した。 ついで 大正 元年 R は 高 村 光 
±* M* 、 ？ r. flJ* 5H、^& A0 、 M* H* w /I^0 s: l. T M* li^ 等の 諸氏と フユ」 サン曹 起し、 大正 
五 年には、 V M# 、 真 B# その他の 人々 と 日本 美術家 協會を 起した。 文展 へは 第 九囘に 「朝」、 第 十囘に 「收 
獲」 ?: 出して、 後者は 特選と なつ 穴。 又 十二 囘には 「春」、 帝展に は 「一日」 を 出した。 氏の 特色は、 
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ナィ r ゲな 筆で 寫實 的な 描法を、 いくらか 裝飾 化して 個性的に 表現す ると 乙ろ にある。 まだ 完成され 

ては. Q な V: か、 他人の 持 

たな S 何物 かが ある。 

二  _ 

人 | 清水 莨 雄 氏 一 

肖 氏は、 牧野、 大野、 小 寺 

像 等の 諸氏と 共に、 美術 學 

校 派の 人で あるから、 何 

となく アカデミシャンら 

し S 色調の 穩健 にして 落 
淸 

ちつき の ある ものを 持つ 
水 

良 て ゐ る。 そして 野育ちと 
S 違つ た 一種の 上品 さが あ 
る。 それと 同時に 氏の. 個 

性が 可な- c' k デ タケ*- 卜て 、或る 柔 S を 有する ので、 人物 や、 その パックの 植物な どを 描く と" しん 
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な 6優しい調子を出してゐる。氏は明治二十四年八月に鬼京本鄕に生れ、大正五年に東京美術學校洋 
畫科を 卒業し、 51 に 研究科に 入つ た。 同輩 中では 一番 若 い 人で あらぅ が、 文展で は 第 七囘に 「調べの 
糸」、 第 八囘に 「S ちくく」、 第 九囘に 「無花果の 秋」、 第 十囘に rs がん 花」 •「ひと 6」、 第 十一 囘に 「兔 
ごの 花」、 「西片 町の 家」 を 出し、 乙れ は 特選に なつた。 つ S て 第 十二 囘 に 「二人の fj' 像」、 帝 M R 「七 
月の 庭」、 「梨花」 ?: 出して、 「二人の 肖像」 と 「梨花」 とが 特選 {C 入つ て ゐ る。 斯く 最近は すは らしい 成 

の 口 繪や柿 晝を 描いて 知られ、 鈴 木 三重 吉 氏の 主宰す る 「赤 s 鳥」 は、 氏が 一人で s るん な ものを 描 
S て、 才人の 多方面 S を 示して ゐ る。 

11 高 間 物： 5 七 氏 | 氏 もまた 青年 作家て ある。 明治 二十 二 年 東京 TII に 生れ、 大正 五 年 東京 美術 學 
校西洋晝選科を卒業した。文展へは第七囘に「午前の日」、第八囘に「養鷄場」(褒狀)、第九囘に「ま乙 
もの もと」 (褒 狀) 、笫 十一 囘に 「浮 雲」、 第 十二 囘に 「夏草」、 帝 展に 「幽林の 春」、 「初秋」 を 出し、 「夏草」 
と 「幽林の 赛」 とが 引き 續き 特選に 入つ た。 その他、 阈民 美術 協會に 出した 「冬 枯」 、「みなかみの 初 
夏」 の 如き も、 忘れ 難い 作で あつ ^ 。 氏は 淸水 氏の デリヵ シ丨に 對して 、强み の ある 太い 筆觸て 、ぐ 
VL、 と、 思 a' f i.; 描 kV る、 と、 乙べ に 
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て眞實 に 迫らう と 
して ゐ る。 セ ザ 


林 ンヌ等 の氣 持に 近 


の 


い、 リア リス チツ 

V な §: 度が ょ S。 
3 1^1 羅義雄 氏」 
多 A、 羅氏 は、 閱歷 
について ょく 知ら 
な S が、 矢 張 6 若 

高い ダ〆 \フ の 一人 
間て あつて、 はじめ 
£1 太平洋 晝會 研究所 
に 學び 、文展 では 
第 七 同 R f 南の 海 r 
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第 八囘に 「伊豆の 海邊」 、「夕陽の 村」、 第 九囘に 「海岸の 山」 (褒 狀) 、第 十囘に 「房 州の 海」、 第 十二 囘に 
「上 總の 海」 を 出して 乙れ’ か 特選に なつて ゐ る。 帝展 にも 「南總 夏山」 を 出した。 氏の 畫は稍 平凡な 趣 
一 る f、 ガ、るぎ|^ぐ 0' ^' を見てゐるのて、取6立てて乙れといふこともない代6に缺點が少い。 
主として 風景の 描寫を やつて 思 6、 をの 他の 晝は餘 6 見受けな い。 

I 平 岡權 八郎氏 I 氏は、 デ レッ タントと S ふ譯で はない が、 「花 月 JS 若旦那. て、 淸元が ぅまく 
淸元 紫郞さ ん では 通人 間に 知られて ゐ ると 思へ ば、 何だか 一寸 變つ た氣 がする。 勿論 江 戶兒て ある、 
l nn 治 十六 年 三月の 生れと あ 〇 から、 ^ だを 若 S。 はじめは 鈴 木 華 村、 竹！： 粞鳳 などから 日本 畫乞習 つ 
I て. Q たが、 三十 九 年頃から 白馬 會の 研究所へ 入つ て ぼつぼつ 洋畫を や 6 出した。 文展で は 第五 囘に 「ジ 
; ャ ボン」、 「コック 場の 一隅」、 第 四囘に 「コック 場」 5: 出し、 乙れ は 三等賞に なつた。 第 六囘に 「お 酌」、 
| 第 十囘に 「GFyama-sanJ. 第 十一 囘 に 「 大隅 氏の 肖像」 を 出して、 乙れ は 特選、 帝展て は 「刺 繡」 を 
、/ 出した。 以て その ^ 器用 3 を 知るべき である。 

一 Hi-j  永 氏 i 羊の #' 家と 云 へげ it' 氏、 辻 氏と ^' へば羊の *: 豕と、今 0: て、は @: に ¥: -4?ど、な 
つてし まつ、 て， Q る。 兎に角、 自分て 山羊を 澤山 飼つ て、 一時、 は 山羊 乳を 販賣 して、 ゐた € て あ、 る、 か^ \、 
何と 云つ て 毛 羊の 親分 1C 違 ひない。 けれど％ 經歷を 見る と 矢 張 6 晝家て ある。 明治 十七 年に 廣島 市に 
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生れ、 白馬 會硏究 所に 入つ たが、 更に 東京 美術 學 校の 西洋 畫科に 入ぅ、 三十 九 年 k 卒業した。 文展へ 

は 第二 囘に 「秋」、 第三 囘に 「牧場の 山羊」、 第 四囘 k  r 飼は れたる 山羊」 (褒 狀) 、第 六囘に 「無 果驼畠 」 
(三等 8、 第 七 囘に 「満洲」 •第 八囘に 「初秋」 (三等賞)、 第 九囘に 「落葉」 (三等賞)、 第 十囘に 「葡萄の 實る 

頃」 (特選)、 第 十一 囘に 「九月の 午後」、 「丘上ょぅ」、 第 十二 囘 R r 裝飾畫 秋」、 帝展 R 「剪毛 後の 或る日 I を 
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出し. て. Q る。 殆ど 每囘缺 が 3 ず 出品して、 しかも 良 成績を 見て ゐ るのを 見れば、 彫刻 K 於け る 馬の 池 
田 勇 八 氏が 推薦され て. Q る 今日、 氏名 亦 推薦に 入る のが 當然で は あるまい か。 氏は 今年に なつて 外遊 
の途に 上つ た。 

九、 文展以 來の 名家 

| 橋 本 韩助氏 | 以上で 先づ 新進の、 帝展 中堅と S ふと 乙ろ を 終つ たから。 今度は 逆に 行つ て 
甞て 文展で 好成績を 得て、 今は 餘 6 活躍し な い 人達に 觸れて 置かう。 無論、 順序は ない、 文展の ヵタ 
ログを 操う ひろげて、 古 S と Z. 0 から 成績て 拾つ て 行く。 第一 同から 第三 囘まで 三等賞を つづけた 人 
に&落 ^° 氏“。夫氏と容ぎ氏とがある。ーニ氏とも、一時はなかなか世間にもては富れたも 
のて ある。！ A 氏は 明治 十七 年 一月、 栃木 縣栃木 町 ^ 生れた 人 •て、 三十 六 年に 東京 美術 學 校の 洋晝選 
稠を 卒業し、 四十 四 年に 佛國パ リに 留學 した。 文展 へは、 第一 囘の 「ともしび」、 第二 囘の 「水の ほと 
6」、 第三 囘の 「幕間」 と 引 續き H 本 趣味の 勝つ た、 情趣の ある 畫を出 して 三等賞を 得た。 然る (C 第 四 
囘に 「水鳥」、 「白 S 雲」、 第五 囘 R 「凝視」 等を 出した が、 自分で も 思は しくない と 思つ たか、 第七囘 から 
日本 畫 部の 方へ 出品す る やうに なつた。 第 七囘の 「落葉 掻き」、 「夕月」、 第 十一 囘の 「菊花の 秋」 の 如き 
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である。 けれどもを れも 何だか 榮ぇ ないで、 今は 氣力 のぬ けた やぅな 生活を して ゐる 。才人の 末路を 
語る やぅな あはれ S である。 

r 高 村 眞夫氏 I は、 橋 本 氏 ほどに 影が 薄れな S。 しかし また 昔日の 觀を 止めない の も 事實て 
ある。 氏は 明治 九 年 八月 新 潟 7{T の 生れで あつて、 一一 十四 歳の 時 上京して 小山 正太郞 氏の 不同 舍に入 6 
約 三年 間を 乙 ^ 在つ た。 靑木繁 、小 杉未醒 、坂 本 繁二郞 、荻 原守衞 等の 諸氏 も 同じ 頃 ic 乙 Z. に 在つ た 
とい ふ。 四十 年の 東京 博覽會 に 「黃檗 の 僧」 を 出して 三等賞を 得、 Z. の 時、 日本に 於け る クラシック 
風の 作家と して 認められた。 それから 四十 五 年 咬で 博 文 館の 出版部に 在つ て 裝酿 を擔 任し、 更に 大正 
三年から 歐洲に 遊ん て、 その 大戰の 勃 發し穴 後、. 歸つ て來 穴。 文展 へは 第一 同に 「晝 室の 沈默」 、「新 
秋」、 第二 囘に 「夏の 樣」 、第三 囘に 「停車場の 夜」 と 引續き 三等賞に 入つ た。 第四囘 には 「道 成 寺/第五 
囘 R は 「春 日 野」、 「休憩」 を 出した が、 をれ よ 6 次第に 製作から 離れて 行つ た。 但し 「美術 巡禮 記」 そ 
の 他の 著書名 あ*^、 雜誌 などに 今日 もちよい ちよい 意見を 發 表して ゐ る。 

£! 見  s’，^1 跡 見 氏は!！ が 氏 や 『尚 村 氏に 比する と若い 方の 人で ある。 明治 十七 年 五月、 東 
京市神田區猿樂町に生れ、はじめ黑豇&&氏につぃて晝を學び、三十六年に東京美術學校の西洋畫選 
科を 卒業した。 明治 四十 五 年には、 中澤 、山 本、 三 宅の 諸氏と 光風 會を 組織して、 その 主なる メンバ 
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r となつ て， Q る。 文展 では 第一 囘に 「夕 岬」、 第二 囘 に 「晚 煙」、 第三 囘に 「砥石 切」 を 出して、 共に 一一 一 
等 賞を 得、 第 四囘に 「霧の たぇま」、 第 六囘に 「野 跡 行く 人」、 第 七 囘に 「あみ ほし 場」、 「夏の 午後」、 第 
八囘 に 「瓜 畑」、 「村へ 行く 道」、 「半島の 漁村」、 第 九囘に r 眞似ま なび」 等を 出した が、 最近は 光風 會 
に その 作を 見る 外、 殆ど 公開し ない。 黑田氏 風の 自然 描寫を やつて ^) るが、 稍 色調が 古 s ので、 若い 
人に 顧みられない。 

11 傑れた 洋晝家 j 尙ほ 文® の初囘 以來 時に つれて 世評に 上つ て 來た 人々 に、 岡吉 枝、 九 里 四郞、 

/)'« I: S: II“  1 5、 1: 1- &、 、 !: 客、 5<i5- 5: 、 富  & ±« &“M 3- I ^ 

㉟雰、 雾雰 T &* ^ =° k、 s aIl s- ^ s: n、％ t: rh s: I- 、 s: a: s- 、 s: s- ^ 

㈤ ■、•ザ ぼ；#& ±* 肥、ぎ& ±« ' 1- 妒& 等の 諸氏が ぁる。 乙れ S 中には、 文 展の諸 期 
に 於 s て 良 s 成績 ヒ得 たとい ふに 止ま'*'、 をの 後は 全く 鳴かず S ばず で ある 人 も あれば、 牛の 步みの 
やうに、 昔ながら の 位置を 占めて、 得々 とヤ つて ゐる人 も あ 3、 また 最近に 至つ て ぼつぼつ 頭-で 擡げ 
た 人 も あれば、 ほんの 一時、 槿 花の 榮を ほしい t ゞ 1C したやうな 人 も あつて 一槪に は 言へ ない が、 大 
體の 紹介 •たけをして 置かう。 

萬 吾 氏 j  1 口 氏は 慶應二 年に 大阪に 生れた 人で、 はじめ 小山 正太郞 氏に ついて 學び 

一一 八 一 
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.明治 一一 一士 一一 年から 年間 歐米 k 留學 し、 が #* ®* 、 客㈣ 露 氏 等と 日本 水 彩畫硏 究會を 起した が、 
のち 京都に 轉 住し、 今は 再び 東京に 住する。 文展 へは 第一 囘ょ $ 第 四囘ま で 續けて 出品し、 第三 同に ょ 
「眞 夏の 山毛櫸 J を 出し 褒賞， V」 得'  また 第 六 同ょぅ 第 八囘 -S: で 出品し、 第 七 囘 R 「 ボフラ f と 夏蜜批 」 は 
一一 一等賞. Vi 得た ぶ 林 萬 5 1 氏は 明治 三年 香 川縣に 生れて、 ぼ ^ 郞、 J l- 5. 3:- T lj ffl* ^_s、ts 
三十 一年に 東京 美術 學校を 卒業し、 四十 四 年に 文部省 留學注 として 外遊し、 大正 三年に 歸 朝した。 文 
展 へは 穿 一囘に 「物 U 心 ひ」 を.， U' し 三等賞を 得、. 第二 囘に 「蔭の a か. 〇」、 「狐 花」、 第三 囘 k 「渡 舟」 で 三 
等 賞、 第 八囘に 「冬の セ f ヌ」 「フレン ッエ 市 ボン テ* ァラ •グ ラッヱ 」 、第 九 囘に 「礒菜 摘」、 <1 れも 三等 
賞に なった。 第 十囘に 漁夫と 其 妻、 第 十一 囘 た 「赤 布を 纒 へる 女」、 第 十二 囘に 「 »£ を 戴ける 女」、 帝展に 
「夏木立」 を 出して、 氏は 現 R 努力しつつ ある 一人て ある。 

一矢 崎 千代 治、 寺 松 國太郞 氏 | 此の兩氏も最近まで活動してゐる。分%氏は明治五年橫須賀の生れて 
初め 大野 幸彥の 門に 學び ..のち 東京 美術 學校 R 入 6 .、三十 五 年 k 卒業す る や、 間もなく 歐米 ic 遊び、 
四十 三年に 歸 朝した。 その 文展 出品には、 第三 囘に 「夕 凉」 (褒 狀) 、第 四囘に 「奈 良」 (三等賞)、 第六囘 
に 「機 織」、 第 七囘に 「草 列」 (三等賞)、 第 九囘に 「薇 入」、 r 樹 蔭」、 第 十 同に 「機」、 第 十 5 に 「讓 驢」 を 
出した。 寺 松 氏は 號を擔 離と SS、 治 八 年 丄ハ 月、 岡 山 縣萬壽 村に 生れ、 /h» UI# 氏の 不同 舍 .に 入ぅ、 又 
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氏に％ 師事した。 支展 へは 第三 囘に 「大原 女」、 第 四囘に 「かげの 人」 ハ褒狀 S 第五 囘に 「銅 瓶」、 
「髮」 、第 六囘に 「朝市」、 第 七 囘に 「櫛」 (三等賞)、 第 八囘に 「若き 女」 を 出して ゐる。 兮 /2 その 作の 「髮」 

| は、 フランスの サロンに 入選して、 一時 評判 R 上つ たもの <* ある。 

r^^ l^l 里 四 郎^ 一 k 氏は 明治 十四 年、 千 葉 縣に 生れて、 もと 山 田と 言つ た。 はじめ 堀江 正 章 
~ 氏に つき. のち m 京 美術 學校 に 入學 した。 三十 六 年中 途退學 し、 暫く 白馬 會硏究 rir にあつ たが つ いで 
I 米國に 留學 した。 そ C では 五 年 居て、 更に 歐洲に 赴き、 四十 二 年の 秋に 歸つ た。 文展 には 第 四囘に 「未 
| 刀」 (褒 狀)、 第五 囘こ 「病婦 J、 第 七 囘に 「椅子に 凭- 〇て」 を 出し、 中途て 二 科會の 創立に 參 tl 一した が 故 
あつて退$、第十囘の文展に「佐久間大將立像」、第十一囘に「野田大塊翁肖像」を出品し /2 。九里氏 
i 明治 十九 年に 東京に 生れ、 初め 和 田英作 氏に つき、 のち 東京 美術 學抆 の两 洋畫 科を 卒業した。 四十 
四 年 佛國に 渡ぅ、 英 •伊 及び 印度を 歴遊して 大正 元年に 歸朝 した。 をれ から 數 年間 大阪に 居た が、 をれ 
から 苋京 •小 Eg^ 原に 移 6、 現に 再び 歐洲に 遊ん て ゐる 。作品は ガ、 M 第一 囘に 「霧の 椿 冬 野」、 第二 囘 に 「藏 」 
(三等賞)、 第 四囘に 「老人」 (三等賞) 等を 出し、 二 科會の 創立と 共に 鑑査 員に 加は つたが をれ は脫會 
し、 六 だ 第二 囘に 「至 陰」、 「奈 良」 等四點 、第 四囘に 「夏山」、 「老人 習作」、 「奈良 の 秋」. 等六點 、第五 囘 
に 「果物」、 「碧 溪」、 第 六囘に 「海女」、 「椿」 等四點 を 出品した。 又 今年の サロンに 出品して 入 ; 1 し ；--' との 
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1 とで ある。 

I 靑山熊 治、 眞山孝 治 氏 I  i 円 0J* 氏は 一時 大に囑 望せられ た 人て あるが、 長い 乙と 海外に 去つ て 歸 つ 
て 來な ぃ。氏は明治十九年兵庫縣の生野に生れ、 ^* ^方 ^# 、 ^* 51# 淸輝その他の諸氏に學び、四十年の 
東京 博覽會 に 受賞し、 文展 へは 第 四囘に 「九十 九 里」 を 出して 三等賞を 得、 をの 次に 又 「金 佛」 に 二 
等賞を得たが、間もなく佛蘭西へ行つて歸つて來ない。？興|山氏は、明治十七年岩手縣の出身で、白馬 
會硏究所に學び、£ #* 露、 04# %-|^ «)* 氏に5と|が多^。文展ては第二囘に3晦」、第ーーー囘 
に 「燒け 山」、 「深山の 夕」、 第 四囘に 「湖畔」 (三等賞)、 第五 同に 「秋晴」、 第 六囘に 「楡 J、 第 七 囘に 「初秋」 
を 出した が、 その後は 沈默を 守つ て ゐ る。 

I 赤松 麟 作、 安田稔 氏 I が 扮 氏は 明治 ナー 年 岡 山 縣津山 町に 生れ、 一一 一士 一年 k 東京 美術 學校 1 卒業し 
第五 囘內 國勸 業博覽 會に 褒狀を 得た が、 のち 大阪 朝日 新聞に 入-*'、 文展 へは 第二 囘に 「迷 兒」 、第三 囘 
に 「夕飯」、 第五 囘 に 「午後 三時」 (褒 狀) 、第 七囘に 5 きな」 (褒 狀) 、第 八囘に 「添 乳」、 第 九囘に 「萩」 
V 出して ゐる 。安田 氏は 明治 十四 年 新 潟 縣長岡 市に 生れ、 初め 不同 舍 に 入つ たが、 ついで 東京 美術 學 
校を 三十 年に 卒業、 のち 獨 逸に 留學 して、 更に 英佛 を經て 在歐七 年の 後、 歸 朝した。 文展で は 第八囘 
に 2 茶 どき」 (褒 狀) 、第 九囘 R 「樹 蔭の ^ どゐ」 、第 十囘に 「肯 像」、 第 十 一 囘に 「盛夏」、 第 十二 囘 に 「肖 
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像」、 帝展に 「靜 物」 を 出して、 現に 努力し 〇 、ある。 

一 寺澤 孝太郎 、 |±1 田三郎 氏— I 寺澤 氏は 明治 十八 年、 秋 田縣に 生れ、 はじめ 太平洋 畫會 研究所に 學び 
文展 へは 第二 囘に 「歸 6 道」、 第三 囘に 「か ぼち や」 (賞 狀〕 、第 四囘に 「囚 はれし 兒兎」 、第 八囘 R 「灰の 
降る 村」、 第九囘 ic 「酒の 香」 を 出した が、 近頃は 餘ぅ 振は ないやぅ である。 太 田 氏は 明治 十七 年の 愛 
知縣の 出身て、 寺澤 氏とは 反對に 白馬 會硏究 所に 入つ て 黑田 氏の 指導を 受け、 文展で は 第 四囘に 「ビ 
ャホ I ルの 女」、 第 七 囘に 「カフェ*- の 女」 (三等賞)、 第 十一 囘に 「卓に 凭 6 て」 を 出して， Q るが、 題名 
でも 知られる 通 6、 浮世 繪 式の 世界的 少女を 得意と し、 爲めに 日本の 浮世 繪 {C 關 する 研究に 造詣 •か 深 
S。 又、 柿 繪畫 家と して 一時 大 R 名を なした が、 今は 此の方 面から も 離れたら しい。 

| 加 藤靜兒 、五味 清 吉氏一 加 藤氏は 明治 二十 年 愛知 縣に 生れ、 四十 三年 東京 美術 學校 r 卒業した が、 
文展 へは それに 先ち 第一 囘に 「靑 丹ょ し」、 第二 囘に 「春の 光」、 第三 囘に 「山 かげ」 (褒 狀) 、第 四囘 k 「君 
♦か 代 蘭」、 「渚」、 第 六囘に 「屋 後」 (褒 狀) 、第 七 囘に 「網を 于 せる 朝」、 第 八囘に 「篠 島ょ*^ 小 磯を」、 第九囘 
に 「花 ばた け」、 第 十一 囘に 「外 濱」 、第 十二 囘に 「囚 はれた る 木 令」 等を 出して. Q る。 長らく 名 古屋に 
住んで 居た が、 今 •ては 東京へ 來てゐ る。 五味 氏は、 4 との 姓を 小 原と S ふ、 明治 十九 年森闹 市に 生れ 
た。 大正 二 年 東京 美術 學 校を 卒業した が、 文展 へは 第四囘 に 「煙」、 第五 囘に 「秋の お. とづれ」、 第六囘 
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に 「たけ ^ 草」、 第 七 囘に 「ハチ スとシ ヲン J (三等賞)、 第 八囘に 「新 天 新地」、 第 九囘に 「秋草」、 笛 十囘 
に 「木槿の 花」、 第 十二 囘に 「姬を かしょ もぎ」 等を 出品して、 植物 寫 生の 一人と して 知られて ゐ る。 

池 田 永 治、 山 脇 信 德氏 | 池 田 氏は 號を 牛歩と い a 、 明治 二十 二 年の 京都の 生れで ある。 殆 .ん ど師 
につく とい ふやぅな こと もやらずに、 獨力で やつて 來て 、油繪 、水 彩、 俳畫 風の 日本 畫 等を かねょ， ゝ 
して ゐ る。 文展 へは 第 四囘に 「牧場」 を 出して 褒狀を 得、 第 七囘の 「冷 香」、 第 八囘の 「春光」、 「ィソ 
ップ J、 第 九 回の 「近郊から」、 M れも また 褒狀 であつ た。 帝 展には 「沼畔 初秋 j とい ふのを 出して ゐる。 
山 脇 氏は 明治 十九 年 高 知 市に 生れ、 四十 三年 東京 美術 學校を 卒業し、 文展 へは 第一 囘に 「町の 橋」、 第 
三 同に 「停車場の 朝」 (褒 狀) 、第 八囘に 「午後の 海」 (褒 狀) 、「入海」、 第九囘 R 「叙 山の 雪」、 第 十一 囘 R 「疎 
林」 を 出し、 また 院展の 第 四囘に 「湖畔の 冬」、 第五 囘に 「モノクロ  f ム 」 三 點 、外 八點を 出陳して、 大 
{<: 世の 注目を 惹 き’ その 第六囘 k も 「伊豆 風景」 等四點 を 出して、 院展の 有力な 一人と なつて ゐ る。 
y 糸 源太郎 、三 上 知 治 氏 I 小 糸 氏は 明治 二十 年 東京 市に 生れ、 四十 四 年 東京 美術 學校 金工 科を 卒業 
す 5 と、 更 k 西洋 晝科に 學んだ 。文展 へは 第四囘 JC 「魚河岸」、 等 五 同に 「屋根の 都」、 第 八囘に 「曇 6 
日」 (褒 狀) 、第 九囘に 「雨の あと」、 第 十四 囘に 「秋」、 「春」、 第 十一 囘に 「きつ、 き」、 第 十二 囘 R 「一一め HI 」 を 
出し 7*2 が、 此の 時 感ずる と 乙ろ あ 4 と稱 して、 自作を 切 裂い 穴ので 問題が 持ち 上つ た。 それ 以來 氏は 
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斷然 洋畫の 筆を 廢 すると 稱し てゐ る。 尙ほ 、氏は 上野 山 下の 小 料理店 「揚肚 し」 の 子息で ある。 H* J1* 
氏は 明治 十九 年 m 京に 生れ、 小山 氏の 不同 舍に學 び、 のち 太平洋 畫會 研究所に 入つ た。 文展で は 第一 
囘に 「少女」、 「杉並木」、 第二 囘 に「 松籟」、 「時雨る、 日」、 第三 囘に 「三輪」 (褒 狀) 、第五 囘に 「初夏」 
(褒 狀) 、笫 八囘に 「窓際」、 第 九囘に 「坐せ る 女」、 第 十囘に 「二 女」 ^ 、 帝展/ K は 「豚」 を 出品して ゐ る。 

I 呑 田 勝 太、 龜 高文乇 氏 _ 香 田 氏は 明治 十八 年 ^ 鳥 取縣に 生れた 人て、 四十 三年に 束 京 美術 學 校の 洋 
晝 科を 卒業し、 文展 へは 第 四 同 R r 厨 3 き」、 「秋草」、 笫六囘 に 「鳳仙花」 (褒 狀) 、第 七囘に 「池 之 端」、 
第 八囘に 、「 亂菊」 、第 十囘に r 枯野」 、第 十一 囘に 「寒菊」、 第 十二 囘に 「靜 物」、 「S なと 親鷄」 等を 出品し 
て & る。 龜高ふ み 子 氏は 明治 二十 年橫濱 TIT ic 生れ、 女子 美術 學校を 卒業して から 太平洋 晝 會硏究 所に 
入ぅ、滿谷氏について學んだが、故洋晝家宮崎與平氏>結婚し、その歿後大正三年に再婚した。文展 
へは 第三 囘に 「しろ かす 6」( 褒狀) 、第五 囘 に 「讀 書」、 第 七囘に 「離れ 行く 心」、 第 九囘に r 樂譜」 、第 十 
囘に「食後」、第十二囘に「ダニエ,の話」を出品してゐる。 

I 永 地 秀太郎 氏 其の 他  1 永 地秀太 氏は、 可な ぅの 老人で ある。 明治 六 年 山口縣 生れ、 松岡壽 氏に つき 
のち 明治 美術 會の 硏究 所て 學ん •た。 今は 陸軍 士官 學 校の 敎官を して. Q る。 文展 へは 第一 囘に 「静物」 
第二 囘に 「逍遙」、 第三 囘に 「靜 物」 (褒 狀) 、第 四囘に 「つれ^-」、 第 六囘に 「休みの a ま」、 第 七 囘 R 「し 

一一 八 七 


刻 彫 及® 泮 の代现  飼 五 第 


花 


二 八 八 

ぼ 6J  (三等賞)、 第 九囘に 「父の 部屋、 第 十囘に 「畫 室に て」、 第 十 
二囘に 「肌」 等を 出して ゐる 。をの 外、 文展の 第一 囘 k 「女繪 師」 
第二 囘 に 「漁夫の 娘」 を 出して、 共に 三等賞を 得、 第三 囘の 「海 
B 女」 に 褒狀も 得た 岡吉 把 氏、 第三 同に 「爐の ほと $」、 第 四囘に 
圖 「靜 けき ゆ ふべ」 に 共に 褒狀を 得た 相 田直彥 氏、 第六囘 の , 化粧」 
に 三等を 得た， &|n 『一 M- 氏 等の 諸氏 も 文展の 中心として、 過去 
に 働き、 ^ たは 現 R 働きつ、 ある。 尙ほ 最近の 人と しては、 第 十 
.一同に 「小鳥 M」 て 特選と なつた 川 合 政治 郞 、第 十囘に 「夕 ぐれ」 
で 特選と なつた 朝鮮人の 金觀鎬 、第 十二 囘に 「滿 潮」 で 特選と な 
—つた,|;ぞ氏、第十二囘に「種子蒔き」に特選となつた巖埼精起 
村 氏、 第 十囘に 「犢」 に 特選と なつた 關 口隆嗣 氏、 同じく 第 十 同て 
r 「御殿 富士」 に 特選せられ た 黑田新 氏 等が あぅ、 何れ 名 新人と し 

雄 

て 大に 將來を 囑 目せられ つ、 ある。 

先 づ帝展 の 中心を なす 人物と しては 乙ん な ものて あらぅ。 
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十、 美術 院 派の 洋畫家 

「美術 院 の洋晝 日本 美術 院は 、その 設立の 動機 及び 現在の 內容は 、日本 畫を 中心として， Q る 
乙 と、 事實で ある。 院展と 云へ ば 誰し も、 洋畫を 聯想せ ずして、 觀 此、 大 觀の轉 ゐ る听調 日本 畫を聯 
| 想す る だら う 程に、 院展卽 ち 日本 畫て ある。 何つ ちかと 言へ ば 洋畫 に 行くべき 人 迄 も、 その 日本 畫の 
| 方へ 行つ て ゐ る。 川端 龍 子 氏の やうに、 最初から 洋晝 から 仕上げて、 日本 晝 (C 移つ た 人 も あれば、 近 
|  くは 近藤浩 一路 氏 も 美術 學校 の洋聖 # 出身で 宅つ て、 今は 院友 として 日本 畫 5: 出品して ゐ る。 W 
j 陵 氏 あた^' の 晝も餘 程洋畫 臭い、 眞道 黎明 氏 あ、 言つ 穴 靑年 作家には 益 マ その 色彩が 濃厚に なつて 來 
る。 小川 芋錢氏 も、 今て は 純然たる 日本 晝と なつた、 森 田恒友 氏は、 ^ だ 洋晝に 立つ て 籠つ てゐ るが、 
をの 日本 畫のお 手に入つ たもの なる 乙とは 定評 あると ころ で、 此の 人 も 何時 洋晝 へ轉 ずる か 知 U たも 
のて ない。 —— 尤も、 最近の 日本 晝壇が 、益々 洋晝の 方へ、 とい ふょ $ も 新し S 方向へ 傾 S て 行く 乙 
とは 爭はれ ない 事實で 、帝展 すら S う 言つ た徵 候が あるの だから、 もと  < 、朦朧 派 以來、 漱 
一邦 や 狩野芳 崖以來 、否 末期の 狩 野 派以來 、新 傾向を 追は うとして. Q る 美術 院の 人々 が、 日本 晝か 洋晝か 
解らない ものを 描く、 隨つて そ 乙 {C 守舊的 色彩の あつた 舊文展 と相容 Jn なかつ た 大き い 意義 も あるの 
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•たが、 3 うした 美術 院ては 洋晝そ の 物まで も 所謂 日本 晝に沒 入す る やうに 見ぇる のは、 一 方では 乙 
の 日本 晝が 洋晝 傾向 R 對して t 容 力を 有する 乙と を 示す と共に、 西洋 晝その 物の 鮮明な 影の 薄い 乙と 
をネ意 味す る。 固ょ-^、 乙、 では 院規に 西洋 畫と 日本 畫 との 區 別を 設けず して、 一律に 「繪 畫」 として 
取 6 扱つ て. Q るから、 た V 材料が 日本的て あるか 西洋 的て あるかに 依つ て、 見る 人が 勝手に 西洋 晝と 
日本 晝と 5: 別つ* たけ だから、 その 間に 區 分を 設ける 必要は ない と 言へ ば それまで  <  あるが、 しかも 事 
實 、院展 の 陳列に 際して は、 日本 畫 室と 洋晝室 とは 別々 1C 置かれて ある。 隨つて 、乙、 の 日本 畫と 
は 別な 洋晝を も 認めない 譯 R は 行かぬ。 

洋晝 と院展 | 仑 れだ けて はな S。 院展の 洋畫な る ものは、 年々 重きを 加へ て 行く、 日本 畫 
の 方には 動 もす ると、 院展 風なる 一種の カラ t を 形成して、 固定し 滯澁 して 行かう とし、 僅に 新人の 
新 努力を 加へ る だけと 名 見られる のに、 西洋 晝の 方は 年毎に 新しい 同人が 幾人 か 加は つて 行く、 をし 
て 比較的 眞 面目な 態度を 以て、 見る に 足る 作品を 發 表する。 のみならず、 同人 外の 出品者 も 一一 科會と 
相 選ばな v> 程度の 優良 分子に 富ん て ゐる 。蔭は 薄い と 言つ て も、 まだ^- 內容は 兎に角、 欺 景に 於 V' 
て 日本 晝 R 及ばぬ 西洋 晝が 、數 •たけで 名 乙、 に 日本 畫の數 倍を 並べて， Q るのは、 大に意 を 强く せねば 
なるまい。 S うい ふ 次第 だから、 Z. 、 の 洋晝界 には、 黑田淸 輝 氏 乃至 岡 田、 和 田、 藤 島 氏 級の 大家は 
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む な s としても、 また 觀山 、大觀 兩將に 匹敵す べ& 人物は まだ 出來な s としても、 ^ • 醒氏あ 6 鼎 氏 あ 
6、 恒友氏 あ 4、 白 羊 氏 あう、 その他 儕々 の 多士が あるの だから、 決して 輕視 する 譯には 行かない の 

T 。 

\ 一 小 杉 未醒氏 I 中に も 小 杉未醍 氏は、 行く—- は 西洋 畫壇に 於け る大觀 氏に 衣る’ たらう と 評 
I 判 3 れ る だけに、 ょい 意味に も惡 S 意味に も、 なか  <  の 人物で ある。 描く 者は 何だか 弱々 し 3 うな、 
:至 つて 色調の 弱 S、 力の 足 6 な S、 心 もとな 33 うな ものて あるが、 人間は 決して s' うでは ない。 腹 
一 も あれば 頭 も ある、 おまけに 力 も ある。 江 見 水 蔭 一派の 文士 畫家 力士て は大關 格で、 名うての 力自慢 
j と來て 居る のに、 球を 飛ばす 乙と も ボラ ブ俱部 都の 御大 將で ある。 ボブ ラ俱樂 部と いふのは、 御存じ 
I の 人 も 劣から う、 東京の 北部 田 端に あつて、 あの 界隈に 散在す る 美術家 連の 遊び場 所で ある。 事實は 
一太 平 洋晝會 一派の 人々 が 據る 所で、 彫刻家の 藤 井浩祐 氏、 帝 M 審査： 貝の 滿谷國 四郞氏 あたう もょ くや 
つて 來て 、色々 な 策源地 かの 如く 世間から 取 6 沙汰され る 場所て あるが、 をの 中心人物と もい ふべき 
ものは、 實に 此の 未醒 氏で ある。 今 乙 を、 あるかない かさへ 分らな くな つたが、 「武俠 世界」 とい ふ雜 
誌は、 最も 世 {C 知られた 運動 雜誌て あつた。 その 表紙には 何時ても 精悍な 壯夫が 、勇々 しく も 描かれ 
てあつた、 そして その 筆者は 小 杉未醒 氏に きまつて ゐた もの だが、 しかもを の 精悍 無.. の 壯夫乙 を、 
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釆醒 氏が をれ 自身 1: モデ K として 描いた と 言つ て もよ かつた。 一度、 未醒 民に 會っ /2 乙との ある 人は 
皆 印象し で 居る ^ らう。 餘 6 肥 〇 ては 居な い が、 全身に 力の 漲っ て ゐる やうな、 丈の 高い、 うっきと 
したが&氏 ^ 接すると、何となく斯う、男らしい或る感じに打たれる。此の男があ、いふ畫を描くか 
と M はれる 程に、 男らし S 男て ある。 が、 未 II* 氏は 同時に 決して パ r パラスな 人 問て はない、 矢張り 
垢拔けのした、リファィンされた、そして人なつかしいデソヶ*-卜 3 を持つた人である。乙れがつま 
3、 未醒 氏を して 藝術 家たら しめる 大切な 要素な の だ。 

一未 醒氏 の^ 一9  | 未醒 氏の 家は 田 端に ある。 他の 多くの 晝家 連が、 —— 近 tM て も洋畫 家で も、 
堂々 たる 邸宅を 構へ 込 ir のを 得意の 如くして ゐ るのに、 が ® !• 氏は 十年一日の 如く、 田 端の 片 ほとう に、 
見榮ぇ のしない 一家を 構へ て ゐる 。近い 中に 何處か に 偉大な 新 邸を 建築す るとの 噂 も あるが、 未だ 計 
劃には か、 って 居ない 樣で ある。 5fe° M® 氏の 此の 簡素な 畫 室へは、 樣々 の 人が 入 6込 む。 畫家や 彫刻家 
は 固よ. 0,、文士が來る、雜誌記者が來る、中公の 11# &|^氏の如きは日本晝の平福百穂氏と、未醒君 
とが 仲よ し 中の 伸よ しと あつて、 よく 顔を 見せる。 黑 頭巾で 知られた 橫山健 堂 氏％ よく 來てゐ る。 尤 
も ZL れは 力士と しての 交際 かも 知らぬ が。 —— 氏は Z1 れ 等の 人を 相手に、 あのうつ きとした 淸秀 
な 眉目を 擧げて 、談論 風發 、偸 决に 、てき ぱきと 物語る。 聽く 人に 快い 爽 かさを 與 へる 樣に 亂れな W 
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理路を 迎つて 話し 出す。 をれ だけに 未醒 氏の 聰明 3 を 感じ S せる の だ。 所が 聰明で ^ る だけに、 氏に 
關して は 色々 な 噂が 立ち もす る。 或は 氏を 以て 美術 院の黑 手 組の 隊長 ; 2 とする 人 も ある。 美術 院の動 
力と しては、 今は 觀山 氏で も大觀 氏ても なくて、 未 醒氏だ とい ふ 人 も ある 位に、 氏が 隱れ た黑 S 手 AJ 
絕 ぇず 動かして ゐるや ぅに 見られて ぬる。 事實 、氏の 方寸から 浊 いた 色々 な 乙と が.、. 美術 院に 具體化 
して 現 はれる。 院が ちよ 動搖 する の も 此の 人が あるから だと 噂され るの も强 ち虛て は あるまい。 
併し 未醒 氏は をれ 程の 腹黑 S 人て はなくて、 寧ろ 率直な 人と して 見て 置きたい。 

I 未 1111 氏の 略 傳 I 未醒 氏は、 名を なした 人と しては 先づ 若い 方で ある。 明治 十四 年 九月の 生れ 
とい ふから 今年 やつと 四十 歳、 早熟の 方で あつたから、 二十 歲に ならぬ 中から 世間に 知られて. Q た。 
本名は 國太郞 と 呼ん て、 栃木 縣日 光町の 人で、 お 父 3 んは 神主て ある。 最初は 五百城 文 哉と いふ 人に 
洋畫を 學んで ゐた が、 十八 九歲の 頃に 朿京に 出、 V、 小山 正太郞 氏の 不同 舍に 入つ たの だ。 つま 6 中 村 
^• w* 、 411 郎な どい ふ 人達よ 6 一時 代 後の 不同 舍生て ある。 f れ から 國木田 獨步と 知*^ 合 a とな 
つて、 日露 戰爭の 時に 從 軍した 6 などして ゐ る。 未醒 氏の 出世作は、 明治 四十 年の 東京 博覽會 に 出し 
た 「降魔」 V あつて、 Z: れは優 賞， v 得た。 その後％ 太' 牛 洋畫會 などに 續ク 出品して、 何時も 評判が よか 
つた ものである。 しかし、 氏を して 大名を な S しめ 一躍 大家の 班に 入らせた のは 文展が 開設 3 れてか 
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らの 乙と である。 その 第 四囘に 「袖」 ヒ 出し、 乙れ は 三等賞に なつた。 つ  < で 第五 囘には 「水 鄕 J、 第 六 
囘には 「豆の 秋」 と、 二 年に 亘つて 二 等 賞を 得た のて、 乙、 に 靑年 未醒の 名が 天下に 知られた ので あ 
る。 しかし その後は 文 展と緣 を 切つ て、 大正 二 年には 歐羅 巴へ 去つ て 了つ た。 歸つて 來 ると、 態度を 
一變 して 反 文展派 の 一人と な 6、 丁度 再興の 機運に 會し てゐた 日本 美術 院の 同人に 收つ た譯て ある。 
又 二科會 にも 參 加して、 それからは 每年兩 方へ 出品して ゐた が、 大正 六 年に 至つ て 二 科 會を脫 し、 今 
では 專ら 美術 院の 洋晝を 牛耳つ てゐ る。 院展へ 出品した 主な 作て は、 第二 同の 「黃初 平」、 第 四 囘の壁 
畫 「山 幸彥」 等 •か ある。  . 

一未 醒 氏の 代表作 I 此の 中て、 小 杉 氏の 代表作と して 「豆の 秋」 を 語らぅ。 第 六 囘文展 の 西洋 畫 て 
は、 氏の 此の 作を 筆頭 f 南 薰造 氏の 「六月の 日」 が 次席で 二 等 賞は 二人 あつた。 そして 二つと も 評判 
R なつた が、 「豆の 秋」 は、 豆 畑の 中に、 近く 一人の 作男が 鉢卷を して 地上に 踞して 居 6、 をの 背後 R 
少し 離れて、 短 い 着物の 下から 腰卷を 長く 見せた 少女が、 手拭を 冠つ て ゐる 。を 乙には 黍の 數莖が 亂 
れ 立ち、 鋤を 手に した 他の 一人の 男 も、 遙の 彼方に 橫を 見せて， Q る。 遠い 背後には、 荷を 積ん' た 車を 
牽く 馬と、 馬子と、 薄ら あか 6 を 白く 見せた 入江の 一端と を 描いて あつて、 それから 空に 接する 森樹 
立が 薄らと 寫 3 れる 。何となく のんびりと した、 如何 R も 豆を 取办 入れる 頃の、 土の 香の 鼻を 打 〇 や 
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うな、 極めて 野趣の 深い、 よ S 繪畫 V あつた。 そして、 乙の 晝ても 知られる 通-^、 が @1* 氏の 睨 ふと 乙 
るは、 裝飾畫 である。 寫實そ の 物ではなくて、 寫實 の裝飾 化て ある。 構圖名 色彩 も、 すべて そ 乙から 

« «9«09*0« * •♦•♦ • • 

割. 〇 出 S れて一 Q るフヴ ィド •.シ ャヴ アンヌ あ / 2 う 1: やらう として ゐる らしい が、 勿論シ ャヴ アンヌ だ 
けの 感覺的 魅力、 殊に 上品 § が 全く 缺け て， Q る。 それが 斯う 言つ た 野趣た つぷ 6 の 物には 成功す るが、 
近頃 やる やうな 「山 幸彥 J と 言つ た懷古 的の 作品 R なると、 みづ f し S が 足うな い で、 單なる 装飾的 
描畫 となつ て、 潤 ほ a も 味 ひも な s ものと なる。 つま 6  口* ■マンスの ない 筆で、 口 r マンスを 描かう 
とすると Z: ろに 矛盾と 失敗と が ある。 元來が 女性的な 懺 細な 感じの 人で ない の •たから、 此の r 豆の 秋」 
と 言つ た 樣な 方向へ、 ぐん^-掘つ て 行つ たら 面白から うと 思 ふ。 一般に 近頃の 作は 餘 6 評判が よく 
ないやうな のは、 斯うした 脫線 から 來る のか も 知れない。 尙 ほ近來 は、 日本 畫も ちよい— 描いて。 
乙の 方は なか <堂に 入つ たものと 評 も あるが、 をれ にしても、 氏と しては 固よ 6 餘 技に 過ぎな から 
う。 寧 /. 院派 洋畫の 頭目と して、 生彩の ある 處を 見せて 貰 a /2 い。 

倉 田 白 羊 氏 一 未醒 氏が 大正 三年の 當 初に、 美術 院の 同人に 加盟した 翌年、 倉 田 白 羊、 長 谷 
川 昇の 兩氏が 入つ て 來 た。 筆者は 此の 二 氏に つ S て餘 6 詳しく 知らないから、 ほんの 僅に 語つ て 置く。 
#• 田 氏は 未醒 氏と 同じ 明治 十四 年の 十二月 {C 生れた 人て、 故 鄕は埼 玉 縣の浦 和 町で ある。 そして 此の 
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人は、 系統から 言 ふと 最初は 太平洋 晝會の 分派た る 淺井忠 氏に つき、 のち 更に 黑田淸 輝 氏の 白馬 會 に 

入う、 東京 美術 學 校の 西洋 畫 科に 學ん で、 三十 四 年に 卒業した。 それ 故、 傳統 から 見る と 何だか 鶴 的 

な 感じが する が、 人物は 3 うでは な S。 現に 太平洋 晝會 の會 員て あると 乙 ろに 依れば、 案外、 節を 持 

第して， Q る 人 かも 知れぬ。 以前に あつた 「方寸」 とい ふ 美術 雑誌の 編輯 5: やつて. Q たので、 氏の 經營 的才 

|  能 も ある 乙と が 知れる であらう。 文展て は 第一 囘に 「つ ゆ 晴れ」、 第二 囘に 「牡牛」、 第四囘 R 「小 倉 山の 微 

J. 雨」、 第 六囘に 「川の ふち」 とい ふのを 出して ゐる 、しかし 一同 も 優 賞を 得て 居ない ので。 殆ど 世間の 目 

代を 惹か なかつ た、 我輩 も 亦、 失禮 ながら 記憶に 殘つて ゐな S。 美術 院の 人に なつてから は、 第二 囘に 

洋 「葡萄 ^ 採る 男」 とい ふの 1: 出した。 乙れ は 一寸 面白い 名 のて あつた。 比較的 粗 で は あるが、 個性のは 

畫つ きうした 色で 描いて あつた。 第三 同て は 「蝦蟇 仙人」、 第 四囘て は 「草花」、 「へち 咬 の 家」、 「 老 漁夫」 
及  j  e  a  » 
彫な どを 出して ゐ る。 何れにしても、 白 羊 氏は まだ、 見 ばぇ のす る やうな、 仕事を しては 居ない から 

刻よ くも 惡 くも 言 ひ 樣がな S。 美術 院へ來 たのは、 小 杉 氏と 私 交が 深いと 乙ろ よ 6、 引つ 張 6込 まれた 

一 7^ ので あらう。 

| 長 谷川 昇 1 氏 |'| 長 谷川 昇 氏は、 54 醒 、白 羊の 二 氏よ 6 名ず つと 若い。 明治 四十 三年に 東京 美 
術學 校の 洋畫科 を 卒業す ると、 間もなく 歐羅 巴に 遊學 して、 大正 四 年に 歸 朝して ゐる 。をれ 故 それ ま 
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での 色彩に ついては、 餘 6 色々 な 濁 6 に染ん てゐ ないやぅ である。 但し、 文展 では 可な $ 古 S 方で、 
第二 囘に 「蝶々」 とい ふのを 出し、 第四囘 Rr 白粉の 女 j を 出した。 乙れ は 褒狀に なつて ゐ る。 第五 囘に 
は r 裡體 J を 出した。 外國 から 歸 ると、 直ちに 美術 院の 同人と なつて、 その 第二 囘 k 「オペラの 踊 子」、 

「オランジュ 持て 
る 女」 と いふのを 
出品した。 流石に 
外國で 描 s た v け 
に、 生新な 色彩 {C 
一寸 人目 ^ 惹きつ 
けた。 此の 年の 展 
覽會 作品と しては 

ょ S 方で あつた。 第三 囘 には 「島の 水汲み」 「舞妓 」を 出し、 第 四囘に は 「河畔」 と 「七夕に 髮を洗 ふ」 とを 
出した が、 「七夕」 の 方は 官憲の 干 涉の爲 めに 一般の 觀覽を 許 3 れな かつた。 人體 の描寫 はな か，— 手 
に 入つ 穴 ものて、 殊に 軟かい 、しか 毛鮮か みのある ふつく  $ とした 色彩は、 吾 冷 k 共鳴す る。 又靜物 

一一 九 七 
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中に も 花 5: 描いた ものに ちよい  <  す r n たもの が ある。 去年の 展覽會 には、 「金魚」 と 「毛皮に 橫れる 
裸 女」 とを 描いた が、 齋藤與 里 氏は 斯う 評して ゐ る。 

『何れも 大作で、 中々 の 力作 だ。 出品者 側に も 此の 位の 繪が七 八 板 ある 樣だと 好い が、 何れも 小品 物 
'V 物 足 6 な、 s。 5k!I ;I!0 氏の 繪は 去年の 相撲 取 うにしても、 未だ 不徹底な と 乙ろ が 目立つ。 今年の 二 
■點に しても 可也 大味て、 乙 せつかない 處に 、朗 かな 點 •か 見出せる が、 もう 一層 拘泥が とれる と 好く 
なる 樣に 想像す るの だ。 處が裸 體の觀 察な どには、 一向 執着がない やうで ゐて 、いやに 丸る 味な ど 
を 氣 R して 居る 處が ある。 其處に 不徹底を 感じる の だ。 又 一方には 昨年の 「牡丹」 や、 一昨年？) の 
r 肖像」 の樣な 趣味を 持つ て ゐ る。 何處 かに 徹底した 時、 君の 本 當の藝 術が 出來 るの だと、 自分は 3 
う / fl つて ゐる。 』 

M れは 大體に 於いて 適評 だと 思 ふ。 長" Jlr 氏の 晝に は大 へん 純な、 よい 物を 持つ て ゐ ると 同時に、 
何處 かま 72 徹底の しないと Z1 ろが ある。 た  をれ が 割合 ic 自然を 忠實に 見つめた 花な どになる と、 
比較的 吾々 に 共鳴が 多 s やうで ある。 たしかに、 もつ と 努力 すれば よくなる にち が CA ない。 

I 森 田 恒友氏 | それから、大正五年には|牀 03* |1”氏が、その翌年には山本鼎氏が同人に加は 
つた。% H* 氏は /h- ^* 氏よ 4 一つ 年下の、 明治 十五 年生れ、 # # ffl* 氏と 同じ 埼玉縣 の 出身， 大里郡 玉 井村と 


S ふ 所の 人て ある。 乙れ も 小山 正太郞 、中 利不 
^• 、&&|£ 輝の 三 氏に っ ぃ て、 後に 東京 美術學 
校の 西洋 畫 科に 入っ て 三十 九 年に 卒業した ので 
あるから、 樣々 の 色が 混合して ゐる 。それから 
55 H* 氏と 同様に 「方寸」 の‘ 編輯に もた づはっ たこ 
とが あるし、 大阪の 「帝 國 新報」 とい ふのに も關 
係して， Q た。 文展 へは 第一 囘に 「湖畔」 を 出品し 
た 5/ けで、 餘 6 出品 興味を 誘は れな かつたら し 
S が、 小品に 優れた 畫家 としては、 夙に 知る 人 
が 多かった。 大正 三 •四 年の 頃 歐洲に 漫遊し、 歸 
った 翌五年 には 二科會 の會 員と なって、 その 第 
三囘に 「松原」 「城址」 の 二つの 景色を 出品して、 
乙れは評判がょかっ /2 。また同じ年の第三囘院 
展へは 、「天草の 一村」 「見下した る 港 lil' J を 出 
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し、 乙れ sf  5 同 合 f、 大正 六 f は 二— 1 S?、 今は 專ら院 Q 人 v ある。 第 四 
囘 の院展 に は 「對 岸の 村人」 r 溪 流」 の 二つ を 出した。 

: I B 氏の 特色 一 上の 題导て 知られる 通ぅ、 ^ • ffl, ^^ s: /2' 6' M' s: n ^' JIt' 、s' A' 0' A' #J' 

晝のすぐれ？のは ^' ガ€どはなぃが、 1: 兄 |' 、至、っ、て ^: 天 ]:: ^: のぎ ^: ^' ぐじ、か^^、の矿 
又は 落々 たる 一場の 自然を 捉へ來 つ て、 ^ れを僞 はらず R' 表 ii!' t' -5' 0' ぐ ^' s' oy v ^' n' R' ii' ^' ®' #' 

丁度 ヮ- ズヮ ょの 詩の ゃぅな、 なっかし ぃ、、 ? > ^: 、 1: 观 0' ±|' ??; ひ ^' A.' ?: ゐ ^0' l«:' £: I' f 5: %' 
力-- 自夕 -•' 詩 A て ある ヮ f ズ ヮ* -スや ツル ゲネ f フや獨 步6や ^ 見る 2. との 出來る 詩が、 氏の 畫の 
中から 見られる の、 た。 そし iQ 態度は 何處？ 論 f il-- し疆 で、 我れ甚 れて 自然の 聲—き 
な 力ら、 それを 筆 } C 移して ゐ る。 そ 乙 {(: 氏の 立場が ある。 しかし、 自重す る 意味て なし ic 、 なか < 
に畫が 描けな S らし S。 才氣の 煥發と 言つ た 方では ないだ けに、 會 心の 作を さう 澤山 得る 乙とは むつ 
かしい。 章 G 院展に 出した 「初夏の 川」 の 如き'  他に 計 劃した 作が 失敗 £つ た？、 間に合せに 
出し？ Q だと S ふが、 實 k あつけ？  S7P?、 M れを 以て 氏を 彼れ 是れ 評す I とは 出來 ない 繪て 
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あつた。 

山 本  鼎 氏 | 山 本 鼎 氏 も、 一而に 森 111# 氏の やうな 自然 詩人の 面影と 供へ て， Q るが、 性格に 
於いて 全然 異 6、森田氏が何處まても情、趣の人\」あるに對して、山本氏、は 1'' にれ、た 1!1!' ^' 、の1<ぐ、あ、る。 
森 田 氏は あこがれながら 描く 人て あるに、 山 本 氏は 考へ ながら 企てる 人て る。^/ の ft' f li' T、 か、 に M' 
畫の上 に 4 現は れて， Q る。 山 本 氏の 描い *: 21然は、同じやうに自然を感、じ ?; あゲ ?: も、 !5: 時 ^: 0» 4: 、て 
ある。 材料に 巧みな 取捨を 行 ひ •' 裘現に 滑 かな 潤 ほひの ある 色調を 用 ひて、 ゐ 、る ^ r ,y L' ぐ ^' ^' ^: つ 
かんて. Q ない 場合が ある。 器用て は ある、 纏ま 〇 ては 居る、 また 藝術 的の 或る 物 もないで はな s けれ 
ども、 &' 感では ない、 同時に 物象に 徹底して. q な S。 山 本 氏は、 ょく、 「自然 m3;vf n' J ど、 い、 ふ、 や、 う 
な rJ とを 口に する。 けれども、 山 本 氏の 「忠實 」 の 意味は、 自然の 表面的 描寫て あつて、 核心の 靈性、 
ソール をの 物を つかん. て 表現す る 意味とは 異ると 解 釋 s' れる 場合が 多 s 。 山 本 氏は 物の 像 5: ょく兑 る* 
しかし それは 像て あつ て、 像が 語る 內面で はない。 そ Z1 に觀る 人を して 物 足うな 3 を 感ぜし める。 乙 
れは必 ずし も風贵 畫 のみては な lr» 。 靜物で も、 人物で も S うで ある。 山 本 氏が 此の 境地から もう 一層 
つき 進んだなら 、面白い もの •か 出來 るで あらう。 と 乙ろ が 山 本 氏は、 大正 六年歸 朝の 當 時、 十七 點の 
努力の 作を 院展 ic 並べて 見せて、 大に吾 々の 期待を そ r つたが、 をの 後は 一向 見榮 ぇの ある 作品を 見 

S1 
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せて くれない。 あの お土産 作品の 中には、 「サ r 
ニャ」 「廢れ たる ダァ チャ」 「自畫 像」 などが あつ 
て、 何れも 眞 面目な 自然 觀照の 作品と して、 今 
も 忘れ 難い ものであった が、 近頃は 繪畫 k あく 
びを 感ずる とい ふ樣 な Z. とを 言つ て、 ^ く-^,.- 
筆 も 執らない らしい。 

i 山 本 氏の 事業 I 斯うして 氏は 今や、 デ 
レッ タントの やうな 態度 —— ょい 意味で 新し S 
何物 かを っかむ ため R 模索す る やうな 態度て、 
色々 な 方面へ 腕を 伸ば ばして. Q る。 先づ歸 朝の 
翌年 六月には、 戶張 孤雁、 永 瀨義郞 等の 諸氏と 共 
に 創作 版 晝協會 なる ものを 起して、 新 木版の 硏 
究及び 發表を はじめた。 元來 、山 本 氏は 愛知 縣 
岡 崎 市の 出身で あって、 小 杉 氏ょ*^ 1 0 年下の 
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明治 十五 年 九月 生 n、 可な 6 苦學 をして 來て 、早くから 合田淸 氏に ついて 西洋 木版を 研究し、 それに 依 
つて 生活しながら 乙つ {と 西洋 晝の 勉强を なし、 明治 三十 九 年 {C は 東京 美術 學 校の 西洋 畫 選科を 卒 
j 業した とい ふ 感心すべき 模範的 人物て ある。 S ぅし - C 數 年間 フランス に 留學 して 居た が、 歐洲 大戰の 
際を、 ロシャ を 經て歸 朝した、 歸朝 同時に 美術 院の 同人と なつた。 S ぅい ふ 經歷て あるから、 氏と 版 
畫 とは 密 切な 關係が あつたが、 今は 西洋風 木版の 第一人者と 目 3 れる 程に なつて ゐる 。今年の 第三 囘 
一同 協會 展覽會 には 「ブ〆 トン ヌ」 その他の 面白い ものを 出して. Q た。 ！ それから 又、 氏は 非常に 文筆に 
| 巧て あつて、 嘗ては 「方寸」 の 編輯に も從 つて. Q たが、 歸朝匆 々諸 雜誌 ic 樣々 な 文章を 發 表し、 素朴 •て 
| 淸新 な感 しが あると い ふので ょ 乙ろ ばれて ゐ たが、 昨 / 1-- 小 あた 6 から 小 說の樣 な ものを 書き出して、 中 
j 央 公論に 發 表した 「コロ」 の 如きは 最も 好評 5: 博した。 兎に角、 筆に かけても 旣 k 素人 藝を 離れて ゐ る。 

のみならず、 近頃は 他の 二つ の 意義 ある 仕事を 始めた。 一つは 兒 童の 自由 畫獎勵 と S ふ 乙と、 他は 農 
一民 美術の 鼓吹と S ふ 乙と て あ 〇 て、 共に 山 本 氏が 中心に なつて 着々 と步 をす、 めて. Q る。 兒童 自由 晝 
j について は、 從來 此の 種の 聲が 起るべく して 起ら なかつ たもので、 杓子定規 的な 小 學校敎 育に 依つ て、 
自由な 人間の 藝術 心が 殺 3 れ るのを 慨 S て 氏が 片 上伸 氏と 手を 携へて 講演 もした 6、 或は 長 原 孝 太郞、 
石 井 柏亭氏 等と 相應 じて、 展覽會 をし ^ $ して、 現に 此の 春は、 兒童の 作品を 皇后陛下の 台覽に 供し、 

一 §1 
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御前で 說 明 ？: した*®' などして 一 q る。 又 農民 美術は、 ロ グヤ の z- J n から ヒン 


遠ざか*®' つ、 ある ことを も證せ られ る。 今後の 氏の 行き方は 頗る 興味が ある 0 
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を 得た 名ので、 信 州の 某 
地' て 講習 會を 開き、 そ 
の 製作 品を 東京の 三越 
吳服 店で 展覽に 供した 
$ などして， Q る。 勿論 
此の方 も 必要な 仕事と 
して、 且つ 斯ぅした 美 
術 上の 自由 運動の 中 か 
ら 生れる 或る 物を 豫期 
する 2. とが 出來 るの、 て 
ある。 けれど 名 同時に、 
rJ れに 依つ て 山 本 氏が • 
最近 益々 繪晝 製作ょ 6 

兎に角 斯ぅ 言 〇 た 人は、 


まだ 日本の 美術界に 多く 見な S。 彫刻家 V 同じく 美術 院 の同人たる ^* 31* „氏が、木版，^ゃれば洋晝 

i もやる、 文章もぅ i  1 いと S ふ、 山 本 氏に 似通つ たと 乙ろ が あるけれ ども、 i^• i  ?!• 氏は 宿 病 i  k なやまされ 
て. Q るので 山 本 氏 だけの 活動を なし、 具體 的の gg を 擧げて 行く 乙と が 出來 ない のは 惜しい 乙と であ 
る。 美術 院5?洋壽 に、 昨年 同人と なつ 力 S: 兄、 ？: ^ • 氏が ある。 容 氏は、 小柄な、 ggf な、 同 
時に 軟か S 女性的な 感じを 持つ 頗る 氣持 のよ い 人で ある。 

十一、 二 科會の 人々 

石 井 柏亭氏 I 去.？ 二科會 の 方を 見る と、 貪て は 先づ s* ^* s: ♦氏を 煙なくて は 
なら S。 露 だ ぢ sf s' v -' §: £' 、 っ、 て、 の 研 落 V は K の 54 る。 二科會 成立には 企劃し 
た 人は、 今の 會 員の 多くと、 他に 走つ ^ 數氏 とが あつて、 此の 仕事を の 物が が把 氏の 方寸から 出て 
たとは 3 れな S が、 しか 签 初よ* cnQ 中心人物は 石 井 氏 •、て ある。, j れ には 固よ 4、l s* ## 氏の 美術界に 
於ける地位からの關係もあらぅ。石井氏は、二科會に止まらずして 0« が氏など、一緖に文展の方へ走 
つて 居たならば、 今は 押し も 押 3れ もせぬ 帝展の 審査員で ある。 ^ れ •たけの 貫目 (？) 5: 有つ てゐる 氏 
て あると 同時に、 經營 の才に かけて は 先 づ畫界 第一の 人て あらぅ。 日本 畫家 R は隨 分經營 家ら しい 人物 
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がない て もない が、 實はを れ等は 策略 家に 止 
まつて、 ビズネ スマ ン らし s 働きは 到底 出來 
な S 。 洋晝 家で も 黑田淸 輝 氏は 經略 家て ある。 
けれども 自ら 手を 下して 實務に 鞅掌すべく、 
餘 6 に 貴族的て ある。 山 本 鼎 氏な ども" 隨分 
理性の 働く 方て は あるが、 まだ 藝術 的て ある。 
藝術 本能が 興味と なつて 發動 する 方に 働く。 
一體 、を 乙が 藝術 家の 藝術 家た ると 乙ろ で、 
空想、 或は 想像力の 豐富 なと ころから、 をれ 
にかられ て 色々 な 仕事を 計 劃す る、 或は 興味 


を もつ のが 通 岡で、 


\ 


ンや岩 野 泡 鳴 や' 


島 崎 藤 村 や、 3 ぅい ふ 人の 行動の あと AJ 見て 
も 知れる やぅに、 晝 家の 多く ％ 亦 空想的 計 劃 
屋では ある。 けれども、 彼等は 何處兮 て もビ 


々  人の 會科二 


ズネ スマ ンで はない。 乙れ を實行 に 移す 手段と 方法と を 知らな ^. 又實 行の 勞 苦と 煩瑣と には 堪へ得 
ない のて ある、 と 2. ろが 石 井 氏は ^. M へ 行く と 違つ て ゐる。氏の仕事は何事て％ビズネスマ、ンラ、ィ、ク 

て. Q るのを 見て. Q ると、 實に 君の 面目が ょく 分る。 言 ふ 迄 もな く、 多くの 傳統 的な 日本 畫 は、 廣い晝 
室の 中 k 頑張つ て、 やつて 來る 多くの お 客を 相手に 世間話を しながら、 さつ さと 畫を 描いて 行く、 否 
塗うた くつて 行く。 しかし、 洋畫 家 k は 3 う い ふ 藝當の 出來る 人は 先づ少 い。 大抵の 人が、 他人の 入 
る 2. とを 禁じた 室 內で 、乙つ^^ とやつ てゐ るが、 石 井 氏は S うでは ない。 氏て 名 努力すべき g 龄 g 
を 仕上げる 時には、 一人に なつて 居る •たらう が、 輕 い 日本 畫など は、 左の 手に お茶を 呑みながら、 入 
6 來るお 客に 頭を 下げながら、 「近頃は お變 $ あう ません か」 とか 何とか、 お 世辭を 振 6 蒔きながら、 
右の手ではせつせと筆を述ん.てゐる。見てゐる中にそれが花になつた办、山になつた.^する。實に器 
用な ものである。 繪畫を 事務的に 描き 得る 西洋 畫家は 先 づ石井 氏 位で あらう。 恐らく、 席畫に 油畫ヒ 
やつて くれと 賴まれ て も、 や 6 兼ねな い 藝當だ けは 心得て， Q る。 

柏亭 氏の 人物 |乙れ*たけ語れば ^* 5^氏は大抵解る\しあらう。電車の中で、肥办肉の、がつし 
务 した 大きな 男が、 黑の山 高を 冠つ て 脊廣 服を 着て， Q るのを 見て、 何處の 銀行の 重役 かと III 心つ て 顔を 
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見る と 石 井 氏て あつた 6などするとがよくある。 3 5した態度で氏は今日まで洋畫界になくてならぬ 
人物と なつて 來た 。例へ ば 二 科會の 運動を 起す とい ふ 場合に、 さて 誰々 を 集めて 會議 をす るか、 何う 
S ふ ブロ グラムで やる かとなる と、 固よ-^ S うい ふこと を 御存じない 畫家 連中の 乙と、 誰 一人 心得て， Q 
る 者は な S。 た、 V- 石 井 氏の みあ^ 'て、 その 間の 機微に 通じて ゐる 。のみならず、 氏は 極めて 如才 のな 
い 人 だから、 大抵のと Z1 ろに 敵を 作らな い。 晝 家の 仲間は 勿論、 如何なる 方面に も 心安 だての 人が あ 
る。 をれ 故 石 井 氏が 肝 入 6 R なつて 仕事を やる と 極めて 進行が 早い。 殊に 畫 家の 間には 妙な 狭い 感情 
が 働く 爲めに 、個人々々 の 間の 好き 嫌 a が 多い 毛の だ。 あの 男は 太平洋 側 だから、 一緖 になれ ない とか、 
あいつは 俺の 晝ヒ惡 く 言つ たから、 仲間と しては いけぬ とか V* ふ樣な 乙と をよ く考 へる もの だ。 ^ I 
へ 行く と 鱗 6 のない 事務家 (？) たる 石 井 氏は、 をれ 等の 呼吸を よく 吞み 込んで、 吳越を 同舟に S せ も 
すれば、 犬の 上に 猿を 乘つけ もす る。 が、 時に 失敗を 演じて、 1 網に 打盡 しようと した 二 科會の 中から、 
呑舟の魚を幾尾も逃がすやうな乙とをするが、しかしそれは事務家才能の不敏な爲めでなくて、 ^# ^# 
氏の 身の 不德 とても 申さう か。 

柏亭 氏の 仕事 | 兎に角、 石 井 氏は 二 科會に なくて ならぬ 中心人物て ある。 甞て黑 Ba# fs* ®# 氏 一 
味て 國民 美術 協會を 組織す るに 當つ ても、太平洋側から入つて/0れに參劃し、記者側の坂井ぽ於氏と 


々人の 會科 


共に 最も 努力した の も 石 井 氏で あった。 田 口 氏が 「中央 美術」 を 創刊す る や、 洋畫 部を 一人で 引き受け 
て、 一時は 石 井 氏の 雑誌の やうに 3 へ も 見ぇた。 行く とし 1: 可なら ざ る 氏は、 行く として 重寶が られ 
るからで ある。 が、 氏は た V をれ だけの 男で あつて、 天下を 乘つ 取る 大 伴の 黑主で は 決してな い。 3 
う あるべ く餘 うに 人が よい、 惡くい へば 薄っぺら、 よく 言へ ば 才人で ある。 ^ して 洋晝 家と しての 氏 
を 見る 時、 君 も亦現代出色の一人てある乙と固よ$てある。君は名を滿吉とい；5、山本氏と同年の明 
治 十五 年の 三月に、 來京下 谷 仲 徒 士町に 生れ / 2 のて あるかち、 立派な 江 戶っ兒 て ある。 しかも 一代の 江 
戶っ兒 ではない。 祖父さん は、 文晁 門下に 有名な 鈴木鵞 湖と S ふ赛家 てあって、 お 父 S んも石 井 鼎 湖 
と S つて 畫を よく 3れ た。 つま 6 三代 江 戶つ兒 の 生 ± 拔 さとい ふと 乙ろ、 しかも 皆能晝 家て あつたと 
s ふ 名 # ある 血統 だ。 されば 柏 亭氏も 幼時から 日本 畫幺 お父さんに 學んで ゐ た。 けれども 一家の 不幸 
に 會して 學 校を 績 ける ^ けに 行かず、 明治 二 十八 年から 三十 七 年 ^ て、 お 父 ^ んの關 係て 印刷 局に 出 
仕して、 彫刻と 圖 案の 乙と に 從 事して， Q た。 尤も、 をの 間に、 三十 年に お 父 3 んが なくなられた 翌年、 
淺井忠 氏に っ S て 洋畫 5: 學 ぶ Z1 とに なった。 のち 更に 中 村不折 氏から ネ敎を 受けた が、 何しろ 幼時 か 
ら やった だけ あって、 日本 晝に 非常に 興味を もっ たので、 明治 三十 四 年には 結 城 素 明、 平 福百穗 等の 
諸君の やって 居た 無 聲會に 入會 した 6 .などして、 その 方面で 旣に 重く 見られて， Q た。 眼病に か、 った 
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ので 印刷 局を 辭して 後は、 中央 新聞社に 入つ て ヵットを 描いた. CN などす る 傍、 東京 美術 學 校の 西洋 畫 
選科に 入學 したが、 乙れ は 一年 ばか 6 で 退ぎ、 つ S で 大阪に 移う、 乙、 も 一年 半 居て 歸 京した 〇歸京 
後は 內外印 刷會 社に 入う、 また 雜誌 「サン デ I」 に關 係し、 つ S で 美術 雑誌 「方寸」 ^ 起した。 此の 雜誌 

は實 に、 露 氏が 明治 四十 年の 五月  H、 1 林 ffl° 11 &、 UI° 41 r /h° 裳 1 、 IA ¥: 5- 、 s: i- &、 1 ffl# 

一磨の 諸氏を 語らつ て 創刊した ものである。 それから 明治 四十 三年には、 外國 漫遊の 途に上 6、 エヂ 
ブト、 トルコを 經てョ 丨ロッ パの 諸國を 經 廻々、 大正 元年 十月に 歸 朝した。 大正 二 年に 國民 美術 協會が 
設立せられ る や、 乙れ またを の實務 上の 奔走 ^ 預つて 最も 努力した が J 方て 同じ 华に 
器、 & l: r  51 fl« M« み 4 の 諸氏と、 日本 水彩審 を 起し、 そ S 三年には、 f* ?3 第、 Ill° T® rIc す ^ 
i 島武 二の 諸氏を 糾合して 二 科會を 設立した。 <1 れ卽 ち柏亭 氏の 略歷で あると 同時に、 以て 氏が 如何 
に美術の事業にたづさは6來つたかを示すものてある。そして、無論枇ヂ氏本來の立場は繪畫殊に西 
洋晝で あるが、 t た 日本 晝に巧 みで ある 乙と 前に 語る 如くで、 且つ 甚だ 文筆に す r れてゐ る。 槪 して 
洋晝 家には、 文筆に 馨な 人が 多く、 I-U® 4 % 氏然 う、 ぎ 券” 氏然 6、l: s* l: r IJ4* l'! y< ^- をの 
他數へ 上げれば s くら も あるが、 中に も 筆 まめの 第一は 柏亭 氏て ある。 著書には 「歐洲 美術 遍路」 か 二 
着、 「我が 水 彩」、 「名畫 の ロ マンス」 の 如きが あ A、 「美術 辭典」 著者 中 R も 名を 並べて ゐ る。 


々 7 人 の 會_ 科 


柏亭 氏の 作品 一 然ら ばを の 西洋 晝なる ものは 何う かと S ふに、 柏亭 氏が 初めて ^ の 作品を 發 
表した のは 十七 歲の 明治 三十 一年、 明治 美術 會の 展覽會 ic 於 S てて あつた。 それからず ん<  名を 知 
られた が、 文展 ては 第一 囘に 「姉妹」、 「千 曲 川」 を 出し、 第二 同に 「火の 跡」、 第三 囘に 「熊 野 河口」 T 紀 
の 海」、 第五 囘に 「サン ミシ H 〆 橋畔」、 「 〇 丨マの 遺跡」、 第三 囘 ic 「獨邋 の』 女」、 「ォランダの 子供」、 第 
七 同に 「滯 船」、 「並藏 J、 「N 氏と をの 一家」 ^ 出した。 その 中、 第三、 第五、 第 六の 三囘に 褒狀 を、 第 
七 囘に 二等賞を 得た。 中に も 二等の 優 賞を 得た 「滯 船」 は 石 井 氏の 傑作と も稱 すべき も のて あつた。 此 
の 時は 他に 南 薰造 氏の 「春 3 き」、 石 川 寅 治 氏の 「港の 午後」 が一 一等賞に 擬せ られて 、皆 世人の 注目 (C 價し 
たが、 中に も 「滯 船」 は 最もよ く 面目を 語つ て- Q る、 すぐれ 7*2 作て あつた。 何の 意 もな く、 何の 巧 7P な 
い 平明 (C して 淡 如た る 作風、 —— それが 石 井 氏の 特色で あつて、 從つて 常識的で 平凡で、 天才 的の 肌 
合 a の 足-^ ない のが、 何となく 物 足うな 3 を 感じ S せは する が、 そのよい 作になる と、 淡い 情趣が は 
つき 6 と捉 へて あつて、 明る い快い、或る種の輕妙さを持つてゐる。此の「滯船」の如きはをの適例と 
稱し てよ からう。 二 科會 {C 出品した ものでは、 第一 囘の 「早春」 「猪 苗代 湖」、 第二 囘の 「木橺 による メノ 
コ」、 「緋 倉」、 第三 囘の 「獅 網の 支度」、 「松樹 下」、 第 四囘の 「道 灌 山」 等が ある。 又 大正 七 年の 三月 {C は 

• • 9  • 

日本 橋 俱樂 部に 於 S て 津 田靑楓 氏と 合同して 日本 畫の作 品を 約 七十 點展觀 したが その 主な '% のは 輕 
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い、 スヶッチ 風の 風景と、 花木の やうな ものが 多 かつた。 前 (C も 言 ふ樣 に、 ®! ^ • 氏の 繪畫 の最 名著し 
s 特色は 平明 淡 快と s ふ I とて あらう。 此の 人は、 思想 的の 深 酷な 頭腦の 所有者で もなければ、 ぐん 
ぐんと 或る 一方へ 掘-^ 進んで 行く やうな 創作家ても ない、 3 れば とて 抒情 的に 思 ひを やる センチ メン 
タリス ト •て もない、 要する ^ 平明て ある、 淡く して 快よ い 一種の 筆致 1: 有つ て ゐる とい ふに 過ぎない。 
けれど 7P Z. の 技巧のう まい、 そつの ない、 よく 物の 表面を 見て， Q る點て 、今の 洋晝界 R も 珍ら しい 器 
用な 人と 言へ よう。 尙ほ 彫刻家の 石 井, 三 氏は 氏の 令弟て ある。  . 

二 科會の 人々 | 二 科會は 嘗て も 述べた 樣に 、最初は 可な-® 大勢の、 有力な 人々 の 集う であつ 
たが、 一人 去う 二人 去 4、 今て は 最初の 鑑査 委員 十五 名、 及び その後の 委員 四 名の 中、 僅に 十 名を 止 
あるに 過 ぎな ぃ。 そして！}- 耳？ ゐる石 井 氏の 外に、 ^ • ffl# 、 01# T# 、J:5g、 3t, r ^ ^ 影、？ 女 ^ 
正宗、 熊 谷の 九 氏は、 共 VC 知名の 人々 で 言は  <  現代 洋畫 壇の 中堅の、 少く とも 半分を 領して ゐ ると 見 
てよ い。 殊に 院展の 洋晝は 附品 の感が あ-^ 、帝展 は 稍 古典 化しようと して， Q る 際 ic は、 新興 洋畫 の爲 
あ 重要で ある。 

山 下 新 太郎氏 | 山 下 氏は 江戶 ッ兒で ある。 根 岸の 有名な 經師屋 3 んの 息子で あつて、 生れた 
のは 明治 十四 年。 三十 七 年に 東京 美術 學 校の 西洋 畫 選科を 卒業し、 翌年 パリに 留學 し、 初め': フ •フ T* •エ 
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ル •コランに 就 S たが、 のち 
n  , モンに 移- c/ 更に 美術 
學校に 入々、 二 年間 留學し 
て から、 スペイン、 イタ リ 
丨等に 遊び、 一九 〇八 年の 
サロンへ 「窓際」 と いふのを 

出品し、 その 翌年 も 「讀書 
の 後」、 「讀 書」 の 二點を 出し 
四十 三年 五月に 歸 朝した。 
その 年 文 展の第 四 回に 「讀 
書の 後」 外 二點を 出して 三 
等 賞を 得、 第五 回に 「窓際」 
を 出して 同じく 三等賞、 第 
六囘に は 「マンド リ— ヌ」 を 
三 一三 


馬 生岛有 


帳 


蚊 


出した。 大正 三年、 二 科# の 運動に 參加 
して 鑑査 委員に 選は れ 、第一 囘 展覽會 に 
「カフェ I  ~ コン セ r ダ」、 第二 回に 「端 
午」、 第三 囘に 「田 舍にて 」、 第 四囘 ic 「澄」、 
第五 同に 「コン* ヮレッ サンス」、 第六囘 K 
「蜜柑」、 「瀧」、 「少女」 等を 出して ゐる 。氏 
の晝 風は 元 來 m 本 趣味の ある、 柔か くて 
鮮かな 落ちつ S た 色彩と 形體 とを 得意と 
して ゐるが 、近來 に 至つ て 愈々 その 傾向 
を 著しくした。 V 小品 的 衣 ものに 而白い P 
のが 多  s。  yfu .. . 

有 島 生 馬 氏 | 氏は 本名を 壬 島 
馬と s ふが、 姓名 判 斷か何 かから、 生 鞍 
と稱 して ゐる 。正金銀行の 重役で あつた 


々人の 會科 


十 


人の 令息て、 その 兄に 小說 家の ^ * sg st* ^* 氏、 弟に 同じく 小說家 里見淳 氏の ある 乙と を 以て 知られて ゐ 
る。 明治 十五 年 十一月 k 橫濱て 生れた。 5L S んと 同じく 外 國語學 校を 卒棄 したが、 間もなく 藤 島， 武二 
氏に ついて 洋晝の 硏究を 始めた。 それ も 僅 ic して、 三十 八 年には 繪晝硏 究の爲 め歐洲 に留學 し、 口丨 
マと パリと で 美術 學校に 學んで 、四十 三年に 歸 朝した。 文展 へは 第五 囘に 「宿屋の 裏庭」 •第 七 [BJ R 「藤 
村 氏 肖像」 ^ 出し、 大正 三年、 二 科會の 創立に 參 加し、 選ばれて 鑑査 委員と な 6、 その 第一 同 R 「湖畔 
の 道」、 第一 一囘に 「去年の 裸體 習作」、 「今年の 裸體 習作」、 第三 囘に 「ある 詩人の 肯 像」、 「切通 坂」 - I 朝の 山」 
第 四囘に 「金魚」、 「釣」、 「カナリ ャ」 T 蚊帳」 •第五 囘に 「谷の 竹 藪/ 「花」、 「習作」、 「夕陽」、 「曙光」、 「森」 の 
六 點、 m- 六囘に 「露 西亞の 婦人」、 「支那 絹の 靜物 (1)(2)」 等を 出して ゐる 。その 作風は、 寫實 的て 
^' ^' ^•' 、 1; 稍、甘、い ^' ^' 、の、7/の <-' ある。氏はま /2 文筆をょくして、小說家としても知られ「蝙螺の如く」、 
「獸 人」、 「南歐 の 日」、 「暴君へ」 等の 著書が ある。 

| 坂 本繁二 郎氏一 s* r 氏 も 明治 十五 年の 生れて、 久留米 市の 人で ある。 早くから 父を 失 a 、 十 
二歲の 時に その 地の 中學 校の 敎師 ||一 —« 一|^といふ人から洋畫 ?: 學んだ。 ^ して明治三十五年に、故靑木 
’ と 同伴し て上京し， /]'# ポ氣の不同舍に人つた。その頃から將來基せられて衾が、文展では 
第一 囘に 「茂 安村の 一部」、 第 四囘に 「張 6 物」 (褒 狀) 、第五 囘に 「海岸」 (三等 S、 第 六囘 R マす 日」、 

-4U •一 ^ 


m 彫 及 窬洋の 代 現  編 五 察 


P * — 

11 


11 二 六 

第 七囘に 「魚を 持つ て來て くれた 海女」 
等を 出した。 二 科會の 運動に 參 加して、 
第一 囘に 「牛」、 第二 囘にも 「牛」、 第三 囘に 
「母子」、 第 四囘に 「髪を 洗 ふ」、 第五 囘 k 
「苗木 畑」、 「栴 檀樹」 ，「靜 物」、 r 那古 海岸」 
等を 出品した。 何しろ、 餘办 世間 的に 名 
を 賣 らぅと する 人て ないから、 展覽會 の 
成績な ど％ 餘 •^氣 にしない、 力作と いふ 
程の もの 7P 出して 居ない が、 二 科では 重 
きをな s n て. q る。 氏が 牛を 描く 乙とは 
偶然 か 何う かは 知らぬ が、 屢々 見る と 乙 
石て ある。 

齋 藤氏 も 二 科の 


齋藤豐 作 氏 


人と しては 可な ぅに 重 / I ぜられ たが、 今 


々  人の 會科二 


や 去つ て フランスに ある。 氏は 明治 十三 年に 埼玉縣 に 生れて、 明治 三十 八 年に 美 校の 洋晝 選科を 卒業 
し、 をの 翌年 フランスに 遊び" ラフ アヱ ル' コラン ^ 師事して 七 年間 研究した。 文展 へは 第 六 回に 「秋 
の 色」、 第 七 囘に 「夕 映の 流」 (褒 狀： > を 出し、 大正 三年ょ 6 二 科の 鑑査 員と して、 第一 囘に 「■初冬の 朝」、 
「たを がれの 頃」、 第二 同に 「春の 夕」、 「初夏の 雨」、 「初冬の 雨」、 「夏の 夕」、 「水草」， 「農家の 裏庭」、 
「雨後の 海」、 第 六囘に 「殘 雪」、 「雨後の 夕」 「、雪 後の 夕」、 「朝」 等を 出した。 氏の 特色は、 鮮麗な 色て 
印象派 風に 描寫 して、 しかも それが. ホアン チリ ストの 技法な どを 使つ て、 一種の 裝 飾的氣 分を 表現し 
ょぅとす ると 乙ろ，^ あ- CN、 その 點ては 餘 6 他に 例がない。 此の 夏、 日本の 生活に 飽 S たと 言つ て、 夫 
人の 鄕土な る フランスへ 去つ たが、 歸期は 定まらな S との 乙と である。 

津 IEBI 靑—枫 lal l 氏 も 明治 十三 年生れ で、 京都の 人て ある。 ち 花の 先生で 有名な 西 川 一草亭 氏 
の 弟で ある。 初め 圓山 派の 畫家竹 川友廣 につき、 のち 谷 口香嶠 に 移つ たが、 更 {C 淺井忠 の 塾 {C 入つ て 
洋畫を 學んだ 。四十 年に パリに 遊ん て ジャン ••ホ I ル •口  t ランスに つき、 三年の 後に 歸 朝した。 文展 
では 第五 囘に 「五月の ィンク ラィン」 乞 出した 外、 見ない ので あつたが、 二 科の 創立に 參 加して 毎年 出 
品して ^ た。 中に 7P 第 四囘の 「春 丘」 外數點 、第五 囘の 「一隅」、 「芭蕉 庵の 下」 等が 有名て ある。 しかし 
昨年から 二 科に 出品を 見ない 代 i ii: 、 昨年は 柏亭 氏と 二人て、 日本 畫の 個人展 覽會な どを やつて ゐ る。 

U1 1 七 
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一體靑 楓氏 の 畫は 、出發 .か 日本 畫で ぁつた 故 か、 京都 趣味 S^Q ^' M' s' ^jj fi' w .^ Q -c-' ^' o' -c' 、 

ゐ る。 故 夏 目漱石 も、 氏に 晝 を 學び 、その 影響を 受けて ゐる 。又津 田 氏の 裝幀 は、 世に 定評 ある もの 
て ある。 夫人 とし子， ？、女子美術の出身で、ぎ |: 心、ハ ^: ^1 !?0 4學び、面白為畫を描ぃてゐる。|4 
田 氏 も 文筆が うまく、 展覽會 評な ど ^ 才氣を 見せて ゐ る。 

正宗 得 三郎氏 |祀宗氏は上の人々 ^ 比べると稍後輩てぁる。氏は小說家 1£» ^* 515|氏の令弟て、 


明治 十八 年 岡山縣 k 生れた。 四十 年、 美 校の 洋晝撰 科を 卒業し、 大正 三年 フランス (L 留學 し、 五 年 

に 歸つて 來た 。文展 へは 第三 囘 
に 「白壁」、 第 四囘に 「夕日の 反 
映」 を 出し、 大正 四 年、 フラン 
スよ 6 作品を 寄せて 二 科の 會員 
とな 6、 その 第二 囘に 「靜 物」、 
「リモ I ジュ J、 「森林 中の 別莊 」- 
牧 「場」 第三 囘に は歸 朝して 「室 


春 


丘 


々人の 會科 


十 


i x 


の 一隅/ 「リモ r ジユの 田舍」 、 
「シ ユーミ ユーズ の 女」 等 三十 
津 六點を 出陳して 畫 壇の 注目を 惹 
田 s た。 第 四囘 には 「犬 若の 濱」、 
^  「曇の 海」" 「犬 若の 岩」、 「巴 里 
の 市街」、 「梳る 女」 等 十三 點 ヒ 
出し、 第五 囘 には 「郊外」、 「靜 

等 九點ヒ 、第 六囘 には 「霧 ヶ峯の 夕 照」、 「小道」 等 十六 點を 出して ゐ る。 斯く 年年 多數の 作品を 公開 
^zr^o 

f i:' #' c>' 1:' 、 «; は 5' 1' < ' t o' -c' 5: つ / 2' fv:' ^ ' R' 、 ^ たげ {(: あった 生彩が 幾分 か 薄らいて 來た 感じがない 
でもな v> 。 兎に角、 將來の 最も 期待 3 れる 一人て あらう。 


井 曾太郎 氏 —- I ダ ^# 氏は £: ボ 氏よ^^ た 若い。 明治 二十 一年の 生れで、 京都の 木綿 問屋の 肩 


子さん ••て ある。 明治 三十 七 年に、. 1 :心 の 門に 入-'、 四十 年 R パリに 遊び、 ジュリアンに 通 ひ、 大正 

三 一九 
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三 二〇 

三年、 英國を 經て歸 朝した。 その 翌年 二 科 

の會 員と な {、第一 囘 ic 「孔雀と 女」、 「黑き 

髪の 女」、 「スペインの 踊」、 「縫物を する 若き 

花 女」 等 四十 四點を 出陳して、 ド# 氏と 共 R 

1躍名をなした。第三蜜に「ダリヤ」、「丘の 

瓶 道」、 「女」、 「芽 出し 頃」， 「林 擒 J、 第 四囘に 

「肖像」 、「 女」、 r ダ p キシ- ーヤ」 、「少女」、 第五 
安 囘に 1 孟宗薮 J、 「静物へ 「早春」 -「 支那 服を 

井 着た る 女」、 •  1 梅林」、 「林檎と 密柑」 T 其 女」、 

曾 第六囘 ic 'l ダ ソヤ」 T 樹蔭」 T 春」 を 出品して 

郎 ゐる 。氏の 傾向は 正宗 氏と 比較す ると 好對 

照を なして， Q る。 正宗 氏は、 後期印象派 的の 

觀 照の 畫家で ある。 そして 對像は 常に 風 ^' 

'V あつて、 風景を 描けば 物 R' なる が、 人 ■ 


々  入の 會科 


だと S ぅは 行かぬ。 乙れ に 反し 安井 氏は、 情 熟の 畫家 
で、 ロ ーマン チックの 分子を 含んだ 自然主義者で ある。 
しかも 肉感の 人ても ある。 肉的な 女を 描いて 或る 程度 
の 成功を 見る。 が、 それ も 近頃では 稍々 マン 子 リズム 
に墮 した 樣に 評する 人 も ある。 若いだ けに 尙ほ 將來を 
待たねば なる ま S。 

一 梅 原 龍 三 郎 氏 I 二 科の 人と して、 此の 外には 
熊 谷 守 一氏と 彫刻の 藤 川 勇 造 氏が あるが、 未だ 左まで 
世に 聞 1 て. Q な S。 それょ 6 ■も、 大正 七 年に 會員を 脫 
退は した けれど 冬、 作品を 陳ねて 0 る 梅 原 龍三郞 氏を 
擧げ ねばならぬ、 氏 も 明治 二十 一年に 京都の 吳服屋 の 
息子と して 生れた 人で、 もと 良 三 郞と號 したが 大正 六 
年から 今の 名に 改めた。 十七 八歲の 頃 京都の 洋畫 研究 
所に 入 3、^!^ に 學び 、四十 一年から 大正 一一 年まで 

三 - 二 
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黑 m 重 * © パ ジ R 留學 した。 大正 三年 二 科會の 創立 R 參 加し、 を 
の 第一 囘 ic 「靜 物」、 第二 同 R 「座 裸婦」、 第 四囘に 「風 
景 J、 「靜 物」 等を 出品して ゐ る。 人 體描寫 が 最も 得意 
で、 一種の 鮮麗な、 感覺 的な 色彩て、 上品に 且つ 力强 
く 表現す る Z. とに 氏の 面目が ある。 氏 も 近く 再び 洋行 
の途に 上つ た。 

十二、 彫刻界の 代表 人物 

I 彫刻界 の現狀 | 盛 ^' な-^ かけて ゐ るとは 言 a 
* がら、 0- 本の 彫刻界は !• だ 微々 たる ものて あつて、 
彫刻家の 數も 、晝 家の 十分の一 k も 足ぅな ければ、 大 
家と 稱する 程の 人 も 甚だ 少い 。その 少 い 彫刻家を、 大 
體に 於いて 二つに 分ける と 塑像 家と 木彫 家と にす る 乙 
とが 出來 る。 塑像と いふのは、 泰西の 彫刻 法に 依つ て 
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作る 人達で t 木彫 家は 日本 獨 得と 言つ てょ い 所の、 木に 彫刻す る 人達で ある 6 塑像を 造る {C は、 最初 
モデル ^ 依つ て、 或は モデル ^ 依らず して 原型を 造る。 それは 一？! とい ふ ものを 塊 まう にして、 g て 

それを 刻み 行く ので ある。 S うして 出來上 
つ ^ 原型 AJ、 更 ic fv の 上から 石膏を 流し か 
ける。 そして 中の 油 土 ^ 拔き取 4、 をの 事 
へ 更に 別の 石膏を 流し込んで、 最初 流し か 
けて 固めた 外部の 石膏を 除き 去る と、 をの 
內 部の ものが もと 油 土て 造つ た 原型と 同じ 
形の ものと なつて ゐ る。 出來 上つ たもの が 
石膏像で、 若し その 石膏の 外 型から 油 土を 
拔き 取つ たものに 靑銅を 流し込めば ブロン 
ズ 像が 出 來る 。銅像は 斯うして 造られる の 
で、 如何に 大き い 銅像で も、 造 法の 原理と 
しては 此れに 過ぎな S。 吱 た 大理石 像の 場 
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合 {C は、 造つ て. Q る 原型を もとにして、 寸法を 测つて 乙れ を 大理石 ic そ C7> 儘 型を 寫し 取る ので ある。 
木彫ても、 近頃の 靑年 木彫 家は 最初 油 土の 原型を 造つ て 置いて、 それを 木に 寫す乙 と ^ やる。 乙れ に 
對して 舊 式の 木彫 家は、 いきな- 木 {C 向つ て 態て 乙つ*^^ と 削つ て 彫刻す るので ある。 尤も 別に 日本 
在 來の股 刑 f 造 法が あつて、 奈良 の大佛 など も をれ に 依つ て 造られた ので あるが、 をれ につ S ては 彫刻 
篇で 別に 詳しく 語る こと、 する。 そして、 今は 材料の 違 ひ こそ あれ。 木彫 家と 塑像 家の 別は 甚だ 少な 
くな つた。 たく 善 光寺の 仁王樣 を 造る と S ふやぅな 場合には 木彫 家を 要し、 銅像を 造る と S ふ 時には 
朔像 家に 賴むや ぅな 別は ある。 そして、 銅像を 造る には、 原型の 製作は 彫刻家の 手に 依 $、 鑄る には 
鋳物師の 手を 待つ のが 普通て ある。 

j 高 村 光雲 氏 一 さて、 それ 等の 彫刻家の 中で、 最も 知名な 人を 擧げ ると、 先づ高 村 光雲 翁が 
ある。翁は嘉永五年二月、江戶淺草に生れ、初め中島光藏といひ、文久三年に佛師高村東雲の徒第と 
なつた が、 明治 七 年に 師の 姉の 高 村つ ^ 子の 女婿と な 6、 高 村 幸 吉と稱 した。 明治 十二 年、 師の 歿後は 
獨 立して 一家を なし、 十九 年 龍 池 會の觀 古 美術 會に 作品を 出して 銅 賞を 得、 また 此の 年 束 京 彫工 會を 
起しを の 常務 委員と な $、 二十 二 年、 東京 美術 學 校の 雇と な々、 ついで 敎授 となつ た。 二十 三年、 帝 
室技藝 員 i: 命ぜられ、 二十 四 年 {C は、 只今 馬場 先の 廣揚に 立つ て ゐる楠 公 像の 木型の 主任と な^'、 つ 
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いて 二十 五 年には、 「西鄕 隆盛 銅像」 の 木型 主任と な 6、 をれ から 內 外の 掼覽會 、展 覽會の 鑑査 員と な 
つ た 乙と 度々 で、 コロンブス 世界 博覽會 その他に 出品して 金銀 牌を 受けた Z1 とも 數囘に 及んで ゐ る。 
文展が 開設され るに 及んで は、 第一 囘以來 彫刻 部の 審査員と なつた。 そして 大正 八 年に 帝國 美術 院會 
員に 任命され た。 < f: y 踅 i 現代 彫刻界の 元老に して、 子息には 彫刻家に して 詩人なる 商 村 光太 郞及び 
ぎ #* 1|0|_氏があぅ、門下には米原雲&、山崎朝雲、平櫛田中、本山白雲、內藤伸、石本曉海、加藤景 
lr  が s: r  i l: »- g r## ず 等の 諸氏が ぁ气 §: て  f  ぎ  rf t: 」 §> 、 一 S: 5 Irr' 、 して、 ゐ 

、るが、しかし、必ずしも氏を中心として一團結をなしてゐるのてなく、思3-^の方面へ發展してゐ 
る。 以下 少しく それ 等の 人々 に 觸れて 見る。 

I 朱 原 雲海 氏 I  fl§l l- 氏は、 明治 二 年 八月、 岛根 縣 の安來 町に 生れた。 少時ょ'^ 高 村 光雲 
翁に ついて 學び 、東京 彫工 會、 n 本 美術 協會、 內國勸 業 tf- 覽會 、及び 外 國の諸 博覽會 等に 出品して 優 
賞を 得る 乙 と 十 數囘の 多き に 及んで！ Q る。 文展で は 第 四囘以 來 彫刻 部の 審査 委資 となぅ 且つ ^ 一 [L3 に 
「神 來」 を、 第二 同に 「寒 山 子」 を 出して 共に 三等賞を 得、 第三 囘には 「宇宙」 を 出して 褒狀を 得て 
ゐる 。をの 後 も 引き 續 いて 第 四囘に 「仙丹」、 「和 氏の 壁」 「竹 取 翁」 _> 第五 囘に 「天 樂」 「觀 音」 「專 念」 第 
六囘 に 「虛、 じ」 第 七 同に 「沙 金」 「吉祥 寺觀 牡丹」 第 八 ! al に 「旅人」、 第九囘 R 「曠野」 「松風」 第 十 囘 に ‘ 


物 人 表 代© 界刻彫 


「瓢簞 鯰」 を 出して. Q る。 此の 
題名ても 知れる やぅに、 氏の 
作風は 现想 派、 若く は 寓意 派 
に 屬し 、好んで 支那 畫題 、殊 
に 禪宗晝 題 か、 然らずんば 抽 
象 的の 題目を んで 、一種の 
韻 致 ある 人物を 表現す るの 5: 
特意 とする。 た  <、 稍 その 思 
一一 B  ぉ 想が 奇 逸に 偏ぅ、 技巧 も 固執 

の氣 味が あるの て、 新しい 氣 

分* か 乏しい。 近時 善 光寺 奉献の 大 仁 至 像を 造つ て ゐる 。ず •本， if 海、 •戶 •田 海 笛、 太 田 南海 等の 諸氏は、 

雲海 氏の 門下生で ある。 

一 山 崎 朝 ir^n は、 明治 元年 二月、 福 岡 市 櫛 田 前 町 {C 生れ、 光雲 翁の 門に 入つ て 木彫の 法を 


修めた。 此の 人も內 外の 博覽會 等に 出品して 賞を 受け / a z. と 數十囘 に 及んで ゐ る。 文展 へは 第二 囘に 
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「大葉 子」 を 出して 三等賞を 得、 第四囘 から 彫刻 部の 審査員に 任じ、 
第 四 回に 「達磨」、 「東 奧の 乙女」、 第五 回に 「林 和靖」 、「滄 溟」 、「雲 
龍」、 第 六囘に 「山 そだち」、 「竹 生 島」、 「供養の 父」、 第 七囘に 「觀 音」、 
「雨悠 ♦」、 「産屋」、 第 八囘 {C 「耀 歌」、 第 九囘に 「みなかみ H 獲物」、 「藥 
硏 J、 第 十囘に 「響 泉」、 第 十一 囘に 「狹 丹頰相 乙女」 「弗 多羅」、 第 十二 画 
に 「彗星 J、 帝展 {C 「上 矢の 鏑」 等を 出品して ゐる 。此の 人は 必ずしも 

が、 る f、 t' ^; 7/ 最^ P #: 意と、 する、 所は 寫意 的、 抽象的の 傾向の ある も 
、のぐ V る。 fek M* &v^& l9* u4* s 氏は 此の. 門下から 出て、 ゐる。 

| 平 櫛 田 中 氏 | 平 撒 ^* «* 氏は、帝展から離れて美術院へ走 


6、 今では 同院 彫刻 部の 元老と なつて， Q る。 名を 倬太郞 とい ひ、 明 
治 五年四 月、 岡 山縣に 生れた 人で ある。 はじめ 中 谷 省 古と いふ 人に 
ついた が、 後に？ i #* 翁の 門 R 學び 、各 博 覽會に 出品して 多くの 賞を 
得て， Q る。 文展 へは 第一 囘に 「飾 ご、 ろ」、 第五 囘に 「維摩」 (三等賞) 


杈人表 代の 界刻彫 二十 


を、 第 七囘に 「竪 指」 「落葉」 を 出した が、 文展て は樣々 の 關 係から 餘 $ 好運の 方では なかつ た。 然るに 
.大正 三年、 院展の 第一 囘に 「横笛 堂/ 樹に 倚々 て」、 「禾山 笑」、 「月明」 の 四點を 出して、 爲に 同人 R 推 
3 れた ので ある。 その 第二 囘には 「沙 上」 「陰影」、 第三 回 R は 「兒」 「淵」 「遠き 思 ひ」、. 第四囘 R は 「森の 
晝」 、第五 回 ic は 「觀 音」、 第六囘 には 「烏有先生」 「一休 行 乞」 等を 出して ゐる 。此の 無 輩の 彫刻家と し 
^> ^' 、 ]:!:" ^> ^' §1' い、へ方 ^> ^: は、ぅ ^' じ 1:' ^: る ^ '^ ^: ^' |1' >:' ^: 事實舊人の捋を出てなぃ。 

^ ^ ^ ^  氏は 上の 諸氏に 比して 一時 代 おくれた 靑年 作家て ある。 且つ 木彫 家と 
しても、 如上の 保守的 傾向の 人々 とは 異つて 、美術 學校 出の 新進て ある。 しかも 新人と しての 木彫 家 
ir ゲ& ^: 卜 ^' い &い 1:' €す 心 wf  ”い。 長く 日本 美 麓の 同人で あつたが、 今は 故 あ？ 
何れの 展覽會 にも 出品せ な S。 恐らく、 近き 將來に 帝展の 審査員と して、 一躍を の 名を 成す Z. とで あ 
らぅ。 氏は 嘗て 雨 鄕と號 し / 2 乙と も あ*^、 明治 十五 年 十月、 島根 縣飯石 郡吉田 町に 生れ 幼時ょ 6 養 
はれて 松 江 市の 商家に 在つ たが、 天性 頗る 彫刻を 好む と Z. ろょぅ、 笈を 負 a て 東京に 出て、 高 村 光雲 
翁の 門に 入つ て 夙に 才能を 認められた。 明治 三十 七 年、 東京 美術 學校 彫刻 撰 科を 卒業した。 文展 へは 第 
二囘に r 安住と 迷 想」、 第 四囘に 「湯 あが^'」 (褒 狀) 、第 六囘に 「藤 原 時代の 女兒」 、第 七囘に 「牛刀」 (褒 

K ン等を 出した が、 大正 三年、 美術 院に 入々 て 同人と な々、 をの 第二 囘に 「山上」、 「壺」 、第三 囘に 「若 
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葉の 頃」、 第 四囘に 「浴の 乙女」 「獅子」 等を 出品した。 然るに 故 あつて 大正 七 年 美術 院を脫 退し、 今は 
僅に 藩土拉 社中の 一人と して、 時々 小品を 公に する Z1 と あるに 過ぎない。 氏の 作風の 最も 特色と する 

ところは、 塑像 

'S 雙： 

b  ': .r f 


1 竭 


1 1  • ' 
7ゼ 


乙 

女 


'x.> ''v - ,„v ;' - 如 


の原型を造つて_ 

乙れ を 木彫に 移 

r  、 、 、  、-、 

す ZL とと、 彫刻 

の 表面に、 柳 葉 
狀の 一種の 鑿 目 
を 示して、 一種 
の タツ チを 表は 
す 乙 と、、 ま ^ 
をの 作品 R 色彩 

を 用 CA' る こと、 て、 共に 氏を 以て M れが 代表と 認められる ものて ある。 をの 趣味は、 想念の 形體 化に 
一3 て、 最初は 口  I マン チックな も 0 に 興味を 有した が、 近頃は 力量の 象徵 化と いふ やぅな 方面 R 力を 
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A' n' 、 て、 ゐ る。 氏の 用 ふる 單純に して 穏寂な る 色調は、 一段 氏の 彫刻に 精彩を 添へ る ものて ある。 未だ 
完成せ ざる 大家と して、 氏の 將來を 祝福して 置く。 

本山 白雲 氏 I 光雲 翁 門下の 他の 彫刻家は、 先づ 本山 白雲 氏が ある。 氏は 名を 辰吉 とい ひ、 
明治 四 年 九月、 高 知 縣宿毛 町に 生れた。 早く 高 村 光雲 翁に ついて 彫塑 ヒ學び 、「後藤 伯 銅像」、 「品 川 子 
銅像」、 「西鄕 元帥 銅像」、 「川 村 海軍 大將 銅像 」、「永 1|[ 將軍銅像」、「川路大警視銅像」等を造つた。實 
、に だ、 は f it: 製 £豕 として、 大 熊氏廣 氏と 共に、 明治の 彫刻 史上 特異の 位地を 占めて ゐる 。他に 木彫 等 
も 若干 あれ ど、 先づ 銅像 作家と しで 語るべき て ある。 次に 加 藤 景雲 氏は、 島根 縣能義 郡 荒 島 村の 出身 
にして、明治八年の生れ、如&1翁について木彫を學び、各博覽會等に出品して賞を得てゐる。文展に 
ては 第 九囘に 「西の 空」、 第 十囘に 「高 樓の月 .」 を 出して ゐる 。他に 今戶精 司 氏と て、 明治 十四 年 大分 
縣生れの、靑年彫刻家があつ 72 。初め。山，田 ^* |齋に學び、つい\」光雲翁について、明治三十五年東京美術 
學校 彫刻 選科を 卒業し、 尙ほ爲 すと Z1 ろ あらんと した •か、 大 正 八 年 十一月、 三十 九で 病歿した。 

一山 本 瑞雲 氏 その 池 I をれ から、 栴檀 社を 率ゐる 山 本 瑞雲 氏、 一時 五星會 を 設けた 前 田 照 雲 氏 も 光 
a* 門下の 出で ある。 一 f a* 氏は 實に Tar» 问 #• 翁の 高弟で あつて、 かぬ てを の 名を 知られて ゐたが 、文展 へは 
殆ど 出品せ ず、 ■に 第九囘 に 「大 孔雀 明 王」 を 出した に過ぎない。 三 木宗策 氏は 氏の 門下 出 ^ て-のる。 

M S 一 
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大正 六 年、 ^ * s* v 髮 ;||* #* |:、& 8: 1- 二 s- I: nf H* 木 J I- S 氏と 共に 栴檀 社を 起し、 爾來年 
年展覽會を催してゐる。此の中、^^|良氏は和歌山縣の人にして、明治三十五年東京美術學校の木彫 
料を 卒業し、 文展 へは 第 九囘に 「朝霞 開 宿 霧」 を 出した。 をの 兄後 藤 省 吾 氏 も 光岳と 號 し、 明治 二十 
八 年 同校を 卒業し、 馬の 彫刻を 得意と して ゐ る。 長 谷川 榮作 氏は 明治 二十 三年 一月 東京 淺 草に 生れ / 2 
人て、十六歲の時からデが|^ ^* 氏の門にあつて、彫刻を學び、文展へは第八囘に「夢」、第九囘に「春 
ょ 永劫 なれ」 (三等 堂)、 第 十囘に 「S 氏の 像、」 第 十一 囘 R 「引接」 5: 出して、 乙れ は 特選 首席に なつた。 
第 十二 囘 R は 「地上に 在る 誇」 (特選) 帝展 には 「幸ょ 人類の 上に あれ」 を 出した。 內 藤氏 等と 共に 最も 
將來を 囑望 され て ゐ る。 ^0 野聖雲 氏は、 名を 金 太 郞とい ひ、 神 奈川縣 の 人に して、 明治 十四 年 東京 美 
術 學校太 彫 選科を 卒業し、 文展 へは 第九囘 kr 達磨」、 第十冏 に 「日向」、 第 十一 同に 「靜觀 」、 第 十二 囘に 
r 嬌艷 .」 帝展に 「水の ほとぅ」 を 出した" 富岡芳 堂 氏は n;] 治 二十 三年 十二月 東京に 生れ、 吉田芳 明 氏 
につ 5て木彫を學び、長谷川榮作氏と相伴つて來てゐる。文展では笫八囘に「鼎、」笫十一囘に「淸き流 
れ」 、帝 展 R 「 聖き悅 び」 を 出して ゐる 。三 太宗策 氏は、 山 本 瑞雲 氏 k ついて 木彫を び、 第 十 同文 展 
に 「ながれ」、 第 十一 囘に 「美く し 3星の1つに」、第十二囘に「若き日のなやみ」を出品してゐる。尙ほ 
長 谷川 氏 等の 師なる 吉田芳 明 氏は、 名を 芳造 とい a 、 明治 八年苽 京 k 生れた 人て ある。 はじめ 島 村 俊 
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DJ1* につ いて 木彫 及び 象牙 彫を 學び 、各 博 覽會 等に 出品して 數十囘 の 儕 賞を 得て ゐ る。 文展 へは 第三 囘 
に 「かなしみ」、 第 四囘に 「天籟」、 第 六囘に 「枯華 微笑」、 第 八 同に 「あらょ 6」( 褒狀) 第 九囘に 「樵 夫」、 

'  を出してゐる。尙、前田照雲氏は名 
15: •を 勝 也と いひ 明治 十二 年 秋 田縣に 生 

# 0 0參9 

れた 人に して、 高 村 光雲 翁に ついて 
木彫を 學び 、文展 へは 第 八囘に 「目 
黒の 春」 を 出して， Q る。 大正 六 年、 
氏と 共に 五 星會を 組織した 三 國花影 
氏は 名は 又藏 、明治 三十 二 年 靑森縣 
の 生れで、 前 田 氏の 門に 學び 、第 十 

囘文展 に 木彫 「明かた の 海」 を 出した。  ； 

其 池の 木彫 家 一 をの 他の 木彫 家と しては、 吉 田白嶺 、佐 藤 朝 山、 川上 邦 世の 三囘 を擧げ なく 


の 

女 

吉 


ては ならぬ。 吉 B3* 氏は、 明治 四 年 十二月、 東京 本 所 松 坂 町に 生れた 人で、 乙の 人は 殆ど 獨習で 木彫の 
技を 修めた 人で ある 文展 へは 第三 囘に 「念」、 第 七囘 に 「寂 靜」 (褒 S を 出した が 大正 三年、 再興 日本 
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美術 院 第一 囘 展覽會 ic 、 「樂 女」、 「海女」 を 出して 同人 {C 推 S れ、 を の 第二 囘に 「漁夫」 「髭」、 第三 君 
に 「鏡」、 「供 燈」 、「女」、 第四囘 k 「失 題」、 第五 囘に 「後 園」、 「河畔の 女」、 第 六囘に 「敎 化」 を 出して ゐ 


る。 また 篇朝山 氏は、 春 淸次と 5S、 明治 二十 年 福 島縣 の 生れに し VJ、 al« te° £u 氏 SS て 木 形 
を 學び 、再興 美術 院 第一 囘 展覽會 k r 野人」、 「呪 阻」、 「シャクンタラ 姬」 を 出して 司 人に 推 S れ 、第二 
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に 「シャクンタラ 姬」 、「アグ ニ」、 「タシャ ムダ 王」 を 出し、 第五 囘に 「愛染」、 第 六囘に 「上宮 太子/ 
T 釋迦に 幻 はれし 魔王の 女」 を 出した。 氏 も 亦 彫刻界では 新人の 一人と 目 3れ て， Q る。 川上 氏は 號 
を澹 堂と い ひ、 明治 十九 年 六月 東京 芝に 生れた。 明治 初代の 洋晝家 川上 冬 崖の 孫で ある。 十二 歲の時 
よ々、 竹 中 光重に ついて 木彫を 學び 、三十 五 年、 東京 美術 學校 彫刻 撰 科に 入 6、 三十 九 年 卒業した。 
文展 へは 第 I 囘に 「破邪」、 第囘に 「靜 かなる 狂 ひ」、 第 八 回に 「シャ ベ〆」、 第 九囘に 「戀」 (褒 狀) を 出 
し、 咬た 大正 元年、 フユ.- ザ ン會に 入 $ て 「立てる 人」 他 二點を 出品し、 第三 囘院展 へ も、 「春風駘蕩」 
第 四囘に 「乙 だま」、 第五 囘に 「成 吉思 汗」、 第 六囘に 「日本 武 尊」 を 出品した。 先づ 我が 邦 現在の 木 
彫界は ^ んな ものて あら 5。 

一新 卸 ml 太郎 一 を 乙 で 次には 彫塑 家て あるが、 これは 帝國 美術 院會 員と して、 木彫の 高 村 光 
雲 氏と 並ん て 彫塑を 代表す る 新 海 竹太郞 氏が ある。 故に 此の 人より 始めなくて はならぬ。 尤も、 彫塑 
界 には 一一 〇 の 暗流が あつて、 何だか 不 穩な徵 候が 見ぇ、 漸次に 此の 新 海 氏 一派に 對 して 別派を 樹てん 
とする 人々 •かないでは ない が、 先づ 、木彫に 於け る 光雲 翁に 匹敵すべき 元老は 此の 人の 外にな い。 氏 
は 年齡に 於 S て 光 1 S 羽よぅ ずつ と 若く、 明治 元年 二月の 生れて ある。 故鄕は 山形 市で ある。 明治の 始 
めに ドィッに 留學 して 彫塑の 術を 學び ，第一 囘以 來文展 彫塑 部の 審査員と なぅ、 また 大正 元年には 帝 
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室技藝 貫に 任命され たが、 更に 大正 八 年、 帝國 美術 院の會 員と なつた。 氏の 文展へ 出した 作品には、 

第一 囘に 「あゆみ」 「露營 」、 笫二囘 に 「ふ 

甲た-^ J、「 旅行」、 「羅漢」、 第三 囘に 「原人」、 

種 第 四囘に 「默」 、「斥候」、 「きんの 棒」、 第 

合 五囘に 「鐵 鎚」 、「一休 和尙 J、 「一致」、 第 

六 同 ^ 「戰捷 記念日」 「左 丘 明」、 r 綵 女の 

熟睡」、 第 七囘に 「價 千金」、 「嗚呼 老矣」 、 

「満足」、 第 八囘に 「全力」、 「勤勉」、 第 九 
新 

海囘に 「釋迦 八 相」、 「新兵」、 「長袖 善 舞」、 

M 第 十囘に 「甲種 合格」、 「龍 樹」 、第 十一 囘 
郎に 「圓 滿」 、第 十二 囘 (C 「金平 化物 退治」 
「輕 呂」 、帝 展 {C 「睫 陟」 等の 作品を 出し 
て、 皆 相當に 努力の 跡が 見ぇる。 そして、 新 海 氏の 特色と もい ふべき は pr マン チックな、 陶ぼぎ ぎ 
5 k の fr 向ょ 3 も、 寫實 k 立脚せ る、 飽く贫 て も 堅實な る 作品で ある。 それは 氏が、 斯る 特色の 著しい 


ドィッで 學んだ とい ふとと、 嘗て 氏が 軍人生活を した 乙と、 k ょるて あらぅ。 從つて 時に、 「羅荚 -、 
「左 丘 明」 「一休 和尙」 とい ふやぅな、 理想的の、 しかし 實在 せる 人物を 捉へて 寫 す {C 當 つ - C も、 硬い 寫 
實の 立場に ある。 此の 意味で 氏は 新時代の 若々 しい 氣 分の 人て はなく で、 クラ； >  シズ ムに立 つ 人で あ 
十る。 そしてを の 軍人生活を して， Q た J1!! 由から か。 軍人を 題材と した％ のが 可な 合に 多 S。 た C その ク 

一  ど 

ニ ラシ シズ ムは 根柢は あるけれ ども 融通は きかない とい ふ、 何とな •< 角の とれない 感じの 伴 ふの が、 吾 
f  吾には 物 足らない。 氏は ^ た 「北 白川宮 騎馬 銅像」 r 南部 伯 騎馬 銅像」、 「圑 十郞 銅像」 「大山 公 銅 # 一  等 
界一を も 作つ てゐ る。 美術 院の 新人、 中原 悌二郞 氏の 如きは 氏の 門下から 出で、， Q る。 また rr* ^* rr* a# 氏 も 
©  氏 ^ つ S て 學び 、第 九 回の 文展に 「母子」、 第 十一 囘に 「日向に 立つ 土  H」 を 出して &る。 /1'» &^^! 
代助氏も新海氏の門に出で、第十二囘文展に「虐げられし人」を出品してゐる。 

人  | 北 村 四海 氏 | 次には 帝展 審査員の 主席と して 北 村 四海 氏が ある。 氏は 本名を 直次郞 とい a 、 
物 明治 四 年 二月 長 崎 市 ic 生れた。 年輩 及び 閱歷 から 云へ ば 新 海 氏と 互角て あつて、 一が る K' ィ 
j ッ 派の ブ n * ンズ 彫刻に 據れば 、此方は 艷美 なる フハフ ンス M' の ガ配 石 ^: 刻を ®:' f>' どい ?; ゐ 、る、 か W JI' ぇ^ 0。 
實に 氏は、 我が 國に 於け る 大理石 彫刻の 權威 とせられて， Q る。 はじめ 父に つ い て 學び 、更に 明治 三十 
三年 フランスへ 留學 し、 三十 五 年に 歸 朝した。 それ 16 太平洋 會員 とな 6、 四十 一年ょ. 〇 をの 硏究所 
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て 彫刻を 敎へ たが、 0 ち辭 し、 また 近く その 會 員を 
も脫 して 了つ た。 受賞した のは、 明治 三十 | 冬に 東 
京 彫工 會で 二等賞を 得た のを 初めと して、 をの 翌年 
日本 美術 協會に て も 二等賞を 得た。 文展て は、 第二 
の 囘に 「春、 秋」 (三等賞)、 第三 囘に 「手 古奈」、 第 四 
糖 同に 「茈の 精」、 第五 同に 「女郎花」、 (褒 狀) 、「蔭」、. 
第 六囘に 「救 5: 求め 居る 女」、 第 七囘に 「空想に 耽 6 
居る 女」 (褒 狀) 第 八囘に 「水の 精」 (三等賞)、 第九囘 
ヒに 「ィヴ」 (三等賞)、 「橘 姬」 、を 出し、 第 十 同ょ 6 彫 
村 刻 部の 審査 委員と な 6、 此の間に 「M 翁」、 「水の ほ 
四と $」、 「すみれ」 •、第 十一 囘 に 「春」、 「井冰 鹿の 娘」、 
•"第 十二 同に 「愛」、 「濡 衣」、 帝展に 「凡てを 委ねる」、 

.磯 

「い づみ J を 出して ゐる 。此れ等の 題名に て も 知ら- 
れる 通  3、  氏は 實  に  撤 底し 穴  P  •  丨マン  チ  シストて あ 


十一 

二 

彫 

刻 

界 

の 

弋- 

表 

人 
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fry.  f.^KM 

方 3 ,‘ ■-' 」  出し 得る かも 知れな い。 しかし、 肉體の 
花 音樂を 奏する 人と しては 正に ユ、 ニ ックと 
言はなくて はならぬ。 氏には iH ya 嗣子に 
北 村 正 信 氏が あ 6、 伯爵 小 笠 原 長 幹 氏 も 
をの 門に 學んで ゐ る。 正 信 氏は、 本名を 
友吉 とい ひ、 明治 二十 二 年に 新 潟縣に 生 
れ、 彫刻 1: 四海 氏に 學び 、また 洋畫を 太 
平 洋畫會 に 學んだ が、 のち その 養子と な 
正 C /2 。 文展 へは 第五 囘 {C 「炭臺 の 男」、 第 
信 六囘に 「赤毛布」、 「鐵 エ」、 「老婆」、 第 七 
囘 R 「女勞 働 者」、 第 八囘に 「絶 m 」、 第 九 
囘に 「髮 」a 二等賞)、 「花の精」、 第 十囘に 「希望」、 第 十一 囘に 「若い 女」、 「闇の 力」、 第 十二 囘に 「ひか 

三 一一 一九 
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三四〇 

ぅ」、(特選)、帝展 {2 「茈のしづく」、「恐怖」を出した。又，小"笠，原,伯は、文展へ第八囘 '^ 「も、のはな」、 
第 九囘に 「月 朧」 、「目 覺め たる サィキ」、 第 十囘に 「無題」、 第 十一 囘に 「妙 3 ん」 、第 十二 同に 「姬百 
合」 , i を 出して. Q る。 アマチュアと しては 巧みな ものとの 評が ある。 伯の 夫人 貞子 も、 滿谷 國四郞 氏に 
ついて 洋晝を 學んて ゐ る。 また 伯の 妹尙 侯爵夫人 も 洋晝を 學んで ゐ ると いふ。 

朝 倉 文 夫 氏 I 北 村 氏に 對 立して、 否、 新 海 氏と 三者 鼎立して 居る のは 朝 倉 文 夫 氏で ある。 
氏は 新 海 氏 や 北 村 氏に 比する と 十 幾つ 名 年下で あるが、 その やつた 仕事と 經歷 と、 人格と、 今後の 期 
待と に 於いては、 兄た $ とも 弟た $ 難い 名ので ある。 卽ち 文展の 成績を 比較す る {C 
123456789 10 11 12 帝 

二三二三三一一二  委 委委委  朝 倉 文 夫 氏 
三 出 出 褒出褒 三三委 委委委  北 村 四海 氏 
と、 到底、 比較す る 乙との 出來 ない 程の 差て ある。 一 つは 北 村 氏が 學校 出て な S 關係 等から 不遇て あ 
つたからで も あらぅ が、 朝 倉 氏は 二 十歲 前後の 白面の 一書 生を 以て、 第二 囘文展 に 「闇し を 出品して、 
い きな r 二等賞！ 一得た。 此の 年 Jit' の 成績を 得た の、 は 實に氏 ひ とぅ、 世間は 駭心驚 目して 氏を 見た のて あ 
る。 然るに その f の 數年笔 引き續 s て、 出品す る每 に二等若くは三等で、彫刻部 ^' 於$ては三等を得石 
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、、1、ハ、1、、ノ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 ^ 、、  、、、、、、、、••費 

乙と すら 破格て、 年々 二 三人を 出て ない のに、 二 等を 四 回 も 獲た とい ふ 人は、 日本 晝部に 於いて 木 島 櫻 
谷、 菊 池 契 月、 W 洋晝 部に 於いて 南薰造 氏 位な ものである。 また 彫刻 部 <:: 一等を 得た A' li' 、 が 0' ^ R' 
北村两 望 氏に 僅々 一囘 ある k 過ぎな S。 故に 氏の 展覺會 に 於け る 成績、 は 破 天 F ビ ®: めが ぐ あ、 つた。 
氏は前姓を渡邊といひ、明治十六年三月に豐後國豐岡村に生れた。中學校四年の時上京して、彫刻家 
たる 長兄 渡 邊 長男 氏の 家に 寓 し、 東京 美術 學 校の 彫刻 選科に 入 6、 傍ら 太平洋 篑會 研究所に 通つ て、 
明治 四十 年に 美術 學校を 卒業した。 文展 へは、 第二 囘に 「闇」 〇 一等賞)、 第三 囘に 「山から 來た 男」 (三 
等 賞)、 第 四囘に 「墓 守」 (二等賞)、 第五 囘に 「土人の 顔」 (三等賞)、 第 六囘に 「若き 日の 影」 (三等 S、 
第 七 囘 、第 八囘に 「含羞」、 I いづみ」 等を 出して 各々 二 等 賞 首席と なぅ、 第十囘 からは 彫刻 部 審査員 
となつ たの、 第 十囘の 出品には 、「加 藤 先生の 像」、 第 十一 同には 「時の 流れ」、 第 十二 同には 「衝動」、 帝 
展には 「スタ I」、 「矜持」 等が 出で、 何れも 人心を ショックした ものである。 また 氏の 作つ た 原型に 依 
つて 銅像と なつた 7P の も 甚だ 多い。 「島 津齊彬 公 銅像」 「島 津久光 公 銅像」 「島津 忠義 公 銅像」 「大隈 公壽 
像」、 「北 畠 治 房男壽 像」 の 如きを の 最も 有名なる ものである。 氏の 彫刻の 特徵は 所謂 自然主義の 立場 
に 立脚して、 物 像を 忠實に 表現す るに あるが、、 しか， P 氏の 趣向ょぅ して、 をれ が 流麗 溫藉な る 藝術的 
作品と して 表現せられ ると 乙ろ に、 氏の 特 得の 境地が ある。 氏、 の 作品は 内容 的、 力 的の ものて はな. S 
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:富然 の 流動性を っかんで f ご‘ !: ?: い、 「ざ 5 f ? i: i^ r 

る ものである。 

朝 倉 氏の 門下  I  歡 氏 & {r 、l f: i f: ぃ l^ &&f l: <4s ?> 、 l; 父 ^ ^ M' 
を 身に 集めて ゐる が、 殊 k 多くの 門下生を 養成して、 斯界の 興隆に つとめて ゐ 、る。 未だ 大を なした 人 
はな S けれども、 將來 有望なる 靑年 彫刻が 頗る 多い。 先づ 木內克 氏は、 千 葉縣の 人に して、 nil 治廿五 
年の 生れ， 夙に 朝 倉 氏に ついて その 法 r 修め、 文展第 十囘に 「平吉 J、 第 十一 囘 {C 「老い」、 「動 搖」 、第 
十二 囘に 「パンッ」 を 出して. Q る。 相 川 善 I 郞氏は 秋 田縣の 人に して、  年の 生れ、 文展 へは 第 十 
囘に 「ぅら、 か」、 第 十一 囘に 「若き あゆみ」、 第 十二 囘に 「嘴 原， v 前に」、 帝 展に 「一路」 を 出して 知ら 
れ る。 其の 他、 第 十二 囘に 「沈 默」 を 出した 荻 島 安二 氏、 「晚卷 j を 出した He %tp ®! •一一 氏 等 皆 氏の 門下の 
人て ある。 氏は 明治 二 十六 年 大分 縣 R 生れ、 大正 七 年 美術 學校 彫刻 科を 出て、 ゐる 。また かねて 本鄕 
硏究 所に 洋畫を 學び 、今朝 倉 氏の 許に あつて 彫刻に 從 事して ゐ る。 尙帝展 に 「黎明」 を 出品した？ ck 
角 太 郞氏 は、 氏の 門下では な S が、 同鄕 のょ しみ 1: 以て 相往來 して、 啓發 S れつ、 ある。 氏は 明治 十 
八 年 大分 縣佐伯 町に 生れ、 大正 六 年 東京 美術 學校を 卒業して ゐる 。また 木 t 克氏 夫人 ® • デ は、 もと 作 
田 姓に して、 明治 二十 五 年の 生れ、 千 葉 縣山武 郡の 人で ある。 朝 倉 氏に ついて 彫刻を 學び 、笛 十二 囘 
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北 村 西 望 氏 


文 展 に「不具者」を出した、蓋し彫刻に於いては前後一人の閨秀作家てぁる。大正八年 ^* |^# 氏と結婚 
した。 

氏は 明治 十七 年、 長 崎 縣高來 郡 有 馬 村に 生れた。 明治 四十 年、 京都 エ藝學 校 

彫刻 科を 卒業して のち、 
怒 更に 東京 美術 學 校の 塑像 
科に 入う、 四十 五 年に 卒 
業し ^ 。 三十 九 年、 京都 
美術 協會 {C 出品して 受賞 


漆 


北 

村 


し 文展で は 第二 囘に 「奮 


西鬪」 、第三 囘 ic 「雄 風」 (褒 
望狀) 、第 四囘に 「寂寥」、 
第五 囘に r 壯者」 (褒 狀)、 

第 六囘に 「領土」、 第 八囘 {C 「いざ 3 らば」、 第 九囘に 「怒濤」 (二等賞)、 覺め たる 人」、 第 十囘に 「晚 鐘」 
(特選) 「石工」 「栗」、 第 十一 囘は 「光に ぅたれた る惡 魔」 を 出して 推薦と なつた。 第 十二 囘 には 「來る 

= 四 三 
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3. 四 四 

日の 夢 S 將 軍の 孫」 1: 出し、 帝展 R は 「創造の 人」 を 出して， Q る。 をして 帝展の 開設せられ るに 及び 
て、 建 島 大夢 氏と 共に 審査！！ 貝に 選ばれた のて ある。 ^' 0' %: m' 、 の #' $: は、 つ ' c' 、 i§ #' s: 廷 

广 、ハ,、、、 N  、、、、、、、、 

しき 大きな 人體を 多く 造つ て， Q る。 

| 建 皇大夢 氏 | は、 名を 彌一郞 とい a 、 明治 十五 年 二 月に 和歌 山 縣有田 郡に 生れた。 此の 人 

浴 も 初め 京都 エ藝學 校に 學び 、の 
後ち 東京 美術 學 校の 彫刻 選科に 入 
姿つ た 人て ある。 を の 卒業した の 
建は 明治 四十 四 年で ある。 文展へ 
大は 第二 囘 R 「 閑靜」 (三等賞)、 第 
三囘に 「ゆく 秋」 (褒 狀) 、第 四囘 

に 「埃」 (褒 狀) 、第五 囘に 「ながれ」 (三等賞)、 第 六囘に 「ねむと、 (三等賞)、 第 七 囘に 「あゆの つか？、 
第 八囘に 「のどき」 (三等賞)、 第 九囘に 「夜の 深み」 (三等賞)、 第 十囘に 「絕 望」 (特選)、 第 十一 囘に 「子 
供」 「激昂の 人」 を 出して 推薦と なつた。 そして 第 十二 囘には 「山の 蔭から」 と 「あやぅき 歩み」 とを、 
帝展に は 「雀の 子」、 「浴後の 姿」 を 出し、 また 帝展に 於いて 審査員に 任ぜられた。 氏の 作風は あどけな 
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いおつ と. 〇 したと 乙ろ にあつ て、 子供な どを 作れば 毛つ とも 手に入つ たもので， Q る。 氏は 現に 美術 學 
校の 敎授 である。 門下て は 山 根 八 春 氏が 知られて ゐる 。氏は 島根 縣の 人に して、 第 十 囘文展 に 「父審 
判 かれし 日」、 第 十一 囘 k 「茨を 分けて」、 第 十二 囘に 「森の 聲 J、 帝展に 「蠶み る 女」 を 出して， Q る。 

次に Z: れ爻で 帝展で 推薦に なつた 人は、 乙れ 令で 二 人し かない。 堀 進 二 氏と 

池 田 勇 八 氏と であ 


| 掘  進  二 氏 


若 る。 堀 氏は 明治 二十 
女 三年、五 ;1 、東京赤 
胸 坂に 生れ、 初め 新 海 
竹太郞 氏 {C つ $ て 學 
び、 のち 太平洋 畫會 
研究所に 入つ て 彫刻 
を 修めた 人て ある。 
文展 へは 第三 同に 

「のび」、 第五 囘 R 「哀愁. K 褒狀) 第 八囘に 「光 ic 浴せ る 女」、 第 九囘に 「若 3 女の 胸像」 (褒 狀) 、第 十 


刻 彫 及 畫洋の 代 現  編 五 第 


囘に rn 老人の 肖像」 (特選)、 第 十一 囘に 「肖像」 (特選)、 第 十二 囘に 「老人」 (特選) 「支柱」、 帝展に 
「寺 尾亨 氏の 肖像」 「繫縳 せられし 神」 等を 出して ゐ る。 新進の 靑年 作家と しては、 最も 囑目 せられる 
人で ある。 & «' & 道を 飽く爻 でつ き 進めて 行つ て、 深い 觀 察の ある 作品を 出す ところは、 洋晝の 中 村 
#• だ ^' た W 比較す ぐ ^' 態度を 持して ゐ る。 此の 數年來 めき-'—- と 腕の冴ぇを 見せて 來た 。しかし そ 
れ 'たけ R、 何だか 氏の 行く 道が 解つ てし まつた やぅな 氣も する。 池 田 氏は 堀 氏に 比して 一段 早く 知ら 
れた 人で ある。 しかし 年齡 には さして 違 a がない。 明治 十九 年 八月、 香川縣 綾歌 郡に 生れた 人で、 四 
十 年に 東京 美術 學 校の 彫刻 選科を 卒業し、 四十 三年、 東京 府 美術 及 美術 エ藝 展覽會 ic 出品して 授賞し 
た 外、 諸 所の 展覽會 で 屢令受 賞し、 文展 へは 第三 囘に 「馬」、 第 四囘に 「ぼん や 6 し '/ 2 馬」 (褒 狀) 、第五 
囘に 「ぅ S ぎ 馬」、 C 褒狀〕 第 六囘に 「山羊」、 第 七囘に 「神 山詣 6」、 「こ、 ろい き」 (褒 狀) 、第 八囘に 「秣」 
(褒狀 / 第九囘 R 「み づかい 」 〔褒 狀) 、第 十 同に 「川べ にて」 (特選)、 第 十一 同に 「目 かくし」 (特選)、 
第 十二 同に 「麓 そだち」 (特選) 「微風」、 帝展に 「昔日の 夢」 を 出して ゐ る。 此の 通 6、 早くから ょい 成 
績を得 て、 引き 續き優 賞 i: 擬せ られ 、遂に 昨年 推薦せられ た。 殊 {C をの 得意と すると 2. ろは 動物て、 
中 ic 毛 馬の 彫刻は 天下一品 、年々 の文展 R も 殆ど 馬の みを 出し 來つた から、 をの 一ー ックネ t ムを馬 八 
君と もい ふ。 Z. んな 人は 珍ら し S 乙と で、 洋晝界 には 羊專 門の 辻 永 氏が ある。 しかし 藝術 家と して 見 


物人丧 代の 界刻 「•■一- 


た 場合、 堀 氏には 一籌を輸する ものと 見なくて はなる 
嗦 い。 1 實は 昨年 帝展て 彫刻の 推薦者 1: 定める 時に 
は、 色々 の 問題が 湧 起して、 高 村 光太 郞氏ゃ 內藤伸 氏 
を もを の 候補に 入れた が、 故 あつて 遂に そこ ^ では 及 
ばな か 〇 た。 尙ほ その 前 s' 大正 七 年に 推薦に 入つ た 人 
で、 /]' * -JI*# *a •一 m* 氏が ある。 氏は 目下 外遊 中で あるが、 
歸朝 すれば 當然 審査 委員と なる であらぅ。 氏は 舊 姓を 
定國と S CA 、 明治 十四 年 六月、 香 川 縣大川 郡に 生れた 
人で、 明治 四十 年 R 東京 美術 學校 彫刻 科を 卒業し、 文 
展 へは 第二 囘に 「指導」、 第三 囘 に 「鐵 槌」 、第 四囘に 「い 
乙へ る 男」、 「二 {a 尊德翁 肖像、」 第五 囘に 「まちぶせ」、 
第 六囘に 「老境」、 第 七 囘 に 「 むな ぼと け」、 第 八囘に 
「不惑」 (三等賞)、 第 九囘に 「行人」 (三等賞)、 第 十囘に 
「闇路の 人 令」 (特選)、 第 十一 同に 「無心」、 「t ...: il'- J を- 

H 四 七 
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出して 推薦せられ た。 第 十二 囘には 「幻影」 「天 宇受賣 命」、 帝展に は 「笑 顏 J 虎視耽 令」 を 出して ^ る。 
又 大正 博覽會 に 「霹靂」 を 出して 銀 賞を 得た。 巧技に 或る 面白みを 有する と共に、 一種の 飄 逸な 
る氣 分を 有する のて、 人を して 思は ず 微笑せ しめる やうな 輕快な 作品が 得意で ある。 

« 

一 其 他の 人々 I 次に 如上の 人々 と 相 伍して 行く に 足る ベ $ 帝展の 諸家を 語れば、 嘗て 文展の 

雲賓  V- き 文に、 fi* #* ma aJa 、 rr* ^ s- ®J* 、 5 <| &* %、 ®: 沼^ の四 氏が ある。 &° •井 氏は 名を 保 

次郞と S CA 、 元 治 元年 三月 伊豫 國宇和 町に 生れた。 早く 佛人ァ ニ シルべ ー ルに ついて 學び 、明治 二十 
六 年 東京 美術 學 校の 彫刻 科を 卒業し、 三十 四 年 九月 歐洲 へ留學 し、 三十 七 年 三月 歸 朝した。 東京 美術 
學 校敎授 とな 6、 文展て は 第一 囘以來 彫刻 部 審査員と なつて ゐる 。作品は 明治 三十 八 年に 東京 彫工 會 
て 金 賞を 得、 四十 年の 東京 勸業博 覽會で 二等賞を 得、 また 文展 へは 第二 囘に 「箭 調べ」、 第三 囘に 「瞑 
想」、 第五 囘に 「千 似の 塾」、 m 六囘に 「便な き 身」、 第 七 同 (C 「面」、 第 八囘に 「香 川 景樹翁 肖像 S すゞ 
し」 等を 出した が、 その後は 餘う 作品を 發 表しない。 新 納忠之 助 氏は 號を 古拙と い a 、 鹿 兒島縣 の 人 
にして、 明治 二十 七 年に 東京 美術 學 校の 彫刻 科を 卒業した。 文展で は 第一 囘ょ 6 第三 囘まて 彫刻 部の 
審査員と なつて ゐたが 、製作ょう も 古物の： £ 補の やうな 硏 究的實 技の 方面を 得意と する 人で、 餘 6 作品 
ょ發 表しない。 目下は 奈 良に 在つ て 唐松 提 寺の 修復 工事 等に 從 事して ゐ る。 大 熊氏廣 氏は、 安政 三年 
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六月 武藏國 鳩ヶ谷 町に 生れた。 エ部省 美術 學 校に 入 6、 伊人 ラグ t ザに ついて 學び 、明治 十五 年に 卒 
業し、 のち ィ タリ*- に 留學 して r® レグ ッチ* モン デヴ デに つき、 二十 一年 十月 口*- マ 美術 學棧 k 

卒業した。 十六 年、 
r  皇居 御 造營に 際し 彫 

調 刻の 模型を 造ぅ、 二 
•へ 十七 年 三月 大婚 二十 
五 年 大典に 兩 陛下 献 
a  上 御馬の 鈒鑄を 作 
H  $、 をの 翌年の 第 四 
III 囘內 國勸業 博覽會 に 
優等 妙技 賞を 得、 の 

ち 明治 三十 三年の、 皇太子殿下 御慶 事に 際し、 兩 陛下 寵愛の 駿馬 二 頭の 銀 鑄を 作つ た。 文展 開設 後は、 第 
j 囘ょ 6 第 七囘ま で 彫刻 部の 審査 委員と なつた。 をの 他 製作の 主なる ものには、 「故 兵 部 大輔大 村 益 次 
郞 銅像」、 「故 有 栖川宮 熾 仁 親王 殿下 銅像」、 「故 小 松 宮彰仁 親王 殿下 銅像」 等が ある。 長 沼 守 敬 氏は 安政 四 

一. 一一 四 九 
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年 九月 岩 手縣 一之 關町 k 生れ.^ 人で、 明治 十四 年、 二十 五歲 Q 時 ィタ”  I に 渡. 〇/ デ| ス王立 美術 學交 
彫^; 科に 入學 して、 グェジ .フェラ ッ ?• 、” パ !: |が ^. ^: ”” に學 び、 十八 年卒 ,m して、 二十 年 
八月 霧した。 新歸 朝の 靑年 作家と して、 その 技 風 我が 彫刻界を 動かす 乙と 多く、 明治 二十 八 年、 第 
四 囘內國 勸業博 覽會に 出品して 三等賞を 得、 三十 三年、 佛國パ リ萬國 博 覺會に 「老 夫」 を 出して 金 賞 
を 得た。 文展 には 第一 囘 から 第 七囘ま で 彫刻 部 審査 委員と なつた が、 第五 囘には ィタ リ f 萬 國 博覽會 
k 委員と して 渡航した のでを の 任 R 就かな かつた。 作品には その外に 「長 谷川 謹 介 氏 肖像」 等が ある。 

L 達 術 院の 作家 I 以上の 元老の 外、 美術 院同 人た る 彫塑 家 k p° ?I° m* M# 、^ f: s- 、 
石井璧 Q 四 氏が S。 藤 井 氏は 明治 十五 年 十 一 月、 東京 神 田 錦 町に 生れ 交で、 四十 年に 東京 美術 
學校 彫刻 科 V 卒業し、 のち 太平洋 畫會 研究所て 彫刻を 敎 へた。 文展 へは 第一 囘に 「狩 ' を 出して 以来、 
第二 囘？ ぼろし」、 第三 囘 「秀ち やん」 (褒 狀) 、第 四囘 「洗髪」 (褒 狀) 、第五 囘 「鏡の 前」 (三等賞)、 第 六 回 
「潭 J (三等賞)、 第 七 回 「坑內 の 女」 (三等賞)、 第 八 回 「トロを 待つ 坑夫」 (三等賞) 第 九 回 「早朝の 禮拜」 
(褒 狀) 等を 出して、 5 の 盛名を 馳せ た。 殊に、 たと； 5 その 賞 格 k 於いて 二等を 得る 乙と 一囘 もな 
く、 且つ 稍 下る の觀は あつた けれど、 技倆と 名聲 とは 當 代の 花形^^ •文 •夫 氏と 雁行して、 I 雌 f 
決し 難き 觀が あつた。 しかも 文 展 ic 對 する 不平の 因す ると 乙る^, あつて、 大正 五， ^ 、 日本 美術 院に％ 
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つてを の 同人と なつた。 そして 第三 囘 R 「白眼」、 「若き 女の 顔」、 第 四囘に 「踊る 女 レリ r フ」 「鑄 像の 色つ 
け」、 第五 囘に 「海の 女」、 「かぢ め 運ぷ 女」 「合せ 鏡」、 第 六囘に 「化粧」 「湯の あと」、 「裸 一」、 「裸 二」、 「裸 
三」 等を 出して、 多々 ます^'^ 辨 ずるの 觀を示 して 1 Q る。 氏の 作風は 全く 寫實の 立 ^ R ^Q、 つ *c' 、 ハ 王 ^' 
して ブロンズに、 人  の 表現を なすのを 得 . t' ^' 1-' る。 Hs' (c' @' «: の  M I' T- ial L' 、 て ^: 々 


| 表情を 現は すのは、 氏の 特色の 一つて あらぅ。 3 れば 銅像の 如き 大なる 作品は 餘 $ 多く 造らず、 好箇 
| の 小品に、 最も 美しき ものが 多 S。 尙ほ 氏の 父 藤 井祐 敬 氏は、 博覺 會經營 者と して、 彫刻家と して 世 
に 知られた 人で ある 2: と、、 氏の 若き 細君が 銀座の パン 商 木 村 屋の 娘 - C* あ 〇 乙と、 は、 話題と して 附 

けて 置く。 

.  三 五一 
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一戸 張 孤雁 氏 | 戶張 孤雁 氏は、 必ずしも 彫刻家と 限定して 了 ふ C との 出來 ない ほど、 多藝多 
能の 人て あるが、 今や 彫刻を 以て 院の 同人と されて ゐるか ら /OV に 語る。 氏は 明治 十五 年 二月の 東京 


i 


1 


_ 


生れで ある。 三十 四 年 米 國に遊 

をび、 ニ ユ-ョ r ク 、ア* -卜 •ス 

ク* -  V 、 ナショナル. ァヵデ ミ 
な  ノ 

* "•メカ ーー ック •ィンス チチユ 
ご 

丨卜 等 ^ あつて 洋畫 、彫刻、 洋 
風揷晝 等を 學び 、三十 九 年 R 歸 
朝した。 文展 へは 第四囘 R 彫刻 
D ; 「をな ご」、 第七囘 R  r 力の 弛ん 
孤 だ 人」、 第 八囘に 「犠牲者」 (褒 
ffi 狀) 、第 九囘に r をん な」 を 出し 
たが、 大正 六 年院に 迎 へられて 


同人と な. c/ その 第三 囘 R 「若き 男の 像」、 第四囘 k 「曇 1 、第五 同に 「女」 「女の 顔」、 第六囘 に隱 n y2 る 


女 肖像」 等を 出品して ゐる 。氏の 作風は 矢 張 6 寫實 主義に 出發 した ものて あるが、 一種の 印象派 風の 
もので、 氏の 感興 k 投じた る、 人體そ の 他の 一部分を、 氏の 興趣の 儘に 表現した ものが 多 S。 3 れば素 
人には 甚だ 索然た る 味の ものて あるが、 そ/ 〇 に 一脈の 藝術が あつて、 捨 -C/ 難い 作で ある" 他に 版晝、 

十 j 洋畫 、日本 畫 等 {C も、 彫刻に 匹敵すべき 作品を 見る。 惜しい 乙 とに、 氏は 病弱て ある 爲めに 十分の 努 
一二 力を なす 2. とが 出來な い。 未完成の もの、 多い の も、 S ぅ 言つ た 理由 {C 基づく。 

1  | 石 井 鶴 三、. 中原 悌二郎 氏 | 石 井 鶴 三 氏は 明治 二十 年 六月、 東京に 生れた 人で、 氏は 洋晝 家の 研 『孕 氏の 弟 
であるは じめ C 小山 正太郞 氏の 不同 舍に 入つ て 洋畫幺 學び、 爻 た 加 藤 景雲 氏に ついて 木彫 ヒ學ん だが、 
のち 朿京 美術 學 校の 彫刻 選科に 入 6、 明治 四十 三年に 卒業した。 文展 へは 第五 囘に 彫刻 「荒 川嶽」 を 
出して 褒狀を 得た < けで あつたが、 その 才力は 夙に 世の 認める と 乙ろ てあつた のて、 大正 五 年、 美術 
院 彫刻 部の 同人と な 6、 第五 囘に 「首」、 「人 體 習作」、 「同」、 第六囘 k 「足」 を 出した。 此の 人の 作風 も 
寫實 的、 部分的の もので あつて、 まだ 完成し ない 人なる Z. とを 思は せる。 をして 氏は また 洋畫 にも 巧 
み V- あつて、 二 科會の 第三 囘に 「行路病者」、 第 四囘に 「競 爭」 を 出して， Q る。 それから 版畫に も 興味 
を 有し、 創作 版 晝協會 k 出品す る。 本年 一月、 兜屋に 彫刻 七十 點の 作品を 並べて 見せた。 氏は かねて 
無言 奇行の 變人を 以て 知られた が、 最近 結婚した。 中 ^• 悌 —« 1_氏は明治二十一年十一月、北海道釧路 
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港に 生れた 人で ある。 太平洋 晝會 研究所に 入つ て 中 村不折 氏から 洋畫 を學び 、 ^ た 新 海 竹太郞 氏から 
彫刻を 學ん •た。 文展 へは 嘗て 第 四囘に 彫刻 「老人の 頭 像」 を 出した Z. とが ある だけで、 餘 々世に 知られ 

一て ゐな かつた が、 氏の 眞摯な 、明 
晰 な 觀 賞の 態度は 夙に 人に 認めら 
れ 、院展 の 第三 囘に 「宵 像」 を 出 
して 樗牛 賞を 得、 ついて 大正 七 年 
に院の 同人に 加 へられた。 第五 囘 

石 

井 {(: 「肖像」、 第 六囘に 「憩 a 」、 「若 
鶴 き カフカス 人」 を 出して ゐ る。 氏 
一一 一 も寫實 の 立場 ic 在る 新人の 一人て 
ある。 

| 石 川 確 治 氏 | 次に 文展に 於いて 囘狀以 上を 得、 中堅の 人物と なつて ゐる 二三を 擧げん に、 
先 づ石川 確 治 氏が ある。 氏は 明治 十四 年 八月、 山形 縣山邊 町に 生れた 人で、 三十 八 年に 東京 美術 學校 
彫刻 科を 卒業し、 文展 へは 第二 囘に 「花の 嗜」 、第三 囘に 「くも 6」、 第 四囘に 「化粧 (褒 狀) 、第五 囘に 
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r 3 めた る 女」、 第 六囘に r 石屋 3 ん」 、第 七 囘に 「木蓮」 (褒 狀) 、第 八囘に 「釀 膚」 、「追分」、 第九囘 には 
なち る 音」 (褒 狀) 、第 十に 囘 「女」、 「梳る 女」、 第 十一 同に 「追想」、 第 十二 囘に 「敎 華」、 「春の 夜の 夢」 等 
を 出品した。 また 帝展に は 「榮 ある 女」 「靜 なる 女」 5: - 出して ゐる 。成績は 非常によ いとい ふわけ ては な 
r. か、 第 四囘を 除いて 他は 年々 出品し、 年 冷 入選した のみならず 相當な 世評を 得て， q る。 殊に 氏の 作 
品は、 未だ 完成し 72 ものでは なく、 を 乙に 尙ほ 氏の 生命の 將來を 豫 期される、 若々 し S が ある。 從來 
の 作品は 一槪に 言 ふと、 技巧は 精妙と v» ふよぅ も穉 拙に 近く、 一種の ナィ 丨ヴ な、 何とも 言へ ぬ 面白 
みを 持つ て 居る。 乙れ が 育つ て 行けば もつ と美く しいす ぐれた もの 1C なる •たらぅ。 氏の 夫人は、 日本 
晝 家の 石 川丹麗 女史で ある。 女史は 故 石 川 光明 氏 ダ | し；} の 女に して、 現に 諸種の 展覽會 1C 出品 
して ゐ る。 

I 毛 利敎武 、渡邊 長男 氏 | 毛 利敎武 氏は、 今て は 他の 事業に 從つて ゐ るので、 餘 6 出品は しないが、 早 
く 名を 知られた 人で ある。 東京の 產 R して、 明治 三十 六 年 東京 美術 學校 木彫 選科を 卒業し、 文展 へは 
第一 囘に 「ゆく へ」 (三等賞)、 を 出して、 好評を 博し、 つぃで 第二 囘 に「靜寂」、第三囘に「孤兒」を 
出した が、， V の 後、 故 あつて 出品を 中止した。 目下、 硝子 コッブの 製造を 經詧 して， Q ると いふ。 渡邊 
長男 氏 も、 早くよ 6 彫刻家と して 名が ある。 氏は 明治 七 年 四月、 大分 縣竹田 町 に 生れ、 はじめ 山 田 鬼 
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f に 學び 、三十 二 年 東京 美術 學校 彫刻 科を 卒業した。 東京 彫工 會 を の 他で 屢 A、 受賞し 穴が、 文展 へは 
餘 6 出さず、 僅に 第 八 同に 「同盟 罷エ」 (褒 狀) 、第 十囘に 「同姓」、 「膽 しを 出した に過ぎない。 しかし 氏 
の 最も 得意と する 方面は 銅像 製作に あつて、 「廣瀨 中佐 及 杉 野 兵曹長 銅像」、 「弁 伊 大老 銅像」、 「井上 
侯 銅像」、 印度 パロ ダ 王 依嘱の 「大佛 像」 等の 作が ある。 ❻川 ❻崎❾ 繁夫 、高 橋祐像 等の 門下生が、 旣に仳 に 
知られて ゐ る。 又 朝 倉 文 夫 氏は、 氏の 實弟で ある。 

I その他の 諸家 I  k が #9 ？ 一一 氏 も、 將來を 囑 目すべき 人で ある。 氏は 天 海と 號 し、 明治 十六 年 二 
月 香 川縣に 生れた 人で、 太平洋 晝會 研究所 彫塑 部に 學び 、文展 へは 第二 囘に 「暮れ行く 空」、 第三 囘に 
「焦心」 (褒 狀) 、第五 囘に 「冬 だぇ」 (褒 狀) 、第 六囘に 「憇 J、 第 七 囘 R 「女の 半身像」、 第 八囘に 「種 まく 
女」、 「暗」、 第 九囘に 「わななき」 (褒 狀) 、「夏」 「衣が へ」、. 第 十囘に 「網」 「春の 夢」、 「陰」、 第 十一 囘に 
「幻惑を 打拂ふ 女」、 「驚異」、 第 十二 囘 「窮 した 女」、 帝展に 「放浪」 を 出品して、 大 R 努力して ゐ る。 
博來 大成すべき 一人と して 注目せられ てゐ る。 新田 藤太郞 氏は、 明治 二十 一年 三月、 香 V 縣に 生れた 
人で、 三十 九 年に 香川縣 立 H 藝學校 彫金 科を 卒業し、 文展 へは 第三 同に 「煙波」 (褒 狀) 、第 四囘に 「沈 
思」、 第五 囘に r をん な」 (褒 狀)、 「考」 、第 六囘に 「悵 恨」、 第 九囘に 「若草」、 第 十一 囘 に 「淵」 を 出品 
'L て ゐ る。 苛茳 、未だ 文展 等に て 世間 的 1C 名を 知られない けれど％、 今後 大に 注目すべき 人々 として、 
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藤 川 勇 造、 武田粲 の 二 氏が ある。 藤 ; !!• 氏は 明治 十六 年 十月 香 川 縣高松 市に 生れた 人で、 明治 四十 一年 
東京 美術 學校 彫刻 科を 卒業し、 のち 農 商務 将實業 練習生と して 佛國 に 渡 A、 大正 八 年 ic 歸 朝し、 同年* 

二 科の# 員に 推された。 在佛 中は ": 夕 
ンに 直接 師事し、 大 に啓發 せられる と 
乙ろ が あつたと いふ。 武田粲 氏も沐 年 
一月 歸 朝した 新進で ある。 氏は 小說家 
武田 仰天 子 氏の 息子で、 明治 十六 年 東 
京 {C 生れた。 初め 竹 中 光重に つ い て 木 
彫を 學び 、のち 3K 京 美術 學校に 入 6、 
明治 四十 年 木彫 科を 卒業した が、 間 も 
なく ィタ リ r R 渡ぅ、 のち ィギリスに 
轉じて 建築 裝 飾を 學んだ 人て ある。 次 
に、 もつ と 前に 語るべき てあつた が、 

言 CA 落し穴 かち tv に 加へ て 置く のは 齋 藤素巖 氏で ある。 氏は 名を 知 雄と いひ、 明治 二十 二 年 十月、 
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麴町區 平 河 町に 生れ、 四十 五 年 東京 美術 學校 西洋 畫科を 卒業し、 大正 二 年英國 に留學 し、 彫刻を 學ん 
で 大正 四 年末 R 歸 朝した。 文展の 十一 囘に 「秋」、 十二 囘に 「敗残」 (特選) を 出し、 帝展の 第一 间に 「朝敵」 
を 出した。 殊に 「敗 殘」 は 薄肉 彫の 大作に して、 大に 世の 注目を 惹い た。 
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第 六 編 現代 作家の 生活と 繪畫 鑑賞 

一、 現代 繪畫 K 通ず る捷徑 

現代の繪晝に通ずる一番の近道は、勿論出來る丈けをれに接するにある。何でも多く見て、多く味 
ふ 乙と だ。 その 爲めに は、 近頃 始終 行 はれて る 展覽會 に 精出して 出かける のが 最も 手輕で 、且つ 最も 
# 豸穴 

その 展覽會 に 就て は、 前 R も 述べた が、 第一は 文部省が 主と なつて やる 帝國 美術 院の 展覽會 である。 
ZL れは 、國 家の 仕事で ある 丈け に 網羅 的で、 展覽會 中 第 一番 大きく も あるし、 世間の 評判 1 尚い。 現 
在て は、% 鳳、 玉 堂、 鞘 音、 春擧 、景 年、 楓湖 等の 元老 大家が 日本 畫部の 顧問 格、 會員 になつ て 納ま 
ぅ、|&、 1: 气|- |'* 、券、|&、ぢ',、影等の新進大家が審査買と？て東西の出品を 
集め、 その 精華を 採る の •たから、 各 流 各派の ものが 萬遍 なく 見られる。 殊に、 東京に 居て、 京都の 現 
代作 家の 力作を 見る の (C は、 最も 格好の 展覽會 なのて ある。 1 た 美術 學校 出身の 名數も 乙の 會に 出す 
と 見て ょい。 
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ただ、 文 展以來 の情實 で、 日本 美術 院の 作家が やは 6 獨 立して. Q るた め、 帝展 には 乙の 一派の 作品 
が 見られ. ない。 大觀 、觀山 、靱彥 、古徑 、靑邨 、武 ^、龍ヂ、草風、御風その他所謂美術院同人、院 
友の 人々 が 2. の 派な ので、 Z: 乙 {C は 現代 日本 畫の 最新 派が 集る と 見て ょい。 玉 村 方 久斗だ の、 近藤浩 
_.® 路だの S ふ 新ら しい 作家が 一擧 にして 名を 成す のは、 乙の 會の 一つの 特色で ある。 但し、 京都から 
は溪 仙、 大阪か らは恒 富 等の 同人が 中心と なつて 出品す る 以外、 大した 人氣 ある 作品 名 出ない やぅて、 
先 づ^-東京の 新派 本位 だ。 

京都の 新派を、 代表す るのは、 國晝 創作 協會で ある。 麥憐 、紫 峰、 華 岳、 竹 橋、 晩 花 及び 波 光の 六 
人が 會員で 、各々 力作を 發 表する 外、 若い 同志の 出品を 迎へて 、乙れ を 鑑別 入選せ しめて 居る。 右の 
六 人は 帝展へ も、 院展へ も 出品し ない 事 k きめて 團結を 固く し、 專ら 新味 ある 日本 畫の 制作に 努力し 
てるので、 年々 勢 a を 增 大して 居る。 東京の 靑年 作家は 多く 帝展 、院展 に 出品す るが、 京都の 新ら し 
S 少壯 作家は、 む しろ 乙の 會に 出品す る ものが 多くな-^ つ、 ある。 

院展 、國展 の 新ら しいのに 對し て、 舊 派の 方を 代表す る團體 は、 日本 美術 協會だ 。下條 桂 谷と か、 

の 面々 一味 徒黨を 率ゐて この 會に據 {、 專ら 保守的な 作風を 示して ゐる 。尤も、 近年 乙の 風 ic 慊らな 


徑捷 るず 通に 班 繪代現 


いで、 多少と も 新 意を 發揚 する に 力めて， Q る もの も あるし、 或は 帝 展に屬 する もの， P あつ^, ぅ、 必ず 
しも ^ 1 結は 固くない が、 兎に角、 舊派 日本 晝の 發祥 地と して 注目すべく、 同 會所屬 の 作家は 頗る 廣汎 
である。 

次ぎに、 一般の 出品は 募らず、 同人 又は 會 員の 作品の みで やる 展覽會 として、 金 鈴 tfc と 如 水 會が世 
に 聞ぇ て？。 金 鈴 社は、 殊に 名高く、 1 1- 、 の當 代に 傑 h した 作家 一人が 
固く結 /1 'た闽體で、各々得意の題材に、日頃の蘊蓄を傾けた制作を發表するから大に實が入つてゐる0 
一 乙の五人中素叨、百穂、映丘は美術學校出の俊才であ々、新派舊派の中間を行く作家、|戰ぎとぼがと 
|は巧校3:1ではないが、學識すぐれ、同じく穩健にして新らしき理解にも富む作家、自然乙の會には、 

| 最も 中庸を 得た、 優 作を 見る 事 •か 多 S ので ある。 

如水會の、墨仙、周山、 #* |:、浴、ぎ、事、露、&が、5^、&|1の4-家は、今の東京晝 

坡 に 於て 天晴れ 中堅の 人 A、、 かぅ 十 人 ずら. 〇 と 並んだ 丈け でも 壯觀だ 。乙の 人たち の 展覺會 に 於て、 

| 人々 はすで に 技巧の 純 熟し / e 比較的 新時代の 作家が その 思想を 如何に 表現す るかと いふ ことを も 見 ® 
める 事 •か 出來 るで ぁら 5。その意味から、 3: 山、 #* |:、多、 ## |,等は殊ド音の焦點と！位地に 
あ 6、3仞は旣に幾何か老熟してゐる。兎に角、 ^ の一派の人々は、金鈴社ょ6は一層變化あ4 3 ぅ 
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JC 思は れ る。 

その他の 日本 晝の展 覽會て は、 日本 晝會は 十 畝、 桂月、 仙齡 、秀 畝、 賴嶂等 相 寄ぅ 美術 協 會の別 働 
隊の 如く、 中に も 十 畝 一味の 新ら しき 努力 眼に 立つ。 池畔 俱樂 部は、 素 明、 映 丘 等 美術 學校 敎授 指導 
の 下に 同校 日本 畫 出身の 新進作家を 網羅し、 なか^ ■力作を 見せる。 晨光會 は、 またを の 別 働 軍の 如 
く、ゲが„、星川淸雄等中心となつて居る。明治晝會は、小林吳嶠、佐藤紫煙、諸星成章その他舊 
派 中の 錚々 たる 人々 を 集め、 日本 南 宗晝會 は、 挂 月、 浩 湖、 蘇 水を の 他の 主なる 南晝 家を 網羅し、 翠 
«• の 率 ふる 南畫會 }c 對して 一日の長た る觀が ある。 南畫 家の 展覽會 は 近頃 殊に 振は ない。 獨立 繪畫會 
は、 511 #* 幡山 等の 依る 所、 美術 硏精會 は、 如 水 會出來 て、 昔日の 面目なき も少壯 作家 起ら ぅとして 居 
る。 阈風會 は、 高取稚 成、 前 田氏實 その他で 成した 倭繪 一派の 團體 で、 展覽會 は 徒らに 上品が つた も 
の、 み 列ぶ。 國民 美術 協會の 日本 晝部に は、 本 方秀麟 、島 田 墨 仙 あるの みで 頓と 振は ぬ。 

若し 夫れ、 各 大家 社中の 結社は 頗る 多く、 中 R も、 川 合 玉 堂の 下萠 會のご ときは、 旣に獨 立して、 
社中の 會とい ふ 事から、 一步 進んだ 自由な もの R なつて 居る。 廣 業の 殘 した 天籟 畫會 が、 社中の 結束 
圓滿ならず、允澈、が '41* 以下の俊材を有しながら割ぅ ^ 振はぬのは惜しいもの*た。淸方門下の鄕土會 
は、 新ら し い ながら 眞 面目で あ {、社中の 團 體中殊 K 大きな 讀晝會 は、 十 畝、 秀 畝、 東 畝 等の 本 城、 
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+* ポ及びその直接門人が中堅をなしてゐる。 /]># ^* &音の革丙會は、勿論倭繪の方であるが、この中に 
^• ffl* M* ^* の あるのは 注目すべき* た。 乙の 他、 南晝會 は、 宛 も翠雲 一派の 南畫會 たろ 觀あ 6、 山 內多門 
は ' !• #• の 雲を 率. Q、 m* lg# & 方は 曙會 aj 率ゐ“ M* は、 傳神洞 畫會を 統御 するとぃ ふ 風に そ 
れどれ 驥足を 伸ばして- q るの ♦た。 乙の 他、 數 へれば、 Z. の 類の 例は 更に 幾ら も ある 事で ある。 

兎に角、 以上で ざっと 展覽 會の槪 念は 得られた わけて ある。 なほ、 時 A、 に 新 團體が 出來 た*^、 移動 
が ある 事 勿論 だが、 大體 以上の や 5 に 想像して 各 展覽會 を 見る と、 現代 繪畫を 各方 面から 觀 察し 得る 
わけ 1C なる。 

二、 新派の 作家と 舊 派の 作家 

現代の 作家 作品に 就ての、 鑑別の 標準が ほぼ 分った として、 それでは どの 派の 何う いふ 作家が 人 ❖• 
の 趣味 嗜好に 投ず るで あらう か。 また 人々 は 何を 標準に、 何 / > ..'求むべき であらう か。 一口に いふと 新 
らしい 繪 と、 舊 い 繪と S ふ區 別の ごときが あるが、 Z. れ等は 、皆 その 人々 の 好み R ょつ て 決せられる 
乙と V なくて はならぬ。 

そ 1 *<、舊來の晝風 1^ 滿足せずして新らしい傾向を有ち、內面的に思索された作品が欲しいといふ 
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き 5 

人は、 日本 美術 院や 、國晝 創作 協會 などの 作家の ものが よい Z1 とになる。 帝國 美術 院の 作家 中 ic も、 
餘ほど 自由な、 進んだ 考へを も 〇 て 制作して る 人が 多々 ある。 をれ も 乙の 人達に 向く わけ だが、 大 S1 
は 院展國 展な どを 標準. にすべき だ。 

乙 れに 反し、 舊 型の もので も、 技巧に す r n たう、 1 iS 色調 等に 特色 著しく 如何にも 見 答への ある 
ものが ある。 所謂 守舊派 の もので、 Z. れを 好む 人から s ふと、 全體は 調子が よく、 もつ とも 鑑賞に 適 
すると 見ぇる だら ラ。 かう s ふ 意味で 優秀な 作家は、 帝展 側の 諸 作家、 殊に 文展 以來 の官展 出品者 側 
に 多く、 また 美術 協 會の面 令は 皆 乙 の 方に 屬す る。 をして、 Z. の 方の 作品を 好む 人から 見る と、 所謂 
新ら し s 繪と s ふ ものは、 異端 邪宗の それの やうに 思へ る わけ だ。 一方、 新ら しい 傾向の ものから 見 
ると、 古い 繪は 、前代の 遺物 か、 殘骸 C らゐ R しか 思 はれぬ わけで ある。 美術 院 、國展 の 作家と、 帝 
展の 大部分 及協會 の 作 等の 主義 主張の 上で 氷炭 相 容れぬ もの あるは、 乙、 の 道理て ある。 

なほ 進んで S ふと、 院展 と國展 との 作家に も 大分 思想の 距 た*^ は あらう し， 殊に 帝展と 協會の 作家 
では t るつ き'^ 相 容れぬ ものが 多 令 あらう。 をれ から、？- の 外の 園體を 取つ て 來て 比べ ' C 見ても、 や 
は. cs frfl じ わけ v あるが、 突きつ めて 考へ ると、 藝 術は 元來 個人々 令の 思想 {C よ*^、 徊性 によつ て 發現 
さる、 も のな のて、 同派 中に あつても、 一人々々 その 行き方を 異にする のは 勿論 當然の 事で ある。 * 
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だ、 大體の 色分けを、 新ら し v« とか 古 S とかに きめられる のが 關の 山な の だ。 そ 乙で 大體の 標準は を 
乙 で 置き、 院展 派で も、 大觀 御大の ごとき 最も 新ら しい 人の 頭領 だと 見るべく、 歡叱 は、 やや！! 12 妮 
| と 兄られる。 1: 孩；&、|!14、53|^等の河人連も？<&に續く新らしぃ作家だが、 ;1|* 1: 1- ゃ、|^ 
'御舟、 玉 村方久 斗な どは 殊に 急進と 目すべき 人々 だ。 國展の 方では、 麥僳が 新派の， 驍 711? て あるのは 勿 
一 論、 紫 峰 も 華 岳 も 竹 橋 も 同じ 傾向 だ、 ただ 內容 的に をれ ぞれ ちがつ て -〇 のは 云 ふ 1: 須 a ぬ。 また 帝展 
|に屬する人ても、初めて特選に入つ穴廣岛晃甫はもとょ办、審査員中の契^:、映 £1* 等强ひて云へば新 
一派の 部に 數 へられぬ 事 TP な い。 

舊派に 屬 する 人と 云つ て も、 帝 展の關 雪、 素 明、 淸方 、翠幢 等の 審査員 や、 柄 鳳、 春擧 、玉 堂 等の 
會員 など 必ずしも 古 S 作風に 甘 / I ぜず 、むしろ 新ら しい 傾向を 追つ て， Q るし、 帝展に 直接 關係 せぬ が 
その 系統 S する •§•• &、 1 1- また 然ぅて ある。 如 水 sn:、 部、 irlr ffi: s、、#_s^v 
j 龍_ 等 もむ しろ 新ら しい 繪を 描く 人たち だ。 ただ、 美術 協會 系には 依然 古い 繪を かく 人が 大部分を 
| 占め、 桂 谷、 鐡園は 勿論、 翠 雲、 桂月、 秀献 、賴嶂 、仙齡 、稚 •成* 道彥、 1  糸! r  , UJ# 、 iri# , 等滔ク 皆 
然 6 である。 中で、 十 畝は 近頃む しろ 新ら しがらん とし、 乙れ に 伴れ て 居る もの もない ては ない。 京 
都の 鐵齋 、景年 や、 東京の 靭音 、楓 湖、 北海、 敬 中、 丹 陵 等は 決して 新ら しき 作風の 人と 云へ ぬ。 を 
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して Z. の 1 味が なか— 少 S 數で ない。 

から 數へて 見る と、 大體の 傾向が 漸く 新派の 方に 多くなら うとして 居る のを 看取すべく、 舊 派の 方 
は、 どちら かと い ふと 通じて 受け身で ある。 大勢は、 滔 A、 として 新ら し S 傾向を 追は うとして， Q るの 
が 眼 R つく。 ただ、 今の 新派の 人々 が 果してを のま、 成功し、 舊 派の 人々 その ま、 凋落す るか どうか、 
乙れ は 各自の 乙れ からの 發奮 努力て 決する 問題て、 鑑賞 家 ^ 、 さう 思つ て、 各々 好 1/ ところに 向つ て 
行けば よいだら う。 

三、 山水、 花鳥、 人物の 各 大家 

風景を 描かしたら、 死んだ 廣業は 天下 獨步だ つた。 風景 ばかぅ でな く 何でも 來 s では あつたが、 殊 
に 山水は 渠のお 得意 ^ つた。 同 樣の乙 とが、 今の 玉 堂に 當て はまる、 春擧に も あてはまる。 玉 堂、 春 
擧は 、むしろ 風景 晝がそ の 生命と いふべき だら う。 乙れ に對 して、 淸方 や、 契 月、 映 丘な どは 人物が 
よく、 十 畝、 秀 畝、 武山 等は 花鳥が 最も 得意 だ。 かう S ふ 風に 作家 R よつ ていろ < 得意の ある Z1 と 
は 前に も說い た。 勿論、 一人に して、 廣業 式に 何でも 御座れ (馳れ 5 fg 3 の 人 も あるが、 大體 は # 意 
がき ま 〇 て ゐる。 


それ故に、 鑑賞 家が 自分の 欲する 作品を 依賴 しよぅと 思へ ば" をの 時々 の 思 a 附き によつ 1: をれ に 
適した 作家を 選んで するがよい。 當代で 、山水 畫を賴 むと すれば、 東京では 玉 堂. 多 門、 素 明、 百穗、 
| $|* ^# 並びにをの一派の人々を推すべく、京都では ^# %、櫻谷、華香、曼舟、關雪、竹橋等可なるべく 
三美術院侧ては、が&、|&、,、 *# |1、,等が雲中の得意であると云へやぅ。この外、南晝の 
| 山水なら、 翠 雲、 桂月、 鐵齋 、竹邨 、介 堂 始め、 多くの 同派 作家 皆 乙れ を 得意と する。 

7KI1 I  花鳥で あつたら、 東京では +* ^# 、^一門を最とし、 7^* ^1泰 ^# 、平田松堂等は專門家といふべく、 
¥ s# n;J* 、 等蟲ん で 乙れ を 描く。 京都て は、 大家で 5 $• 、 新進 !. !• の 最も 熟 心— 外、 ® • 
2 E° 、l^v  lf plt* , #* M* ? 好く 花鳥を 描く 方 V ある。 そし V? 專門 家の やぅに な？ る もの、 ある 
の j のは 面白 い。  . 

^  人物の 方は、 土 佐 系統の や、. 浮世 繪 系統の や、 その他 種々 の 行き方の それが ある。 土 佐 系統の 人物 
家を かく 人に 最も 有名な 作家 多く、 1: 日 基 頭に、％ v fl-* v fi* v 髮、髮、 一 円 T が W 等數 
へれば 各團體 に B: つて 居る の だ。 但し、 京都には 餘ぅ 聞ぇ た 人がない。 浮世 繪の 系統では、 淸 方、. 輝 
V、 等 や、 をの 一門 一流の 男女 作家 多く、 深 水、 秀峰 等は 若手の ち やき <だ 。京都 大阪 
には、 .1-* 容 0* 女史始め閨秀作家多く、 ^# 0# 、 ^* |1、その他聞ぇ、系畑からも出てゐる。院展の美人 
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畫描 としては、 山村 耕 花や、 恒富 等 ?: 擧 ぐべき だら う。 院 展の觀 山を 初め、 特色 ある 人物 ® ヒ か 
く 人は 勘くない が、 乙れ 等は 必ずしも 浮世 繪の 系統に 入るべき でな い。咬 た 佛晝を かく 人 も 多く、 
ぎ 川靈 華な ども <1 の 類に 入らう し、 武山や 荒井寬 方、 島 田 墨 仙 等の 人々 は 主 R Z: の 方の 人物を 描く。 
國展の 村 上 華 岳 や、 入江 波 光に もを の 傾向が 著しい。 

要するに、 各 作家は それぞれに 自分の 畑と して、 大體の 傾向を 示した 流儀が あるので ある。 たまた 
ま 時代の 進步に 伴れ て、 河童の 子が 必ずし ち 河童で な S 例を 示す もの も 間々 あるのは 近頃の 著しき 現 
象で ある。 s n ば、 乙の 頃て は、 玉 堂の 社中から も" 人物 や 花 B をのみ 描く 人 現れ、 淸 方の 社中から 
も 多くの 風景 專門 家を 出した と 云 ふ も 不思議に 思 はれな くな つた。 が、 それでも、 大きな 區 別け ^ し 
て •人物 畫家 、山水 畫家 、茈 鳥晝 家、 等の 範圍 {C 各々 の 人々 を當て はめて 见る のは 決してむ だで ない 
し、 依賴て 名し ょうとす る 時は 是非 それを 考へて からする 必要が ある。 

四、 現代の 書畫屋 

今度は、 進んで 現代の 書 晝屋の 外部 內容 R 就いて、 略說 して 見ょう。 書畫屋 には、 新畫を 取扱 ふ 新 
晝屋 と、 古晝を 取扱 ふ 古晝屋 と兩方 ある。 併し、 乙の 區 別は、 極めて 嚴 格な ものでは なく、 大抵は 少 
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しづ  S  方を 兼ねて ゐ ると 云 ふ 風 だ。？ n  JI s' w t' o' fr L' w& ^' il i' i f' f m' li' ivsvw 
新 畫屋の 方では、 っ ひ 前代の 人なら 故人の て も 取. c\ 扱 ふとい ふゲ 5" ^5矿-か_ ら、 t*: っ！， J *: い ^ ので ^: い 
限う 新舊 共に 扱つ てるのが 實際に 於て 多い わけて ある。 

と乙ろで、純粹な古畫屋には、本書との緣がないわけだが、所謂新晝屋は、皆現代の藝術家並に仑 
の 作品と 交渉して る わけて ある。 今、 現に S うした 新 畫屋が 東京 {<: 何 軒 ある. たらう か、 京都 大阪に 何 軒 
ある だら うか。 勿論 Z. の數の 詳細は、 變動 常な き 事と て 監督官 廳の 手 ^ 於て もは つ き-〇 分らぬ であら 
う。 併し 大體の 形勢から S ふと、 Z. の 數年來 新畫屋 なる ものは、 實に 滅法 增殖 したので ある。 ざつと 
計算しても、 東京 市中に 五六 百 軒は あらう との 事 だ。 勿論、 その 中には、 別に 店を 持つ てる わけで も 
なく、 大して 職業ら しく やつて る わけても ない のが 多から うけれ ど、 仝 然內 職と してやつ てる ものは 
更に*''^ 多くして 數へ がたいと いふから 驚く。 

乙れ等の商賣人の中で、眼立って大きいのは 5 5ない。個人としては、資本金な$、資金運轉の都 
合な 6 が、 完全に、 理想的に 行き かねる から も ある だら う。 そ 乙で、 近頃は、 五 人 十 人と 主立った 書 
晝屋が 集っ て會社 組織を 企劃し、 株式 會社 として 美術品 商を やって る 名 のが 增 加した。 增 加した とい 
ふ は、 乙れ が 最近 一二 年間に 於け る 美術界の 驚くべき 一新 記錄な ので、 今では 東京 允け でも 株式 
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會 社の 美術品 商が 十 軒 以上は あるので ある。 その 中、 近頃 人に 知られた もの 丈け 擧げて も、 日本 美術 
株式# 社、 帝國 美術、 東京 會 、國粹 美術、 中央 美術、 石 井美 術 店 等の 各 株式 會社が あ-^、 M れ等 はい 
づれ 7P 新晝專 門の それ V ある。，. また 別に、 個人と してやつ て ゐ るので、 會 社のを れに名 劣らぬ 大袈裳 
なの 4 多々 あ 6、 ま 乙と に 乙 の處 美術品、 新書 晝商 全盛の 觀が あるの て ある。 なほ 大阪 には、 大 日本 
美術 株式 會 社、 大阪 美術 株式 會社 あう、 名古屋 にも 中京 美術 株式 會社 あう、 その他 全國 主要の 都市に 
は 大抵 乙の 類の 機關を 見ぬ はない。 

乙れ 等の 美術 會社 又は、 大 美術商 店は、 そもそも 何を する のかと いふに、 いづれ も 皆 新晝を 中心と 
して 商 k を、 してぎ、 る、 のて、 ある。 をの 方法と しては、 現代の 諸 大家 新進作家に それぞれ 揮毫を 依賴 し、 

乙 れを 咬と めて 展覽會 を 開き、 そ Z. て 一作々々 分賣 する のが 一つ、 商賣人 同志 互 a k 相 寄う 相 集つ て 
所持の 品々 の 交換を すると s ふの が一つ、 その他は いろ <な雜 業を する ので ある。 右の 第一の 方法 
は、 所謂 新作 展覽會 なる 7P ので、 諸 美術 會 社、 諸 美術商 店に 於て 開催 S れる乙 と 極めて 屢々 である。 
殊に、 Z. の 數年來 は、 CA と-^ 專 門の 書晝屋 仲間 ばか うでな く、 有名な デ パ ァト メン トス ト丨ァ や、 大 
吳服 店で も、 續々 乙の 風を 學んて 、各店 競つ て 新作 展覽會 を やる。 三越、 白木屋、 高島屋 などは 乙の 
中 最も 顯著に 書 畫商賣 を やつて る ものと 見られる。 
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第二の 商賣人 同志の 所持品 交換は V 交換 會と稱 3 れ 、乙れ また 新畫を 中心に、 各々 利鞘を 眼當て に 
交換を やる の •たが、 會社 や大 商店では 费そ Q 主催者と なへ 交換 作品の 中から 相當 の步 合を 取る 乙 
と {C なつて， Q る。 兎 {C 角、 M の 新作 展觀 とい a 、 交換 會と 云 CA 最近の 新畫 熱を いやが 上に 煽 $ 立てた 
原動力て あつた 乙とは 疑 a を容れ ない。 そして 乙れ 等の 名のは、 開催 3 れるご とに 世の 注目を 惹 き、 

景氣を 引 $§は， 一面 今の 美術 f 賑 はした と共に、 他面 美術家の 生活を 可 f 墮 落せし め？ 

と k もなる の •た。 

但し，」 れ 等の 商賣の 盛衰は、 無論 財界の 景況に 伴れ -; も、 の、 で、 あ、 つ、 て、、 財 ^: が f: 況 f: あ、 る、 時、 に、 は、 
新作展&^會ても交換會て名大に 1, 日するが、 ^' ^' ^' ぎ 1-' ^_ ^: ?' ^' ^; の ?; 5^<べの !^ ?11ぎ、の ^' ぐ 
ある。 現に 大正 七 年の 憂から、 八 年 一杯、 九 年の 早春 看て 鐘 濟社會 Q 活況 著し か.^ しに 伴つ て 
書晝屋 仲間の 景氣も 甚だしく 昂 上し、 九 年 一二 月頃の 新書 晝の 相場は 全く 前代未聞、 破天荒と 云 はれ 
たので ある。 それ •か、 四月 中旬 頃ょ 6 財界 不振 {C 陷る や、 俄然を の 影響は 乙の 社會 に も 及ぼして、 新 
作 展覽會 で 先き ' lr 爭は ねば 求められな かつた 作品 も だん^ ^ ^ が 遠くな $、 價格も ーヶ月 ばか & のぅ 
ちに どしどし 下向きに なつた のは 事實て ある。 そして、 それょぅ も甚 •たしい のは、 交換 會の 景況て あ 
々これは 殆んど 連日 休みな く 開 誓れ たもの が、 不景氣 となつ てからは 次第にを の螯 減じた。 一 
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頃、 交換 會 全盛の 絕頂に は、 實に 一 會百數 十 萬圓の 取引を さへ 見た もので 五十 萬 前後の 取引 li 幾度び 
となく 見られ、 少き 名 五六 萬圓を 超ぇる とい ふわけ であつ た。 それが、 風向き 惡く なつてから は、 賣 
買と もに 甚だしく 手控 へと な 6、五萬圓も出來る交換會は最上出來だと呼ばる、に至った。 

これ 等の 事 どもから 推しても、 美術 會社 や、 美術商 店の する Z: とが、 可な-^ 山氣澤 山な もので、 丁 
度 株式相場を やる と 似た ごとく 思 ふ 人が 多いだら う。 併し、 必ずしも S うでな い ので、 如上の 事は、 
好 景氣に 伴れ て 俄か R 生れ 出た 幾多の 會社や ••俄か 成金の 商賣が 乙れ を 釀した のて ある。 初めから、 
書畫 美術を 神聖な ^ のとし、 Z1 れ k 對し てむ やみと 投機的 心な どせ なかっ たものは、 一 向平 氣なの 
だ。 ^ して、 をれ 等眞に 理解 ある 商賈て は、 儲かる 絕頂 にも S ラ 大きな 利益はなかった 代 6、 變動期 
にあた って％ 狼狽せ ずに 濟んだ さう である。 

をれ 故、 財界 變動以 後は、 書晝屋 一般 下落 着 S た 見解を もっ ものが 出て、 過 f: な 1: 利 ®' ^: は^^ s ic' 
跡を 絕た うとして ゐる 由、 會社 でも 商店ても 結局 堅實な もの、 みが 殘る Z1 と k なる ' -r あらう。 また 美 
術會 社は、 s たづら に 數 多くして 互 a' に 勢 ひを 爭ふ 乙 とを 止め、 早 晚堅實 な トハ フ、 ス 、卜 ば、 れ 、る ^' ^' 
うと 說く ものが ある。 
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五、 新書の 標準 相場 (京都) 

美術 會社 や、 書晝 商の 大勢 右の 如くて あるから、 新書 畫の惯 格の 如きは、 始終 社 會の好 不況に よつ 
て變 動す るのを 常と する。 そして 新 畫展觀 や、 交換 會の 全盛' たつた 大正 七 八 年の 交から 九 年 三月 頃 交 
での 相場が、 先づ絕 頂で あつたのは、 もとよ 6 をの 次第で ある。 乙れ 等の 全盛時代には、 書畫屋 仲間 
でも、 出 來 る* たけ 價格を 釣 6 上げ" 世間の 人氣を 極度 R 煽 6 立てよぅと した もの' たが、 世間 もまた 極 
端 ic その 調子に 乘つて 行 〇 たので ある。 

それ 故、 この 時分の 新畫相 場は、 可な 6滅茶なものがあつた。中にも、當代隨一の人氣者とデ、は、れ 
る 京都の 竹內柄 鳳の ごとき、 前代未聞の 高 價を呼 び、 どんな 片鎌寸 紙と、 い、 へ^/も 柄 鳳、 の^ AJ S' 、 へ、 ば、 
一世の 歡迎 すると 乙ろ とな-^、 終に 雀 一羽が 百 圓と爻 で 定評され るに 至つ た。 しかし、 事實は それ 以 
上で、 小物に 雀 一羽を 描いた もので ち、 少し 出來 が ifa 白 S 乙と、 配ら c/i がよ いと か 云 ふ 乙と になれば、 
四百 圆五 百圓 もす るのは、 珍ら しからぬ 事で あつ. た。 また 紙 本ても やや 大きくて、 ちよつ と 書き込み 
が 多ければ、 二三 千圆以 上は 優に 値 a し、 絹本と なると 尺 五で も 五六 千圓 から、 尺八 物は 一 萬圓を 突 
破 するとい ふま N1 とに ド 偉い 勢 ひで あつた。 
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柄 鳳に 次 S では、 鐵齋 、景年 等が をの 覇王て ある。 鐵齋は 、自ら 當代 唯一の 文人 晝家を 以て 任じて 
ゐる 丈け あつて、 必ずしも 晝料 等の M とを 論ずる 人で ない と 云 ふが、 而か も ^ の 制作は 驚くべき 高價 
で 商賣 人 1/) 手に 扱 はれ、 半折 もの、 千 Ifll 以上、 尺 五の 二三 千圆 から 尺八の 四 五千圆 r ら， q は 一時 IJ* し 
ろ 廉價と 云 はれた くら ゐで ある。 景 年は、 調子の 好 s 花鳥 晝の 老大家と して 把 i w* # 以上と 稱 3 れ 
乙 れまた 隨喜渴 仰 者 多く、 鐡齋に 優るとも劣らぬ 勢 a であつ た。 併し、 乙の 兩 大家の ごときは、 一種 
魅力的な 潜勢力を その 信仰者 JC 有する ので、 必ずし ^ 價格 一定せ ず、 好 さ な,^ のになる と 値段な どに 
は 頓着せ ず、 どし^^ 購求す ると ぃふ風である。乙の點では、 ## 齋殊に甚だしく、 ^ すがのぎ 11* すら 
往々蹴落 5 れる場合があつたと聞く。素人あが6の鐵齋の筆力また偉、な、6、と ^' 、ふハへ、^;だ0 

以上を 京都 晝 壇の 三 大家と すれば、 乙 れに續 くものに は、 關 @* 、i^3;、 ^# m* 等の 若手 大家、 * • ]!• と 
雁行す る 有力者 春 擧 、閨秀の 松國 、南晝 家の 竹邨 、介! ij 等 乙れ に 次 ぐものと云へょぅ0纪,は、社會 
的には、 むしろ 不遇な 作家で、 閱歷聲 望から 云へ ば、 決して *0 ]!• に 劣る とば か.^ 云へ ぬ 人 だが、 その 
作品の 價値 には 大分の 距 ぅが ある。 これ 粞鳳 ほどの 文學的 才能な く、 世才 また 劣れる に 名 依る だら ぅ 
が、 一つは 彼れ の 門下に 多士 儕々 たるに 比べ、 春擧 門下の 甚だ 落 寞たる もの あるから では あるまい か。 
從つて 、絕頂 時代に 於ても、 春擧の 作品は、 粞 鳳のを れの 二分の 一 乃至 三分の  一 C らゐ の市價 しか 唱 
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へられな かつた のて ある。 それに 比べて、 粞鳳門 下て あ 3 ながら、 關 雪の ごときは 聲價激 くが 如く、 
色紙 一枚ても 百 金を 下らざる は 勿論、 尺 五は 千 五百圓 、尺八は 三千 [11 を 下る 乙 とな かつた。 正に ^ * ^* 
の壘を 摩し、 而かも 人氣の ある 乙と 遙か によ 6 以上て あつた。 麥憐 もまた 國畫 創作 協會 R 宛然 頭領た 
る關 係と、 をの 天才 的 手腕に 依つ て 一世の 聲望ヒ あつめ、 乙れ また §!• #• の壘に 迫 4正に5^を突破す 
るの 勢 a であつ た。 彼の 同志た る 紫 峰 も、 麥憐に 次ぐ の人氣 あつて、 一時は 尺八 二三 千圓 r らゐに ま 
で評價 3 れ るを 至當 とした。 菊 池 契 月. か 岳父 芳文以 來の 名望 も、 京都 畫 壇の 一光 彩と して 微動 だ もし 
ない のみ か、 文 展帝展 等に 一作 出づる 每に渴 仰 者を 增 加して 行つ た 乙と 驚く の 外は ない。 それ 故絕頂 
期には 半折 もので も 七 八 百圆に 及び、 尺八の 三千 圓ぐら 0 に 行つ たのは 敢て 珍ら しくな かつた。 

閨秀 第一の # を 擔ふ 松圚 女史の 作品の 尊重 3 る、 は 世の 人情、 それが また 極度に 達して、 女史の 制 
作は、 麥憐 、紫 峰の 秀作の 價格に も 比し 〇 ベく、 確かに 日本の 職業婦人 中收 入の 多き 乙と 第一て あつ 
たと 言へ よぅ。 繊手 ま 乙 とに 驚歎に 値 a' する ではない か。 

竹 邨と介 堂とは、 共に 南晝 大家た る 事に 於て 當代 京都 畫 壇の 兩 巨頭、 にあらず んば、 乙 の兩人 
を 指標と したのは 勿論で ある。 竹 邨殊 {C 文展 その他の 出品の 傑出に よつ て 世の!! g を 得、 健筆 縱橫せ 
るもの {2 ても、紙本の二三百圓、尺五の七八百圓を下る乙となかつた。 ^# |31|も、 2: れと匹敵して大差な 
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をの 他、 翠嶂 が數 次の 公表 出品に ょつ て 第二の 粞鳳 とまで 推 S れ 、 (_SS S7; 2) その 技巧の 卓越せ 
るさまは、京都晝壇の一刺戟でなければならない。從つて、渠の作品は、やは6麥憐、松園に下らず、 
尺八 二三 千圓で 飛ぷ やぅに 賣れ たもので ある。 乙れ に 對 し、 春擧 門下の 曼舟が 、帝展 第一 囘の 審査員 
となつ て 以來 夥しく 人氣を 呼んだ の も 一興と 云は ねばならぬ。 曼 舟の 公開 制作が 兎角 振 -d なかつ たと 
は 云へ、 一躍して、 その 地位を 羸ち 得、 師春擧 の評價 から 柱々 突出した のは 異 とすべき だ。 

都路華 香と 木 島 櫻 谷とは、 京都 晝壇に 隱然 動かしが たい 勢力を もつ て， Q る。 前者は、 故の 楳嶺 門下 
として、 粞 鳳と 兄弟 弟子た る關係 あ. CS、 栖鳳も 常に 特別な 友情を 盡して ゐ る。 旣 R 文展て も 優遇 3 れ、 
帝展 には 推薦され て. Q るが、 晝の價 格は 割合に 安 かつた。 をれ て も 最近ず 〇 と 高くな つて、 尺 五千圓 
以上 尺八 二 千圓 <■• ら〇 R 上つ たので。 櫻 谷の 方は、 文展 R' 於ても、 契 月と 共 k 京都 晝 壇の 選手と も 云 
はるべき 人て あつた。 殊に、 一時 審査員に 任ぜられた 乙と も あ. OS、 その 地位 高く、 力倆 ^ た 優れて ゐ 
るの •たが、 近 ごろ 兎角 沈滯 して 昔日の 意氣 ないやぅ に 見ぇる のは 惜しい 乙と だ。 併し、 ま* た < 前途 
の 望みな き 人て はない。 乙ん なわけ て その 市價 は、 華 香ょ 6 も ニー 割 方 損なと 乙ろ にある らしい。 

日本 美術 院の 京都の 同人と しては、 富田溪 仙た だ 一人 あるの みなので、 渠は をの 方の 畑に 持て _さ 
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れ る。 鐡齋 などに 刺戟 3 れて ると 乙ろ も あるら しく、 文人 畫風な "奔 逸な 畫を 描く と 乙 ろ に溪 仙の 面 
白 味 あ-^、 好きな ものは、 半折に でも 百 金 以上を 投ず ると いふ わけ、 介 堂 や竹邨 に 餘 6 劣らぬ 人氣と 
市價とを保つてゐるやうだ。しかし、幾らか受ける範圍は狹いであらう。つ 61 でに、大阪の院同人た 
る 北野恒 富は、 美人 畫 描き だけに 溪 仙と あべこべの 側に 同情者が ある。 乙の 人 も、 往年 「日照 雨」 どか 
S た 頃が 最もょ かつた ので、 その 隋力で 人氣あ 3、 尺 五の 四 五 百圓兮 では 极はれ て ゐ た やうて ある。 

以上の 人々 を 主なる ものと し、 京都 ic 於て は 市價の 高い 畫家は 、甚だ 多く 一々 列擧 する に堪 へない。 
a とう 專 門のを れば か- cn でな く、 本願 寺の 大谷 句佛 上人の 畫讚 物 ^ た 柄 鳳の 繪に 俳句を 題せ る もの 
などの 商く 賣 n る 2. とは 驚くべき ほど だ。 近 ごる は、 相國 寺の 和 尙獨山 禪師の 作品が、 また 馬鹿に 歡 
迎 3れ、 殆んど 專門畫 家を して 後へ に 瞠若たら し 1/ る ものが あつた。 實際 、技倆もう ま s からでは あ 
るが、 それにしても、 尺 五の 鎌 本に かいた ぐら， Q な ものが、 素人で あつて 尙 且つ 三 四百 圓も すると 聞 
いては 驚かざる を 得ない。 仑ん なわけ て、 專門 家は 勿論、 素人に しても 地位が 高い か、 技倆' か 少しす 
ぐれ て. Q るか すれば、 夥しく 高い 價を以 て 市場に 賣買 3 れる のが、 京都 晝壇 多年の 實狀 であつ た。 

ところが、 有 爲轉變 V、 大正 九 年 四月 頃ょ 6. 不景氣 風が 吹き荒む につけて、 第一に r らつき 出した 
のは、 京都 畫 壇の 作品の 市價だ 。今が今 甘で、 柄 鳳の ものな ど 落款 一つに、 ■鳥 一羽 居れげ、 千 圓も値 

H 七 七 


う、 比、 
の'  じ 

段'  て' 
階'  著' 
が、 し、 

つ、 く、 

く、 金、 
わ、 儲、 
け、 け、 
な、 が、 

の、 う、 

だ、 嗦、 
°  < ' 
お'  ' 
な、 自、 
じ、 分、 
東、 の、 
都、 作、 
の、 品、 
中、 を、 
で、 釣、 
も、 上、 
、 げ、 
人、 る、 
に、 乙、 
よ、 と、 
つ、 か、 
て、 上、 
商、 手、 
賣 'だ、 
上、 か、 
手、 ら、 
と'  ' 
下、 自、 
手'  然1 
と、 市、 
が、 場、 

あ、 {こ、 

る、 出、 

、  ず、 

そ、 の、 

れ 、値" 

k'  (こ、 

よ、 可、 

つ、 な、 


し、 

て、 京、 
'都' 
む、 に、 
し、 比、 
る、 ベ、 
兩 、る、 
者、 と、 

の'  、 

商、 東、 
賣 、京、 
氣 、の、 
の、 作、 
懸 、家、 
隔 、の、 
あ、 繪、 
る'  は' 
乙、 餘、 
と、 ほ、 

7 ど、 ど、 

語、 簾? 

る、 い、 
も、 ° 
の、 乙、 
て、 れ、 
あ、 は、 
ら'  ' 

う、 必、 
〇  ず'、 
卽 、し、 
H、 

'  m' 

京、 西、 
都'  晝' 

の、 家、 
作、 の、 
家、 技、 
は、 倆、 
の、 
相、 


轰: 


一 \ ぐ 

東 

京 

の 

繪 

の 

市 

價 


違、 
の、 で、 
作、 は、 
家、 な、 
R、 く、 


賞 鑑齋繪 と 活 生の 家作 代 現  編六笫 


、、、、、、、、、為、、、、、 

< 嗳 たへ ^ 穴 6 の ある わけで ある 


ひしたといふ法外な馬鹿値も、成金の夢醒めるにつけて、ちと阿呆らしいと氣附いたのてあらう。 S 
すがの物數寄連も考へると乙ろあつたと見ぇ、栖鳳以下無暗に高かつた乙れまでの繪の値段がずん 
ずん下落した。乙れは、他面經濟界の不況に伴れて、やむを得ざる結果ではあるのだらうが、しかし 
その 影響の 痛切な 乙と 京都の 晝家 ぐら. Q 甚だしき はなから うとい ふ 事 だ。 從つて 、すべて 世情が 安定 
する に 伴れ、 京都の 繪の 相場 も 定まる だら うが、 黒人 側の 觀測で は、 粞 鳳の やうに 突飛の 値の ものは、 
高 S 頂上の 四 分の 一 か 五分の  一 k 下 6、 麥憐 •關 雪等實 力と 人氣と ある ものが 割 6 R 輕くて 半減 か、 
三分の 一以內 の 下落、 平均 三分の 一 ぐ らゐ になる のは 免れぬ 運命 だら うとい ふ 事て ある。 
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そ 乙へ 行く と、 東京の 作家は、 槪して 人爲 的に 自分の 市場に 於け る 位置を Z. しらへ やうとは しな S。 
最近、 京都 側の 影饗 と、 商賣 人の 術策 R 乘つて 、多少 商賣 じみた 譎計を めぐらした もの 本 幾らか ある 
やう •たが、 それと て 京都 邊 R 於け る ほど 甚だしく はない。 で、 自然の 間に 東京て 第 1 の 市價を 持 して 

f、 日？ 4 ®' 、 の！^ 拓 R' k、 力し、 文展 k も 幾多の 功獻を なした 乙と 世人の 熟知す ると 乙る だ。 大觀 は、 殊に 
美術 院 中の 天才と 謳 はれ、 をの 識見、 その 理解 R 於て、 明治 大正の 日本 晝界て も 一頭 地を 拔いて ゐる 
Z: と 多く 言 ふを 俟 穴ない。技倆に於ても、ま乙と ^ 1世の大家たるに愧ぢない名のがある。乙の人の 
畫が 、尺 五千圓 以上、 尺八 二三 千圓 ぐら ゐに 上つ たと て 敢て 驚く にも あたるまい。 物價 騰貴の 絕頂期 
て も、 その 力作が 右の 二倍と まては 行かな かつた のが、 むし ろ 不思議な くらゐ である。 觀 山の 方は、 
技巧の 人 だ。 -A# m# が 頭の 人なら、 乙れ は 腕の 人 r。 腕の 人 だけに、 制作 品の まとま 3 のょ い Z. と、 調 
子の ょい 乙 とは、 -/ <• &• に 優る と％ 劣らな v' 。 眞 に 大作 家 '/? るの 面目が 躍つ てるので、 1 の 人の 作品 も 
大 に 高い。 もの R J つて、 大觀と 同じの もあ办 、いくらか 廉いの も あるか 知れない が、 通じてい ふと 
近年 ^ て ifl' lil* の 方が たしかに 高價だ つたの て ある。 尺 五 千 五百圓 尺八 三千 IP1 C らゐ は、 通う 相場 •たつ 
たと云へょう〇伹し’が觀や&^になるとゝその繪の形の大小ょ办毛質にょつて判定する乙と/多い 
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のて ある。 

W&、 觀山に 對 照して 面白い のは、 廣 業、 玉 堂の 二 大家で ある。 一は、 院展 、他は 文展に 各々 提携 
して 東都 畫 壇の 精銳を 率. Q て、 旗鼓 堂々 相 見ぇた 乙と 幾 春秋、 旣に fO の 中の 廣 業が 他界して、 その 一 
を缺く 事に なつ -/2 のは 返す がへ す tP 殘念な 乙と て ある。 あと 1C 殘つた 玉 堂は、 今や 帝國 美術 院會 員、 
帝室 技藝 員に 兼ぬ るに 東京 美術 學 校の 日本 晝 主任 敎授 たる 重要な 地位に あ 6、 東京の 帝展 作家を 代表 
すべき 立場に あるの だ。 性質 •か 溫 厚篤 實 、苟 くも 行動を 輕忽に せぬ ので、 廣業 や、 大觀の やうな 進取 
的 氣魄は 乏しい が、 觀 山並み ic 堅實な 保守的 手腕を 發揮 する 乙とは 偉い。 て、 乙の 人の 作品は、 あま 
6 ぱッ と榮ぇ 名 せぬ 代 うに 萬 人 向きが し、 尺 五六 七 百圓 以上、 尺八 千 五百圓 ぐら. Q に 評 價3れ るのは 
勿論の 乙と である。 紙 本の 7P ので も、 墨色の 味 a などょ く 出た ものは、 四 五 百 金に 値 ひする のが 間々 
あらう。 廣業沒 後、 帝展 系の 東京に 於け る 作家 中では 何と 云つ て も 玉 堂が 隨 一人 •たり 

帝展 系の 作家と して、 近時 著しく 聲價を 高め、 勢 a を增 して 來た のは 金 鈴 社の 五 人で ある。 素 明、 
淸 方、 映 丘の 三人は、 現に 帝展 審査員で あ. CN、 百穗 、靈 華の 二人は その 推薦で あるが、 必ずしも その 
資格に ょつ て 位置の 定まれる わけては ない。 靈華の ごときは、 初め 同會の 同人と なつた 頃は、 世人の 
知る. もの 少 く、 殆んど 市價 等を 有せぬ 程 だつ たが、 忽ちに して その 卓越せ る 技能と'  高邁な® との 
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認めら る、 R 及んで、 今では 宛然 五 同人 中の 筆頭た る觀が ある。 從つて 、その 作品の 市價も 高く、 一 
時は 尺 五の 普通 物 五六 百圓 から、 尺八は 千 二 三百 圓を 下らぬ 勢 S で、 審査員 や‘ 元老 格の 作家を 顔色 
なから しめた。 百 穂 もまた 天才 的な 人て ある。 渠 が、 文展に 「七面鳥 U. や、 - 1 朝つ ゆ」 ^ 出して 居た 頃 ま 
ては、 百 穂を 說 くもの 殆ど 稀れ てあつた が、 渠の 平常を 熟知して ゐる ものは、 をの 以前から その 前途 
を 見て 居た ものである。 果せる 哉、 近時の 聲 望は 眞に隆 々、金 鈴 社中で も 第一の 徳望 家と $ ふべき だ。 
市價の 如き も、 半折に して 三 四百 圓は 珍ら しからず、 尺 五の 上物なら 七 八百圓 から それ 以上で、 正に 
靈 華の 壘を 摩し、 五 同人 中 最も 高き 地位を 占めて ゐ る。 

素 明は、 夙く から 聲價の あつ 穴 人、 中頃 一時 人氣を 墜して 振は ぬ やぅで あつたが、 金 鈴 nil: 成立 以後 
馬力を かけて 奮 勵し 、正に 返ぅ 睽 きの 盛觀を 示して. Q る •をの 爲め市 價も他 同人に 劣つ て， Q たの， V 恢 
復 し、 尺 五 四 五百圓 、尺八 千圓以 上に 漕ぎつ けて、 優 ^ 均衡を 保ち 得た ので ある。 淸方 は、 もともと 浮 
世繪の出で、美人晝を主とする丈けに、必ずし％一般向きではないが、をの斷ぇざる努力と、熱心な 
修養と ic ょつ て、 技巧に 思想に 著しく 發 達の 跡を 見せ、 その 畫 品は 却つ て 他派の もの V 凌駕して ゐ る。 
從つて 、市 價等も 素 明を 凌ぎ、 映 丘に 優る もの あ- 〇、 絕ぇず 不安な き 進展を 示して ゐる のは 偉と いふ 
べし だ。 映 丘は 五 同人 中の 最 年少者、 新 大和 繪の 驍將 として、 文展の 出世 繪 「室ぎ み」 が 大に利 い たも 
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三 八二 

の •た。 「室ぎ み」 以來渠 の 名が 揚って 來 たと ころ に、 金 鈴 社が 成 6 立っ たので、 爾來 他の 四 家と 共に 第 
一流の 地步 5: 占む るに 至っ たので ある。 一時 市價 もす r れて 高かった が、 最近は 他の 諸家の M 上う に 
ょっ て ほぼ 均衡を 得、 尺 五 普通 物 四 五百圓 、尺八 上物 千 三 四百 圆まで は 達した ので ある。 

金 鈴 社の 五 同人 R 優るとも劣らぬ 勢 ひ あるは、 美術 院の 中堅 作家た る靱彥 、古徑 、龍 子、 靑邨等 四 
五の 人 V た。 靱彥 は、 病身で 多く 描かな い が、 描 s たものは、 s づれも 皆 渾 然とした、 血 あ 6 肉 ある 
作品て ある。 殊に 博大な 識見と、 深遠な 情緒との 融合に ょっ て その 作品の 位を 高く して ゐ るのは 敬服 
する。 尺 五 七 八百圓 、尺八 二 千百圓 ぐらゐはやすいと乙ろで、すぐれた上出來のものになると、尺八 
1 幅ても 四 五 千圆に 上る 乙 と あ 6、 御大 大觀 すら 確かに 三舍を 避ける ものが ある。 古徑 も、 描かざる 
畫家 として 通っ て 居 6、 院展 出品の 力作 以外、 あまう 世に 公表せ る 作品が な S。 たま < 出る もの あ 
れば 、眞に 血淚を 注い* たもの ばか 6 なのて、 識者は 深く 渠の 態度 {C 敬意を 拂って ゐる 。從 って、 稀に 
市場へ でも 渠の 作品が 出る と、 f 紙 XI 紙 も爭っ て 之れ を 求める とい ふ 風 だから、 尺 五一 幅 千圓以 上の 
例は 勿論 普通で ある。 龍 子が 名を 成した のは 比較的 新ら し S 乙 とで、 渠は もと 洋晝 家で あった 丈、 日 
本晝の 手法を 體 得して、 2. れを表 現す るに 繊細な 感情を 以てする や 一躍 特異の 地 步を畫 壇に 獲得し 方 
ので ある。 それ 故、 鑑賞 家の 中には、 1 だ 渠の藝 術を 理解せ ぬ もの も あらう が、 新人の 間には 大に持 


價 市の 給の：!; C  采 


二 “ 


て 雛され る。 市價 としては、 あ ^ $ 定かで ない が、 尺 五 程度の もの 四 五百圓 V 尺八 千圓ぐ らゐ 迄は S& 
かぬ と 乙 ^ であつ た。 靑邨 は、 乙れ 等院 同人と 相 並んで、 古徑 、龍 子ょ 4 は ひしろ 先輩な の •たが、 近 
ごろ 餘 6 振は ず、 院展 R て も 花形た る 地位を 奪は れつ、 ある 形 だ。 渠 に比べる と-極く 新進では ある、 
が、 速 水 御舟 あたぅ が 花形で も あ- <^、 市場 (C 作品が 出て， p 高く 賣れ るのは、 何ぅ やら 時代の 推移と も 
見られる。 靑邨 ならば、 尺八 もので， P、 七 八 百圆は 可な 6 上 出來で なくて はならぬ のに、 ^ • が の 近作で 
ょい ものと なると 尺八 千 五百圓 r ら， q は惜 まぬ 人が 多い。 新人の 力は ま， j とに 驚くべし ^' 。 

木 村武山 、松林 桂月、 山內多 門、 田 中 賴璋の 面々 が ある。 これ 等は、 一口に いふと 何れも 日本 畫 壇の 
古武 者で、 耆宿 とも 云は るべき 人たち ♦た。 中に も、 翠雲は 文 展以來 の 審査員で 帝展で は 日本 晝の 主任 
に當 つて ゐ る。 現代 南畫 壇に あつて 第一人者と 稱 S る 丈け、 乙れ (C 隨喜渴 仰す る， P のなかな か 多い。 

た •た 健筆 自在に して、 筆を 落せば 一瀉千里を 奔る槪 あ 6、 數 多く 制作す るので-必ずしも 貴重品 扱 a 
は3れぬ。そ乙がま /2 、南晝家としての渠の誇6てもあらぅ。しかし、斯ぅまて多作しながら尺五で 
四 五百圓 、尺八で 千圓 近くまでに 漕ぎつ けた 渠の 畫の價 値は 1T しろ 驚歎すべき て あるまい か。 

秀歃 も、 健筆 縱橫 、多、 書く Z.' とに 於て 翠雲に 優るとも劣らない。 翠雲が 南畫山 水を 描 S て 斯界の 
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雄た るに 對 し、 Z. れは輕 妙 瀟洒な 花鳥 晝に氣 を 吐いて. ^る。輕妙なその持ち味に同感者多いと見 ± 、 
絕頂 期には 尺 五 四 五百圓 、尺八 千圓 近くで 飛ぶ やぅ (C 賣れた もの だ。 十 畝は、 秀 畝と 同じく 寬畝 門に 
出で てを の 跡を 襲へ る 人、 謂は C 秀 畝の師 筋に 當つて 居る。 夙く 文展 審査員に なつた 6、 社會 的に 活 
動した 事 多く、 女子高 等 師範 k 敎 鞭を 執つ た 事 も ある。 一時、 晝 風の 沈 滯し たかに 見ぇた 事 あるが、 
大正 八 年帝展 改造 R 際し、 審査員の 選に 漏れた のを 槪し 、奮然 起つ て 以來 却つ て 名聲を 擧げ た。 で、 

1 時は 同門の 秀 畝に 市價も 劣つ て. Q /a のが、 忽ち 勢 a を 挽囘 し、 最近は その 堅實な 作風 1: 愛 重す る も 
の 多く、 ややもすれば 秀 畝の 上に 出て ん として 居る。 力めた 6 と 謂 ふべ しだ。 

小 堀 鞘 音は、 現に 帝國 美術 院會 員、 帝室 技藝 員、 美術 學校 敎授 などの 榮職を 悉く 具へ て. Q る 斯界の 
元老、 倭繪界 の 覇者て ある。 近時は、 後進の 映 丘 や、 門下の 靱彥が 著しく 出世した のて、 やや 時代 k 
遲れ た觀も あるが、 有職 故實に 精通し、 筆法の 亂れ ぬと 乙 ろ はさす が だ。 市價 としては、 ょい 頃ても 
尺 五 五六 百圓 、尺八 千圓 のちょ つと 上く らゐで 、映 丘、 靱彥 等 ic 及ばな かつた も 是非な き 次第と 云 ふ 
べきて ある。 その 代 3、 乙 の 人の 市價犮 どは 先づ 大して 動かぬ にち が a' ない。 

武 山％ また、 日本 美術 院の 先輩て ある。 その 點で は、 大觀 、觀 Ur に 次ぎ、 靱彥 、古徑 等の 及ばざる 
と Z: ろ、 從 つ て 院內 外の 信-望 ち 厚い。 人物が 同院中 珍ら しく 圓滿 着實な 人な ので、 畫風に 4 若 千 平板 


價市の 繪の京 朿 


-JL^ 


なと Z- ろが 見ぇる が 決して 凡手では ない。 併し、 奇を 好む 人から 見る と、 感じが 淺い か、 市價 として 
は、 新ら し い繪 を® 盤に 描く 人たち に 及ばず、 尺 五 五六 百圓 、尺八 千圓 C ら〇に 行つ たのが 先 づ上乘 
らし s。 ki の ^' 進 作家と しては、 社會 から あ ' ±' 办 優遇され た 人とは 云は れない 。 

は、 m* a* と共に 今の 關東 南晝 壇を 脊負つ て 立つ 人* た、 lIJ# I53* ^* -+t* 幸、 小 坂 芝 田 等 相次いで 早世した 
今の 南晝界 には、 乙の 兩者が 互 ひに 覇を爭 ふわけ である。 そして 翠雲 は、 筆 技の 大に 勝つ てるのと、 
をの 地位が 常に 一 步 先んじ - C るので、 第一と 3 れる •か、 挂月に は 該博な知識が あ-®'、 文字が ある。 2. 
の點で 、渠は 常に 南晝家 の 最も 必要と する 詩文を 草し、 侃々 lf4< 々の 論議を 上下す ると 乙ろ に、 渠の風 
S? の 躍如 ^ るを 示して 居る。 從つて 、世の 南晝 愛好者は 自然 二 派に 別れて、 翠雲を かつぐ か、 挂月を 

尺八 千圆を 絕頂 として 普通は その 二三 割 方 下位に 居る。 

3£* |至門下の”^:は、今では、立流に獨办立ちして、堂々と威風を示す作家である。帝展にも推薦3 
れ 、如 水會て は 宛と して 頭領 格 1: 持して ゐるが 、近く 審査員 にもなら ぅと 云 ふので 世間の 期待 大きく、 
尺 五三 四百 圆 、尺八 五六 百圓 ならば 飛ん <■ 行く。 殊に、 師 風を 承け て、 或る ものには 出藍の 譽れあ $ 
と 5 れてゐ る。 
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& ?# は、 ^* ^* 、5^等と相並んで美術協會系の大立物だ。そして、文展から帝展にかけて、兎も角 
も 推 奪 こまで 奮ぎ っけ、 L' rv i: の磬 V ぁ ?: た、 の、 は、、 孤 w t; 闘、 の k、 と、 し、 て、 は ガ— の、 珠に山 
7JC' ド M' f L' ぐ i s' ^:' *; は m' l: !: に i: v #: 比、 を ^' ^' ぃ 。近頃、 多く 廣 島の 別墅に 閉居して ゐるが 、 
やは 矣 •京に 籍あ f 0¥ と Rv  t。 市價 は ^ • m* 、 +* BX* に 並ぶ と赢 はれる が、 先づ 一二 割 方は 低 
い と 見る が 普通て あらぅ。 

老大家と しては、 帝國 美術 院會 員た る 以 老の 如き* か あるが、 乙れ は 多年の 功勞 と經歷 とに ょ 
つて重要視された丈け^^^がぼ^以賢‘的に名物質的にもあま办高くない〇それでも念入办の尺五 
て 歷 史的に 有名な 人物を 描いた？ P のな ？！ 三百 圓以 上には なる。 文 展や何 かに 出品した ものは もつ と 高 
い。 協會 系の は、 中年から 晝家に なつた 人 だが、 多年 文展 審査員ても あつた 關 係から、 作家 
として 頗る 大を 成した 觀が ある。 尺 五 二三 百圆 、尺八 四 五 百圓ま では 市價を 保つ て 居た。 佐 久間鐡 園 
は、 ^ * 1| {2: 似て、 ^ • ?©• ょ-^ は r か惡 く、 市 價も三 割 以上 低い やぅ •た。 

Z. Z. で、 特筆すべき 大家に T# w a* r か ある。 もと 官吏で、 貴族院 議員に 勅選され た 人、 繪畫の 方に 
も 明るく、 協會 系の 權威 者で ある。、 北ぎ、 の nfv、 «' 力の 雄 健な Z.' と 現代 比な しと 稱 3 れ 、雪 舟以來 
0' ^' ダ ^' ^:' 爾齡 1-5 5' s 職 勒 ^' がジ。 それ 故、 專門 家で ない に拘 はらず、 半折 すら 二三 百 金を 値 ひし、 


尺 五 七 八百圓 から 尺八 も のは 無論 千圓以 上 だ。 現 時の 老大家 中に 於ても、 乙の 人の 右 R 出づ るは ある 
まい。 

以上に 次  SV  市場に 人氣の ぁるのは、 飛 Ea* M# UJ* 、 ya* ts# ^* ^: l? ffl# nb、& s: l- 、 7K* Jb# #* ^* 等の 如 
六 一水 <^連ゃ“ぐ 1: 4& 5# 寺の帝展系新進、 #* |?ゲ 11* 、^- ## 髮、が影、 3£* #* が^-等の院 
1 展系 新進、 津 端道彥 、高 取稚成 等の 協會系 作家 等を 主なる ^ のとし、 隱れ たる 作家に も ぼつ  <ょい 
“_じ 人が 見ぇる。 rj の邊 のと 乙 /) は、 必ずしも 評價 一定し ない が、 大抵 尺 五百圓 前後から、 尺八 四 五百圓 
の が 止 ^ りで， その 間 ic それ どれの 距た 4 が あると 見れば 大過な からう。 と Z. ろで、 Z. の邊 までは 新舊 
检； の 別な く、 總じて 二流 所と 見られ、 乙れ 等の 人々 から 一 步 落ちる と、 所謂 三流 畫家 になる。 三流 晝家 
の 一に も、 いろ いろ あらう が、 槪して そこまで 行く と、 市場の 待遇 名餘 ほど 違 a 、 尺 五て 五十 圓以 上、 尺 
市 八で 百圓 以上 もす るのは 可な 3 ょい もので なければ ならない。 

f と、 rJ ん次 風な のが、 乙 S1H で S 景氣 時代の 大勢で ある。、 1> 調、 來、 の、 聲 ^: i: 濟 S: 一、 般 ?i: !I; 擊 
| £> 豕 V I: への 1: 洛 ど ?; っ、 て  € li' 、 fy 气の f: g、 の {i' f: も 系 M' ?: 冷 ゲ ic' ?; っ ' t:' % ^' 大體 から 見 
ると、 東京の 方は 影響が 薄い やうで あるが、 それて^ 5 三 四 割 方の 下落は 當然 あつたら しく、 これが 本 
當に 落着きを 見る ^ でには、 ^ •た 一二 割の 差は あらう との 見込み、 結局 最高 値の 頃ょ 6 は 半額 または 
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それ 以下に めう 込み さう である。 ただ、 大觀 、觀 山と か、 玉 堂と かいつ た眞の 大作 家 や、 修養 努力 5: 
借まないで 精進す る 作家の T11 價は 、どんな 場合に でも S う 大差 ある 1 WS と觀 測 S れ 5 。 一面から 見る 
と、 監 6 に 制作を しな $ で、 自重に 自重して ゐる 人の 作品は、 あま 6 人々 の 手に 渡らぬ から、 ^ Z. K 
骨董 的價 値を 有つ 事になる わけ だ。 

六、 作家と 書 畫の關 係 

世の中が 順境で、 所謂 好 景氣と 云 はれる 時代には、 兎角 一面に ょくない 事が 行 はれ 勝ちの もの だ。 
作家と 書晝屋 との 關係 が、 a どく 密接に なつて、 そこ R 變な 情實が 出來た 6 する の 名、 Z. んな 時て、 
つま 6 商人が 極度に 作家を 利用し ょうとす る 結果て ある。 

その 關 係は、 V* ろ いる あつて 勿論 一概には 云 はれぬ が、 中に も 甚だしい のは、 書晝屋 中の 一二の も 
の、 ^ たは 數名 組み合つ て、 誰でも 目標と した 作家の 市價を 上げた**' 下げた**' する 事で ある。 乙れ は、 
世間で 謂 ふ 釣 6 上げ 策と か、 引下げ 策と かいふ もので、 一度 乙の 釣 6 上げに 乘 ると、 をの 作家の 作品 
は 必ず 相當に 高く 次る。 中 JC' は、 作家 自身 もび つく  6 する 程 急速 R' 値の あづ かるの も ある 3 うだ。 乙 
れ等 は、 商賣 人が、 右の 作家を かつぎ 上げる 秘訣で、 かう して 一方に 屈を 施して 置けば、 他方 . ic 自分 


が 多く 描いて 貰つ た-^ を ^ 他の 便宜を 計つ て 貰つ た.^ 出 來るわ けで ある。 乙れ は、 畫 家の 釣. ev 上げ 
策と して 随分 一頃 流行つ たもので あるが、 商賣 人が 自分の 都合で 無理 勝手にす るの なら 致し方ない と 
して、 作家®: 身 乙の 策 i: 行 はんとす るのは 誤 6 である。 而か も、 事實 は、 作家 自身が 好ん て 書 晝屋と 
大 I 結 托し、 強 a て 自分の 作品の 市價 e 高く しょうと した もの も 大分 ある。 乙れ 等の 徒輩は、 もとょ 办藝 
j 術と S ふ ものを 正當に 解釋 して 居らぬ の* たらう し、 卑俗 云 ふに 足らな S が、 それ 1C' しても、 好 景氣に 
品 つれて いろいろ な 事が 容易く 出來 ると、 かう した 誘惑ち 自然に 多くなる 道理た。 乙ん な 方面から 考へ 
書 一る と、 不景 氣來で 、新書の 落ち 方の などは、 むしろ 作家の ために 幸福 だか も 知れない。 

書晝屋 とい ふ ものは、 Z. の 外に も いろ s ろな 手段を 弄する。 展覽會 に 新作 i: あつめて、 儲か 6 さう 

屋一 

と | な 人のを 特に かつぎ 上げる 位は ^ だし も、 中には、 御馳走 政略を もつ て 作家を 釣つ た $、 或は 家 普請 
關 j を 受け 負つ て 作家の 歡心を 買つ 穴 3、 甚だしい のになる と、 婦人を 餌と し、 色慾を 滿 足さして 商賣の 
係爲め {C する やうな 輩 5 へ あ 6、 情 實の纒 綿な かな か 容易で ない のが ある。 金 鈴 社と か、 如水會 とか、 
京都の 自由 晝壇 とかい ふ 結社の 出來 るの も、 をの 一つの 理由は、 乙れ 等い ろい る の 書 晝屋の 誘惑 R 陷 
ら ないた めで 名 あらう。 

書 畫屋の 中て、 殊に 作家 R 惡 影響を 與へ るのは、 その 人の 藝術 などは 更に 認めず、 何でも 彼ても 多 
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三 九 Q 

<' kw で m' ぐ lf' t l' 5' どす る 手 合で ある。 乙 0 手 合に ^ ると、 實に 巧妙な 手段で、 一纏めに 百 枚 千 
枚、 甚 •たしき は 一 萬 枚 もの 製作 1: 無理 强 a に 押しつける。 勿論、 數 物の 乙と、 て、 出來榮 ぇな どは 構 
〇 て 居る 時て な S、 何でもよ いからを の 作家の 名 ic よつ て 似た やうな 圖 柄を どしどし 造らへ 上げ S せ 
るの だ。 をの 繪が 、よから う 道理は ない けれども、 兎に角 僞 物では ない と 云 ふので、 をれ を 附け 目に、 
譯の わからぬ 地方の 鑑賞 者數寄 者に 押しつける ので ある。 うつか 3、 乙の 手 k 乘つ たが 最後、 作家は 
、乙 wij 社會ぼ に 築き あげて 來た 地位 名譽も 何の その、 忽ち k して、 粗製濫造 家と いふ 乙と R' な， 9、 
名聲 地に 墜ちて しま ふ。 

名前を 擧げる も 氣の毒 だが、 東京て は 尾 竹 竹 *• 、 國觀 兄弟の ごときが 乙の 例で 沈淪 してし まつた。 
始め、！： 15 は 文展の 花形 作家で 屢令 二等賞 三等賞 等の 榮 位を 占め、 國觀 また 得意の 武者 繪に よつ て 兄 
に 劣らぬ 名聲を 文展 等に 風 はれ / 2 ものて ある。 をの 後、 時勢の 進展は、 必ずしも 乙 の 兄弟を して 名聲 
を 持續 せなかつ たのて あるが、 併し、 S まで 惡名を 着る ほどて はな かつた。 むしる、 二 人の 天才は 
二度 や 三度、 文展で 虐待され たぐら ゐでは 動かぬ のみ か、 一層 伸張す る だら うと 期待 3 n た。 ところ 
が、 二 人は 3 うした 光明 ある 前途を 認めな かつたら しく、 忽ちに して 焦-^ 出し 穴 結果は、 妙な 書晝屋 
1C 引つ かかつ て、!^ が 何千 枚 かの 繪を 引受ける と、 國觀も 負けずに 製作を やる と 云 ふ 風、 殊に 竹坡 


らんさく 


七 

新 

査 

の 

揮 
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は 忽ちに して 一 萬 枚 ばか $ の 晝 債 5: 償却し、 なほ あと ^ 〇 づけて 濫作して ゐ ると 云 ふ pi 、 それが 話 ほ 
どてなくても 事 實澤山 出て 來 るの ^ から 堪らない、 今て は、 竹 坡の繪 など 心 ある 人が 氣持 ょくは 見ぬ 
風に なつて しまつた。 乙れ が 動機て‘ 今の 尾 竹 兄弟は、 昔日の 俤を 止めぬ やう k なつた。 

乙れ は、 偶々 一例に 過ぎない が、 現在の 書畫屋 なる ものが ' sf で) いる  <  の 手段て 作家と 懇 
g ic な々、 をれ から 次第 ic 1 な 方法を 取る 乙とは 明かな 事實だ 。乙れ が 影響を 受ける のは、 ひと^' 
作家 ばか $ てな く、 鑑賞 家 もまた 同樣だ と 見なければ ならない。 現に、 今 述べた 如き 一 萬 晝會の やう 
な ものに 入つ て 名前が ょ S から 好 S とか、 落款が 知名の 人 だからと いふの て、 得意 tc なつたら をれ 乙 
そ 間違 a 、 事實は 何等 精神の 加味 3 れてゐ ない、 模造品、 印刷物 式の 繪晝 をつ かま 3 れて それに 渴仰 
してる わけになる。 乙ん な 失敗の ないやう にす るには、 先づ以 て 作品 本位に 見る 事* た* 藝術を 藝 術と 
して 理解す る 乙と 1C 力める 事 •た。 ^ 乙 まて 行かなければ、 眞の 鑑賞 家とは 云 はれぬ ので ある。 

七、 新畫の 揮毫 

s s' vs 、 ふ  v の ^ r ? ; る f : rc ' I i ' ® ' ざ ?: っ -c' f 、 f f : s ' * v i> 賴 に ^' ら 、ぬ r 、 のな  r  は 5 ' 
バビ ぎだ i/い。 ^' ^: て、 k lc' ®' ぎ ビ #' 好し、 新畫を 購求せ A とする 毛のは、 出來る 限^'、 自分自身 で 
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れを 揮毫して 貰 ふやう にす るの が 安全第一 だ。 

と 云つ て も、 素人には、 專 門の 晝家に 始終 接近した 6、 いろな 事を 賴んだ b する 機會 もな く、 
あつても 兎角 臆 劫な 7P ので あらう。 をれ 故、 誰れ にても とい ふわけ には 行く ま い が、 その 人の 趣味で、 
南晝が 好きなら 南晝 家、 土 佐が 好きなら 土 佐 系の 作家、 花鳥が 好きなら 花鳥 畫家 とい ふ 風 (C 類を 求め 
て 行く やうに するとよ so 

かう すれば、 各々 好き々々 による 事で、 南畫 好きの 名のなら 素人ても、 多少は 南畫の 趣味の わかる 
ものて あらう、 或は ^ の 方の 作家の 一人 ぐら. Q 知つ て. Q よう。 をれ 等を 便う にして 好いた 人に 向つ て 
行く のが 捷徑て ある。 例を とつて 云へ ば、 翠雲 とか、 挂月 とかが その 方の 巨匠と して、 南畫 好きの も 
のなら、 直接 兩氏の 中の どちらな A、 または その 知友な 6 }c 紹介して 貰へ ば、 をれ から 先き は、 趣味 
の 話 や、 藝 術の 論な どで どうに も 交は— 得ようと 云 ふ ものて ある。 土 佐繪の 畠の 人の 場合、 花鳥の 方 
の 場合、 山水の 方の 場合、 また 各々 おなじ わけて あらう。 要は、 Z. ちらの 要求に よ 6、 希望に よつ て、 
をれ e れの 作家に 眼 星を つける 事で ある。 

S て、 その 作家を 知つ たと なると、 揮毫の 依賴 は、 案外 容易 •た。 もと < 先方は、 描く 事が 職業な 
の 故、 M ちらの 依賴 方が 自然で、 無理 5 へない 事なら、 他の 書 畫屋に 描く よ 6 は 一層の 熱心と、 同情 


七 


新 


诳 


» 


亳 


どビ もつ て 描 s て くれる に 違 a' ない。 併し、 そ 乙に 無理な と 乙ろ が あつた-^、 懇意 づくに 勝手な 註文 

ぐ 

ビし た- 〇 すると、 つ ひ 先方の 機嫌に 障つ て、 折角 出來る もの も 出來な くなる 樣な 虞れ なしと 云へ ぬ。 
乙の 點も 考慮すべき だ。 

を 乙で、 何う いふ 風 R したら、 最もよ ろし v» かとい ふに、 必ず 先方の 意嚮に 逆は ぬ やうすべき であ 
る。 人に よつ -C いろ S る 違は うが、 揮毫料の 乙と も、 畫題の 乙と も、 材料の 乙と も、 先 づ一應 は 先方 
の 意嚮を きくな 6、 大體樣 子に よつ て 察して すべきて ある。 Z. /1 な 事は、 何を 賴む にしても、 もとよ 
6 當然の 事て かれ 乙れ 云 ふの も 異な もの だ •か、 由 來藝術 家と いふ ものは、 極めて 感情的な 人間が 多い、 
殊に、 現代の やうに！！ 相が 複雑して 來 ると 銳敏な 官能を 有し、 感覺の 極めて 微細な ものが 多い のて、 
兎 もす ると その 氣 持 ^ 障 $、 思は ぬ 失敗を 出來 す Z: と •か 間々 あるから、 その 意味で 特 R 2. れを 詳說し 
たわけ だ。 

とこる て、 揮毫料の 一件 だが、 乙れ も 先方 次第、 また 乙 ちらとの 感情 次第で 一樣に は 云 a ない。 け 
れ ども、 大體 から 云 ふと、 先き に 述べた 市價が 標準になる ので、 黒人の 書畫屋 はみ な 市價 によつ て、 
揮亳 料の 標準を 立てて 居る から、 素人で も 先づ乙 れに從 ふやう する がよ からう。 だが、 乙れ は 時々 に 
異ふ のでは つきう し / 2 事は よく 分らぬ。 之れ を 知る には、 黑人伸 間に たづね るか、 または 商賣 人の 家 
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の 正札な か、 カタログ や、 賣品雜 誌に よつ て 樣子 を 知つ て おくが よい。 

3 て、 市價の 一斑が わか 〇 たら、 普通は 知友の 間柄と して、 その 價 格の 半額 以上、 七 八 割まで ぐら 
ゐ の 紙圍で 揮毫料を 包んで 行くべき だ。 たと へば、 素 明の 尺八が 上物て 時價 一千 圓 するとしたら、 そ 
.の 知友な*^、 知人な 6 は 各 令の 考へに よつ て 五 百圓か ら七 八百圓 ぐら ゐの 揮毫料を 包む のが、 ほぼ 今 
の禮 儀と 云 CA よう。 •たが、 乙の 場合に 注意せ ねばならぬ 事は、 決して 出 來のわ る S ものを 標準に して 
はならない 事て ある。 

同じ 素 明の 作品に しても、 出來の 好い のと 惡い のとて は、 を 乙に 可な 6 の 差違が ある。 前記 千！ 一の 
尺八が 上物なら、 普通 以下の 出來 、卽 ちわる い 出來だ と 精々 五六 百圓 ぐら. Q しかせぬ であらう。 乙の 場 
合に、 渠の 知友で 揮毫を 依賴 せんとす る もの ♦か、 最低の 價格を 標準に して、 その 半分な 6 七 八 割な 6 

ひれ v» 

を 提供 すれば よから うと 考へ るは 蟲が宜 過ぎて、 却つ て 非禮 ともな 3、 失敗と もなる、 てあらう。 何と 
なれば、 作家は、 決して 蕪雑な もの や、 出 來のわ るい ものを 知友の 間に 頒た うとは 思は ぬ 箸 だから だ。 
普通の 書畫屋 の依賴 なら 兎に角、 多少 具眼の士と 思 ふ 知人の 依賴に は、 力めて よい 繪を 描かう とする 
のが、 作家と して 自然の 考へ •てあらう、 をれ に 對 し、 乙 ちらから、 「如何な もので も宜 S のて……」 と 
かふ やうな 浮薄な 賴み 方を する のは、 咬 乙と R' 無禮な 話* また 作家を 愚に した 話と 云は ねばならぬ。 


毫 


揮 


の 


畫新七 


をれ 故、 出来 得る 限办は 、時 價千圓 の ものなら 千圓 包んで 行つ て、 (l ?s 4.& i? l? ) 一~ 何う か 精 令 御氣 
分に 叶つ た％ のを 願 CA たい」 と 出る のが 當然で ある。 わ づかな 違 a でも、 作家は 輕 ん ぜられ て 低 v» 揮 
毫料を 貰 ふのと、 重んぜられて 相當 若しくは 相當以 上の 揮毫料を 貰 ふのと、 V は、 感じが 咬る でちが ふ。 
感じが よければ、 自然 豫 想よ $ も 以上の ものが 出來 るの が、 普通で ある。 卽ち 、結局に 於て は、 精々 
感じ A. •よくして 置く 方が よいので、 直接 揮毫の 依頼で もしよう とする 程の 鑑賞 氣分 ある ものなら、 そ 
の 知友の 作家に 對して 、この 位の 敬意は 拂ふ のが 至當 である。 

畫 題の 選定に しても S うだ。 z- れ は 各々 の考 へで、 同じ 南晝 で も 山水が よいと か、 花鳥が よいと か、 
冬の 景 、春の 景 、また 何や彼やと 種々 の 註文 ある 事て あらう •か、 成る 可くならば 製作者の. 氣持 R なつ 
て、 作家の 考 へ k 一切を 委ねる •かよから う。 齡 婚 葬祭の 場合、 をの 他 特殊な 緣邊の 場合には、 それに 
應じて 圖 題の 選定 珞槪略 限定 ^ れ るが、 これ とて 大凡 「あ 祝 ひ 用」 とか、 「正月 向き」 とかい ふ 大體の 指 
定に とどめて あく 方が よ 3 S うだ。 なまじ ひに 正月 掛け だか ■，.松に 鶴を 願 ふと か、 節句 掛け •たから 鐘 
紀を歡 むと か v> ふ 限定を 與へ るのは、 作家に 對して をれ 丈け 自由を 拘束す る わけ 1C な々、 眞の 鑑賞 家 
の 取るべき 道で ない。 

ま ^ 、 本 1 步考へ ると、 今の 世 R は、 昔の 人の やう ^ 、 お 祝 a の圖 •たから 芽出度い もの TC: とか、 正 
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月 •たから 正月ら しい もの ?: とかい ふ 限定は あま 6 せぬ •かよから うと 思 ふ。 祝 ひの 時 だからと て、 必ず 
し％ 蓬萊 山水が よい わけで もなければ、 正月 だからと て 松に 鶴 や、 梅花の 圖な どのみ がよ いのでは な 
い。 乙れ は 昔からの 慣例で、 3 うした 行事 ic 慣ら 3 れた からと S ふ 迄、 新時代の 現代は もつ と 解放 S 
れ た、 自由の 觀念が あつても よいて あらう。 N； の 事に 理解が あつたら、 なほ 更の 乙 と、 圖 題の 選定な 
どは、 己の 信ずる 作者 その 人に 一任す る 方が よから う。 

も 一つ、 問題な のは、 揮毫を 依賴 して、 それの 出來 あがる までの 時 B だ。 乙れ がな かな か 思 ふやう 
に 行かない。 賴む 方の 人情と しては、 依賴 した 以上、 一日 も 早く 出來る 方が よいのは 云 ふ 迄 もない、 
そ 2. で 期間 も 成るべく 短 かい 間にと 賴み 込む. のは 普通の 事で ある。 併し、 作家の 方では 意の 如く 行か 
ぬから、 成るべく 期間を 永く して 吳れ とい ふ。 乙の 間て、 双方に 距 たりが あらう が* Z: れも 作者を 尊 
重して 出來る 限らは 時日を 與へて やる がよ い。 そして 成るべく 時間 的に も 急がず、 焦らな かつたら よ 
いものを 見せて 貰 ふ 乙と にす るが よい。 / 2' •た、 作家は、 一徹な 藝 術家氣 質.' て、 約束の 日は 來て も、 興 
ハ か k かな、 け n' ば k •を 執らぬ とか、 ひどい のは、 他 k 急ぎの 毛のを 賴まれ 穴ので 前約を 後 廻し にす ると 
か S ぶ 事 も 間々 ある。 Z.' れ等 も、 新畫 揮毫を 依賴 する 場合には、 當然 相當に 入れて おかな けれ ぱなら 
のので ある。 


筲鑑置 新の 後 今  八 


八、 今後. の新畫 鑑賞 

現代の 繪畫 の Z: とを 說く 以上は、 ただ 目前の 乙と ばか 6 てな く、 乙れ から 後の 畫 壇の 推移 や、 鑑賞 
家の 嗜好の 方向 等に も 一言す るの が 至當て あらう。 をのた めに、 何ょ $ ネ 先き ic 考ふ べき 事は、 住宅 
と掛 物との 關係て ある。 

いろ<  の說が あるけれ ど、 建築の 上では、 日本の 住宅が すつ か 6 洋風 ic なつた $、 今日の 樣式が 
全然 一 變し たうす る 乙とは 一寸 考 へられない。 ただ、 どうも 今の ままで 不便な 乙とは 何人も 痛切に 感 
じて0ると乙ろで、旣に衣食の上に、洋風が可な6採6入れられてある以上、住宅の上にも幾分の洋 
風 建築が 加味 S れる 乙 とは 自然の 道理て あらう。 そ Z1 て、 大體に 於て は、 Z1 乙に 和洋折衷の 家屋が 續 
績出來 る 乙と になる だら うと 思 ふ。 例へ ば、 母家は 和風ても、 書齋 丈け は獨 立した 洋風 だと か、 應接 
間は 洋式 だと か 云 ふ 類て ある。 

兎に角、 住宅の 上に 大分 革新が 加 へられる。 變 化が 見ぇて 來る 。斯うなる と、 日本 畫の 如， r」 も、 單 
に 從來の 床の間 專 門の も のば かう ではい けなくな らう。 名 つと 新時代の 住宅の 様式に § つた ものが 生 
れ來 べ刍だ らう。 勿論、 乙れ R は、 お 跳へ 向きの 洋畫 とい ふ ものが あるから ょいと いふか 知れぬ が、 
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洋晝 は洋畫 、日本 畫は 日本 畫で 、をの 趣味 その 特色には 互 a に 全然 一致し がた きものが ある。 將來多 

くの 年月を 經 たら 何う か 知らと 思 ふが、 まだ , t- 分は 一致し ない。 そこで、 日本 晝は 日本 晝と して、 相 

當に 現代の 新ら しい 住宅の 各室に 當て はまる やうな 制作を 試みねば ならぬ リ 

幸 CA にして、 日本 畫壇に も、 乙の 大勢に 順應 すべき 傾向は ぼつ < 見ぇて 來てる やうて ある。 卽 ち、 

從來の 尺 五と か 尺八と か、 乃至 二 尺 幅と か 云つ たやうな 床懸專 門の 規則 づめな 圖晝に よる ものは 漸く 

その 特長を 失つ て、 乙れ から 先き は、 先づ樣 式の 上に 自由な 形 •か 用， Q られ やうと して ゐ 、る。 或る もの 

は 橫長な も の、 或る ものは 度 細の もの、 いろ^- な 形式が、 もつ とも 自由に 試みられて， Q る。 乙の 結 

果は、自然內容にまでいろいろな變化を及ぼし、昔のやうに、お祝ひもの、「蓬萊山水」とか、「天保九 

如」 とか 云つ た 式の 舊套 的な や 6 方は 追 ひ々々 廢棄 n- れ やうと して 居る。 新時代の 鑑賞 家は、 よく 2. 
>♦ 

れ 等の 點 (C 注意して、 成るべく 今の 時代の 精神を 代表し •新興の 藝 術を あらは す ものを 取る 乙と にし 
なくて はならない。 

そ Z1 へ 行く と、 古畫 には、 いろいろよ いものが あるが、 如何しても、 古晝 は、 昔の 人の 氣持て 、昔 
の 住宅 や、 生活 氣分に 合して 依つ たもの だとい ふ感を 免れない。 乙れ が 現代の 生活、 新時代の 人の 氣 
分とは、 びつ た $ しない 一つの 理. T てあらう。 勿論、 吾々 にはい つで， P 懷 古的氣 分が あ气祖 先の 生 
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活 、先人の 思想が 共鳴す 5 半面は あるの だから、 をの 上で 古書 畫に 愛着す る Z. ともな v» ではない が， 
どうして 7P それ 丈け ては 物 足*^ な. $。 何 か 知ら、 新ら しく 燃ぇ立つ 現代の 精神に 適合した ものが 欲し 
S の ^ 。 故人の 物ても、 その 時代々々 によつ て、 或は 豪 宕な 時期に あたつ ては、 桃 山の 永德 、山 樂あ 
た 6 がよ いと か、 繊細 優美な 時代に あたつ ては、 春 信、 吳春 あた 6 がよ いと か、 いる/ \な 趣味に 相 
應 する もの も あらう が、 槪して 現代の 生活を 知つ てこれ R 同化し 得る のは、 現代の 作家 ほど 好適な も 
、のはない。 、乙の 點か V も、 新畫 は、 どうしても 古畫に ま s' る實 際的價 値を 有する わけ だ。 併し、 古畫 
は、 それが 今日 容易 R 再び 手に し 得ぬ Z. と、 前代の 絕好紀 念た る 事、 先人の 思想の 深大 3 を 計る パロ 
メ丨タ ァたる 事 等 ^ よつ て 多くの 骨董 的價 値を 有し、 また 個々 の 住宅に 一種の 鍺びを 添へ る 乙と 故、 
その 絕對 的價 値を 十分 認めぬ わけに も 行かない のて ある。 

次ぎに、現代の繪畫を出來る丈け新住宅に適應せしめ、その實質をょ$ょく見せるためには、乙れ 
を 表裝 する 者の 注意に も俟た なければ ならな い。 表裝 次第で、 よ S ものても 惡く 見え、 わるい ものて 
もよ く 見える 例は よく ある、 鑑賞 家は 2. れにも 十分 注意すべき て ある。 


九、 現代 作家の 趣味、 性格 
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なくて 七 癖 —— 普通の 人に S へ い ろ/ \ の 習癖が ある。 況して 藝術 家と 云 はれ、 作，： V； 云 はれる 程 
の 人々 にいろ SK:S まざ まな 癖が あ々、 道樂の あるのは 云 ふを 俟た ない。 is' 代作 家、 の 生活 振 ^' は、 乙 
乙に 於て 甚だ 多岐 多樣 、到底 一通うて は 語 6 盡せ ぬのて あ、 る。 

大體 からい ふと、 眞 面目な 人と、 不眞 面目な 人と が ある。 眞 面目な 人は、 藝術 とい ふ 一つの 道に、 心 
から 底から 凝 6 固ま* CN、 眞實 一路と 云は うか、 一本調子の 突 さつめ た 生活 5: する もの も あ 6、 かと 思 
ふと、ただ着々と、堅實に平坦に、一生懸命自分の道を切6拓いて行くものもある。不眞面目なもの 
は、 何となく 自儘 勝手な 生活を する が、 それて， Q て 1 路眞實 に 藝 術の秘 g に觸れ やうで もない。 謂は 

ほしい  5<( 

ば、 果報者が、 恣ま ま なる 藝 術の 道 R 遊んで る やうな ものである。 乙の 外 R 碌 々として ぼん や* 暮す 
もの、 齷齪と して 金儲けに 餘念 なきもの、 ま 乙と ^ 種々 樣々 である。 

眞實 一路、 突きつ めた 藝術的 生活を 送る 者は、 日本 畫 家には 餘 A 多くない。 併し、 時代に 超越して、 
眞に 自己を 省み、 內に 深く 生きん とする も の、 かかる 種類の 人が いつの 世に も絕ぇ た 事は ないやう に、 
混濁した 現代の 世界に も、 かう い ふ 生き甲斐 ある 生活を してる 者が 少しは ある。 を 乙には 虛僞 もな け 
れば 、虛飾 もない。 ただ、 ほんた うに 生に 對 する 眞實の 努力 あるの みなの だ。 M れ M 元 全に 生きて る 
人、 例を 擧げて 云 a 得ぬ •かたし かに 少しは ある 筈 だ。 完全で ない 迄 も、 美術 院の ゲ #* ** %! などは やや 
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それ H 近 S。 別に 何の 虛飾— く、 虛榮— く、 ひた •ふるに 藝 術の 完成を 期して 努力し f。 一 
作は、 一作 ごとに 何等か 新 意 ある ものを 出 f として、 常に それ 5 心して るの も 填 もしい。 渠こょ 
道樂 はな S 、 あれば すべての ものを 藝術 の生矣 資料と して、 心の糧と し 1 受け入れ てる 丈け である。 
併し、 古徑も 人間 だから、 裏に 裏 あるか 如何 か、 それは 知らない。 

金 鈴 社の 百德 も藝術 的な 男 だ。 渠は 、時折う 非常な g 巧 もの、 やうに 云 はれる が、 その 根は、 もつ 
j とも 多く 人生の 眞性 R 發して 居 6、 情 も 解 すれば、 義理に， P 通ず る。 をれ で 居て、 世の 毀擧 褒貶に 頓 
| 若な く、 攸 H 閑居して、 その 堪純 生活を 樂 み、 古畫 、古文 學硏究 思索に 沒 頭して ゐ ると 乙ス また 風變 
;  6 だと 云 ふ 事が 出來 ょう。 をれ 丈け 繪 に も、 深みが あう、 奥行きが 出來て る 。デ, には、 道 樂も少 くな 
| い Jr 行 #. 自 t 3t 和歌 殊に、 書道と 和歌と、 ては 近 ごろ 越後の 良 寬和尙 に 感化 3 れて 、その 遺墨 

| や 謹 sf 意— S 言 •た。 渠 1 の 歌人と し V、 I 調の 熱烈— て！' 

i 日本 書 壇には 珍ら し S 例の 一つで ある。 

©  3 

S と 並んで、 和歌 書道を 嗜 み、 萬囊 5 を， ^ 示す 乙と あるは 美術 院の la* r た。、 渠は 、病身て あう' 
，构 の？、 て ある だけに、 百穗と 比べる と 調子， P 傷まし く、 細々 しい 感じは あるが、 而かも あの 鎌 倉 右 
大 b.t 朝 5 やうな 豪 毅な 、雄大な 豪の 一面を， p 持？， Q る。 M* ^* の 藝 術の眞 率に して、 S 胃し. か 

四〇一 
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た S 氣 品を 具へ て ゐ るのは 乙れ が 爲めだ 。渠も 近頃は、 良 寬和尙 に 私淑して、 書の 如きは 全く 良寬の 
をれ， ^-體得したほとである。渠の好むと乙ろ、多くは文學的方面の味のであ$、また劇、音樂にも通 
じて 居る とい ふ。 

*• &、&& の 外 •美術 院に は、 藝術 家と して、 第一義の 生活 意義に 徹して る 人が 少く ない らしい。 
古くは なつても、 ^0 & は實 R をの 第一人者で あらぅ。 近頃め き^^ 名を 擧 げた 龍 子が、 容易に 俗流に 
配び ず、 祗 11 として 藝 術の 一路を 迎 6、若き同人の&^が、浮世を避けて京は洛外の片ほとぅに自然 
生活を 樂 しんで ゐる 如き、 今の 世には 淚 溢れん ばか 6 の 乏しく、 心ょ き 生活 振 6 では ある。 

大正 八 年 帝展の 第一 囘展 覽會に 「靑 衣の 女」 を 出品して 特選に なつた 限 6、 浮世を 物憂が つて 行方 定 
めず S 聪い た ® • SA III* の ごときは、 殊に も ゆかしき 藝 術家氣 質の 發露者 だ。 渠を 罵る ものは、 狂と 云 
a 愚と 呼ぷ が、 今の 日本 畫 壇の 庸愚に して、 術策 的な の R 愛想を つかした 渠から 見れば、 汗淚 乾く 間 
もな き 雲水の 旅の 暮らしの 方が 遙かに 有意義な のか も 知れない。 

去つ て 京都 R 行けば、 何と 云つ て も、 國晝 創作 協會の 人々 が、 一番 藝術 味に 徹した 考へを もつ て 健 
鬪してるやぅ'た。 ^* &は、取6わけてょい生活の實行者のやぅてある。外觀のほどは具3に知ると乙 
スも な V: か、 行藏 一致、 ょく 本 も讀め ば、 泰西の 名畫 名工に 毛 始終 接觸 してる らしい。 紫 峰に 至つ て 
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は、 派 身藝 術家氣 質の 男、 東京へ 出て 來て も、 白木屋の やうな 會場で は、 電車 自動 革を の 外 往來の も 
のの けた ^ ましい 物音に 身 も 心 名怡 ^ s れ拔 くと 云つ て 嘆聲を 漏らし、 見たい 芝居は あつて. ^ 、 帝劇、 
歌舞伎 座の あの人 込みて はい や* たとい ふ 位、 京都に あれば、 大きな 植物園の やうな 自分の 家の 庭に a 
つを 6 閑と 引 込ん て、 のん び 6 とした 郊外 生活に 自然の 興を 行る とい ふ。 面白い のは、 華 岳で、 渠は 
なか— の資產 家 (C 人と なつた の •たとい ふが、 銳い藝 術 的 知能が 渠を 一介の 畫學 生と して 生涯 させ や 
うとして， Q るの* た。 ^ * ^* は、 主として 佛畫佛 像 等に 心 1: 寄せて ゐるが 、或は 天平 延 喜の 古に 溯*^、 或 
は 泰西 各國 の宗敎 美術に 注目す る 等、 をの 熱心な 1 と 熟 心な 乙と、 決し -C 附け燒 53. ては な S S うだ。 

突きつめて、一身 ^ -藝術の境に打ち込む兮でではなくとも、着實に平坦に、徐々として己が道を迎 
$、 次第にを の 地步を 遂げん とする もの、 謂は^ •穏健派と％ いふべき 人々 が ある。 帝 展の淸 方、 素 明、 
ぢ、 1^、 同會 員の？、 ii、 美術 院の & OJ* 、i i- 等を 初め、 m の 類の 人々 は 甚だ 多ぃ。 

穩健派だけに、乙0連中には、槪して幾分の祗徊趣味はある。萬葉や、良寬のつきつめたそれはな 
くと も、 古今 集 か、 新 古今 あた-^ の 淡く 樂し£ .文學 情調は あるの だ。 乙の 意味から すると、 京都の 橋 
^• ifl* s* の ごときは、 必ずしも、 穩健 派では な V: か、 悠々 として 道を 樂む氣 持に 可な うの 祗徊 味が ある。 
渠は 、眞理 を 愛し、 熱情を 愛する が、 ょ 6 以上、 藝術を 愛する やう* た。 渠の畫 作は 勿論、 詩文を 見て 

四〇三 
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も、 筆蹟を 見で も、 剛健のぅ ち 一種の 三昧 & を 有つ て. Q るのは、 まことに 自然て ある。 だが、 渠は徐 
徐 として 地步を つくる 穩健 派て はない。 旅行、 文學 、書道， 篆刻、 あらゆる 風流 韻事に 心を 寄せて る 
の も 亦た 宜な るかな である。 

淸 方の ごときは、 穩健 派の 雄と 云 ふべき だ。 決して 焦慮す ると Z. ろを 見せない。 さす •か 可な 6 の 新 
人で ある 丈け に、 時折り 感覺 的な 刺戟に 云 はれぬ 妙味を 漂は す Z. とも あるが、 槪して 、靜 かに、 落ち 
つ S た觀 照の 世界を 表現して ゐる 。それが、 到底 奥深く、 底 遠き ものとは 思 はれぬ でも、 着々 として 
築 さ 上げた 淸 方ら しい 長所で ある 乙とは 爭はれ ない。 素 明のは、 可な 6 生ぬるい ものであるが、 同じ 
く 可な 6 の 落ちつきは ある。 但し、 淸方が 文學 趣味 や、 劇 趣味 JC も 主観的 R 透徹した 同情と 理解と を 
もつ てるのに 對して .•素 明の 同一 趣味は、 あま $ に客觀 的で、 あま $ に 不鮮明で ある。 を MR も 二者 
の 藝術觀 、人生 觀の 相違が 見られ、 道樂の 深い 淺い毛 窺は れ る。 映 丘に 至る と、 その 趣味が、 鎌 倉、 
藤 原 時代で ある 丈け に、 すべてが 典雅ら しく、 みやびと 古びとの 限 ぅを つくして. Q る。 S づれは 弓道 
とか、 調 ilo とかの 趣味が (自分では 巧くな くと も) その 中心に なつて る ZL とで、 如何にも お 上品 だが、 
それ 丈け 何處 までが 眞實で 、何處 までが 遊戯な の だか 分らな い。 京都の 契 月は、 ま ^ とに 自然な、 着 
實な 性格の 人らしい。 それ 丈け、 遊蕩 氣 分の 充ち 溢れた 京都 作家の 間 (C: あつて は、 浮いた 嗯 など 技 あ 
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t うないが、. 4 の 趣味は、 信 州の 山 國 から 出た 人 だけ あつて、 可な. cv こつて々 した V 一筋なら ぬ もの 
が あるら しい。 そして、 その 一樣 1らぬ咸想の表白が、渠の藝術に、ょき光6ともな々、暗と名な$ 
て 明滅す る 乙と て ある。 それに 比べて、 翌嶂 は、 京都 育ちの ぼんちら しく、 好みの 殿な ところは ある 
が、 やは 6 しやな しやな して E- る。 一寸 色 ^ 氣取 $ のと 乙ろ が 見えて、 そこにい ろ  <.な 道 樂味も あ 
る やう 思は れるの だ。 粞 鳳さん の聱さ ん として、 而か も祗園 あた.^ の 舞子 達に 赠の 的と なる の も 自然 
の Z: とて ある c  t 

玉 堂が、 穏健派の 中心で ある Z: とは、 すべての 人が 一様に 肯く  >乙ろ であらう。 渠は 、運め で 度く 
して、 靑年 時代から トシ トン 拍子に 日本 畫 M の 新進と な 6、 花形と な 6、 中堅と なう、 代表的 作家と 
なり、 終に 今日 元 動の 地位に 上る ^ で、 ただただ 努力と 修養と にょつ て Dg めて 來た 人で ある。 勿論、 
を 乙 {C 和當の 才分 もなければ あ、 なれる 筈は な S が、 才氣は 四 分で 努力 修養が 六 分と 云つ てょ い。 を 
れ 丈け、 すべての 乙と が 穩健で 、着實 で’ 決して 奇矯な と Z: ろが な 5 ^突梯 なと 乙る がな い。 趣味に 
しても、 旅行、 文學 、和歌、 俳句、 書道、 骨董、. 茶の湯 等 何で％ ござれの 人らしいが、 S.6 とて それ 
等の 道樂 のた め ^ 身を 投ずる ほどの 事の な S のは 勿論、 恐らく 度を越 ± た 道樂な どの ある 人て ある ま 
い。 そこに 渠の藝 術の 眞摯 R して、 胃し 雛い 一而 も あるが、 同時に 平板 凡庸 tc 流れ やすい 一面, p ある 
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の だ。 今や、 廣業 亡き 柬 都の 畫壇に 、玉 堂の オー 段の 生彩を 帶びて 來ずば なるまい。 その 爲め ならば、 
多少の 浮 名を 流す も、 毁春 褒貶の 伴 ふ も 畢竟 何 か あらん や •た。 

柄 鳳が、 京都 畫壇 に覇 王と なつて ゐ るの も、 次第に 得た る 自然の 地位 だ。 渠や 、才分 もとょ 6 乏し 
きわけ ては ない •か、 乙れ に 加 ふる JC 聰明 慧智な 世才を 以てした M と 驚く ばか 6 である。 その 作品が、 
天下無比と 云は れ ながら、 內容 は隨分 あつけ らかんの 名 ので あるの も、 人 1: 喰つ たわけで ある。 併し、 
を乙 ^ 渠の世才が縱橫に閃めいてゐるので、世人は馬鹿に5れてると知6つ、も、何ぅしても渠の作 
品に 惹 きつけられて しま ふの だ。 粞鳳 は、 その 世才を 文學に 托し、 わけても 一種の 俳味に 托して るの 
•た。 その 俳諧 味 も 底を 割つ て 見れば 怪しい 7P の •たが、 兎に角、 淡く 清く、 何もの か捉 へがた き 境地を 
捉へ たと 乙ろ が ある。 そ 乙に、 渠は 人を 惹き つけて し ^ ふの だから 偉い。 同じ、 京都の 風景を 描いて 
も、 大觀の 趣味は 大きく、 眞 面 ^ 出る 方 だ •か、 粞 鳳の それは 小 3 く、” ら から 出る とい ふわけ、 * * 11# 
もまた 粹人 なる かなで ある。 

美術 院 の大觀 は、 何とい つても 藝術 至上 主義て 一貫してる 人て ある。 從つ て渠に は 妥協がない、 漸 
進 •かない。 徹底的の 欲求が あ々、 肓 目的の 進擊が あるの みだ。 大觀 •か 少しく 老いた 3 と 云へ ども、 ま 
た 術策 的 ic 妙な 分子 あぅ と雖 も、 靱彥 や、 古徑 等と 共に 第一義 生活を 遂げん とする 意 圖充ち て ゐ る €> 
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は 壯 とすべし だ。 けれと も、 を 乙 1C は 大分 間隙 も ある やぅで ある。 を の ギヤ ッブ は、 大觀 自ら も 如何 
ともし 難いら しく、 池の 端に 宏大な 邱宅を 營んだ 3、 花柳界の* ただら 遊びに 欝悶 を 遣つ た 6 する 半面 
k 英雄の 悲哀の 滲み出る ものが あるとの 事。 それに 引 代へ、 圓滿珠 の 如く、 温和 冷静、 宛 かも 水の 如 
く、 林の 如く、 騷がず 、動かざる 態度で 終始して るのは、 同じく 院の 頭領た る觀 山で ある。 乙の 人は、 
玉棠 、粞 鳳の ごとく 平和な 一面 あると 共に、 栖 鳳の 俳 趣味に 拮抗すべき 禪味が あるの だ。 人に ょると、 
生 道心の くせに、 しき 6 と 禪定の 境に 入つ た 如く 吹聽 して 納まつ てる もの も あるが、 觀山 のは 一向 ic 
その 氣振 6 を 見せない。 日常の 生活に して 7P、 外界から 見れば 一向 他奇な く、 人との 交際 も もつ とも 
圓滿で ある。 それに も か、 はらず、 渠の 作品には、 熱烈な 意氣が ある。 時として、 r 喝ッ」 とい ふ 趣き 
が ある。 自然の 裡に 、多分の 禪味を 帶んだ のが、 觀 山の 藝 術の 特長で ある。 併し、 渠も また 苦 勞人だ 。 
若い 時分は、 春 草 や、 大 ♦觀 と共に 世の 憂苦と 鬪つて 來た 丈け あつて 人生の 裏表、 色の 道、 酒の 巷、 あ 
ら ゆる 事相に 透視す る 眼光は あるので、 をの 生活 振 6 も、 實は なか < 多岐 多様な ので ある。 

金 鈴 社の 靈華 は .' 晝家 として 傑れて. Q る ばか $で なく、 學者 としても 立派な ものである。 和漢の 古 
文書に 眼を 曝ら し、 古晝古 彫刻を 見る の 眼た しかに 時流に 卓越して ゐる 。妙な もので、 Z. H 丈け の識 
見が あると、 S すがに 猪突 的な 事は 出來 ぬらしく、 元 來藝術 家 肌の、 何事に も 無頓着な 人な の だが、 
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今では穩健な生活に入6、藝術もまた古淡の味ひ ^ 徹してゐる。併し、乙の人、幾多の古文書に觀察 
してその方面の學問的趣味ある外に、浮世の物事にも精通し、多角多面な理解をあらゆる方面に向け 
て ゐ る。 

京都の ^: |- %、 §: 路| 1- 、ざ&ぞ東京の|^- ^ が ## |:、が #* ^、ぎ ^ なども、 

やは $ 溫 和な 漸進主義の 人 ❖ として 見ら るべき だ。 そして 殊に、 大眞 面目の 人々 だ。 中に 就いて # • ぎ 
は、. なか  <  の 策略 家の やうに 云 はれ、 柄 鳳とは 始終 政爭を 繰 6 返して， Q る やうに も傳 へられる が、 
その 實餘 ほど 細心な、 愼 重なと <1 ろの ある 人ら し S。 粞鳳 ほどの 世才 畫才 なきが 爲め に、 渠の 製作は 
多くの場合 平板で あ $ 、凡庸で ある 乙と を 免 かれぬ が、 人間と しては しつ か $ した 氣性が あるら しい。 
渠は、 1れといふ深い、動かし難い趣味や、嗜好をもつて居らぬのも損なと乙ろて、別莊に遊んだ6、 
獵や 、釣に 出 懸ける Z: とがを の 道樂て あるのは 少し 淋し， S。 華 香は、 栖 鳳と 同門た $ し 誼みで 大分 御 
大の 同情を 蒙つ て 居る。 併し、 乙の 人の 性格は. どうも 偏狹 らしく、 大きな 寬量 はない と 見ぇ、 兎角 
に 圭 角の あるのは 損 だ。 變 R 禪味で も あるかの 如く 見せかける 渠の晝 作は S づれ かと 云へ ば、 ヶレン 
の感 な v> でもない。 技倆 ^ あう、 地位 も 高き 渠の ため (C 猛省 5: 希は ざるを 得ぬ。 樱谷 は、 元來 君子 人 
だ、 繪も餘 ほどうまい。 併し、 帝展 、文展 等から 度 外されつ、 も、 泰然と して 製作を 出品し、 少しも 
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恨みる 所な きかの 如く 着々 その 道を 踏んで ゐるの は、 一寸 現代の 他の 作家に 類を 見られぬ。 

十 畝が 近頃 著しく 進步 的に なつた 結果と して、 渠が 優 R 玉 堂、 栖鳳 等に 次いで 認めら る、 やうに な 
つたのは、 珍ら しい 乙 とて ある。 渠は 、眞摯 な、 1 本調子な 程藝 術に 熱心な 點で は、 を さ <畫愤 の 
誰に も 劣らぬ の だが、 惜 〇 らくは 文 學的知 解に 乏しく、 あまう ^ 舊套 の敎 育に 拘束され て ゐた 。近時、 
著しく その 拘束から 免れて、 新たな 生面を 切 6 拓い たの だが、 內容 的に 一新され て 居ぬ のは 物 足. 〇 な 

5。 

院展 の武山 も、 穩健 派の 人で ある。 元來 美術 院に は異 6 者が 多く、 御大の 大觀 始め、 古 徑だ の靱彥 
だの、 容易 (C 他と 妥協し ない 故 ^ 立つ て院の 事務を 統理 し、 指揮して 行く のは 容易な 事て ない。 然る 
に、 渠が 巧妙に 乙れ を處理 して、 院の 信望を 內 外に 重から しめて. Q るの も、 その 人格に 人 ?: 惹き附 け 
るものあるからだと云つてもょからう。その代6、渠自身の作品の藝術的價値は、漸次仑の價を遞減 
して 行く と 見られぬ 事 もない。 

多 門は、 一時 兎角の 評 も あつたが、 自ら 名聲明 した 如く、 一度 重い 病に 罹つ て 苦ん てから 全く 一種 
の 三味 境に 入つ てるら し S と 乙る が ある。 あ ^ -^、 ちょ 乙ち ょ 1 しない 代 6 に、 人の 誹謗 ^ したり、 
惡評を したう する 事 もな く、 從つて 敵がない。 趣味は 必ずしも 廣 からず、 深から ず だが、 あま 6 濁つ 
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たものを もつ て 居らぬ らしい 。非難と しては、 色んな 事に 兎 もす ると 虛榮虛 飾の あとが 見ぇる と いふ 
ので ある。 周 山は、 多 門と 共 JC 如 水會の 中堅* たが、 一言 R 盡 すと、 一種の 仙骨を 帶びて ゐ る。 まだ 年 
齡も衰 へず、 激しい 仕事 名 持つ て ゐる人 だけに、 老朽の 風は 見ぇぬ が、 どこか 仙骨は ある。 酒 おょび 
乙れ に 伴 ふ 豪傑 風な 生活は 渠の 好む と 乙ろ らし V: か、 をの 半面 ic 極めて 繊細な、 奧ゆ かしい 趣味が あ 
るの. た。 Z1 の點 は、 たしかに、 渠が 「幽居の 秋」 などを 成し 得た 一つの 理由で なければ なるまい。 

乙の 外、 雲 派 5する作家は多々ぁる。 |: 1|、％"影、& ^* 1: 日、^、髮、,が、そ 
の 他、 京都の 作家、 美術 院の 作家 等. にも 少から ず存 する のて ある。 新進で も、 s* ^* 、 fi# w# や、 國展の 
晚 花、 波 光 等の 意氣は あま-®' に 烈し 過ぎる ほどて ある。 如 水會の 諸家、 京都 自由 晝壇の 諸家な どい づ 
れも 乙 の 類の 作家と して 數 ふべき だ。 

十、 種々 t 生活 振り 

生活 振ぅ の 方から も、 各 作家が いろ いろに 異つ てゐ る。 翠 S* の ごときは、 確か R 一種の 豪傑 で" 小 
事に 拘泥せ ぬかの 如く、 朝夕 高 臥し、 豪遊して 飽 くと 2. ろを 知らない。 渠は 、上 州の 生れ だが、 才氣 
が あつて 江戶 ッ子の 如く、 を 乙に 持 前の 長 脇差 式 氣分も ある。 東京の 本宅は 云 ふに 及ばず、 箱 根の 別 


り振活 生な々 種 


十 


5 も、 眞に 行きと たもので、 渠の 豪快な 生活は たしかに ti はれて ゐる。 酒の 席 や、 花柳 
の 巷 h 入つ て  <  も、！ & の 名は 最も 通 f のとして 知られて ゐる 。方に 大臣 宰相の 生活 振う だが、 そ 
れを なすに 少し i 躇 せず、 5 として 天下を 濶步 してる のは 痛快 だ。 併し、 世間の 一部て は、 渠自 
身が あま 6 に 放膽な 生活を する ので、 ^ れを a どく 惡事で もな してる かの 樣に觀 測す る 者 も ある。 か 
かる 誤解は 極端 だが、 多少 自ら 警む ると 乙ろ あつて 名ょ い 筈 だ。 

TII と 相似た 生活 振らを してる のは、 である。 は、 翠雲 ほど 派手ても なし、 あれほど 大び 
らな 生活は せぬ が、 Z. れもま た 酒池肉林に 甘醉 する 乙と を辭 する ものでは ない。 挂月 には 意氣が あう 
熱意が あ*^ して、 協會 問題な ど ic は 常に 有力 ^ 斡旋 または 役 廻う をして ゐ •る。 併し、 妙に 翠雲 とは ソ 
ブ •か 合は ない。 一方が 南 畫會を 統率し て 居れば、 これは 南 宗晝會 の 半 耳を 執-^、 兩冷相 下ら S だ。 
殊に、 帝展 には 二人 一緖 に審寶 となつ V ■正に 吳越 同舟の 感 を起專 た。 §讓 、兩 方と もに 面白 
4 い I とで、 二人は 南靈 Q 最相 率？ 進む べ备の f  I 醫运し 得な S は、 何う やら 

前世の 因果ら しい。 二者のう ち、 IA は 技倆 遙か にす ぐれて ゐるが 、才學 に 於て は挂 月に 一步を 讓る 
ベく、 左利きの 方-^ m® は & に 勝てない 。併し、 m® の 社交 上手に して、 幾多の 同好者 ぁる！ は、 到 戌 

挂の 及ば ざ ると 之 ^ だ。 
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秀畝は 、翠 雲挂 月の ごとく 豪快な 遊びを する 事 もな く* 常に 多少は 自重して ゐる らし S。 が、 をの 
生活 振 4の派手にして、外觀の壯麗なる乙とを 5 —兩氏に後れを取らない。併し、渠の遊び振6は、 
翠雲の やうに 豪放て 名 なく、 挂 月の やうに 皮肉た ッぷ 6'' てもなく、 穩健 な、 ごく 上品な 程度の もの だ 
と 云 ふ。 酒量は 必ずしも 少 からず、 艶聞 も 多少は ある。 

賴璋 は、 翠雲 、挂 月とは 大分 違 a 、 多くは 皆 秘密 裡に 乙 そこを 遊びを する 方で ある。 日常の 生活に 
於ても、 挂 月は 相： 3 E に讀 書し、 秀畝も 手 習 a などす るが、 t 賴璋 はごく 無精な 方て 有名、 た。 酒量は 可な 
3 多く、 情事 も 亦た 乙ッそ うの 方は 若干 あるら しい。 

東京の 畫家で 、隨 一の 酒豪は、 目星し い 所て はやは- CN 大觀だ らう。 渠の 酒は、 興 (C 乘じて 自づ から 
滿ヒ 引く ので， なか <底 なし だとい ふ。 觀山 もょ くや 6、 時として 酒仙の 風 あるが、 美術 院の 若手 
に は あま 6 飲み手がない。 道樂 としては、 山村 耕 花が、 いろ <な 古代 趣味に 沒 頭した $、 荒 井寬方 
が 印度 趣味に 深 入- 〇 して ゐ るの など 特筆すべき だら う。 渠 等の 間 R 割合 R 讀書 傾向の 多い のは 喜ぶ ベ. 
き 現象 だ。 

圑體 として、 飮み 手の 揃つ てるのは、 何と 云つ て も 如 水會て ある。 酒を 飲む Z. と 水の 如し だと a 
やかした もの も ある 位、 多 門 も 飲めば 周 山 もやる、 九 浦、 FH]* 江、 泰生 、蕉 1 r、 輝 方、 春陽、 林 響の 各 


リ振活 生な々 種 
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會員み んな よく 飮 IT 。 長老 墨 仙が CA と 6 乙れ を 愼んて ゐるが 、渠 とてもと もと 酒仙の 稱ある 人、 近時 
健康 上から 控へ て， Q ると い ふに 過ぎ ^ い。 但し、 Z. の 會の人 冷で 旺ん に讀書 修養に 力めて ゐ るのは、 
名門、 周 山、 林 響 等 三 四 氏に 過ぎず、 他は 皆 製作に 日 ネ 之れ 足らざる 有様な のは 惜し とで ある。 

讀書 修養に よく 力めて. Q るのは、 金 鈴 社の 五 同人 だ。 ZL の 中、 靈 華、 w° ls* は、 可な うの 左利き だが、 
どんな 時で も 酒に 性根を 忘れる や ラな 事な く、 よく 飮み 、よく 描き、 よく 讀んで 0 る。 をの 精神的 修 
養を 怠らぬ のは 第一の 强味で ある。 淸 方は、 酒 も 煙草 も 更に やらないで、 讀書 や、 觀劇は 可な. 〇 趣味 
深き 事と して ゐる らし S。 素 叫と 映 丘とは、 美術 學椟が あるから だが、 而か もこれ 名 修養 ^ 懈る 人た 
ちでは ない。 金 鈴 社が、 靑 年の 間に 重きを なすの 7P Z1 の點 に一步 優れた 7P の あるから だら う。 併し、 
それ も 消極的 だから 些と 心細い と 云は ざるを 得ない。 

玉 堂 や、 靭音な どの 元老 連は あま $ 飮ま ぬ。 十 畝 も殆ん ど盃 k 口に しない。 それ 丈け 乙の 人々 には、 
眞面目 な 分子が 多く、 あま 6 浮いた 噂 も 聞かなければ、 技倆 以外に 特殊な 人氣の 湧いた 事 も 聞かな S 。 

京都の 作家で、 問題の 多 S らしい のは、 酒豪 隨 一の 關 雪で あらう。 渠は よく 飲み、 よく 論じ、 CJ 舌 
の 雄 また 筆 •の 雄 だと 稱 S れる 。た  <、 女な どに 餘 6 拘泥す る 方では なから う。 浮 名の 立つ のは、 翠嶂 
や、 柄 鳳 門下の 若手 連に 多い やうで ある。 辆鳳 その 人 も 粹人だ けに、 酒な ども あざやかに 召 上る 方 だ 
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さうな。 その 點で は、 春擧も 劣らぬ が、 やや r ごちな S とか。 契 月、 樱谷は むしろ 不粹に 恩し、 國展 
の 五 人 男が 麥憐を 始めな か <粹を 利かせる のは、 異な 取 6 合せ だと 云 はれる。 閨秀作家の 上 村 松 園 
や、 東京の 栗 原 玉 葉な ど ic ネ 兎角の 風評は あるが、 松 園の ごとき、 一代の 才女 V- も あるし、 どこかし 
つかみした 中 R 女らしき 艶な とこる も ある。 S す •かに、 斯の 道の 閨秀 だけの 事は ある。 なほ、 總じて 、 
元老 階級の 人々 は、 酒色に 沈湎 した A、 粹な 道に いろ S ろの 修業を 積む 人 多 S やうで、 尾 竹 竹坡兄 弟 
の ごときは その 雄で も あらう か。 數 へれば、 作家 中の 粹人 もまた 少から ずで ある。 と 乙ろ が、 若手の 
人々 にあつ ては、 初めから 眞 面目に、 緊張した 生活を して 行く 者 か、 大家の 風を 學ん •て 異に 濟して 行 
くもの か、 ほぼ 二樣に 別れて. Q る。 新進の 有力者と 稱され 、有望な 人と 云 はれる のは、 多く 前者に 屬 
する。 弦月と か、 龍 岬と か、 白雨と か、 秋 光と か、 方久 斗と か 云つ た 連中は 多く 乙れ である。 早く 大 
家氣取 $ か 何 かで、 大して 修養 も 心がけず R、 生活の 安全 1: 希 a 、 物質的な 安逸ても 求める ものは、 
何う も、 諸 大家の 門から 出て 正式に 敎 育を 踏まない ものに 多 S かと 見られる。 ZL の 人々 は、 實 際、 生 
活の 上 R は 自然の 便宜 も 多く 得られる のて、 却つ て それに 慢心して. Q る やうな とこ ^ も ある。 各自に 
戒 むべき 事で あるまい か。 

現代の 繪畫及 彫刻 終 
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